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緒  一一 一一 口 

出 鹿 素行 は我國 精神 史上に 極めて 著しき 地位 を 保つ 所の 一 偉人で ある。 其の 

舉 問は必 すし も 我 國の攀 問 史上 第 一 位 を 占む るミ云 ふ 程廣く 且つ 深い ミ云ふ 事 

は出來 ない。 單に擧 問の 深さ ミ 云ふ點 から 云 ふ 時 は、 其 常時に 於て すら 素 行 を 撋 

いて 尙ほ 他に 幾多の 擧者 のあった 事 は 明かで ある。 素行 は 一 生涯の 大部分 を處 

士ミ して 過ごした 人で ある。 從 つて 將軍 家に 事へ て國 家の 經綸に 其 手腕 を 示し 

た 新 井 白 石な さの やうな 華々 しい 事蹟が ある 譯 では 無い。 又 擧者ミ して 一 世 を 

空う す、 こ 云 ふやうな 大著 述を 遣して 居る わけで もない。 しかも 尙ほ 我が 國の精 

神 史上に 於て 極めて 著しい 地位 を 占む る 所以 は 何 所に あるので あるか。 \ー  を 一 

言 に ませば 素行 は 勝れた 先 覺者的 素質 を豐 富に 有って 居った 人で ある 事が 素行 

をして 我 精神 史上 か  >  る 地位 を 占む るに 至ら しめたの である。 言 葉 を換へ て 云 

ケ ば、 素 行 は 色々 の 問題に 就て 革新 運動の 先驅 者であった ので ある。 その 色々 ミ 


云 ふの を具體 的に 

の 先 驅者ミ し て、 所 

內容を 有し て 居 る 

か は 後に 本：！ に 入 

理論の 創始者で あ 

世 武家時代に 更に 

は 情操の 上に 基礎 

なかった-, それ が 

に ま、 德 時 戈 にん 

ミ しての 武士道 ミ 

に 敎義ミ しての 武 

云 はぐ その 開祖の 

6e 懦 敎の 日本化， 


云へば 三つの 問題が ある。 一 は 我國の 儒敎に 於け る 革新 運動 

謂古舉 派の 祖 である 事で ある。 素行の 稱 へた 古擧が 如何なる 

もので あ り、 何 が 故に それが 我國に 於け る 儒舉の 革新であった 

つて 述 ぶべき 問題で あるから こ、 では 述べない。 二 は 武士道 

る 事で ある。 武± 道 そのもの 、起原 は 遠く 建國の 昔に あ り、 中 

-\! が皇 張せられ 躍進 的に 發 達した ので あるが、 それらの 武士道 

を 置く 所の 實行 道德 であつ て、 理 論 的 根 據は殆 さ 立てられて 居 

理論的 根據を 得て 一 種の 敎義ミ しての 武士道が 完成す るた め 

つて 儒敎ミ 結びつく 事が 必要であった。 卽ち單 なる 實行道 0 

• 道德 理論で ある 所の 儒 敎ミが 結合し 調和す る 事に 侬っ て、， ^  > 

士 道が 發 達し たので あつ て、 素行 は 此^ 題に 於ても 先鞭 をつ け、 

如き 地位に 居る ものである。 三 は 懦敎 の 日本化 ミ云ふ 事で あ 

ミは 何で あるかに 就ての 詳しき 說明は 後に 讓っ てこ 、に は述 


ベない が簡 St に 云 へ ば、 卽 ち 我國民 道： e の 要素、/) して 儒 敎を用 ゐ、 其 の 理論 を資っ 

て 我が 國體 の. 尊 嚴を說 く 事で ある。 此 事に 於ても 素行 は その 先驅 者、、」 しての 地 

位 を 保って 居る ので ある。 

以上 數 へた 三つ の 中、 其の 一 つ だけ を 以てしても 尙ほ、 素行の 我が 國の 精神 史上 

に 於け る 地位 は 極めて 著しい ので ある。 況して その 三 を 兼ぬ るに 於て は 素行が 

如何に 我國 精神 史、 又 は道德 史上に 於て 重要なる 地位 を 占むべき 人で あるか を 知 

るので あるつ 而も 是等 は尙ほ 素行 の 眞の價 値 を 表示す る 所以で 無 い。 素行 の 眞 

の 價値は その 膀碯 たる 國民 精神 ミ、 そ れが 後世の 世 道 人心に 及 ほした 太なる 影響 

ミ である。  - 

此の 研究 は 昭和 四 年 秋 吳市敎 育會の 需に應 じて 前後 九囘に N つて 講述 した も 

ので ある。 附錄は 嘗て 精神科 擧に 載せた もの を再錄 した ものである。 

眧 和 五 年 一月 
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- ハ行の 時代 


凡そ 人物 を 論評せ んミ すれば 先づ その 時代 を 考察す る 事が 必要で ある。 同 一 

の^？？-業もその時代如何に侬っ て は 容易に 之 を遂 ゆる 事が 出來、 或は 尋常 一 樣の人 

物で は 容易に 遂ゅ 得ない ので ある。 德川 時代 平賀源 内が 極めて 簡單 なる 電氣機 

械を 作っても 尙ほ 不世出の 鬼才 ミ しても て はやさ れ、 伊 能忠 敬が 日本 全國を 測量 

したの を 以て 千古の 偉業 ミ して 偉へ る。 今日 源 e 程の 仕事 は擧 生が 擧 校の 實驗 

室に 於ても 之 をな す 事が 出來 るで あらう し、 陸軍省の 多数の 無 名 測 量 家 は、 忠 敬 よ 

り も遙に 精密なる 測量 を 全國に 亙って 着々 ミ して 行 ひつ、 あるので ある。 要は 

素行の 時代  一 


山 鹿 素行  二 

その 時代の 違で ある。 

山 鹿 素行の 生れた の は 後に その 經歴に 就て 述 ぶる 如く 元 和 八 年で ある が、 素 行 

が舉者 ミ し て、 又 思 想家ミ して 活躍した の は 寛 文 年中で ある。 寬文は 朝廷の， 方で 

云 へ ば 靈 元 天皇の 御代で あ り、 幕 府の 方で 云へば 四 代 將軍家 綱の 時代で ある。 大 

阪 夏の陣 も 終って 天下の 大勢 ほ 定まって から 數十 年、 三代 將軍家 の英斷 に侬っ 

て 諸侯に 對 する 幕府の 威力 も 俄に 加 は り、 慶 安の 亂卽ち 由 比 正 雪 一 件、 引 き 鑌き島 

原の 亂も 平定し 參鋭 交代の 制 も 定まって 幕府の 基礎 全く 確立した 時代で ある。 

それ ミ 同時 に、 大 阪冬 夏の陣に 於て 浪人の 勢力の 侮る 可らざる を 知 り、 慶 安 の 變 が 

浪人 圍體の 陰謀に 依って 起 り、 島 原の 亂が 浪人の 援助の あつたた めに 容易に 平定 

する 事が 出來 なかった 事 、之 等の 種々 の 理由に 侬 つて 幕府の 浪人 を 忌む 事甚 しく、 

新に 確立した 勢力 を 以て、 極力 浪人に 壓： g を 加へ たので ある" 此事は 素行の 場合 

に 於て は 特に 重要な 關係を 有って 居る。 

以上 は主ミ して 玫治 的の 方面から 時勢 を 見た ので あるが 擧者成 は 思想家 ミし 


ての 素行 を 考察す るた めに は 之れ ら 政治 n 鼯 よりも 

傾向 を 考察す る 事 は 一 層 緊要な 問題 である。 

寬文 は戰國 時代 を 去る 事 旣に七 八十 年、 li 川の 勢力 

を •； 孕け て 社會の 秩序 も 漸く 整 ひ、 人 心 も 次第に 安定し 

龜天 正頓の 所謂 戰場 生き 殘 りの 武士 は 最早 見る 事 は 

然し 次に 來 るべき 元祿の 爛熟した 有樣は 未だ 起って 

云 へ ば 比較的 堅實 であ り、 剛 健な 所が あつ た、 惡 く 云 へ 

除 れ す、 や 、も すれば 喧嘩 pi- 傷の 沙汰が あ り、 仟 俠の風 

誇り を 有つ 旗本が 無事 靜穩の 平和の 世 に、 元 氣の やり 

し-や 、 も すれば 民間の 良民 を 苦しめよう ミ する 事が 

表する 町 奴なる ものが 現 はれて、 此兩 者の 間に 歷く殺 

になった の も 此の 時代で ある。 又戰場 生き 殘 りの 武 

. は 云 へ、 それらの 子 又は 孫の 時代で あつ て、 そ れ ら が 父 


その 當 時の 思 想 及び 舉界の 

も 固まり、 所謂 元 和 僵武の 後 

ようさした 時代で ある。 元 

出來 なくなった 時代で ある。 

居ない。 一般の 氣風 は、 よ く 

ば武辨 殺伐の 氣 未だ 十分に 

が 漸く 起り、 殊に 三 河 武士の 

場 を 求めて 街頭に 潢 行活步 

あ つ て、 之 に對 して 平民 を 代 

伐なる 喧曄 沙汰の 起る やう 

士 こそ 旣に居 なくなった ミ 

組から 聞き 傳 へた 戰國 時代 
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の ましい 有 樣は當 時の 若者の 血 を 沸かす に 十分で あり、 一 面戰爭 に恪き 長き 平 

和 を 思 ふ 心 切なる 時代で もあった が 又 他の 一 面に 於て は、 戰 場の 武勇 物語に 對す 

る 童^も 有って 居 り、 德 川 幕府の 方針 ミ しても 治に 居って 亂を 忘れぬ 心掛が 大；^ 

である ミ して 盛に 武 を獎勵 したので 尙武の 氣風は 船る 盛に 諷擊を 練 り、 兵 法を學 

ぶ 事は當 時の 武士に 缺く 可らざる 事であった。 この 事 は 素行が その 餘拔ミ して 

居つ ヒ， 听の兵 擧者ミ して 當 時 最も 名 を 成 し、 素 行 自ら その 本領 ミ して 居った 所の 

聖舉 に^て 却て その 兵擧 程に は 世に 聞 こ ゑなかった 事 ミ關係 を 有って 居る ので 

あ る。  . 

表、 本 に 於て 詳しく述べ る やうに 皇室 中心 主義の 皇國 尊 嚴 il は 素行の 思 想 の 

中心 をな す ものである。 國 民の 我が 皇室に 對 する 思想 ミ 云ふ點 から 見 て、 素 行 の 

時代 はさう 云 ふ 時代で あつたか。 國 民の 皇室に 對 する 思想 ミ云 ふの は 取り も 直 

さす 尊王 思想で ある。 尊王 思想 は我國 民の 建國當 初からの 傳統的 中心思想 であ 

る。 旣に 德 川 時 ぼの 國舉 者な さが 1^  . ^論じて 居る やうに 我國 民の 尊王 思想 は、 支 


那の 聖人の 敎 なさ、 違って 敎を 設けて それに 侬 つて 注入せられ たもので な く、 我 • 

國體の 性質 上、 本 來的 先天的に 有って 居る ものである。 それ は 三千 年の 歴史 を 通 •： 

じて 我々 の 祖先から 今日まで 一 貫して 傳 はって 居る 國民 精神の 中核 をな して 居 

る ものである が、 然 し 萬. fn 變る こ、、 一な き u<: 日の 光に も時ミ して 雲が か 、 り、 五 月 雨. 

の {4- の 如く 連日に 亙って 日の 光 を 遮る 事が ある やう に、 我 が 國體が 一 時變態 的の 

姿 をな した 場 < ^口に は、. K} に 基礎 を 置く 所の 尊王 思想 も 一 時 その 姿を變 ふる 事 ある 

は 免れなかった 所で ある。 皇室が 政治の 活動、 ヒ 一 時關 係を絕 つて 武家が 專ら 政. 

權を 掌握した 中世 武家時代が 正に その 時代であった。 それ も 德 川 時代の 如く 擧 

問が 勃興して 來る ミ、 そ の 方面 か ら、 國 民が 皇室の 尊嚴 なる 所以 を 解す る緣も ある. 

譯 である が、 中 ^の 如く 文敎廢 れて國 民を擧 ゆて 擧 問に 緣の 無い やうな 時代に な- 

つ て は、 國 民の 大部分 は 只 自分が 直接 事へ て 居る 領 主、 卽 ち 大名 を 知る に 過ぎ す、 や 

や 物の 觯っ たもので 政權を 握つ て 居る 縑 倉の 將軍 ある 事 を 知つ て 居る のが 關の. 

m  、そ の 上に 一 天 萬乘の 君の 坐し て、 之 こそ 我國の 本源 大宗で ある さ 云 ふ 事 を 解す 

素行の 時代  •  ^ 
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る もの は 擧^ を 修め 餘程 我が 闺の 歴史に 就ての 知識 を 有って 居る 極めて 少数の 

もの だけで ある、、〕 云 ふ有樣 であった。 さう 云 ふ 一部の 識 者、 例 へば 祌國 論 を 其. i 礎 

ミ し て 皇 闕尊嚴 論 を强 調した 日 蓮 や、 元 一： 了 釋！？ H の 著者 虎關 禪師師 鍊、 或 は 我が 國に 

於け る國體 論の 創唱 者、、) も 云 ふべき 地位 を. {： むる 所の 北 白 S 鋭！ 51^ の 如き 人々 が 犬. 

に 天 a の 神聖 ミ、 そ れが n: 木の 國體 に關聯 する 所を說 いても 殆さ國 民の 耳に 入： ら 

す、 入 つても 解せられ す、 そ のために 中世 三百 年 間、 國 民の 尊王 思想 は 一 時 その 姿 

を隱 した 有樣 であった。 承 久の亂 や 元 弘建武 の亂に 際して 國民 が 「主 h 御 謀 反」、、 J 

云 ふ 言 薬 を 用ゐた 事、 三 種 神器 を 擁して 正統の 位 を 履み 給へ る 南朝の 天子が 勢力 

日 々に 縮ま り、 足 利 氏に 擁立 せられて 假 りの 天位 を 保ち 給へ る 北朝の； 大 子が 遂に 

三種の神器 を 受けつ ぎ 給 ふやう になった ミ云ふ 事、 將 軍足 利 氏は舍 閣を營 み銀閣 

を 作 り、 榮 耀の 限り を盡 して 居る 際、 畏 くも 一 天 萬乘の 君た る 天子 は 日々 の 御 生活 

向きに も 御 差し 支へ を 生す るミ云 ふ 畏れ 多い 御有樣 であ り、 甚 しき は 御大 一： 滞の 費 

用に 事 缺 き、 四 十餘 日間 も 御 葬儀 を營む 事が 出來 なかった 後土御門 天皇が あ り、 御 


踐 の 後、 費 用な きため に 御卽位 式を擧 ぐる 事 二十 二 年 も 後れた 御 柏 原 天皇の 如 

き 例が あった 事、 或 は豐臣 秀吉の 如き 出身の 關係 上、 舉 問が 無かった ため に、 菊 亭 晴. 

季に侬 つて 敎 へ らる 、まで は 我 國體の 本義 を 解せ す、 天 下 一 統の餘 勢 を 以て 自ら 

天子に ならう ミし たもので あつ て、 晴 季に 依って 我 國體の 本義 ミ天 位の 神聖 ミを 

敎 へ らる 、 に 及んで 飜然ミ して 勤王の 實を擧 ゆた 事、 是 等 は 中世の 國 民が 如何に 

尊王の 大義に 就て 理解 を 有って 居な かつ たかを 示す ものである。 然るに 此戰國 

の 末から 種々 の 事情に 依って 勤王 思想の 復活 を 見る に 至った。 

斯くて 本願 寺 光兼 を 始め ミ し て、 大內 義隆、 毛 利 元 就 等の 御 柏 原 天皇 御^ 位 式の 

御 費用に 對 する 獻金ミ な り、 織 田 信 秀、 信 長 父子の 皇居 修 築、 又 は 神宮 御造營 費の 獻 

上 ミ な り、 豐 臣秀吉 の 聚樂第 造 營 ミ 後陽成 天 皇 の 臨 幸 (天 正 十六 年) さ な り、 皇 审： 御 領 

恢 復 、こ な り、 京 都 地 子 錢地子 米の 獻納ミ な り、 或 は 伊勢の 慶光 院淸順 尼の 神宮 御 造 

營の ための 全國勸 進、、 二なる ミ云ふ 風に、 この 戰國の 末に 於て 我が 國 民に 傳統 的に 

存 して 居る 所の 尊王 思想が 俄に 蘇って 來 たので ある。 

素行の 時代  七 
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德川氏 は 此の 後 を 受けて 政治の 實權を 掌握した 譯 であって、 家康も 或は 皇室 御 

料を增 し、 或 は 宮城 を 修理す る ミ云ふ 風 に、 表 面 上皇 室の 爲に盡 した 事は诀 して 少 

しミ しない。 然し 德川 幕府の 勢力 を 萬々 代に 存續 する 事 を 唯一の 理想 ミ して 居 

つた 家 は、， 室の 御實カ を增す ミ 云 ふ 事 を 恐 れ、 殊 に國 民の 心が 皇室に 歸向 する 

事 は その 最も 恐れた 所で ある。 故に 第一に 天皇 及び 公卿の 人々 に對 して 家康は 

歌 をよ む 事が 朝廷の 方々 の努 むべき 唯一 の 仕事で ある ミ云ふ 風に 說 いて 專ら之 

を勸 めて 居る。 慶長 十八 年 七、 月 十七 日に 制定した 禁中 拉 公家 諸 法度に は 

. 天子 諸 藝能之 事 第 一 御學問 也、 不 A 則不， 明 1 一 古道 一而 能 政 致- 1 大平 1 者 未 VP 之 也、 貞觀政 

要 明文 也、 宽 平 遺戒 雖， 不， 究趣史 1 可 翻， 一 習 群 書 治？ 云 々、和歌 自^ 孝 天皇！ 未， 絕、 雖： &ュ綺 

語 t 我 國俗也 不^,; 棄置， 云 々 所 fe4l 祕抄， 御 舉習專 要 候 事 

、/J ある。 群 寄 治 要ミ云 ふの は 支那の 書物で 主ミ して 色々 の 故 實に關 する 拔き書 

きで ある。 有職 故實の 如き もの か 又は 和歌の 如き ものに 沒 頭して 國 家の 活 きた 

政治 向きの 事から 朝廷の 眼 を 遠ざけよ うさした 幕府の 意圖 がよく 現 はれて 居る" 


單に 朝廷に 對 してば かりで なく、 一 般國 民に 對 しても 同じ 心 構へ が 用 ゐられ て 

居る。 卽ち 慕府の 御用 擧問 を專ら 盛に して それに 依って 思想 的 傾向 を德川 氏に 

都合よ くしょう ミ したので ある。 拾 も 中世 歐羅 巴に 於て 諸國の 帝王が 皆 御用 學 

者 を 養う て、 そ れ ら に、 自 己に 最も 都合の よい 學說 を唱へ しめた ミ同 一 轍に 出づる 

ものである。 

歐羅 巴に 於て 中世の 御用 擧 者が 帝王の ために 作った 說で 特に 著しい もの は 所 

謂 君主 祌權說 である。 君主 神 權說は 一 は羅馬 法王の 壓 迫から 脫せ しむる 事 を 目 

的ミ して 唱へ たもので ある が、 同 時 に、 國 民に 向って 君主に 對 して 絕 對服從 する を 

命す るに 都合の よい 樣に 作り 構へ たもので あって その 說く所 はさう 云 ふので あ 

る か ミ 云 ふ ミ、 佛 蘭 西の ボス ェ ー Bossuet が 其 の 著。 ネリ テイク ：Politique に 述 ベ て 居 

る 所に 依る ミ、 神 は 眞の國 王で ある。 然し 乍ら 神 は 自分の 任命す る 大臣 ミ して 多 

くの 國王を 建 て、 そ れ らの國 王に 依って 總べ ての 人 民 を 統治す るので ある。 故に 

-王權 は 神から 發し たもので ある。 從 つて 國 王の 身 は 神聖で ある。 勿論 王 は王ミ 
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しての 色々 の 義務 を 有って 居る。 た、.^ それ は 神に 對 する 義務であって、 其の 義務 

あるの 故 を 以て、 王が 人民から 束縛 せらる、 事 は 無い。 王の 人民に 對 する 權カは 

お 尉で ある。 之に 對 して 人民 は 常に 王族 を 尊敬し なければ ならぬ。 而 して その 

國 王が 善き 國王 であるか 惡 しき 國 王で あるか ミ云ふ 事 は 一 囁も關 する 所では 匈"." 

可ミ なれば 國 民が 圃王を 尊敬す る 事 は、 王 者た る もの 、先天的の 神聖なる 特質で 

あるから。 而 して 王族 は 罪に 依って 君主た る 資格 を 失 ふべき もので は 無い。 衫 

に 人 ほ は 何 所まで も 圃王を 恐れなければ なら ぬ、 ミ 云 ふので ある。 

之 は羅馬 法王の 支配から 國王を 解放した ので あつ て、 尙 ほ 基督教から 解放 せら 

れ たので 無い ミ云 ふので 更に、 之 を 基督 敎 から 解放して 國 王の 絕對 無上 權を唱 へ 

出した のが ルイ 十四 世で ある。 ルイ 十四^が 「朕 は國 家な り」 ミ 云った ミ云ふ 事 は 

麼 史上 有名な 話で あつ て、 此 事に 就て は 歴史家の 間に 疑問の^ する 所で ある が、 之 ■ 

れが 同人の 云った 事であった にもせ よ、 無 かった にもせ よ、 斯 くの 如き 思 想 を ルイ 

十 g:  i..:.^ 把 して 居った 事 は 疑 ふつへ くも 無い ので ある。 


ルイ 卜 四 世が その 孫に 與 へた 敎訓の 中には 次の 意味の 事が 見えて 居る。 

爾は國 王、/〕 云 ふ ものが 絕對 的の 君主で ある、 /」 云 ふ 事、 又 俗 權に對 する、、」 同 樣、 敎 

會に對 して も、 す ベ て 充分に 之 を處 分す る 權利を 有つ て 居る 事 を 確信し なけれ 

ばなら ぬ。 卽ち 我が 國 家の 中に 在る すべての もの は 我々 に屬 する ものである。. 

5 云 ふので あ る。 

之に 侬れ ば從 來、 國 内に 於け る俗權 こそ は國 王に 馬して 居った ので ある が、 敎 會 

はへ にく 國 王の 支配の 下に 無くして 羅馬 法王の 支配 を 受けて 居った S を、 ル ィ卜四 

世に 至つ て、 其 圃內に 於て は その 敎會 まで も、 す ベ て 法王の 手から 奪って 國 王の 權 

力の 下に 置く 事に したので あつ て、 此 に 於て 君主 神 權說は 完全 無缺の もの ミ なつ 

た譯 である。 この 完< -無缺 なる 國 王の 神 權に對 して 國 民の 絕對服 從は當 然の又 

自明の 事ミ して 認めら るべ き 事 ミ云ふ 事になる ので ある。 

獨 逸に 於け る 帝王 神權說 も殆さ 同樣の ものであって、 勿論 その 系統 は 同じ 所に 

- 引いて 居る ので ある。 ウィル へ ル ム 一 世が 普魯西 王の 位に 卽く 時に は、 從 來の例 

素行の 時代  一 一 


出 鹿 素行 

に侬 つて 法王 又は その 代表者の 手に 依って 戴 冠す る 

此の 王冠 を 神の 手から 受け た、 何 人の 手から も 受けな 

王神權 主義 を 最も 明白に 表 はした ので ある。 沒落前 

ル ムニ 世 も 亦 同一 の 思想 を 有って 居った ので ある。 

段々 話が 横道に 外れて 終った が、 德川 幕府が 自家の 

は、 丁 度歐羅 巴の 中世の 主が 御用 舉者を か、 へ て 神 

似て 11^ る。 固よ り、 羅 法 王 が、 歐 洲各國 民に 對す る關 

する 關係 ミ、 我 が 天皇が 日本 國 民に 對 する 關 係、 征 夷 大 

關係ミ は 根本的に 違って 居る ので あるか ら、： i 川 氏が 

も、 歐 維 巴の 君主が 法王から 獨 立した やうに、 德川 氏が 

事 は 絕對に 出 來る箸 は 無い のであって、 德川氏 も 其 所 

たので ある が、 御用 擧 者の 努力に 依って 國 民の 心を暫 

氏に 向けし むる 事に は 或る 程度まで 成功した ので あ 


事 をせ す、 自 

ヽ 一ぐ) 款 吾 し 

： 於 ナる蜀 

ため に 御用 

權說 を唱へ 

係、 及 び歐洲 

將軍 家た る 

如何に 御用 

天皇の 臣下 

まで は 勿 論 

く  M  { や 力ら 

る 0 


ら 

德 

考 


戴 冠して 「余 は. 

の は、 絕對的 帝. 

皇 帝 ゥ 


者 を 抱へ 

めた 事 ミ 

各國 君主 

川 氏に 對 

者 を 利 川 

る 事 を 免 

へ て 居な 

して^ら i 


ル へ 

た 事 • 

よ く 

に 對. 

す る- 

して 

る \. 

か つ 


ii 川 慕府の 御用 舉は如 ：！： にして 成立した か、 德川 幕^の 御用 擧の 成立 は 取り も 

直さす 近世 懦寧 勃興 史 であった。 今 それらの 詳しい 事 を述 ぶる の は 此の 研究の 

目的で は 無い が 唯 大體の 事 だけ を 述べて その 成立 當 時の 御用 舉が 如何なる もの 

であつ たかを 述 ぶる 事 は、 素 行の 時代に 於け る擧 風の 如何なる もので あつたか を 

知る 上に 必要で ある ミ思 ふから 槪 略を述 ぶる 事に する。 

凡そ 我が 國の 文化が 發 達する に は必す 外國の 文化の 刺激 を受 くる 事が 必要で 

あつた。 鎌倉時代に 於け る 我 國儒擧 の 勃興 は 支那に 新しく 起った 宋舉を 輪 入す 

る ^ss- に 侬 つ た の で ぁ る。 然る に、 此 時に 於け る 儒擧の 勃興 巧 外 國 からの 刺激、、」 は 

關係 がな く、 專 ら國內 的の ものであった。 卽 ち、 室 町 戰國の 時代に 於 て、 文 敎 殆 一. ご 地 

を拂 うた 際、 僅に 五山 禪 僧の 手に 儒擧 (主 ミ し て 朱 子擧) の 命脈が 保た れて 居った 事 

は 何人も 知って 居る 所で ある。 云 は V 消えん マ， - して 消え 殘 つて 居った 餘燼が 五 

山の 僧侶の 手に 依って 保存 せられて 居った ので、 それが 平和の 恢復 さ 共に 再び 燃 

え 盛った ので ある。 歴史家が 之 を 文運 復興 t- んで 居る の はこの ためで ある。 
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此の 文運 復興の 曙光 は旣 に戰國 時代の 末つ かたから 現 はれた ので あつ て、 そ の 

復興 儒 舉發祥 の 地 は 周 防の 山 口であった。 

室 W 戰國の 時代 は 文 敎殆さ 廢れて 居った ミは 云へ、 尙ほ 京都 及び 縑 倉の 五山 は、 

其、 頃 攀園ミ して 一 の 別天地であった。 武士の 風ミ して 一 般に禪 宗に歸 依した 關 

係 上、 是 等 禪宗の 寺院 は 皆 武士の 手厚い 保護 を 受けて 居った ため に、 さ すが 戰國亂 

離の 世に 在ても 之 等 は 武士の 侵略から 全く 免れて 居った からで ある。 それら 京 

嫌 倉の 五山に 於て 講究せられ た舉問 は專ら 詩ミ朱 子擧ミ であった。 德川 時代に 

於け る儒擧 の 勃 典が 先づ朱 子擧の 勃興から 始まった のは此 理由で ある。 

上述の 如く 五山 は 別天地 ミ して 悠々 擧 問を樂 しむ 事が 出來 たので あるが、 戰國 

の 末になる ミ さすが それらの 別天地 も殆さ 生活の たつき を 失って 最早 完全なる 

安 地帶 では 無くなった。 そこに 住して 居った 僧侶 達 も 色々 の 緣故を 求めて 地 

方に 流寓 しなければ ならぬ 事に なった。 それ は 勿論 僧侶ば かりで な く、 公 卿 な 《- 

も 同じ 哩. E で隨々 ミ して 地方に 出た ので ある が、 そ れらの 人々 を 最も 多く 收容し 


たのが 山 ns 大内 氏で ある。 


大内 氏は義 興以來 海外 貿易 及 

莫大の 富 を 擁して 居った ので あ 

つて 來る 多くの 公卿 を 保護 し、 遂 

に 土木 事業 を 興した ミ傳へ られ 

底 及ばない 人で あるが 文 擧に志 

隆が陶全^！^のために亡ほされた 

義隆 の文敎 にました 事蹟 を 今 

して 山 口 は 一 時文 敎の 府ミ なつ 

の舉祖 たる 桂庵が 出で たので あ 

桂庵 は獨 り戰國 時代 末期に 於 

國 11 舉史を 通じて 最も 傑出した 

にて 生れ、 九 歳の 時 京都に 上って 


び瀨戶 内海 

つ て、 之 を 受 

に は 都 を 山 

て 居 る。 義 

厚 く そ の 爲 

の も 斯樣な 

詳しく 述ふ 

た。 其擧問 

る。 

け る 儒擧者 

一 人で ある 

南 .禪 寺の 惟 


に 於け る商權 

けた 義隆 は、 京 

口に 遷 して 天 

隆は亂 世の 英 

めに は 餘程カ 

人物であった 

る 必要 は 無 い 

の府 であつ た 

ミ して 傑れて 

ミ云 はれて 居 

肖に 就て 四書 


を 握って 居った 關係上 

那の亂 を 避けて 續々 下 

子 を御迎 へ する 考で大 

雄 、ヒ して は 父 義 奥に 到 

を盡 した 人で ある。 義 

ためで あらう。 

ミ 思 ふ が、 鬼 に 角、 斯 樣 に 

この 山 口 に、 近 世 朱 子擧 

居った ばかりで な く、 我 

る。 應永 三十 四 年 山 口 

の 朱 子 新 註 を舉ん だ。 
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之れ 實に 近世 朱 子 舉の發 端で ある。 應仁 元年に は 後土御門 天皇の：^ を 奉じて 明 

に 留 擧 し、 居 る 事 七 年、 文 明 五 年に 歸 朝した。 然るに 之より 前、 應 仁の 亂で 南禪 寺 が 

燒 けたた めに 止む を 得す 石 州に 降った。 後に 土 佐の 朱子擧 の舉祖 さなった 南 村 

！ S 軒が 此時 桂庵に 人 門した。 

娃庵は 石 州から 更に 轉 じて 九州 を 歴遊 し、 薩 摩に 入って 薩 摩に 於け る 朱 子擧興 

隆の 機綠を 作った。 薩 摩に 人つ た 桂庵 は 文明 十三 年、 其 門人で あり、 島 律 家の 家老 

であった 伊地知 重貞ミ 謀って 大擧章 句 を 板に 起 し、 後 に は 自ら 之 を 刻して 居る。 

島 律忠昌 は娃庵 をして 日向の 飲 肥の 安國 寺に 住せし めた。 飲 肥 は その 頃 島 律 藩 

の 要港であって、 明ミの 通商 貿易 は皆此 所で 行 はれた ので その 往復 文書 を 掌ら し 

むる ためで ある。 桂庵が 此 地に 居った 事が 偶然に も德川 時代 朱子學 勃興に 犬な 

る 關係を 有つ 事に なった ので ある。 それ は 藤原惺 窩が此 所で 間接ながら 桂庵、/ J 

綠故を 結ぶ 事に なった からで ある。 此に 於て 藤 原 惶窩に 就て 少しく 述べな けれ 

ば な ら ぬ。 


煙 i 尚の 生れた のは杜 庵の 歿後 數十 年、 卽 ち 永 祿 四 年で 播 麿の 國の人 である。 十 

八^の 時 京都に 上り、 S 國寺內 の 妙 壽院に 住んで 居った。 文 fi 元年、 豐臣秀 吉が朝 

鮮祉 伐の ために 肥 前の 名 護 星に 滞在 中、 憶 窩は小 早川秀 秋の 客ミ して 此の 地に 居 

つて、 偶然 its 川 家康の 知遇 を 受けた。 此の 偶然の 出來 事が 家康の 儒教 復興 事業に 

M- 取 も 深い 因緣を 結ぶ 事に なった ので ある。 

. ^窩は 一 且 京都に 歸 つたが 更に 志 を 起して 明に 遊擧 せん ミ 欲し、 文祿ニ 年の 秋 

急に 其の 途に 上った ので あるが 風波の ために 鬼界ケ 島に 漂着して 終った。 それ 

から 山川 港卽ち 今日の 坊津に 至って 明に 渡る 船便 を 待って 居つ た、 偶 其 附近の 

小兒 が大擧 朱熹阜 句の 序 を 讀んで 居る の を 聞いて、 其 地の 正 龍 寺に 朱子擧 者の 居 

る 事 を 聞 き、 往 つて 敎を請 はん ミ した。 その 正 龍 寺の 住職 ミ云 ふの は 有名な 文 i\J 

であつ て、 桂 庵の 門人で ある。 其 時 丁度 文 之 は鹿兒 島に 出て 居って 不在で 遇 ふ 事 

が 出来なかった が、 文 之の 著 四書 新 註 和訓、 及び 桂庵の 著 家法 和 點を寫 す 事が 出來 

た。 之れ 實に惶 窩が朱 子擧の 擧祖ミ なった 端緖 である。 
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て、：^  は 渡 明の 目的 を 達する 事 は出來 


に歸っ 

験府に 

斯樣 

望 を 有 

高弟 林 

る. U め 

は詳で 

林羅 

か ら 朱 
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か ら も、 或は 京都に 於て、 或は 伏 見に 於 

て、 或 は 江戶に 於て 厦. - 謁見 を 命ぜら 

•fei 窩は 家康の 推服す る 所 ミ な り、 家 康 

て 居つ たので ある が、 窩が遂 に辭退 

山 を 推す 寧に なった。 之は愼 窩が嘗 

Ti 一成に 對 して 義现を 守った ので ある 

の 傳記を 詳述す る 事 は 今 避く る が、 そ 

の 新 註 を讀 み 慶長九 年、 二十 ニ^の 時 

康に 認められて その 儒臣兼 政治 顧問 

五^の 時で ある。 始めは 江 戶ミ駿 府 

十七 年 以後 は 駿府に 定住し、 此に ii 川 
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の 推薦 

慶長十 

ので あ 

林大畢 


頭 家の 基礎 を 築いた ので ある。 元 和 三年 家康， か 薨去して から 二 代 將軍秀 忠に事 

へ、 賴 いて 三代 家 光に 事へ、 お 間に 武家 法 ^麾 下 法度 等の 制定に 關與し ic- 川 政府の 

基礎 を 築く 上に 於て 犬なる 功績 を 立てた ので ある。 

斯くて 德川 幕府の 御用 擧 たる 朱 子學は 確立せられ た。 幕府の 保護に：^ つて 榮 

えた 江戶林 家の 朱 子學の 外に 土 佐の 南學 派の 朱 子 學、 薩 摩の 朱 子擧等 無いで は 無 

かった が E 取も榮 えたの が 林 家の 朱子學 であって、 朱子學 以外に は殆 さ 云 ふに 足る 

もの は 無かった。 而 して 林 家 は 德 川 氏の 保護に 依って 立って 居る ので あるから、 

その ii4 子擧の 大義名分 論 は 專ら德 川 氏の 爲 めに 都合の よい 樣に說 いた 事 は 云 ふ 

まで も な い： 而 して 朱 子擧 以外の 擧 派の 勃興 は 力めて 之 を 抑へ た： 異學の 禁 が 

實 行せられ たの は 十 一 代 家齊將 軍の 時代 松 平定 信が 閣老の 際で あるが 實 際は當 

初から 異 擧に對 する 幕府の 態度 は 禁止で はない が餘程 禁止に 傾いた もので あつ 

た： 異 擧に對 しての み な ら す、 同 じ 朱子學 であって も、 林 家 以外の 例へば 京都に 於 

サる山 崎 派の 朱子擧 なへ/」 に對 して は 全然 好意 を 有た す、 相 對 時した 姿であった： 
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勢 ひ斯の 如くで あるから 當 時の 擧問ミ 云 へ ば主ミ して 幕 麻の ために 御 闲を努 

むる 所の 林 家の 朱子擧 である。 その 林 家の 朱子擧 がー 世 を 風靡して 居った 時代 

に、 一 ^の 思想界が 皇室 中心に なり 得すして 專ら 幕府 中心になる 事 は 少しも 怪む 

に 足らない。 山 鹿 素行の 擧者ミ して 又 思想家 ミ して 活動した 時代 は 正に 斯の如 

き 時代であった。 此時 未だ 皇室 本位に 大義名分 を 主張した 所の 水 戶擧は 興って 

居ない。 尊王 論 の 中心 ミ なった 國學 思想 は 勿論 未だ 其の 片影 を も 現 はして は 居 

ない。 i に 素行 ミ 同じ 時代に 出た 山 崎 闇齋 が、 林 家ミ 同じく 朱子擧 では ある が、 其 

身 京都に 居つ て 幕 府 さは 全然 關 係が 無かった ため に、 皇 室に 對 して 頗る 厚い 尊崇 

の 精种を 有って 居った けれ さも 眞に 皇室 尊崇の^ 神を發 傲した の は その 門人 卽 

ち 次の 時代の 淺見 綱齋 からで ある。 

1 般の儒 學者は 支那 尊崇の 思想の み强 く、 自 國 尊重の 思想 を 有する もの ミ して 

は 山 崎闇齋 一人 位で ある。 朱子擧 以外で 同じ 時代に 素行の 連れに なった 人 は 伊 

i 僳仁 .tl 位の ものである。 素行の 出た の は 斯樣な 時代であった。 


素行の 經歷 

素行の 傳及 びその 思想 を 知る 史料 ミ して 最も 貴重な もの 、ヒ して は 素 行 自ら， 記 

した 配 處殘， であって、 此 書の 著 はされ た 年は詳 でない。 後に 述 ぶる 樣に寬 文 六 

年 罪 を 得て 播州 赤 德に諭 居 を 命ぜられた 時の 事情から 延寳 四年赦 されて 江戶に 

歸 るまでの 間の 事 を 記した ものである。 多分 其 折々 の 心 覺を記 してあった もの 

を 後江 戶に歸 つてから 取り ま、/ めた もの かミ思 はれる。 一 名 配 處殘草 ミも云 ふ。 

此の 甞の 素行に 於け る、 恰も 新 井 白 石の 折 焚柴の 記に 匹敵す る ものであって 素行 

の 傳 記、 人 物 等 を 知る ために は 必す讀 まなければ ならぬ 霄 である。 

其の 外^ 田 九乘の 近世 鼗語、 柬條信 耕の 先哲 叢談 後編、 五弓 久 文の 事實文 編に 素 

行に 關 する 逸話が 見えて 居る。 尙ほ 明治 以後に なって 編纂、 せられた 素行の 傳記 

、/J して は 長 田 偶 得 氏の 書いた 山 鹿 素行 (德川 三百 年史の 下卷所 收)、 渡 邊修ー 一 郞 氏の 

-山鹿 素行 言 行 等が ある。 又 井上哲次郎 氏の 日本 古舉 派の 哲舉の 山 鹿 素行の 所 も 
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亦 暴 考 する 必 要 が あ る。 

山 鹿 素行の 名 は 高 祐 、一 名義 矩ミも 云 ふ。 字 は 子 敬、 素行 は その 號 であって、 別に 

闪 山、、 二 W ふ號も ある。 通 稱は甚 丘左衞 門、 前に 述べた や 5 に 元 和 八 年 陸 奥 國に於 

て 生れた ので ある。 

山银家 は元來 陸奧國 ミは關 係が 無く、 その 祖先 は 肥 後 國山鹿 在から 出た もので 

ある。 素行の 父 を 山 鹿 六 右 衞門高 道ミ云 ひ、 伊勢 國龜 山城 主、 關長門 守 一政に 事へ 

て 食， 祿 二百 石 を 食んで 居った。 然るに 慶長 年中、 何 か 故あって 高 道 は 同僚 を 殺し 

たために、 龜 山に 居る 事が 出來 す、 其 所 を 出奔して 奧 州に 赴き、 會律侯 蒲 生 忠鄕に 身 

を 寄す る事ミ なった。 偶，， 葡 生家の 家老であった W 田 左 近 ミ云ふ 人 ミ肝膽 相 照 

し、 左 近 は 自分の 受けて 居る 食 祿ニ萬 石の 中から 二百 五十石 を 割いて 高 道に 與へ 

つ 自らの 邸內に 客分 ミ して 住 はしめ た。 左 近の 邸に 保護 せられて 居る 間に 妾 

の 腹に. れ たのが 素行で ある。 

素行 ま 幼名 を 佐 太 郞、、 」 呼ばれて 居った。 六 歳の 時から 書き方 、算数の 事 を舉ん 


で 居った が、 九 歳の 時に 江戸に 出て、 その 當時 幕 府 の儒宫 であ り、 朱 子 舉の第 一 人 者 

であった 林 羅 山に 就て 舉問 をす る 事に なった ので ある： 故に 素行の 學派は 最初 

は 純粹の 朱子擧 であった ので ある。 極めて 早熟の 人であった ミ見 えて、 十 一 ^の 

時には 人の ために 小 舉、 論 語、 貞 觀政要 等の 講義 をな し、 殆さ 老成 者の 面影が あった 

ミ云ふ 事で ある" 十二 歳の 時には 見 臺を用 ゐる事 を 許された ミ云 ふ" 見臺を 用 

ゐる事 を 許される ミ云 ふの は 師匠の 代理 を 務める、、〕 云 ふ 意味で ある" 

之に 依って E> -るミ 素行 は 世に 謂 ふ 所の 神 i  、ヒ云 ふ 型の 人であった やうで ある。 

その 事に 就て は 配處殘 箪 の 中に も 之 を 窺 ふべき 記事が ある。 

六 歳より、 親. S- 付 候 て 學 問 被， 爲， 仕 候 へ 共 無器用 に 候 て、 漸 八 歳 之 頃 迄 に、 四 せ： 五 0 

七窨 詩文 之霄 大方よ み覺ぇ 候 

S ある。 • 七， ミ 云 ふの は 兵法の 七 書の 事 で、 孫 子、？ II-  +、 尉 綾 子、 司 馬 法、 伞 衞 么、 周 封、 六 

韜 三 略、 で ある。 八 歳までに 之 等の を 大方 讀み覺 えた ミ云 ふので あるか ら、 無 器 

用 所でな い、 驚 くべき 器用で ある。.  . 
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尙ほ 殘维に 記す 所に 依る ミ、 九 歳の 時に 稻葉丹 後 守の 家 來の塚 田 杏助 ミ 云 ふ 人. 

が 素行の 父ミ 懇意であった 關係 上、 素行 を林羅 山の 弟子に したい ミ賴み 込んだ、 其 

時に 太. - 助が 序で を 以て 丹 後 守まで 申 上 ゆた 所が、 幼少に て擧 問す る 事 は 奇特 千 萬. 

である、/ 二 W ふので、 自分で 直々 に 道 春に 賴み 込んだ。 其 所で 太 二 助 は 素行 を 同伴し 

て^ 春の 所に 行った。 道 春、 及 び 永 喜 S 云 ふ 人 も 同 座 し て 居 つ て、そ の で ， 亍 こ 

論 語の 序 を 返り 點の 無い 唐本で 讀 ませた。 所が 素行 は 之 を 難なく 讀ん だので 今 

度 は黃庭 堅の 山 谷 詩集 を 出して 讀 ませた。 そこで 永 喜が 云 ふに は 幼少で ありな 

がら 斯樣 に讀 むの は 誠に 奇特で ある。 然し ffl 舍擧者 を 師匠に 取って 居った ミ見 

えて 返り 點 なさの 附け 方が 惡 い、 ヒ。 道 春 も 全く 同感で ある、 ヒ 云って 感悅せ られ、 

特別に 目 を かけて 十 一 歳 迄に は それらの 惡ぃ讀 み 癖 を 改めて 無點 本で 完全に 資 

める 樣 になった。 

十1^|の春に歲曰ーの詩を作って道春に見せた所が、その中た,.， 一字 だけ 直した 

だけで、 序文 を 書いて 吳れた 上に、 幼少の 述作、 ヒ して は 格別に 上 出 來で感 、いで ある 


、/J 云 ふ 霄付を 副へ て吳 れ、 剩 へ その 詩に 和した 和歌 を 作って 吳れ た、、』 云 ふ 事で あ 

る。 

斯樣な 事から 堀 尾 山城 守の 家老 Is 斐 伊豆の 如き は 素行に 目 を 懸け、 山城 守の 所 

に 召して 書物 を讀ま せ、 是 非 山城 守に 奉公す る や う、 一 一 百 石 は必す 世話 を す， る か ら 

、/J 云 ふ 事であった が、 之 は 父親が 承知し なかった ために 沙汰 止みに なって 終った。. 

十四 歳の 時に は、 詩 文 共に 達者で ある ミ云ふ 事 を 京都の 飛鳥 井大納 首 (雅 宣) が 聞 

き 出して 召し寄せた。 其 所で 卽 席に 詩 を 作って 御 目に かけた 所が 大納 首 も 和歌 

を 詠んで その 詩に 和した。 今度 は 烏 丸 大納言が その 事 を 聞いて 卽 座に.； 句 を 下 

さった ので、 素行 も卽 席に その 對を なした。 (それに 答 ふる 詩 を 作-る 事)。 其 後は兩 

大 納 言 ミ 懇意に なって 時々 詩文の 贈 答が 行 はれた ミ 記して 居る。 それらの 詩が 

、どんな ものであった か、 惜 しい 事に 今殘 つて 居ない。  ； 

十五 歳の 時に 初めて 講席を 張って 大擧 の講釋 をした 所が 聽 衆が 大勢あった、、 > 

. 云 ふ。 
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十六 翁の 時に 大淼信 濃 守、 黑 E 信 濃 守な さの 所望に 依って 孟子の 講釋 をな し、 薛 

E 甫庵は 論語 を 所望した ので 之 も講釋 したが 何れも 翌年まで 續 いた。 

之より さき 十二 歳の 頃から 畠 山 某に 就て 上 泉 流の 兵法 を 擧んで 居った が 十五 

^!§の時に當時有名な兵舉者でぁった尾畑勘兵衞ゃ北條安房 守 (氏 長) に 就て 兵法 を 

舉 び、 未 だ 二十歳に 達しない 中に 門人 中の 上席 を 占む る 事に なり、 二十 一 歳の 時に 

は 尾 畑の 門人 中で 素行 只 一 人 だけ 印 可 を 受けた ので あ る。 素 行 が 軍 舉者ミ して 世 

に 知らる V 樣 になった 基礎 はこ 、 にある ので ある。 

斯 くして 素行の 兵舉が 如何に 世に 重んじられた かミ云 ふ 事 は、 正 保 四 年の 秋、 三 

代 將軍家 光から、 北條 安房 守に 城 取の 作法 本圖 作製の 臺命 があった 時に、 丁度 素 行 

は病氣 臥床 中で あつたに 拘ら す、 師 匠の 氏 長 は 自身 態々 素行の 宅に 臨んで、 一 から 

十まで 相談の 上で その 城 取の 作法 本圖 なる もの を 作製した、、) 云 ふ 事に 侬 つても 

解る ので ある。 斯 樣. な 有樣 であるから その 兵事の 門 戶は寳 に 盛なる もので あつ 

て、 天 下の 諸侯 は 多く その 門人で ある ミ云 ふ有樣 であった" それらの 諸：^ から 兵 


舉に 就て 色々 下問が あった り、 又 は 色々 の 下され 物が あったり した 事に 就て 配處 

殘 架に 詳しく 記して 居る が それら を 一 々に 紹介す る 必要 も あるまい。 

斯く儒 舉を舉 び又當 時の 風に 倣って 兵擧を 研究す る 傍ら 國舉 に關 する 研究 も 

早くから やって 居る。 卽ち 十七 歳の 頃から 高 野按察 院光宥 法師に 就て 神道 を學 

び、 そ の 後廣田 坦齋に 就て 忌 部 流の 神道 を學ん だ。 此頃は 未だ 國擧 も發 達せ す、 所 

謂 純正 神道はなかった ので あるから、 光靑 法師に 擧んだ ミ云 ふの は 盖し兩 部 神道 

であらう。 やはり 十七 歳の 頃から 和歌の 稽古 を始 め、 一 一十 歲 頃までに は 源氏物語 

伊勢 物語、 大和 物語 、沈 草紙、 萬 葉、 百 人 一 首な さ を廣田 坦齊に 就て 學び、 道 春に 就て 職 

源抄 を舉ん だ、/〕 云 ふので あるから その 攀問は 極めて 俊い ので あつ て、 其 當 時の 儒 

舉 者が 儒擧に のみ w はれて 却て 自國の 研究な さは 全然 眼中に 無い ミ云 ふの さは 

大に その 行き方 を 異にして 居る 事が 解る。 後年 大に國 民 精神 を强 調して 中 朝 事 

實を著 はすに 至った 淵源 は寳に 此の 國學 研究に あつたの である。 

承應 元年、 卽ち 素行 三十 一 歳の 時に、 赤漶の 城主 淺野長 直の 懇囑に 依って 兵擧の 

, 素行の 經歷  二 七 
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師ミ して 仕 ふる 寧ミ なって 食綠 一 千 石 を 給せられ た。 之が 素行の 仕，： p: 生活の 最 

初で あり 1 つ 最後で あつたので ある。 然し 後に 大石良 雄の 仇 討 事件に 就て 山 鹿 

素行の 名が 大に現 はれた の は此緣 故が あつたから である。 

赤感に 事へ て 居る 間、 長 直 は 素行 を 遇する に 家臣の 禮 を 以てせす 賓客の？. S を以 

てした ミ云ふ 事で ある。 かくて 赤徳に 居る 事 九 年、 萬 治 三 年、 三 十九 歳の 時、 何 か 故 

あって 赤. g を辭 して 江 戶に歸 る事ミ なった。 此の 時赤徳 侯の 一 族 淺野長 治が 素 

行 二 云 ふに は、 近 世 木 村 常 陸 介 は 五 萬 石に し て、 五 千 石 を 以て 木 村 惣ぉ衞 門 を聘し 

長 谷川 藤 五郎 は 八 萬 石に して 八 千 石 を 以て 島お 衞門 を聘 した。 其 他 斯樣な 例 を 

多く 知って 居る。 貴下 も 今後 一 萬 石で なければ 諸侯の 聘に應 じて はならぬ、 ミ云 

つた ミ云 ふ。 之 は 先哲 幾談 後編に 記す 所で あるが、 一 說には 素行 は 自ら 一 萬 石で 

なければ 斷 じて 事へ ない、、〕 云った ミも云 ふ が。 何 れ が 眞 であるに して も、 自 他 共に 

素行の 價値を 認めて 居った 事 は 事實 である。 

l^ivt に歸 つてから は 思 ふ 所があって 再び 諸侯に 事 ふる 事 をせ す 專ら書 を 講じ. 


.u。 そ の 英 邁 .^u 今 に 卓 絕 し、加 ふ る に 博 覽 强 記、 事 に 臨んで 5^ 斷、 疑 問 は 立ろ に 決す 

る-こ 云 ふ 有様であった から、 一 度 素行の 門に 擧ん. た もの は 皆 之 を 仰ぎ 信じた。 左 

樣な譯 であるから 諸侯から 士 人^人に 至る まで 日々 其 門に 出入す る もの 百餘 人、 

門人の 總數 四千 人、 そ の 暮し向きの 如き も殆 「ご 五六 千 石の 收人 ある ものよりも 盛 

であった ミ云ふ 事で ある-』 赤 機 侯 も 素行が 致仕して 後まで 深く 之に 厚 意 を 寄せ 

て 居った ものである。 

赤秘 侯の 外に 素行 を 信用して 居った 人ミ して は 前述 淺野 因幡 守 長 治、 松 沛肥前 

夺 鎭 信、 律 輕十郞 左衞門 信英、 弘前 藩主 津輕越 中 守 信 政 等が ある。 又 板 倉 €： 膳 正 重 

矩の 如き は 老中に なって 後 も 素行に 與 ふる 手紙に は樣の 字を附 けた さ 云 ふ 事で 

ある。  . * 

斯 くの 如く 素行 は專 ら兵擧 を 以て 當時 にもて はやされ たので ある が、 富 は 兵 擧 

は 素行に 取って は その 餘技 に過ぎないの であつ て、 素 行 自ら 立つ る 所 は 何 所まで 

も經擧 であり、 その 本領 もや はり 其 所に あった。 而 して 旣に述 ベた やうに 朱 子 擧 
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の 宗家 ミも云 ふべき 林羅 山に 就て 二十 餘 年間 研究した ので あるか ら、 朱 子 擧者ミ 

して. N つた ものである 事 は 云 ふまで もない。 明 i5  二 年 三十 五 歳の 時に 著 はした 

四書 句讀大 全、 七 書 諺 解、 寬 文 元年、 四十 Is の 時 著した 治敎要 錄、 修 身 要錄等 はすべ て 

程 朱の 舉說に 依って 記された ものである。 同 三年 四十 二 歳の 頃 出來た 所の 山 鹿 語 

類 (素 行の 講話 を 門人の 攀 記した も の) も、 そ の 兵法 及び 武士道に 關係 する ものの 外 

は 多く は 程 朱の 擧に據 つて 居る ので ある。 然し その 朱 子學は 只師羅 山の 說を祖 

した もので あつ て、 素 行-/」 しての 特色 を 之に 侬 つて 見る 事 は出來 ない ので ある。 

然るに 素行 は 四十 歳 を 越えた 頃から 宋擧 の理氣 說に對 して 密に疑 を 抱 き、 或 は 

不満 を感 する やうに なった。 

理 氣 說ミ云 ふの は 宋舉の 基本 をな す もの で あ つ て、 極 めて 簡單 に說明 すれば、 

天地 間に は理ミ 氣ミの 二つ ある。 理は 形而上への 道であって 物 を 生す る 本 

である。 氣は 形而下の 器で あ り、 物 を 生す る 具で ある。 故に 人 ミ物ミ を 生す 

る 時には 必す此 理を禀 けて 後に 性 が あ り、 必 す 此の 氣を 稟 けて 後に 形が ある „ 


又 理ミ云 ふ もの は 萬 物の 具へ て 居る 所の 性で ある。 人類に 就て 云へ ば 仁義 

禮知 信で ある。 氣は 火水 木 土で ある。 

乂 天地 あらざる 前に は 只理が あるの みで ある。 此 があって 始めて 天地が あ 

る。 もし 此理 がなければ 天地 もな く、 人 も な く、 物 もない。 理が あれば 氣がぁ 

り、 そ れが 流行して 萬 物を發 育す る。 斯く萬 物 はすべ て 一の 理 から 發 する の 

であつ て、 未 だ理 である 間 は 萬 物に 差別 は 無い ので ある が、 氣 になって から は 

其 所に は 正 偏、 淸 濁の 差別が 生す る。 聖賢 凡 愚、 更 に 下って 動 物、 植 物 等の 差 を 

生す るの は 皆 氣の淸 濁 如何によ る。 その 氣の淸 正なる もの は 人類 ミ なり、 偏 

濁なる もの は禽獸 草木 ミ なる。 

人間の 善 惡、 卽 ち 道德を もす ベ て 此の 理氣 の變 化に 依って 說 明しょう ミ する 

の で、 之 が 所 謂 理氣說 である。 

此の 理氣の 說に疑 を 抱く やうに なった 結 果、 老 子、 莊 子 又は 佛擧に 漸く 興味 を 有 

つて 來た。 此の 思想の 轉換に 就て は 自ら その 配處殘 筆に 記して 居る。 

素行の 經歷  三 一, 


山 鹿 素行  三 二 

我等 事 幼少より 壯年 迄、 專ら程 子 朱 子 之 擧筋を 勤む、 依， 之 其 頃 述作 之 書 者 皆 程 朱 

之 舉 筋 迄 に 候、 中 顷、 老 子 莊子を 好 み、 玄 々 虛 無 之 沙汰 を 本 ミ 存 じ 候、 此 時分 は別而 

佛法を 貴み 候て、 諸 五山 \) 名 知識に 逢、 參 覺 悟 道 を樂 み、 隱元 禪師へ 迄 令.」 相 看, 候、 然 

共 我等 不器用 故に 候 哉、 程 朱 之擧を 仕り 候て は 持 敬 靜坐之 工夫に 陷り 候て 人品 

沈默に 【I 化成 候 樣に覺 え 候、 朱 子擧 より は 老莊禪 の 作法 は活達 自由に 候 て、 性 心 之 

作厢 天地 一 极之妙 用、 高 く 明なる 樣に 被， 存 候 て、 何 事 も 本心 自 性の 用 所 を 以て 仕 

り 候 故、 滯處 無， 之、 乾坤 打破 仕 候ても 萬 代 不變之 一 理は惶 々洒落たる 所 無， 疑 じ 

候、 然 共 今 曰 之 曰 用、 事物 之 上に 於て は 更に 合點 不， 參 候 故、 是 は 我等 不器用 故に 可 

yp 之 候、 今 少合點 候て 可， 參 ミ 存じ 候て 彌此道 を 勤 候、 或 は 又 曰 用事 物 之 上の 事 は 

甚 輕 鎖、 如 何様に 仕り 候ても 不 V 古儀 共 存じ 候へ 共、 五 倫 之 道に 身 を 置、 日 用事 物 之 

間に 應接 仕り 候 得ば、 左樣に 者不レ 被. 成 候て つ か へ ゆ 候、 然者樹 下石 上 之 住居 仕り、 

鬧 3 獨 身に 成 り、 世 上 之 功名 をす て 候 得ば 無欲 淸淨成 事 絕 二言 語 一妙 用 自由 成 所 可 

, 有， -M 樣に覺 え 候、 天 下 四民の 事物に 渡りて は 大成 事 は 不 A 及」 F1NJ 細事 にても 世上 


の 無 舉成者 程に も合點 不， 參 候、 或 は 仁 を體認 せし むれば 萬の 間に 天下 

候 ミ 存 じ、 或 は 慈悲 を 本に 仕 候 得ば 過去 遠々 の 功， 1!^ に 成り 候ミ迄 申し 

^間、、 -學 問ミは 別の 事に 成 候、 他 人 は存ぜ す、 我 等 は 如， 斯存候 故、 是 を 以 

至 極 一： 不 候 故、 儒 者佛^ にお 之 所 尋， 之、 又 大 德 之 人、、) 申 候に 右 之 品 

者、 其 人の 作 略 を 見聞 候て も、 世 間 ミ は 合 は す、 皆 事物 別にな り 候 

ミ 云 ふので ある。 iNi れは 人生に 就て 少 し、 深 く考 へ、 又 自省 を 忘らない 性 

必す 一度 陷る 所の 一種の 懷疑 思想に 素行 も陷 つたので ある。 それまで 

閒、 程 朱の 舉に 安住す る 事が 出來て 居った ので ある が、 此 頃 思 想 的の 動瑤 

の 結集 老莊 又は 佛敎 特に その 禪に 向った ので ある。 萬 治 iR 年 三十 七 歳 

山の 隱元 禪師が 江戶に 降った 事が ある。 其 時 素行 は 禪師の 所に 行って 

て 問 ふ 所があった ミ云ふ 事が 山 鹿 語類の 序に 見えて 居る 所 を 見る ミ、 そ 

動搖 の由來 する 所 は その 頃から あった もの ミ思 はれる。  ノ 

斯 くして 老莊虛 無の 說を味 ひ、 佛敎 特に 禪のェ 風に 參 して 見た 結 Ein 

. 棄 行の 經歷  三ミ 
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三十 年の 

を 來 し、， て 

の 秋、 黃檗 

佛 法に 就 

S 思 想 の 
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活達 にして 物に 拘ら ない 事に 犬に 共鳴す る 所があった もの \ さて それらが 人間 

社 會の實 際に 何程 役に立つ であらう かミ云 ふ 問 題 になる ミ、 案 外 役に立たな い、.^, 

論 や 無用なる 思想の 遊戲 である。 或は さう 成り 易い。 斯く 世の 實用 にならない 

ミ 云 ふ點に 於て は、 程 朱の 舉に對 する ミ 同じ 不満 を 感じ 失望せ ざる を 得なかった 

ので ある。 右の 殘箪の 文の 中の 世間 ミ擧 問ミが 別々 になる、 /,- 云 ふの がそれ であ 

る。 

素行が その 當 時の 儒擧 者の 說に對 して 如何に 不満 を 感じ 失望して 居った かミ 

云 ふ 事 は、 之 も 配處殘 筆の 中に 記して 居る。 

擧 問の 筋、 或 は德を 貴び 仁 をね り、 ェ 夫 靜座を 專らミ 仕 候 も 有 之、 或 は 身 を 修め 人 

を 正し 世 を 平にせ し め、 功 成り 名高き あ り、 或 は 書物 を 好み 著述 詩文 を專 らミ致 

す あり。 此品 上中下に 別れ 候て 樣々 の 心得に 成り ゆく 事に 候、 然 るに 我等 存候 

は、 德 を 以て 人物 を 感ぜし め、 物 いはす して 天下 自ら 正し く、 垂-ー 衣裳 一而 四海 平、 修- 一文 

德， 而敏自 感服せ しめ 候黃帝 堯舜の 時代の 儀、 末 代の 學び 難き 所な り。 是を 形ば 


力 り 

し て 

如何な 

上に 於 

4^め レ 

に 過ぎ 

斯樣 

來 なか 

の註釋 

其 もの 

ひ 立つ 

に 就て 


似せ 候 

終に 世 

つ 

：ノ 

は 


て も其驗 無つ Ni 事な り。 之に より 如 

に 背 き、 山 林に 人り 鳥 默を友 ミ仕候 

學の 慰みに て 日用の 事に あらす 

雖も、 その 究極の 所 は ぼ 道 人心に 

てこ そ 其の：：^ 在の 意義が あるの 

それが 高遠 玄： 妙なる 理 論 を 拉 ベ 

ふの が 素 行 の考 であ る。 

程 の 寧に 失望 し、 老 莊 或は 佛を 

は 宋擧の 如 き、 後 世に なつてから 

うな もの を 一 切 相手に せ す、 周 公 • 

に 研究して、 直接 それら 古聖 人の 

る。 之 を 思 ひ 立った の はや はり 


此 心 得 候、 舉 者 は 其 志す 所 髙尙に 

事に 候。 又 嘗物を 好み、 詩文 著述 


ま 

、ヽ) 

云 

あ 


す 

0 問 

役立 

、い か 

從來 

た 素 

r ふ 

根本 

ので 

配 處殘箪 に 次の 如く 記して 居る。  . 
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益す る 所が あ り、 天 下 を 經 ^1 す ろ 

であつ て、 世 道 人 心 に す る 所 が 

たもので あって も、 舉 竟 高等 遊戲 

た  > いて 尙ほ 満足 を 得る 事の 出 

出 來た說 、或は 古典に 對 する 後世 

"孔 子、 或 は 孟子な さの 殘 した 古典 

敎の眞 の 精神 を 汲み取る 事 を 思 

四十 歳 前後から である。 此の 事 
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. 我等 事、 事 問に 不審 出來、 廣く害 を 見、 古の 學者衆 申 置 候 儀 共考候 へ 共、 我等 不密條 

々玲明 不レ. S- 候、 定めて 我等 料簡 相違 可， 有， 之 存じ 候て 數年此 不審 不. 一分 明-候 所、 寬文 

之 初、 我 等 存じ 候 は、 漢 唐宋 明の 舉者之 書 を 見 候 故合點 不レ參 候 哉、 直 に 周 公 孔子 之 

. 書 を He- 候 て、 是 を 手本に 仕り 候て 擧 の 筋 を 正し 可レ. & 存じ、 夫 より 不通に 後世の 

1^ 物 をば 不， 用 聖人 の 書 迄を晝 夜勤め 候て 初めて 學之 道筋 分明 得心 仕り 候て/ 

聖舉 之理を 定め 候。 

斯樣な 工夫が 附 いたので 爾來程 朱の 說を 捨て V 專ら 古典 そのものに 就て 研究 

に 努力した 結 果、 寬 文六年四十五^|1|の時 に、 莉 しい 自分の 考を披 漉した 著書 を 公に 

した。 聖敎要 錄三卷 がそれ である。 素行が 所謂 古舉 派の 組ミ せられて 居る の は 

此者 I あるが ためで ある。 

聖敎 要錄の 内容に 就て は 後に 素行の 古學 說を述 ぶる 際に 詳述すべき 事で ある 

からこ 、では 述べない。 此窗は 素行に 取って は その 思想の 一 轉機を 示す もので 

あるの みなら す、 素 行ミ 殆、？ ) 同じ 時に 同じ 樣な說 を唱へ 出した 京都の 伊藤 仁 齋ヾ」 


共 に、 是 迄 懦 擧さ 云へば 程，^ 朱 子の 說に 限られて 居った 我が 學界に 一 

紋を投 け 革新の 火の手 を擧 ゆた ので ある。 然るに 此の 書 を 公に した 

も 府の忌 S: に 觸れて 赤德に a 居 を 命ぜら る 、原因 ミ なった ので あ 

聖敎 要錄を 刊行した 寬文七 年、 素 行 四十 五^の 十月 三日、 突然 兵舉の 

守から 相尋 ぬべき 御用の 筋が あるから 早々 私宅 迄 來る樣 に ミ云ふ 書 

素行 は 夕食 をした i め、 行 水を濟 ました 後、 之 は 定めて ロハ 事で は ある ま 

ち 乍 ら 遺 書 を 認めて 遺 し、 又 もし 死罪になる 樣な 事が あるならば 幕府 

つて 死ぬ るミ云 ふ 考で之 も 一 通 認 めて 懐中 し、 外 に 五六 ケ 所に 手紙 を 

(宗參 寺) も濟ま し、 下 僕 はわ ざ、、 >  略き 若 黛 を 二人 召し連れて 瑪 に乘 つて 

に 行った。 途 中、 律 輕 侯の 門前で 次の 日に 來る樣 にミ召 出が あって 暴 

してあった 事 を 思 ひ 出し て、 明 日 は參上 は出來 まい ミ使を やって 斷っ 

の 宅に 行った。 行って 見る 、、>  門前に は 人馬 多く 集まって 今にも 打ち 

ある。 之 はもし 素行が 召しに 應 じなければ 直ちに 素行の 宅に 押 寄せ 
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す 手 箸であった。 思 ふに 之 は、 この 少し 前、 由 比 正 雪の j 件で 幕府 は 苦い 

つて 居つ たから、 所謂 羹に 懲りて 膾を 吹く ミ 云 ふ譯で 

素行 は 刀 を 下人に 渡し 座敷に 上つ て、 笑 ひながら、 一 

殊の外 人が 澤山 居る が、、、. 一 云って 奥に 通った。 暫くし 


て.^ 無用 の 書物 を 作った 旅に 依って 淺野內 匠 頭の 所に 


彼 地 に る ベ く、 何 か 宿 許に 用 向が あるならば 中し 遣 

云った。 素行 は北條 安房 守に 對 して、 有難い 事で ある 

いので 跡に 心に 殘る 事の 無い やうに 勤めて 居る から 

つた。 その 中に 島 田 藤 十郞も 出て 來て 安房 守ミ 同列 

脇差 を拔 い て 出た。 安房 守が 云 ふ に は、 其方 は 不屈な 

内 K 頭に 御 預けの 旨 老中から 仰せ 出された ので あ る、 ミ。 素 行 が 云 ふ に 

趣 は 委細 畏まつ た、 唯 幕府に 對 して 不屆な 事、、 - は、 書 物 (聖敎 要錄) の 中の 何 

か を 承りたい。 .Ni に對 して 安房 守 は、 そ れは 申し 譯も あるで あらう が、 旣 


あつたので あらう- 

體 何 事が あるの か- 

て  安房 守が 出て 來 

御 預けに なつ た、 之 

してやら ラ」 ミ 極 め 

が、 日 頃から 家 を 出 

書き 置く ベ き 事 も 

で 素行 を 呼んだ の 

る 1=；;: 物 を 奢 はした 


經驗を 有 

徒 P 肯 に 

て 面 會 し 

すぐ 

から 直！， i 

て 丁 寧 に 

る 事が 多 

無 ぃビ 云 

で、 素 行 は 

の で淺野 

は、 御 意 の 

所で ある 

に斯樣 に， 


仰せ 出された 上 は 申譯の 必要 も ある ま に： ノ 云って 辯 解 を 許さな かつ た。 其 所で、 

然 らば さ 云 ふので 其 ま、 赤 德に發 足す る 事に なった。 

素行 自ら 不審 を 抱いて 質問した やうに、 聖敎要 錄の何 所が 何故に 不都合な のか、 

慕 府の忌 揮に 觸れ なければ ならない のか 殆さ 了解に 苦しむ ので ある。 聖 敎要錄 

の 內容は 唯 周 公 孔子の 道 を 其 ま、 述べた ので ある。 然し 之 は 理窟であって、 世の 

中の 事 は 兎角 理窟ば かりで は 通らない。 殊に 專制 政府の 德川 時代の 事で あるか 

ら、 德 川 氏の 欲する 所 は 道理の 有無に 拘らす 押し通し たので ある。 思 ふに 素行が 

聖敎要 錄を著 はした ために 此の 災危に 遇 ふに 至った 二つの 理由が ある。 一 は 幕 

府は 御用 舉問ミ して 朱 子の 擧を 立て、 居る。 その 朱 子擧の 大本山 ミ して 林 家が、 

幕府の 文部大臣 ミ云ふ 格 を 以て 文敎を 握って 居った ので ある。 そこに 素行が 反 

旗を飜 して 別に 一 派を樹 てよう さした 事 は 林 家の 惡み を受 くる 所以であった。 

殊に 素行 は 林 家の 門人で ある だけに 一 層 その 惡 みは 强 かった 事が 察 しられる。 

後天 保 年中に、 國擧者 平 田 篤齓が 盛に 懦敎を 攻撃した ために やはり 林 家の 惡みを 
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受 け て、 大 抉 、國考 を 著 はした 時 に、 無 用な 書物 を 著 はした ミ云ふ 事 をロ實 にして. 

鄉里秋 田 藩に 退去 を 命じた のミ好 一 對 である。 

聖 要 錄 の 中 に、 

擧者性 善 を 嗜んで 竟に心 擧理擧 の說ぁ り、 人 に賦 する 所の 性、 初 は 相 近し、 氣 質の 

習に 因りて 相 遠ざかる。 宋 明の 擧 者が 異端に 陷れ るの 失 は 唯 這の 裏に 在り、、 - 

す 

ミ あるの を 始め ミ して、 下卷 性の に 於て、 かなり 酷し く 性 理擧を 攻撃して 居る 

31^ 等 は 林 家に 取って は 異端、、) も 見 ら れ、 又 感情 を 害する 種に なった ので あらう。 

又^ 敎 要 錄を 公に し た 時 に、 門 人 等が 加へ た 所の 序文に 

漢唐宋 明 之擧者 誣. 世 累， 惑、 中 華 旣 然、 況 本朝 乎 

ミ あるが 如き は 最も 林 家の 惡 しみ を 招いた 理由で あらう r 但し 之 は 云 は r  i 種 

の.^ ^ 問题 である。 堂々 、、一之 を 反駭 する 事 は 困難で あ り、 從 つ て 明白な 理を 示し 

て. I？ 订を 罪に 落す 譯には 行かない。 素行 が、 聖 敎耍錄 の 何 所が 不都合な ので ある 


か、、』 の 質問 を發 した 時 に、 之 に 答へ す高壓 的に その 質問 を 封 じた 理由が そこに あ 

る、 こ 思 ふので ある。 然し 素行 は、 此の 聖敎 要錄に 就て は 堅く 信す る 所が あつ た。 

卽ち 素行が 北條 安房 守 から 呼ばれた 時 に、 死 罪になる か 流罪になる か 解ら す、 も し 

死罪に なった 時 は 幕府に 差し出す 覺悟 で、 家 を 出る 時に 一 通の 書面 を 立ち 乍ら 0 

めて 行った 事 は 前き に 述べた 通りで ある が、 そ れは配 處殘擎 に 記して あ る、 次 の 通 

り で あ る、 

* 當 1 1 千歳 之 ナ大 ，局 公 孔 子 之 道， 猶， き. 合 誤 於- 1 天 下， 開，； 板 聖敎 要錄， 之 處、 常 時俗學 

腐 儒、 不 レ修， 身、 不 忠孝 ー況 天下 國家 之 用 聊 不：， 知：， 之、 故 於&梦 無, 一 句 之 可 41 Si 1 

せて 

刹、 或 借 レ權而 貪， 利、 或， 讒而 追蹤、 此 間不， 知 AT 專任义 口- 而 ，虛、 不レ正 k  Kn, 不 ，詳, 其 書， 

不， 究 1 萁理； 强 嘲， 書 罪， 我、 於， 玆 我 始 安. 1 我 言 之 大道 無 、天 下 無， 辨レ 之、 夫 罪. 我、 者 罪，. 周 公 孔 

子 之 道， 也、 我 可， 罪、 道 不， 可， 罪、 罪 & 人 之 道, 者 時 世 之 誤 也、 古 今： 大 下さ 公 ；f:i 不， 可， 遁、 凡 知 

レ道 之 輩 必 逢- 矢 災 1 其 先蹤尤 多、 乾坤 倒 覆、 曰 月 失， 光、 唯 怨 生， 1 今 世 一 而 殘，, 時 世 之 誤 於， 末代 一 

是臣之 罪 也。  . 
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卽ち聖 敎要錄 に 論じて ある 所 こそ 眞の周 

反對 する もの 心事の 陋 おから 來て 居る 

罪で あれば 差し出す 考 であった が、 死罪で 

であるから 其 ま 、懐中して 出發 した 譯で 

幕府が 素行 を 陷れた 今一 つの 理由 は、 實 

あ る、 そ れは 之より さき 由 比 正 雪の 一 件が 

む 事 仇敵の 如くであった 事で ある。 大阪 

べき を 知って 居る。 素行が 軍擧の 師ミし 

擁し、 殊に 諸侯の 尊信 を 受けて 隱然 たる 勢 

り し て、 機 會さ へ あれば 除きたい ミ考へ 

悪んだ 林 家の 口 入が あつたので 之 を 好機 

述べた やうに 素行 を 呼び出す 時の 慕府の 

罪する 理由 を 明ら さまに 云 ふ 事が 出来な 


四： 

公 孔子の 敎 であ り、. M に反對 する が 如き. 

ミ云ふ 事 を 痛撃した ので ある。 もし 死 

なかった の で、 差 し 出す に は あまり 過激 

あ る。 

は 幕府に 取って はもつ ミ 重要な もので 

あ つ て、 慕 府が 浪人の 有力なる もの を S や 

の 陣、 島 原の 亂に 於て 浪人の 勢力の 恐る 

て 其門戶 非常に 盛に 常に 多くの 門人 を 

力 を 有して 居る 事 を is! 府は甚 しく： m 障 

て 居った ので あ る、 其 所に 朱子舉 排斥 を 

會ミ して 除いた ので ある。 それ は 前に 

物々 しい やり方 を ns- て も 解る。 素行な 

かった 眞 .9 理由が こ、 にある" つまり 


敎要錄 を 著 はした のが 惡ぃミ 云 ふの は實は ロ寳に 過ぎなかった ので あん" 

素行の 罪せられた 原因 ミ して 今 一 つ 裏面 的の 消息が 俥 へられて 居る。 それ は 

小 宮山昌 秀の楓 軒 偶 記に 見 ゆる 所で あつ て、 會 律 侯 保 科 正 が 關 係 し て 居 る 、、ー 云 

ふので ある。 卽ち楓 軒 偶 記 第五 卷 「熊 澤、 山 鹿 の 罪 を 得る 所 以」 の 條 に 

^^？ァ 一 ヲ 閲 ス ル 二  、昔 熊 澤、 山 鹿 等 ノ名賢 多 ク罪ヲ 得 ラレ シ ハ、 山 簡齋 偏固ノ 

B  二 テ、 會 律 正 之 朝臣 執政 ノ 時、 異 端 邪 說ノ如 クマ ウセ シ故ニ 起 レリ トァ リ。 當 

時 其說、 信 ジガタ クオモ ヒシ 二、 近頃 土 律靈神 首行錄 ヲ讀ム 一一、 寬文六 年 十月 三日、 

置，： 造 言 者 山 鹿 甚五左 衞門於 播州 赤 秘 1 先， 是 靈 神 謂 .1 若 中！ 曰 當 世 有-一造 首 者- 是 惑. W 誣 

レ民之 賊也可 レ嚴ー I 禁 iNK 老中 頷レ之 ト見ヱ タリ。 コ レー ーテ 一書 ノ說ノ 誣ザ ルヲ知 レリ、 

云々 

ミ あるの がそれ である。 保 科： 止 .\! は 二 代將軍 秀忠の 庶子で あるが 後に 保 科 正 光 

の 後を繼 いだ 人 で >3 時に 於け る 一英 悛 である。 三代 家 光が 薨去した 時に 其の 遠 

託 を 受けて 幼 主家 綱 を 輔佐した 人で ある。 而 して 正 之 は 山 崎 簡 齋に 深く 傾倒し 
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て その 朱 子學ミ 神道 ミの 影響 を 多く 受けて 居る。 故に 素行が 朱 子 擧を攻 ました- 

事 は 正 之の 必す 不快 ミ した 所でなければ ならぬ。 

素  一 Jr が 或る時 板 倉重矩 ミ 保 科 ：止 ^} の 擧 風 を 論 じ た 事 が ぁ る。 その 時 に、"^ 行 は 

自分の 考ミ： t 之の 考 ミ は 全く 違 ふ ミ 云 ふ 意見 を 述べた 事が 殘 筆に 記 されて 居 る。 

クー. 1 或は £\) の 耳に 入って 居った かも 知れない。 人って 居った ミ すれば 正 之の 

如き 人で あるから 必す之 を默 止しない であらう ミ思 はれる。 斯樣な 事で 正 之 か 

ら 老中に，： 1： つて 素行 を黜 くべき 意 を 申し入れた 譯 である。 その 事 は 勝 田 九 兵 

衞、 齋藤 中務の 二人から 前 田對馬 等に 充て、 素行 謫 居の 事 を 報告した 書面に も 現. 

はれて 居る。 

巴 泉 守 檨 (保 斗 正 の 事： 涵. 老中へ 被 仰 立 候 は、 今 度聖敎 耍錄ミ やらん 甚五 左衞門 

の 書物 K  I マ 仕、 弟 子 中へ 遣し 候。 其 書 は 曾 子より 朱 子まで 誹謗 仕、 三 千載 不傳 

の 道 は 我に 是 あり ミ いひ 申 候、 其 ヒ 殊の外なる 勝手 狩へ 御座 候、 弟 子 三百 人 計り 

不斷出 人： H 候、 右體の 者に 候 得 者、 いかよ ふなる 儀 可 仕 も 知れざる 曲者に 付、 御 S 


のよ しに 御座 候 

、こ ある." いかような t9 儀 可 什 も 知れざる 曲者 ミ云 ふの は 由 比 正 雪 一 件以來 有力 

なる 浪人 をす ベ て 色眼鏡 を 以て：： て 居る 所から 來 たもので ある。 

こ、 に而 白い 事 は、 斯 く危險 人物 扱 ひに したに 拘ら す、 之 に， 謫居を 申し渡す に 際 

して は^ 行の 元の 師匠で ある 北條 安！：^ 守 をして 之に 當 らし め、 お まけに 之 を IS け 

たの は 元素 行の 主人で あ り、 現 在 も 深く 素行に 傾倒して 居る 赤徳 藩主で ある 事で 

ある。 之 は 決して 素行 を嚴 罰する 所以で 無い。 思 ふに 林 家の 懲慂 又は 保 科 正 之 

の 意見に 動かされて 素行 を黜け はした もの \元 々之 ミ云ふ 確た る 理由 も 無い の 

であるか ら、 異 に 素行 を 窮地に すに 忍び す、 唯 家 や 保 科 正 之の 顔 を 立つ る，、 二 

ふ 程度に.^ め、 同 時に 由 比 正 雪 一 件の 二の舞 を演 する 事 を 未然に防ぐ ミ云ふ 位が 

幕府の 狂であった ので あらう。 

新く して その 年の 十月 九日の 未明に 江 戶を發 足した。 幕府の 考 では、 素行 に は 

大勢の 弟子 門人が ある。 徒 黨の輩 も ある ミ思 はれる か ら、 S 中 は 勿 論、 江 戶を 出る 
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時分に、 芝 又は 品 川 あたりで 奪 ひ 取る 事が あるか も 知れない から 油斷 して はなら 

ぬ € 云 ふので 其 ^厳達した ミ云ふ 事で、 素行 も 其 事 を 知って 居った の で、 道中で ま 

大小便 も 成るべく 差し 控 ゆる 程 注意して 幕吏に 心配 を戀 けない I ポ にした ミ云ふ 

事 を殘^ に 自ら 記して 居る。 

二十四日の 晚、 無 事 赤 穂の 城下に 到着した。 赤 §- に 於て は、 元 來赤； i 城主が その 

門人であった 關係 上、 殆 さ 賓客の 禮を 以て 遇せられて 居る。 赤； i に 着いた 時に、 藩 

主 淺野内 匠 頭が 云 ふに は、 御 預けに ならなければ 其方 は 再び 當 地に 参る 事 も 無 か 

つたで あらう。 之から は隨分 御馳走 をして 上 ゆるから 十分 寬 ぐつ、 5 に、 ミ 云 ふ&' 

うな 事 で、 識 居の 身で ありながら 身體を 束縛す るミ云 ふやうな 事 は 全然な く、 衣 R 

食物、 家宅まで 極めて 丁重な 取扱ぶ りであった。 又 大石良 雄の 組 父の 弟 大石賴 母 

助 は、 藩主の 命 を 受けて 、毎日 二度 づ、 新鮮な 野菜 を 送り届ける。 素行 は 只今の 身 

分 は 昔 ミは違 ふから、, ニニって 固く 辭退 したので あるが、 藩主の 命で あるから ミ云 

つて 賴母助 はさ 5 して 聽 かなかった ミ、 殘 箪に 記して n 占 る。 


斯樣 な有樣 であった から 名 は 流竄の 身で はあった が 實際は 何等の 拘束 を受く 

る 事 もな く、 自 由に 讀書 し、 元 の 門人であった ものが 素行の 跡 を 慕うて 江戶 から 態 

々下って 其 敎を受 くる もの も あ り、 赤 穂の 藩士 も 亦 その 薰陶を 受けた もので 殆 e 

一 個の 私塾の 如き 有樣 であった。 此事は 我 國の道 德史の 上に 重大なる 影響が あ 

るので あつ て、.^ 行 自身に 取って 云 へば 其の 間に 4i 々攀問 上の 研究 を 積 み、 後 年 の 

儒敎の 日本化の 基礎 を 作 り、 赤 德の 藩士に 取って は その 感化 著し く、 後 年 所謂 四十 

七士の 事が あつたの も 其 感化の 遺った ものである ミ見 られて 居る。 又 素行の 跡 

を^うて 赤 機に 舉んだ 人で 著しい 人に は、 後 に 律 輕越中 守に 事へ て條 四百 石 を 賜 

はった 機 谷 十 介が あり、 祿 三百 を 以て 龜井 隱岐 守に 事へ た 高 橋 十 郞左衞 門が ある _ 

素行の 妻 は淺野 侯の 了解 を 得て 赤漶に 下って 暫く 素行の 世話 をした ミ云ふ 事で 

あるか ら、 普 通の 流竄の 身ミは 其の 取扱 ひ 方 も餘程 違って 居った 事が 解る。 

斯くて 赤徳に 居る 事 十 年、 流 石の 素行 も志氣 や、 衰 へざる を 得なかった ミ見ぇ 

て、 そ の 近 鋭に 送った 手紙の 中 に、 凡 そ 物 必す十 年に して 變 する ものな り。 されば 

素行の 經歷  四 七 


山 鹿 素行  四 八 

今年 は、 我等 配所に 於て 朽 果て 候 時節 到 來ミ覺 悟せ しめ 候」 ミ あ つ て、 最 早 再び 世に 

出る 機會も 無い もの、 ヒ諦ら めて 居った もの、 やうで ある。 

然るに W 心 ひ. かけな くも 丁度 その 年、 將 軍 家 光の 二十 五 年忌に 當 るの 故 を 以て 赦 

免 二 i ひ. >^ 居 を 解かれて 江 戶に歸 る 事に なった。 時に 延寶 三年 六月 十五 日、 翁 行 

五十 四^の S である。 

江 戶に歸 つ.； 7 際に 幕府から 出た 沙汰 番には 

前より 近付の 衆へ は 出 人 可 仕 候 、浪 人な さ 集 候 事 無用 可 仕 候、 住 所 は 心 次第に 

, ^方に なり、、 >  も 可 i 能 在 候 

ミ ある。 卽ち 赤秘に 流窗の 前に 出 人して 居った 諸 大名な、 ごに 再び 出 人す る 事 は 

少しも tJ^H し 支な く、 又 住所の 如き も 隨 意、 唯 浪人な さ を 集めさへ しなければ よい ミ 

云 ふので ある。 一旦 罪 を 受け て、 僅 に 特赦 を 以て 免され たものに 對 する 沙汰、、 一し 

て よ、. V- 時代に 在て は 珍しい 寬大 さで ある。 之れ は、 始 めに 素行 を 罪した のが 幕府 

^ 發意 で な く、 前 にも 云った やうに 林 家 や、 保 科 正さに 突かれて.^ む を 得す さう し 


ナ 

て 


の 

つ 


，/二 W ふの が 主な 理由で あつたので ある が 、之 より さ 

クー を壓 迫す る 必耍も 無 い ミ 思った ので あら う。 唯 

嫌 ふ 所で あつたか ら、 其 事 だけ は 禁じた 譯 である。 

江 戶に歸 つてから は 淺草田 原 町に 居 を 卜して 專ら 

^釋は  一 3- 差し 控へ た、 蓋 し 前き に 需 察 上の 畢說に 

あるから 遠 慮した ので ある。 

赤 德流竄 の 一 事 は 却て 素行 をして 名 聲を擧 けしめ 

事 はさきに 倍す ろ有樣 であった。 其 道場の 如き も 

ので あるから 四百 坪に 近い 所の 堂々 たる もので 殆 

に 兵察ミ 云 へ ば 直ちに 素行 を 思 ひ 起す 程で 隨分素 

た 事 は、 配 處殘^ に、 

R 今 は、 世 上に 拙者の 名 を寶候 て、 兵 擧の師 を 仕 候 も； 

M に も、 拙 者 作の 書物の 由 中 候 て、 高 直に 方々 へ寶申 


き 明 和 六 年 卒去した ので 强 

浪人 を 集む る 事 は 幕府の 最 

兵擧を 講じた。 今度 は 儒 寧 

依って 誠 居の 身に なった の 

た 形であって 其 門戶の „ ^な 

間口 十八 間 奥行 二十 閒、、  >  云 

さ 小さい 大名の 邸宅で ある。 

行の 名 を 利用す る ものが あ 

多く 御座 候 由、 傳 承 仕 候、 書 物 

候 本 御座 候 由 承り 候 


逢 行の 經歷  四 九 
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ぐ-ある 事に 依ても 知られる ので ある。 兵舉の 道場 を 開く に 當り" 促つ て、 素 行 の 門 

人で ある 事 を 看板に 表示 し、 又 は 素行の 著述、/〕 稱 する 僞 書が 澤 山に 出た ミ 云 ふの 

である。 名高い 擧者 な  一 h に は、 そ の 著ミ稱 する 愫書 がその 残 後に 出る 事 は 別に 珍 

らしい 事で は 無い が 未だ 生きて 居る 中から：^ 書が 板 行せられ るミ云 ふ 事 は 珍ら 

しい 事で ある。 

, 斯様に 名 か 高くな つた 結 栗、 世 間から 妬まる 、事 もあった ミ見ぇ て、 或 は 諸侯 

の 藩 政に 關與 して 縱に 新規の 制度 を 立てた ミか、 或は 無 賴の徒 を 集めた ミか、 或は 

條 かに 武器 を 諸侯に 送った ミ か、 そ の 常時の 幕，：：^ の 最も 嫌 ひさうな 事 を 盛に 流布 

する ものが あった。 或は 時の 老中 板 倉 重 矩に對 して 禮を 失する 事が あつたな、 ご 

の嗨も 立て ちれた。 之れ らの 事に 就て は 延寶六 年 十月 十六 日附を 以て 陳情 寄 四 

通 を 作って 辯 明して 居る" それら は 配處殘 筆に 載せられて 居る。 

； 拙者 儀 於： ー配處 1 朽 果 可 覺悟 仕 候 所各樣 御影 故 不， 1 存 寄-冥 加に 相 叶、 母 存命 之 内に 

M 下 り、 三 年 一 所に 罷在 り、 去 冬 母相果 候、 今 生 之 願 相 達し 難， 有 存じ 候、 其 後 私 病 者 


に 成 候、 彌 何方 へ も不，  一 54 ほ 出： 候、 拙者 儀 元来 凡 下 之 者に 御座 候 故、 自然に 御 朕 々 ^ 

へ 從.： 此方： 御斷. £■ 候而， 御 出入 不， 仕 候、 就^、 酉 大火 事 以後、 高 田 へ 引人罷 在候而 大方 

>fi 出：： r 其 時 分より 只今 は猶 以て 老衰 仕 候 故、 逼 寧 仕 候 

拙者 體 之 凡 下 .\} 者、 御 公儀 樣御恩 忝 舉ぉ由 申 上 候 事、 慮 外 千 萬 成樣に 奉， 存 候 得 共 

如レ斯 御 靜譜に 御座 候 而、 數 年 靜に相 勤 一 能 在 候 儀 乍：， 恐 天 下 之 恩 不， 淺 難， 有 奉， 存 候， 殊 

吏 不慮に 奉， ま.： 御 赦免 1 御當 地へ 罷下候 上は彌 以て 日夜 相 愼み罷 在 候 事、 似 合 之 志 

に て も. 可， 有，, 御 鹿， 候 ミ乍， 恐 奉， 存候、 若た は むれに も 不義 不忠 成 事 を 口より 中 候 は. 

一..， 心 も 移. 5- 候 間、 冥 加 忽 ち 盡 可， 申 候、 此 段 堅く 相 勤 候 檨に世 枠 共に も 平生 嚴戒 仕り 

- 候、 然 者 御公堪 樣を輕 しめ、 御法度 をない がしろ に 仕 り、 御 作法 を 評 判 仕り 候 事、 假 

. 初に も 御座 候 はに 乍， 恐 冥罰 i„ ^戴に 可 d 能 蒙， 常々 愼み罷 在 候、 就：， 中 四 年 以來者 拙者 

優 御 取 持 被. F 候 御 方々 樣ヘ 、御 苫勞を 掛申候 段、 生 々世々 迷惑 仕 候 而不覺 悟 成 儀 

" 柳 無； 御 ま候樣 に朝暮 心戀罷 在 候、 此段已 前より 被， 掛 -1 御 目, 候 御 方樣、 御存じ 之 所に 

翻 TIT 候 間 不レ 及， 1. & 上, 候 得 共 乍， 序 如, 是 申 上 候 以上 

素行の 經歷  -  玉 二 
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此の 外 板 倉 P 膳 公 卽ち重 矩に對 して 無禮の 事が あつた ミ云ふ 事に 就ても 極め 

て 詳細に 述べた 辯 明辔を 差し出して 居る ので ある。  • 

おの 書面に 依る、、 r 酉い； 威の 大火 卽ち 明瞽 三年の 大火の 後 暫く 髙 田に 移って 居つ 

た 事が ある やうで ある。 嘗て は 一 萬 石 以下で は斷 じて 諸侯に 事へ す、、) 豪語して 

吾れ 人 共に 之 を 許して 居った 一 世の 英雄 も 色々 の 不幸で 元の 氣慨が 無くなった 

事が 認められる。 殊に 最後の 数年間 は 健康 も 勝れなかった やうで、 諸侯への 出入 

も 自然 差し 控へ て 居った 事 は 上の 辯 明 書に も 見えた 通りで ある。 

貞； 孕 二 年 八月に 至って 愈々 病床に^ はる 事に な り、 ま、 の 子 藤 介、 養 子 政 IK 及 び 門 

人な さ 之 を 看護した。 兵舉の 門人であった 律 輕信政 侯、 松 沛鎭信 侯の 如き もルの 

病床に 侍した ミ云ふ 事で あるから 素行の 如何に 當 時に 重んじられた かが 解る の 

で.. ある。 同年 九月 二十 六日、 田 原 町の 積德 堂に 於て 殘 した。 享年 六十 四、 模 町の 宗 

参 寺に 葬り、 法名 を 月 海院瑚 光淨珊 居士 ミ云 ふ。 諸侯 を 始め 諸 門人 及び その 使者 

S 會 r かする もの 1- めて 多く、 爲に 市街の 注來が 出来なかった ミ云 ふ。 中に も律輕 


信 政の 如き は 自ら 喪に 服 し、 そ の 藩 中に 命じて 三日間 音曲 を 停止した、、) 云 ふ 事で 

ある。 是 等に 依っても 素行 ミ 云 ふ 人が 如何に 豪い 人で あつたか 觯る 思 ふ の 

である。 斯の 如き 偉人に 就て は 色々 の 逸話が 多く 傳 へられる ものである が、 素 行 

に は 割合に それが 少ぃ。 唯 二つ 傳 へられて 居る。 一は 先哲 鼗談に 載す る 所 で、 山 

鹿 素行が 嘗て 茶 侯の 邸に 於て 由 比 正 雪に 會 合した 時 に、 正 雪が 滔々 ，： 兵 舉に 就て 

談 じたのに 對 して 素行 は 唯 時候の 挨拶 をした 外 一 言も發 せす、 後で 侯に 向つ て 正 

雪の 意中 甚だ 疑 ふべき 所が あるから 彼の 如き もの を 近づけない 方が よから ぅミ 

忠 告 し た、 某 侯 は 其 忠告 を 斥けて 用ゐ なかった が、 後 果して 慶 安の 變 があった ミ云 

ふので ある。 然し 之 は 恐らく 正 雪の 一 件が あってから 後に 出來た 俗. 說 で あ ら う。 

今 一 は 松 浦靜山 公の 著 はした 甲子 夜 話 (第 一 一 卷) に 見 ゆる 所で あつ て、 昔 * 憎 に 人の 

心 を 能く 知り 其 思 ふ 所 を 云ひ當 てる ものが あつ た、 誰 でも 皆 見拔 かれて 一  一 W も 無 

い。 此時 素行 は 未だ 若かった が、 或 人が 僧に 對 面せし めた。 かの 僧が、 何時もに 似 

す. 今 日の 心中の 事 云 ひ は 御免 を 被りたい ミ云. つたの で、 素行 は 是非 承りた い ま 云 

き R 仃 の經歷  五三 


山 鹿 素行 

つた けれへ ごも 遂に 云はなかった。 人々 が怪ん で、 何 故で あら ラミ 後で 素 行 に話レ 

た ，听 *.J,>, 素  一 了 が 云 ふに は、 自 分が 心に 決した 事 は、 心 中に 思 ふ 所の 物が あって 之 を 知. 

るの は當り 前で ある. もし 我が 胸中 を 一 言 にても 云ったならば 拔き 打ちに する 考 

e あつたか ら、 之 を 知って 云はなかった ので あら う ま。 之 も. 眞 僞は 明かで な いが-. 

松^ 靜山公 は 素行 さは 關 係の 深い 人で あるから 何. か 據り 所があって 記した もの 

であらう。 素行の 氣象を 知る に 面白い 材料で ある"  • 

朱 舜水も 曾て 子 敬箴を 作って 極力 素行の 德ミ 誠、、 - を推獎 して 居る- 乂 先哲 叢 

談に は、 素行 資性 英 邁、 古 今に 卓絶し、 加 ふるに 博聞 强識、 時 態に 練達 し、 其 の 人の 爲め 一 

に 謀る や 利害 を敷陳 し、 得失 を 論 定し、 事に 臨んで 果 斷、 疑 嫌 立ろ に诀 す、、、) 云 ふ 最 上 

級 の 言 雜を 以て 激賞して 居る。 然し それだけに 氣象も 烈しく、 やはり 先 哲 叢談 に、 * 

紊 行人 ミ 語る や 道義に 合 は ざれば 辭を厲 まして 大に 詈 る， ミ 述 ベ て 居 る" しかな- 

に々 は 皆 その 氣宇を 愛して 退いて 後 言 な し、，： ある、 卽ち 素行の 所 を 退いて 後に 素 

f の惡 U を 云 ふ もの は 一人 も 無い、、) 云 ふので ある" 


ft- に 素行の 後に 就て 少しく 述べて 置か う。 

* 行に は 二 女 二  が ある。 長女 は 津輕信 政の 養女、 へ-な り * 弘 前の 律 輕將監 に^ 

し、 次 女 は 律輕平 十 郞に 嫁した。 長男 は 政實、 、一 云 ひ、 實 は の 子 を 養うて 子、、〕 した. 

のであって 後に 律輕 侯に 事へ て その 家老 ミな り、 律 輕大 擧、、 ) 云った 人 で あ る」 ^ 

男 は 高 基、、 一 云 ひ 通 稱を藤 助、、 二  W ふ， - 此 人が 素 行 の 後 を 繼 いで 兵舉を lii じた- そ 

の 子孫 は 長く 弘前 侯に 事へ て 居る。 代々 皆兵 攀者 である。 -.^^の係に高：^41-がぁ 

つて 之 も 兵攀を 以て に 聞え、 その 孫の 高 補 も 又 世に 聞え た 人で 字 を 子 修ミ云 ひ. 

號を素 水ミ云 ふ。 

然るに 瀨田問 答 (太 田蜀山 問、 瀨 田貞雄 答) に、 if 保 己 一 の 話で ある ミ して 記して 居； 

る 所に 依る、、)、 素行の 子孫 さして 殘 つて 居る もの は 肥 前の 松沛家 伊勢の 藤せ 家、 及 

び律輕 家で ある、、〕 ある。 此の 中律輕 家、、 一 云 ふの は 前記の ものである。 松 诚家ミ 

云 ふの は實は 素行の 弟 義昌の 子孫であって 素行の 子孫で は 無い。 藤 ？ 家 ミ 云 ふ 

のは詳 でない。 此の 中、 最 も 著 はれた の は、 素 行の 眞の 子孫で あろ 律輕 家の それよ 

素行の 經歷  • 
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り も、 郎 て 松 節 家の 山 鹿 氏であって， 代々 同藩の 家老 職 を 務めた もので 現在 は京那 

大擧の 司書宫 をして 居る 山 鹿 誠 之 助 氏が それで あ 乙。 斯樣 なわけ で、 素 行に 就て 特. 

に 力 を 人れ て 居る のは卽 て松诚 家で あつ て、 素 行の 大著 武家 事 紀 は松沛 家に 於て 

出版 せら れ、 素 行の 全 襲の 出版 も 同家に 於て 着 せられて HI るミ云 ふ 有様で あ る？ 

最後に 素行の 著述に 就て 少し 述べ て 置か， た 

第 一 に旣に 述べた 所の 聖 敎耍錄 である" 之に 就て は再說 する 必耍は 無い" 山- 

^語類 も旣に 述べた 所で ある。 さは 全部 四 卜ん 卷、 寬 文 三年 素行 四十 ニ歲の 時に 

出來 たもので ある。 その 中の 第二 十 一 卷は 專ら 武士道に 關し たもの で * 之 を 士道 

、ヒ 命名して 後に 單行 本ミ して 取り扱 はれて 居る" 有名な 武敎 小擧は 此の 士道 を 

簡明に したやうな ものである。 ： 

次に 有名な もの は 中 朝事實 である が、 之 に 就て は 後に 詳しく述べ る が、 之 は 寬 文. 

九 年 四 卜 八^ (赤 德識居 中) の 作で ある。 

配 處殘难 に 就て は旣に 述べ た 通りで ある。 


中朝事實ミ同じく赤漶謫居中に書ぃたもので有^^なものに武家事紀&ト45^=1.ケ 


ある」 延寶 元年、 五十二 歳の 時の 著述で、 前 集 後 集、 續 集 別 集の 四 部に 分れ 前 第 


皇統 要略、、 > 武統 要略 ミ を 載せ、 後 集に は 

修 、小 傳、 戰 略、 古 案、 式 目、 地 理、 驛 路、 國圖を 載 

S 、故 *r 武 藝、 將 禮、 武 德、 を 收 めて 居る， - そ 

のみ を擧 んで自 國の實 際の 事實に 就て 

して 著 はした ので あつ て、 中 朝 事 實を著 

以上 述べ た 所が 素行の 著 述 ミ し て 最 

關 する も の、 朱 子 寧の 說に 依って 經 書の 

が 一 々擧 ぐる 必耍は 無い ミ 思 ふから 今 

朱 子學と 兵法 


武朝 年譜 

せ、 別 集に 

の 序文に 

は 全然 知 

はした の 

も 主要な 

講義 をな 

は 省略し 一 


ミ 君臣 正統 ミを載 せ、 賴 M 

は 武家 式、 年 中 行 事、 國 別 制" 

依れば、 世の 擧 者が 唯外國 

らラ さもしな いの を 不可 

ぐ』 其 精神が 全く 同 一 であ 

る ものである e 此の 外に 

した もの 等す ベ て 數ト種 

て 置く， -  • 


は 讚 

虛文 

り 、、一 


0 

あ- 


6. 


素行の 朱 子擧は 師林羅 山の 擧說を 其 ま. - 祖述した ものであって 特に 述 ぶる 必， 

朱 子舉と 兵法  、ヒ 
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要は 無い。 備敎 要錄十 卷治敎 

等が ある。 兵法に 關 する 番は 

五卷 等が あるが、 之に 就て も特 

先づ その 武士道 論 か ら 述 ぶ る 

武士道 論 

鼓 初に 述べ たやう に敎義 

山 鹿 素行 は その 先覺 者の 地 

敎義が 如何なる ものである 

義ミ しての 武士道、、 二 ご う 違 

ミ 思 ふ。 

武士道 ミ 云 ふ 言 薬 を用ゐ 

を 含める 事 も ある が、 普 通 は 


要錄三 

極めて 

に述ぶ 

事 ミ す 


しての 

を 保つ 

を述ぶ 

ので あ 


る 場合に 

中世 武士 


十 - 卷 四書 句 讀 大全 二 

多い。 武敎全 寄 八 卷、 武 

る 必要 は 無 い ミ 思 ふ" 

る-一 


武士道が 德川 時代に 人 

べき 人で ある。 素行の 

る 前 に、 我 武士道 ミは ，ご 

るか に 就て あらまし 述 

は 古代の 武士 精神から 

の 間 に 行 はれた 所の 一 


十 卷、 七 霄 諺 解 _れ 十 * 

敎總要 七 卷ま 敎 要 鋒 

故に 是等ま i 咨して 


つ て 勃興す 

樹立した 所 

んな もので 

< て 置く 必 


るに 就て 

の 武士 導 

あ る か、 51^ 

耍 、か あ る. 


近世の 武士道 論まで 

種の 道義 を 指す ので 


、z 

力 


ある。 此 道義 は  一 口に 云へば 一 の實 踐道德 であって 組織 を 立てた 所の 敎義 では" 

無い。  . ... 

奈良朝 時代の 歌人の 歌 に、 し きじ ま 1 の 大和の 國 は、 神 ながら 言 擧 けせぬ 隠ミ云 ふ- 

昔からの 習 はし さして 言 0 を 弄ばぬ 國 である- 

事で ある。 德川 時代の 國擧 者な さも 之 を 以て 我 

ある さして 居る。 卽ち 支那に は道德 の敎が あつ 

道 德の實 行が あつ て 道 德の議 ii は發 達しな か つ 

ある ミ云 ふので あ る" 言 擧ゅ せぬ 事が よい 事で ■ 

て 言論 を 弄ばぬ 事 は 我國の 特色で あ つた 事 は 降 

て發 達せす して 先づ實 行の 道ミ して 發達 したの 

現 はれ ミ 05^ てよ いで あらう" 

社會に 於け る實行 道德を 指す ので ある が、 此 の 中 一 

觀 方が 行 はれて 居る」 一 は 武士道の 起原 は我孽 


事 は 見えて 居る。 我國は 神代の 

不 言 寳行を 尊ぶ 國 である ミ云ふ 

國の 特色で あり、 寧ろ 我國の 誇で 

て道德 そのものが 無 く、 我 國には 

た。 之 れぞ 言 擧 けせぬ 尊き 國で 

あるか 惡ぃ 事で あるか は 別ミし 

である。 武士道が 最初 敎義 ミ し 

も言擧 けせ ぬ 我が 國 性の 一 つの 

收 B 通 武士 道 ミ 云へば 中世 武ヒ 

.壯 武士道の 起原に 就て は ニ樣の 
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國の常 初に 之 を認 むべ きもので ある ミ する もので あ り、 他 は、 建 國 時代の 武人 精神 

さは 關 係な く、 中 世武 上なる 特殊の 階級が 勃興した 時に それに つれて 新しく 發奪 

した ものである さ 云 ふので ある- 

我が 建國 5 ぱ 初に 於て 旣に武 德を尙 ぶの 精 祌が存 した 事 は 疑 ふ 可らざる 事實で 

ある」 比較的 少數の 天孫 民族 を 中心、、 一して 他の 種々 の異 民族 を 統制して 國 を樹， 

てた 關係 上、 時 に 武を用 ゐる事 を 要する 場合 も少 くなかった であら、 ん 寳 際に 武 

を 招ゐな いで も、 他 の異 民族 を 抑 ふる、 たけの 實カを 有して 居ない 限り は 決して 國 

£ の 秩序 を 保ち 平和 を 維持して 行く 事 は出來 ない 譯 である。 ギリシャの 歴史に 

於て ス パ ル タ が軍國 主義 を 以て 國是ミ したの も 同じ 理由で あ り、 帝 政 時代に 於け 

る羅 馬の 國 にも 同じ 傾向 を 見た ので ある" 

我が 三種 神器の 中に 寶鎮が ある ミ云ふ 事 も單に 上代 人の 愛玩した もの を 選ん 

で傳 位の 信 標、、 一した ミ 云ふ譯 では あるまい。 支那に 於て 傳國の 璽-、) して ii が 選 

ばれて 居る 事が 民のへ 艮を豐 かなら しむる を 以て 王者た る ものの 天職-、 一す る 事 を 


意味して 居る ミ 同じ く、 我 が 三種の神器 は、 旣 に 昔の 擧 者な さ も 論じて 居る 樣 に 、夫 

夬 或る 道德の 表象せられ たもので あらう ミ思 ふ： 然る 時 は^は 確に 武. e;- の德を 

表 はして 居る のであって 之 も 建國の 當.^ 旣に 武德を 尙んだ 一 の證據 である ミ云 

へ るで あら う" 

ノ 我ヒ 代の 制度に 於て は 勿論 兵ミ農 さは 未だ 分れて 居らす、 一 旦事 ある 際に は 

民の 中 の、 そ れに堪 ふるものが 弓矢 を 執つ て 起った ものである が、 そ れらを 率る て 

征 戰に從 事す る 武將の 家.、〕 云 ふ もの は 定まって 居た ので あつ て、 大 伴、 物 部、 少 し 降 

つて は 佐 伯な さの 諸氏 は 卽ち兵 戰の事 を 以て 代々 朝廷に 事へ たもので ある。 是 

# 武將の 家に は 先 以來傳 はる 所の 一 種の 精神 を 其の 家の 誇り ミ して 有って 居 

り、 そ の 精神 を 失墜し ない 樣に 極力 盡し たもので ある。 大 平勝寶 元年 聖武 天皇が、 

大伴 佐伯兩 氏の 勳 功に 對 して 降し 賜 はった 詔勅に は  一 

大伴佐 伯 宿 禰は常 も 云 ふが 如 く、 天 皇 朝に 仕へ 奉る 事 顧みな き 人 さもに あれば， 

いま， し 

. 汝 たちの 祖 さも 云 ひけら く、 海 行かば 水 づく屍 山 行かば 草む す 屍 大君の 邊 にこ 
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そ 死な め、 能 杼には 死な じミ 云ひ來 わろ 人-ごも ミなも 聞 こしめ す 云々 

S あ り、 之 に 奉答した 大， 持，， の、 天. 平寶字 元年 五月に 越 中の 國 館に 於て 作った 馱 

一 一 も 

太 伴の 遠つ 祌祖 の、 其 名 をば 大來目 主、、〕 負 持ちて 仕 へ し 官、 海 行 か ば み づ く 屍、 山 

行かば 草む す 屍、 天 .nll^i の 邊 に こ そ 死 な め 顧 み は せ じ ミ 首 立 て、 大 夫の 淸き其 名 を 

古へ よ 今の をつ、 に、 流 さへ る 祖の子 さ も ぞ、 大 伴ミ佐 伯の 氏 は、 人 の 紐の 立つ る 

. 言 立、..^ の 子は祖 の名絕 す、 天 皇 に服從 もの V〕、 いひつ ける 言 のっか さ ぞ、 梓 弓手に 

； 轨 持ちて、 紐 太刀 腰に 執 佩き、 朝 護り 夕の 護り に、 天 皇の 御門の 護り、 われ を をき て 

又 人 まあら じ ミ、 い や 立ちて 思 ひし まさ る、 天 皇 の 御 首 のさき ぞ、 聞 けば 尊 ミ み 

ぐ 一 ある。 之れ 寳に 我が ヒ 代の 武人 精神であって、 後世の 武士道に 相當 する もので 

あろ" 

• 中世 以後 發 達した 所の 武士道 も 固より 此の上 代國 民の 有って 居った 武士 精种 

； V 共 する 所 を 多く 有って 居 るので あ るが、 中世 發 達した 武士  ^^か奈良朝時代 よ 


で. 將仍 家に 傳 はった 所の 武人 精神から 直接 系統 を 引いて 居る もので は 無い。 

大化 改新に 依って 打ち立てられた 所の 郡縣の 制度が 何時しか 次第に 崩 解して 

1^ 安 朝 時代の 中頃 か ら、 中 W 封建制度の 傾向 が、 先 づ 地方に 兆して、 それが 後に 中央 

政界に 勢力 を 得る やうに なった のが 中世 武家時代の 出現で ある。 それらの 事に 

就ての 詳しい 事 は 今 は 問題の 外で あるから 述べない。 封建制度の 基礎 は、 地 方 の 

大 地 主、 そ の 當 時 所 謂 「住 人」 ミ それに 養 はれて 居る 家の 子 郞黨ミ の 間の 君臣 關 係に 

あるので あるが、 その 君臣 主從の 間に 釀 された 所の 一 種の 情 該、 卽 ち 主君 は 其の 家 

人 を 愛 護 し、 家 人 は その 主君 を賴 み、 之 に 事へ、 身 を 以て 之 を 守護す る 所 S  、その 君臣 

の 間の 情誼 こそ 實に 中世 武士道の 基礎で あつたので ある。 今 中世の 武士道が 如 

何に し て、 何 時 か. t 「起 り、 a っ發 達した かに 就て 詳細に 述 ぶる 事 は 之 も 問題の 外で 

あるから 一 切 省略す る 事に する。 

ロハ 此の 中世の 武士道の 實 質が 如何なる ものであった かミ云 ふ 事に 就て は、 簡 單 

：に述 ぶる 必 要は ある ミ 思 ふ。 そ の 精神 は、 前き に 述べ たやう に、 奈良朝 時代 武將の 
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家に 傳 はる 武人 精神、 火 伴 家 持が 中外に 誇示した 所の 精神 ミ 根本に 於て は 少しも 

：變" は 無 いので あるが、 大伴家 持の 歌に 侬 つ て 奈良時代の 武人 精神が 代表せられ 

た や う に、 中 世、 特 に赚倉 時代の 武士道の 精神 を 代 辯して 居る ミも云 ふべき よい 材 

料が 一 つ ある。 それ は源賴 朝が、 近 江の 佐々 木定 綱に 與へ た 手紙 ミ稱 する ものが 

设 ミ稱 する 書物の 中に 收 めら れて 居る。 之 は、 定 綱の 子定 重が a 山の 僧兵 ミ喧 

0 を し て、 数 山の 訴に侬 り、 豐 岐國に 流された 時に、 その 一 族 子弟 を戒 むる 目的 を以 

て賴朝 が、 定 重の ハ乂定 綱に 與へ たもので ある。 最も さは 栗して 眞に賴 朝の 手紙で 

あ る か、 そ れ ミも僞 物で あるか は 疑 はしい ので あるが 鬼 も 角 中世 武士道の 眞髓が 

よく 現 はれて 居る。 最初に、 定 重が 少し 短氣 であ るので 間違が 無ければ よいが ミ 

豫 てから 心配して 居った 所が して 此事 があった。 未だ ぁミに 子供 も 多く ある 

事で あるか ら、 今 後 再び 斯樣な 事の ない 樣にミ 思 ふ 老婆心から 此の 手紙 を 認める 

云 ふ 前置の 後に 次の 如く 述べ て 居る： 

武 士 ミ 云 ふ 者 は、 僧 な t. ご の、 佛 の戒を 守るな るが 如くに 有る. か 本に て有ぺ き 也 


大方の 世の 固めに て、 帝 王 を 護り 參ら する 器 也、 又 當時は 嫌 倉 殿の 御 支配に て國 

土 を 守護し 參ら する 事に て あれ ば、 錐 を 立つ る 程の 所 をし らん も、 一 二百 町 を 持 

て も 志 は いづれ もひミ しく て、 其 酬に命 を參ら する 身ぞか し、 私 の 物に は あらす 

思 ふべ し" さるに ついては 身 を 重く し 心 を 長く して あだ 疎に ふるま は す、 小 

敲 なれさ も 侮る 心なく して 物 さはが しから す、 計 ら ひたば かり をす るが 能事に 

. て 有ぞ、 云々、 

僧侶が 修業 中に 最も 緊張した 心 持 を 以て 身 を 持す るミ 同じ やうな 心 持 を 以て 身 

を 持 し、 天 子、 國 家の 守護 者 を 以 て 任 じ、 た ミ へ聊 たり 7〕 も 受けた 恩に 對 して は 生命 

を かけても 之に 報 ゐん事 を念ミ し、 隱 忍 自 尊、 苟 も輕卒 なる 振舞 をな さ す、 大 敞を恐 

れ す、 小 敵 を 侮ら す、 常 に 熟慮 を 旨 ミ する の が武 士の 心得で ある、 /,- 云 ふので ある。 

尙ほ 此の 外 に、 恥 を 知る 心、 名 眷を擧 けん 事 を 思 ふ 心、 武 勇 を尙ぶ 心、 禮 儀を尙 ぶの 

心、 犠牲 精神、 生死 を 超越す る 心、 之 等 は 何れも 中世 武士 道の 精神 ミ して 擧 ぐべ きも 

ので ある が、， \i 等 を j 貫して 居る 最も 重要なる 特色 は 最初に も 云った やうに それ 
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が實 行道德 である、 ヒ云ふ 事で ある。 沈默 

であった。 不 言 實行を 旨 ミ する。 心に も 

語 し て、 事 實が 之に 伴 はない ミ 云 ふやうな 

故に 中世の 武士道に は 敎義ミ 云 ふ もの は 

道 を獎勵 する ミ云ふ 事 は 鎌倉時代に 於て 

那 須野ケ 原に 於て 狩 を 催して 武を 練る ミ 

之を囘 避す る ものが あれば 出仕 を 止める 

a 時代の 武將 なへ ご は、 そ の 家人の ために 所 

註 舞して 居る。 今 川 了 俊の 制 詞、 武 田信玄 

敏景の 十七 館 條、 北 條早 雲の 早 雪 寺 殿ニト 

黑 田 長政捉 書、 加 藤 淸正拉 書、 豐 臣秀 吉の大 

ある。 之れ らの 中には 中世 武士道の 精神 

ぐ J して その 家人に 對 して 武士 ミ して 生活 


0  一一 一一 n 

な い 

事 は 

立 て 

も 行 

か、 將 

ミ 云 

I  .i 疋 

1  一一 B  ^ 

の 信 

阪 城 

を 示 

す る 


S 勇敢 果斷 

事 を 口外し、 

中 M 武士の 

られて 居な 

はれて 居る" 

軍つ かに か 

ふやうな 事 

書なる もの 

立 家 法、 長 曾 

條、 大内 家の 

壁 害 等ば 何 

して 居る 事 

實 行 上 の 心 


て 

17- 

ま 


は 中世 武士 

は 饒舌 を 弄 

ので ある。 

或 は 富 士 の 

^ 力 を 試み 

行 は れ て 居 

制定して 武 

部 元 親の 百 

書、 伊 達 政 宗 

も そ の 有 名 

勿 論 である 

を 示した も 


の 尙 ぶ 所 

し、 大 首 壯 

であった。 

勿 論 武 士 

踞野 又は 

し め、 も し 

る。 又戰 

士 精神 を 

伯鄯倉 

の 塵芥 記、 

な もので 

が ザ" - し 主 

ので あつ. 


云 ふやうな もので は 無 


して 來 た- - 單 なる 實行道 

て來 たので ある。 教義 ノ.) 

道の 發達 であ り、 圓 熟 で あ 

實踐ミ 云ふ點 から 見て 武 


て 、組織の 立った 敎義、 /〕 か理 m 的 根據を 示した 信條 、こ か 

ので ある， d  . . 

然るに 德川 時代になる ミ此に 所謂 武土 道敎義 が發達 

德ミ しての 武士道 の 外に、 敎 義 ごしての 武士道 が 勃 興 し 

しての 武士道が 發 達した、、〕 云 ふ 事 は 一 面に 於て は 武士 

り、 完 成で あるが 又 一 面に 於て は 武士道の 形成 化で あり 

上 道の 墮落 である、、 一 も 見られる。 

^川 時代に なって 何故に 斯く 敎義ミ しての 武士道が 發 達した かに 就て、 一 般麼 

史の 地から 之を考 へて 見なければ ならぬ。 

抑 も 我 國の武 土 道 は、 中 ^戰爭 を 以て 主なる 仕事 ミし 

に從 事して 居る 武士の 間に 發 達した 所の 君臣の 情誼で 

V- 一して 生れた ものである ミ 見る 事が 出来る。 

永い 間の 戰亂 も、 織 田 豐臣ニ 氏の 撥亂 の功ミ 之 を 受け 


て 居った 時代 に、 そ の戰爭 

ある。 云 は r 戰爭 を母體 


つ いだ 德川 氏の 守成の 功 
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ミに つて 全く 終焉 を告 ぐる 事に な り、 此 に 我國の 歴史上 未-: U 嘗て 前例の 無い 平 

和の 時代が 來 たので ある。 明けても 暮れても 戰爭ミ 云 ふ 時代の 特殊の 事情が 產 

んだ 所の 特別の 產物. U る 武士 逍 が、 そ の母體 たる 戰爭の 無くなった 德川 時代に は 

如何にな り 行くべき 運命 を 有って 居る ので あるか。 當り 前なら ば、 武 士道 は 亡び 

て 終 はない まで も 次第に 衰 ふべき 運命 を 有って 居る ので ある。 又實 際に 於て 衰 

へた ミ見 る.、 へき 點も ある。 大阪 夏の陣が 終つ て、 愈 々德 川の 天下 ミ な り、 眞 の 平和 

が 確立した の は 所謂 元 和 優武の 頃で ある が、 此 時代に 在て は 尙元龜 天 正 時代の 戰 

場 生き 殘 りの 武士が 存在して 居つ て、 戰 國 武士の 氣 魄を存 して 居る が、 それから 更 

に 數十年 を經て 元祿の 頃になる-、： -戰爭 なさ 云 ふ 事 は 昔 物語-こなって 終つ て、 實 際 

に 目撃す る 所 は洋々 たる 太平の 姿で ある。 從 つて 武士の 氣風も 自然 昔の 樣には 

行か なくなった。 然 らば 武士道の 起った 理由で ある 所の 戰爭が 無くなる ミ 共に 

武士道 も 全く 消滅し たので あるか ミ云 ふ、、) 必 すし もさう 簡單に 見る 事 は 出來な 

い、 や は り、 多 少 形式 ゃ實質 は變 つても 鬼に 角武. H 道 は存續 して！： おる。 
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性質から 云 へ ば、 戰 爭を 其の 職分 

つた 時代に は、 其 職分に 沒 頭して 

權を 掌握す るに 及ん で、 そ の 武士 

助けて 政治の 一 端に 關與 する 事 

く 一 の 治者の 階級 ミ して 平時に 

たので ある。 此 傾向 は 鎌倉時代 

川 時代まで 持ち越して 來た譯 で 

全然 無くなっても 尙 治者の 階級 

い。 然 らば 戰爭 を す る ミ 云 ふ 必 
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まで も 武官 さして 6 性質 を 保つ て、 戰 爭 はしない に 拘らす や は り、 武 將 、こ し て、 父 丘ハ 

.fp こしての 本質 を 保つ て 行 つたの は さ う 云ふ譯 である か" 

德川氏 は 我が 國の 麼史 ヒ、 全 く 前例の 無 い 二  ffl 五十 年 、こ 云 ふ 太平 を 保つ 事が S. 

來 たので あるが、 之 は 最初から 解って 居った 譯 では 無い。 勿論 德川 氏の 理想、、〕 し 

て 萬 代の 無事 太平 を 期した であ ら う が、 寳 際に 平和が さの 位 續くか ミ云ふ 事 は 神- 

で  無 い 限 り、 之 を豫 知す る 事が 出來る もので はない。 德川 家康が 何程 周到なる 用 

意 を 以て 其 封建 組織 を 打ち立てた ミ云 つて も、：！： 時； 牛 和が 敗れて 再び 武器 を 執つ 

て忠 たなければ ならぬ 時 ii が來 るか 分る もので は 無い。 之に 對 して は、 治 に 居 て. 

亂 を 忘 れぬ だけの 覺悟ミ 用 意 ミが 大切で ある- 

平安朝 時代の 末 に、 公 卿の 墮落 ミ、 そ の 無力に なった 事 、こ、 地 方 武人の 勢力 增大 ミ- 

は、 是 迄 地方に あって 公卿の 爪： ォを 以て in ん じて 居った 武士の 中央 進出 ミな り、 平 

氏 一門が 公卿に 代って 政權を 把持す るに 至らし めた。 平氏が 中央に 政權を 把る。 

に 至った の は 武人 ミ しての 實 力に 侬る ものである" 勿論 平淸 盛の 個人的 才幹 も 


與 つて 力が ある が、 地 方の 武士 を 蹈み臺 にした 武將の 資格 を 以てする のでな かつ 

たらば 到底 其 志を遂 ぐる 事 は 出来なかった S である。 然るに 折角 政權を 握った 

平 氏 も、 其 武人、、〕 しての 本領 を 捨て 、公卿 化して 終った ために 忽ち 失敗して 我國 

に 未だ 宵て 無かった 大 悲劇の 主人公の 役割 を 演じた ので あ る。 其 失敗の 跡 に 深 

く鑑る 所の あった 源賴朝 は、 政 權を 握って 後 も 武士 ミ しての 立場 を變へ す、 武 家 ミ 

しての 本領 を 何 所まで も 失 はない 樣に 努めた。 

c 収 初から 賴朝を 深く 崇 拜 し、 そ の 政治 を 模範 ミ し、 理 想 ミ し、 賴 朝の 覇業 を 詳細に 

傳 へた 東 鑑を 唯一 の 愛 讀書ミ して 居った 德 川家康 は、 自分が やはり 武家の 出身で 

ある 事ミ、 一 旦 招き 致す 事の 出來た 平和 も、 い つ 何 さき 敗れて 再び 戰亂の 世に 返る 

か 分らない ミ云ふ 形勢に あった 事、、〕 此の 二つの 理由に 依って 何處 まで も 武家、、. > 

しての 木 領、 一二 河 以来の 武士、、， "しての 特色 を 失 はない 樣に する ために は餘程 苦心 

した ものである。 平氏 や 足 利 氏、 又 は 織 田、 豐 臣 な さ の 如 く、 京 畿に根 據地を 求めす 

. し て、 賴 朝ミ 同じく 武藏國 に 其 根據を 置いた の も その 精神の 現 はれで ある。 勿論 
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家 康を關 東に 封 じたの は秀吉 であるが 之 は 家康の 希望に 依った もので あつ て、 家 

康は其 勢力の 根據 地から 離れす 且つ 武士 的 精 祌を失 はない 樣に する 事に は 最も 

心 を m ゐ、 ：K、 の 後 繼者も 亦 其 心を體 した ものである。 卽ち家 康が藉 府を樹 つるに 

當 つ て はすべ て 之 を 基礎 ミ し た、 社 會 組 織 も、 政 治 組織 もす ベ て 武士 を 中心 さする 

武斷 的軍國 主義であった。 すべての 官職 が、 征 夷大將 軍の 下に ある 所の 軍職の 名 

を 用ゐて 居る の も そのため であ る. - 

. 斯 檨な譯 であるか ら、 此 の 平和な 德川 時代 もや はり 武士が 社. In 的 政治的 活動の 

中心であった。 所謂 士農工商の 四 階級 を 立て \ 其の 中で 士、 卽 ち 武士が 其の 主な 

る もので あつ て、 他 の 三つの 階級 は、 只 武士 を 養 ふために 存在す る もの マ) 云 ふ 見解 

の 下にす ベての 制度 を 文て たので ある。 而も 平和が 打ち 續 いて 秩序が 立って 居 

つた だけに 此の 階級 制度が 厳格に 守られ て、 之 れを， かき 亂す やうな 事 は 殆んさ 無 

か つ た。 

前き にも 云った やう に、 武 士は 其の 本質から 云へば 一 種の 兵士で あ る， 兵 ヒ は 


戰爭 を.； 在の 目的 ミオる もので あつ て、 戰 爭 が 無 け れ ば 必 要 は 無 い、 た 一： へ ：：^ し 丁 

も lii- 要で 無い。 戰國 時代に 於て は 必要 上 武人が すべての 活動の 中心になる 事 は. 

む を 得ない 事で ある が、 平 和 時代に は 文官が 之に 代る ベ き もので あ る。 然 なに 

德 川 幕 府は 其方 針 か ら、 兵 ヒ たる 武士 を 中心に したので ある。 それらの 武士の 屮， 

政治に 關與 して 居る 一 部の もの は 常 然社會 的に 重要なる 地位 を 占むべき もので 

あ る が、 其 大多數 は 戰爭が 無ければ 全然 用事の 無 い 人間で ある。 云 は、.. 一種の 遊 

民で ある， 遊民が 社會 的に 優越なる 地位 を 1£ むる 事 は 自然で ない。 卽ち戰 爭、、 J 

云 ふ ものが 生んだ 所の 武 土、 戰 爭 があって 始めて その 重要な 事が 認 め ら れる 所の 

武 卞戰 爭 が 無 く なれば 用が な く、 用 が 無ければ 當然 他の 職業に 轉 する のが 經濟 上. 

の 原^で あるに 拘ら す、 & 川 時代に 於て は 武士の 數は 少しも 减少せ す、 そ れ ら に 特 

別の 保護 を 加 へ て、 社 會上 最も 優越なる 地位 を 把持せ しめよう ミ した〕 他の 農 ：丄- 

商の 階級 をし て、 武 士に對 して 尊敬の 心 持 を 抱かし めよう ミ した。 之 は人爲 であ 

り 不自然で ある 事 を 免れない。 もし 不斷 に戰 が ある 時代であるなら ば、 其 の 戰- 
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爭に從 事して 農工 商の 階級 を 保護す るミ云 ふ 事 だけ で、 武ハ士 の 階級の 權威 をい 分 

に 維持せ しむる 事が 出來 るので あるが、 平和の 時代、 戰爭の 無い 時代 に、 云 はぐ 遊民 

である 所の 武士に 對 して、 他の 階級の 尊敬 を 維いで 行く ために は、 單 に 制度の.. -で、 

之に 最上の 地位 を附 與 し、 特權を 奥へ ただけ では、 到底 永く 之 を 維持して 行く 事が 

來る もので は 無い。 何 か 他の 階級 をして 尊敬し 信賴 せし むる に 足る もの を武 

ヒ の 比 白 級が 持って 居なければ ならぬ。 武士に 一 定の食 祿を與 へ て、 他 に對 して 遜 

色の 無いだ けの 體面を 保た しめた 事 も 其 目的の ために 有效 であった に は 違 ひな 

いが、 それだけ では 十分で 無い。 其 所で 德川氏 は 武士に 對 して は、 他の 階級に 在て 

は 見られない 所の 特別の 修養 を 要求した 事で ある。 それ は 文武の 道を嗜 み、 忠孝 

-勵 み、 すべて 他の 階級の 模範 ミな るので ある。 慶長 二十 年に、 二 代 將軍秀 忠が諸 

大名に 與へ た 所の 武家 諸 法度 及び 諸士 法度 を 始め ミ して、 將 軍の 代替り 侮に 發し 

た 所の 法度に は 必す之 等 武士の 修養に 就て 訓戒して 居る ので ある。 

武家 諸 法度 


1 、文武 弓馬 之道專 可 • ；相嗜 1 事 

左 文 右 武、 古 之 法 也、 不， 可， 不条 備 ，矣 、弓 馬是 武家 之 要 樞 也、 (下 略) 

卽ち 川 氏 は 武士に 對 して は、 武 士 以外の もの 、へ〕 は 全く 違った 修養に 努 め、 そ れ 

に 依って、 武士 ミ しての 品 £  、農 ェ 商の 階級に は る 事の 出來 ない 所の 品格 を 保た 

しめ、 一 は 他の 階級の 尊敬 を克ち 得る やうに し、 一 は その 實 力に 侬 つて 他の 階級の 

ト： にあって 之 を 抑 ふる 事が 出來る やうに したので ある" 家 康が學 問 を獎勵 し. U. 

ミ 云 ふ の も、 只 武士の 階級に 對 する だけの もので あつ て、 他 の 階級 は それに 與 つて 

居ない ので ある。 

此の 幕府の 根本 方針 は 地方の 諸 大名 も 之を體 し、 その 藩內の 武士に 對 して は 出. 

來るだ け 敎養を 作る 事に 努力して 居る。 武士 自身 も 上の 精神の 存 する 所 を體し 

て 武藝に 精 を 出 し、 知 識 を 磨 き、 武 士ミ しての 品格 を 保つ 事に 對 して 殆さ其 全力 を 

注 い だ、 少 くミも 全力 を 注ぐ 事が 武士た る もの 、義務で あり 特權 である マ」 云ふ自 

覺心は 有って 居った ので ある。 
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之 が、 戰 爭ミ云 ふやうな、 武士 及び 武士道の 母 體が旣 に 無くなった 德川 時代に 於 一 

て 依然 さして 武士の 階級 拉に武 丄 の 特殊 精神の^ 續 した 理由の 一 である^ 

然し 乍 ら ifLW 川 時代の 武 十： 道 が、 或 意味に 於て 中 W  6 それよりも 益々 發達 し、 完 成 

し た ミ 認めら る、 所 以 は、 懦 敎が 勃興した 結 果、 中 世 的 の、 實 踐道德 たる 武土道 ミ、 儒， 

敎 、、一 が 結びついた 事で ある。  ， 

中^に 於け る 武士道 は 旣に屢 々述べ たやう に、 實 際 生活の 自然 的產 物で あ り、 琐 

窟で なくして 寳 行であった ため に、 そ の 實行的 氣魄に 至って は 到底 平和 時代の 武， 

士の 企て 及ぶ 能 はざる 所が あつたの である が、 之 を 思 想 ミ し て、 又 は 理 論 ミ し て 見 

る 時 は、 さ うしても 後 W の發 達した 道徳的 批判の 光に 照し て、 そ こに 幾多の 不完 全. 

な點が ある 事 は 免れな かつ.；. r 殊に 儒敎が 盛に なって 道 德的批 が 行 はる、 棒 

になる ミ、 中 世 的の 武士道に 對 して は、 道 德 思想の 上から 色々 の 批評が 出る の は 免 

れ ない 所で ある。 前き に 述べた やうに、 武士が 他の 階級より 一段 高い 地位 を 保つ 

ために 勝れた 品格 を 作る 事が 必要で ある さ 云 ふ 理由 か ら、 道 德 的 修 養 を 要 求 せ ら 


る  >  ，、- 云 ふ 事になる ミ、 中 世の 武士道 其の ま 、では 到底 満足す る 事 は 出来な い。 

さ うして も、 尙 ほ 一 層 完全 な、 理 論 的 基礎の 確かな 武上道 的 敎義を 要求す る やうに 

なる の は 全く 自然の 成り行きで ある、、〕 云 はなければ ならぬ。 之 れ： i 川 時代に 儒 

敎を 基礎 ，： した 所の 武士道 敎 義の發 達した 所以で ある、。 要するに 中世 的 武士 精 

神 を 維持し 更に \ 一に 懦 敎道德 の 色彩 を 加へ たのが 德川 時代の 武 i 道で ある。 

斯 くして 德川 時代に 於け る 武士道 は、 儒 敎ミ 結びつく 事に 依って 思想 的に 一 大 

發 達を遂 けたので ある が、 そ の儒敎 さの 結合 は 此に謂 ふ 所の 敎稷、 こしての 武士道 

を 仲介 、こ して， & るので あつ て、 そ の敎義 さしての 武士道 i? 道の 先驅 をな してお る 

のが 我が 山 鹿 素行で ある。  -  . 

武士道 敎篛の 創 唱者ミ しての 山 鹿 素行 を考 ふるに 際して は 是非共 中 江 藤樹を 

ー應考 へて 見なければ ならぬ。 彼れ も 素行、/」 同時代の 擧 者であって、 やはり 武德 

に 就て 論じて 居 る。 

中 江 藤 樹は慶 長 十三 年に 生れた 人で 素行より は 十五 年の 先輩で ある が、 素 行 が 
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武士道 を說く 前 (年 次 不 明) 文 武問 答 一 卷を著 はして 文武 一 德 〈1 を說 いて 居る。 元 

來 文武 は 一 德 であつ て、 別 々の もの ミ^ ふべき もので はな く、 文 を 仲 はざる 武は 眞 

の武 でな く、 文 は武の 根本で あ り、 武 は 文の 基礎で あ る、 正 に 持ちつ持たれつして 其 

用を完 うする ものである。 天下 國家 をよ く 治めて 五倫の道 を完 うする のが 文 道 . 

で あ り、 無 道に して その 文 道を妨 ぐる ものが ある 時 に、 刑 罰 を 以て 之 を 0 戒 し、 或 は 

軍 を 起して 之 を 征伐 し、 天 下 一統の 治 をな すの が武の 道で ある。 要するに 文 道 を 

行 はんが 爲 めの 武道で あるから 武道の 根本 は 文で あ り、 又 武道の 威 を 用ゐて 治む 

る 文 道で ある ミ 云ふ點 から 云へば 文 道の 基礎 は武 である さ 云 ふ 事になる ので あ 

る。 其 外 萬 事に 文武の 二道 は 決して 離る、 もので は 無い。 これが その 文武 論の 

要點 であつ て、 其 に 仁義の 勇 ミ血氣 の 勇 ミの區 別の 存 する 事 を 明かに し、 武 士 

たる も の は 仁義の 勇 卽ち眞 勇を備 ふる 事が 大 である 事 を 論じて 居る ので ある。 

文武 は竝 行し なければ ならぬ ミ云ふ 事は旣 に戰國 時代の 今 川 了 俊の 制詞 や、 武 

田 信す： の 信ケ； 家法な さに もさう 云 ふ 事に 觸れた 所 が 無いでも 無 い が、 未 だ 組織 立 


つて； fl じて 居る 譯 ではなく、 一  體に武 

、こ は 全く 別の 道 を： il つて 居 り、 儒 敎 の 

くの み で、 武 力 を 用 ゐる事 は 一 種の 覇 

の 道に 就て は 之 を推稱 して ゐ ない。 

的 武士道 は 成す • し 得ない のであって 

さして 文武 兩 道が 合同し なければ な 

意味に 於て 中 江 藤樹を 以て 敎義 的武 

で は 無 い が、 只 武士た る もの は 單に武 

なければ ならぬ、 こ說 いただけ であつ 

は 無理で あら う。 故に 教義 的 武士道 

ぬ" 蓋 し、 純 粹の 儒學者 はへ ごうして も 

れな いので あつ て、 其 所に 行く  、こ、 一 方 

研究 を 遂げて 居った 素行に は 此の 偏 


士道 は 只 實 行 の 道、 こして 儒 敎の道 ^ 論 な さ 

方で は 王道 覇道の 別 を 立て 、專ら 文治 を說 

道な りミ して 之 を 卑しむ 服が あつたの で、 武 

斯く 文武が 別々 の 道 を 進んで 居る 間 は敎義 

，敎義 的 武士道が 成立す るた めに は その 前提 

ら ぬ。 其 文武 合同 論の 首唱者で ある さ 云 ふ 

士道の 先驅 者で ある ミ 見る 事が 出來 ない 譯 

に 偏つ て は 不可で あるから 文 を も 併せ 擧 ば 

て、 尙 ほ 敎義的 武土道 を 立てた もの ミ 見る 事 

の 創 唱者ミ して は 素行 を椎 さなければ なら 

文 を主ミ して 武を 從ミ する 傾向 ある 事 を 免 

儒擧 者で ある， こ 同時 に、 兵 法擧者 さして 深く 

はない 譯 であるか ら、 素 行 が 眞 の 意味に 於け 
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る 武士道 敎義の 創立者 ミ して 最も 完全なる 資格 を 有して 居った 譯 である。 又 素 

行が 後に 述 ぶる 様に、 一 般の儒 學者ご 違って 强ぃ 日本 主義 的な 精神 を 有って 居つ 

たため、 日本 特有の 精神で ある 所の 武士道 精神 を 尊重す る 事 も 厚かった 譯 で、 此 點 

か ら 云 つ て も、 武 士道 敎義の 創 唱者ミ して 最も 適任者で ある ミ 云へ るで あらう。 

. ^行の 武士^に 關 する 著 述 ミ して は士逍 及び 武敎 小擧が ある。 其、 の 外、 兵 擧 に 

關 する 嘗、 武 敎 全 寄、 武 敎 總 要、 武 敎要錄 等に も、 武 士道に 關 する 意見が 散見して 3i3 る 

が、 右 の ニ^に 侬 つて 素行の 武士道 論 は 十分 窺 ふ 事が 出来る。 

武敎小 擧は明 二 年卽ち 素行が 三十 五 歳の 時に 公に した もので あつ て、 後 世 最 

も 多く 讀 ま れ、 吉 田 松 陰の 如き は 之 を 武士の 舉ぶ べき 第一 の 書で ある ミ 云って 推 

0 し、 そ の 松 下 村 塾に 於て 敎科 書ミ して 之 を 其 門人に 講義した ものである。 

武敎 小擧は 全體を 

夙 起 夜寢、 燕 居、 言語 應對、 行住坐臥、 衣食 居、 財寶 器物、 飮食 色欲、 放 

廳狩 獵、 ^受、 子孫 敎戒 


g; 十 項に 分って 武 上が 日常生活に 於て、 又 社交 上、 守 る ベ き 心得 を 主 、、, して 實踐道 

德、 /」 して 說ぃ たもので ある。 素行が 此武敎 小 學を著 はした 精神に 就て は、 M を 公 

にした 年 (明 輕ニ 年) に 其 門人が 附 した 序文に よく 著 はれて 居る。 

大農 大工 大商 爲.； 天 下 之 三寳 i 無. & ェ 商 \ 一  業 1 而 所： & 爲, 三 民 之 長, 者 無， 他、 能 修， 身 正 

レ心、 而 治. & 平，： 天 下 一也、 然 世 遠 人 亡、 鄕 無.； 善 俗-世 乏 &敎， 故 或 短 衣 蓬 頭、 而 以, 怒 fee 按.， 劍 爲 

レ俗、 或 深 丧 非服而 以 ，-記 誦 詩 窣-爲 、其 過不及 甚 可, 欵 总， 乎、 有 ：1 宋 晦 庵， 述, 作 小攀 一而 人生 

自 A 歳-迄 芊 四 歳， 敎 以& 掃應對 進退 六 節 愛， 親 敬， 長、 親 k 之 倫； 且 以 .1 嘉 言 善 行， 爲」 終 篇； 

其 功 偉 哉、 盛 哉、 然 俗 殊、 時 變 、僕 俗 之 大所， 用尤泥 著、 則 居, 闔國， 而 f 異 域 之 俗， 或舉 i 義， 

用- 異 或 爲.： 祭 鱧， 用, 異樣， 皆 是 不， 究， 理 之 誤 抱、 擧者爲 ，1 格， 物 封.， 知 而 非， 爲 kki 之 俗-也 

況 爲， 士  M 道、 其 俗 殆 足， 川.； 異 俗， 乎、 習乏 於 幼穉之 時， 欲 i ハ 習 與， 智 長、 化 與， 心 成， 二 事 者、 誠 

先聖 之實 也、 山 鹿 先生 武敎 之垂 戒、 其 敎甚明 也、 於，； 先 生 之 門， 欲， 擧，, 士 之 道^ 必 以 •： 此敎, 

爲レ戒 。其 志 何 放逸 乎、 生 知 之 質、 上 品 之 士、 外樣何 足， 習 乎、 然 俗殊敎 弛則自 陷， ー溺 異 端， 者、 

人 心 之 危 也、 士 食，, 君 之 fi, 爲, 民 之 長, 而其形 其 行 其 知 不， 正 則 天 之賊民 也。 尤 可, 汚 辱, M 
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至 也。 (下略) 

卽ち 武士た る もの は 一 定の 業な くして 而も 四民の 上に 立つ ので あるか ら、 そ れ だ 

け 深い 修養 を 必要 ミ す る ミ 云 ふ 事 ミ、 支 那ミ 我國ミ は國が 違って 居る ので あるか 

ら、 徒 らに 支那の 眞似 をした S では 實用 にた 、ないか ら、 日 本に は 日本 ミ しての 敎 

が存 すべきで ある 7) 云 ふの が 素行の 武敎小 擧を著 はした 理由で あつ て、 朱 子が 小 

寧 を 著 はした 精神に 則って 此武敎 小 舉を著 はした ミ云 ふので ある。 

夙 起 夜 寢の條 に 於 て、 武 士 たる もの は先づ 夙に 起きて 身 體を淸 め、 威 儀 を 整へ、 平 

且 の 氣を養 ひ、 君 父 の 恩を體 認 し、 今 曰の 家業 を 思 量 し、 身 體髮膚 之 を 父母に 受 く、 敢 

て 毀傷せ ざる は 孝の 始 であ り、 身 を 立て 道 を 行 ひ 名 を 後世に 揚 ゆて 父母 を顯 はす 

孝の 終で ある 事を觀 念し なければ ならぬ。 其の後に 家人に 萬 端の 指圖 をな し、 客 

に 接する。 ^53^1に事ふるには速に出で、事へ、ハ乂母に事ふるに は、 行 いて 安否 を 察 す 

る。 出で  >  事 ふるに は 身分 相應を 守って. 僭越に 亘ら す、 長 者に 對 して は 之 を 敬す 

る 事 父兄に 對す るが 如く し、 謙遞し て爭は す、 文 を 以て 友 を 會 し、 友 を 以て 仁を輔 け、 


tji 友 あれば 事 を 問 ひ、 信じて 僞ら す、 正 義を 守る. - 家に 歸 つて は 父母に？ して \ー  を 

恰 ば し、 閑 が あれば 其の 曰 一 曰の 事 を 反省 し、 寢 所に 入って 始めて 氣を 休む るので 

あ る，) 

燕 居ミは 閑暇 無 事ミ云 ふ 事で ある が、 大 體± たる もの は 先、 つ 二十歳に も なれば 

出で  >, 事へ なければ ならぬ。 事 へても 閑が 多い ミか 或は 不幸に して 君に 事へ す、 

或は 父母が 早く 殁し 或は 遠く 父母に 離れて 朝夕 勤 仕す る 事が 出來 す、 燕 居 休暇の 

寄が 多 けれ ば、 其 志 々ふ りて 家業 を愼ま す、 殆 さ 禽獸に 類す る。 大學に は 小人 閑居し 

て 罪 をな すミ云 ふ 事が ある。 故に 燕 居の 士に 在て は 特に 自ら 戒 むる 所がな けれ 

てあら くち， ご、 

ば な ら ぬ。 先 づ 夙に 起きて ii ひ 嗽 ぎ、 座 を 出で 、諸人に 謁 し、 庭 前に 馬 を 見、 馬 に 乘 

り、 速 に 食 し、 或 は 劍 術、 弓 射. 鐵 砲、 鎚 等 を 以て 筋骨 を 練らなければ ならぬ。 -\ 一等 を久 

しく 忘る 時 は 手足が 自由に ならす 身輕 から す、 體 馴 れ す、 士の 業を闕 くに 至る。 之 

. 等の 業 を 行うて 尙 暇が あれば 書を披 いて 武を 論じ 兵法 を講 じ、 武 器 を 調 ベ るが よ 

い。 丄 たる もの 常に 斯樣な 志 を 有って 居れば 其の 氣專ら にして 外に 散らな い、 從 
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つ て 放 僻 邪 侈の 意が 發 する 事 は 無い。 

首 語 應對は 護で 字の 如くで ある。 凡そ 士 たる もの 言 語が 正しくなければ 行 

必す Si である。 殊に 柔弱の 言、 鄙 ^の 語 は 最も 愼 まなければ ならぬ。 戰 法、 軍 装、 武 

きま 

器、 馬 具の 用語 は 各々 定 りが ある。 客に 對 する 語、 神 社に 對し、 朝廷に 對し、 夫々 きま 

りが あ る。 言語 輕 々 し く、 應 待に 間違 つた 所が ある、、〕 威儀が 正しくない。 之 は 

最も 禍を 招く の媒 である。 武士た る もの、 常に 口にすべき 事 は 何で あるか ミ云 

ふ に、 義 不 義 の 論、 古 戰 場の 事、 古 今の 勇 義の行 ひ、 時代 武義の 盛 衰、 で あ つ て、 之 等 を 論 

. する 事に 依って 今日の 非を戒 むべき である。 或は 他の 非 を 嘲 り、 或 は 時の 政 を 謗 

： り、 或 は 遊興の 樂を 語 り、 或 は 好色の 事 を 云 ふ 時 は、 心 必す蕩 け、 行 必す 溺れる もので 

あ る。 

さまた 

行住坐臥 も 又讀で 字の 如くで ある。 行く に は徑に 依ら す、 傍 人 を礙ゅ す、 ま 禮 を 

^ さ す、 過 言 を 慎み、 門 を 出 づれば 常に 敵前に 在る が 如く 心 を 引き締めて 居る。 追 

を 行く 間 も 亦斯の 如くす る。 座に は 威儀 を 正 し、 必 要な もの は 常に 身に 帶 びて 不 


慮の 戒を 忘れぬ 樣に する，" 寢 ねる 時で も 死人の 樣に 前後 不覺に 熟睡して 

ない。 武器 を 傍から 離さ す、 夜 戒を嚴 重に する) 人に 先んじて 勞 をば なす 

行 住 坐 臥、 放 心 を 最も 戒めなければ な ら ぬ。 放心 すれば 

！ 度 失敗 すれば 一 生の 恪勤も 忽ち 無駄に なって 終 ふ。 

あるから であつ て、 禮 儀. の始 は容體 を 正 し 、顔 色 を 齊 へ 、辭 


ある。 士たる もの 

んで常 を 失する" , 


たる 所以 は禮 儀が 

にす るに ある & 

次に 衣食 居で あ 

ない。 衣食住 各々 

成す 事が 出來 ない 

よく その 節 を 守る 

美に する 時 は、 心 を 


る" 粗衣粗食 を 恥 ぢ、 住 居の 安き を 求む る は 志 ある 士、 /J 

分が ある" 二者 共 身分 不相應 である ミ費 多 く、 財 竭 き て" 

■ されば さ 云って 甚 しく 不足で あれ ば、 必 す 志 が 吝 裔 に 

ものが 武士た る もの、 暮し 方で ある" 居室の 如 き、 も し 

その 方に 取られて 終 ふ。 之れ は诀 して 武士た る もの、 

は な い、 家 审 • の 廣狭等 は 必す武 に 協 ふ ミ云ふ 事 を 本位 ミし な ければ なら ぬ _ 

次に 財寶 器物で ある. - 一. 體財 寶は乏 者に 得 し、 貧 者 を 救 ひ、 ga! 者 を 招 き、 士 

, 武士道 論  八 五 


よ 、ナ. 

ベ き で- 

變に， 臨 

人の 人 

令 を 順 

は 云 へ 

な る 0 

之 を ％ 

本 意 で 

を 集む. 
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るた めの ものである〕 器物 は 今日の 用 を 足す ための ものである。 上た るの 道 は， 

身 を 主君 こ 奉 り、 死 を^して 道 を 全、 ンす るので ある" もし 財 寳を吝 み 器物 を IS  " 

時 は 武器 は.^ ら缺 くるで あらう" 大 節に 臨んで 家 を 忘る、 事が 出來 ない。 家 を. 

田い. - ふの 餘り に、 義 を棄て 、死 を遁 れ、 謗 を 受 け、 汚 名 を 父祖に 及 ほ す、 斯 の 如き は實 に 

人面 獸身 である。 ヒミ しての 樂が何 所に あるか。 金銀 財 器の 有り 餘る 輩、 或は 國 

を 失 ひ 家を滅 ほし、 又 身に 易 へ て 財 を 積む の士は 古今 枚擧 する 事が 出來 ない 程で 

ある 。犬に 戒めなければ ならぬ" 

次に 飮食 色欲で ある〕 此れら は 人間の.^ むに 上 まれぬ 强ぃ 欲望で ある。 飮.^ 艮 

は 身 體を養 ひ禮節 を 行 はんが 爲め であ り、 色 欲 は 子孫 を嗣 ぐた めの もので まる 

然し 天性の 欲望で あるから ミ 云って 之を縱 にす る 事 は出來 ない。 人に は 皆 自然 

の 節制が ある〕 殊に 武士 は 三 民の 長で あるから 最も 愼 まなければ ならぬ。 飮ん艮 

その 度に 過ぐ る 時 は 病 を 生 じ、 或 は禮を 失って 事 を 起す か然ら ざれば 睡眠 至 り、 事 

银 ニヤお り、 家業 ゆ liti な つ て、 其 本職 ミ する 所が 滞る。 色欲に 不謹愼 であれば 家の 中 


に 種々 の 紛れ を 生 じ、 且 つ 身 體を害 ひ、 何 事 も出來 なくなる。 之れ 武士た る も si 

火に 戒めなければ ならぬ 所で ある" 

次に 放 魔 狩獵 である。 放鷹 狩獵は 古からの 制 法で ある。 武士た るの 道 は、 險 阻 

なる 所の 地 勢、 又 遠 近、 山 川の 形 を 知 り、 風 俗、 街 說 な さ に 就ても 之 を 心に 收 めて 

居 り、 自 ら水澤 山林に 入 り、 矢 玉、 劍 戟を 使用 し、 手 足を輕 くし 骨 茹を練 り、 士 卒 の材能 

を考 へ、 兵 十： の 用ゐ所 をよ く 吟味して 置くべき である" 而も 士卒 を 使用す るに は 

必す 時を考 へて 農業の 害， を なさぬ 樣 にしなければ ならぬ。 

次に 與受 である.' 凡 そ、 人 に 物 を 贈り 人の 贈物 を受 くるの 道 は、 君 臣 上下の 義、 朋 

友 相 接する の禮ミ して 武 土た る もの 、最も 愼み 守る ベ き 所で ある。 軍法 に、 軍 に 

財 無 けれ ば 士 來 ら す、 軍 に 賞 無 ければ 士 行か to 云 ふ 事が ある。 財祿 があって も 

之 を 施さなければ 士卒の 來り 服す る ものな く、 さ れ ば 云 つ て 施 し 與 ふ る そ の 

分 を 超 § る 時 は財竭 きて 祿 乏しくな る、 そ れ では 武備 を 整 ふる^ は出來 ない" 故 

に 出納 を 計 り、 度 量 を 考 へ て、 施 しも 與へ もす る、 之 れ實 に武將 たる も S  、法で ある ~ 

武士， 道 論  八 七、 
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施與は n ハ その 量 を 計る のみで は尙ほ 足りない" 施與も 道義に 依ってす るので 

なければ 義 ある 所の 土が 來 ない？ 故 に、 義 士を使 ふに は 財 を 以てす 可ら す、 犬 や 猫 

こ m 又 ゆで やる 隱な事 をして は 乞食 も 之 を 受けない、、〕 云 ふ 事 が ある" 此 事は士 を 

用ゐん さする もの、 大に 注意し なければ ならぬ 所で あるり 

. ^から 物 を 受 くるに 就ても やはり 義を 先き ミ する 事が 必要で あ る。 義に侬 る 

ものであるなら ば、 物 の輕 重に 拘らす 之 を 受けても よい。， 一 の義、 一 の 道を闕 くに 

於て は 如何なる 重き 緣 も、 否 天 下 ミ 雖 も 之 を受 くべき もので は 無い。 凡そ 君に 事 

へ て n おる 士が俸 fi の 外に 施與を 受けよう ミ する もの は、 分 に 超え 量 に 過ぐ る 輩 

であって 傲りの 舍を 望む もの か、 然ら ざれば 吝裔 蓄積 以 て 家 を 富ま さ う ミ 欲す る 

もの かで ある。 斯 くの 如き は兩方 共に 理を 外れた ものである。 施す にも 受 くる. 

に も>^！  士 さして は 最も 愼 まなければ ならぬ 所以で ある" 

最後に 子孫 敎戒 である。 子孫に 對 する 愛情 は、 天 道の 自然であって 血脈 相續の 

4^ る听以 である。 我が身 旣に 歿して 嗣子 放 僻なる に 至る 時 は 則ち 家絕ぇ 身戚び 


て 終 ふ で あ ら う。 

も 正しき 敎 戒を垂 

る。 然れば 恩愛の 

人、、. -云ふ 事 は出來 

凡そ 人間の 幼穉 

主 ミ 云 ふ もの が 無 

である。 此 事は最 

を 敎戒す るに は、 其 

ばなら ぬ、 故に 知の 

養 ひ、 威 す やうな 事 

馬の 禮を 以て し、 言 

め、 敎 ふるに は文擧 

忘れて 支那の 眞似 

武士道 論 


此事 を考へ て 見る ミ、 恩 愛 の 最も 强き 子孫に 對し て は -ご 5 し て 

れ なければ ならぬ〕 武士、、〕 して は 大丈夫の 精神が その 勇で あ 

i 眞の勇 を 以てしな けれ ズ、 志 上 仁. 


切なる 子孫に 對 して は敎る 

ないで あら う。 

の 間 は n ハ天然 自 然 の 氣 を 受 

い。 然るに 習慣 日に 長 じ 月 

も 深く 愼 まなければ ならぬ 

知 を 正 し、 勇 を 養 はし め、 物 事 

發育 する 時に 際し て、 よ く 邪 

を せ す、 小 さい 事で も 詐く事 

語 は 皆 武義禮 讓の節 を 以て 

を 以てする。 然 も、 記 誦に陷 

を す る ミ か さ う 云 ふ 事の 無 


けて 居る だけで あつ て、 心 に ま -た 自. 

に 益して 遂に 善 ミ な り、 恶 ミな るの 

點 である。 武士た る もの その子 係 

を 信ぜし むる 心 を 作らし めな けれ 

正を考 へて 邪を戒 め、 正 を 揚 ゆ、 勇 を 

をな さ す、 戲 れ 遊 ぶ には必 す、 弓 矢、： b 

し、 其 精氣を 全く し、 情 欲 を ^ か ら し. 

る ミ か、 詞 章 を 玩 ぶ ミ か、 或 は 倭 俗 を 

ぃ樣に 注意し なければ ならぬ" 人 

八 九 
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の 氣 齋 に は 色々 の 差が ある" 故に 氣 禀 を 貴く する やうに 習慣 を附 けなければ な 

ら ぬ。 一一 一一 n 語が 一 人前に 解る 樣に なったならば 師を選 び、 交 友 を考へ て、 人 品 を 下 等 

ならしめ ない 檨に しなければ ならぬ。 師弟の 互に 接する に は 最も 敬慕 を 旨 ミし 

なければ ならぬ" 武 土、 、，- して は 兵法に 關 する 書物な さは 之 を 汚れた 席に 置かし 

てあら くち そ » 

めて はならぬ。 之 を 開く 時には 盥 ひ、 嗽 いで 開かし める。 師を 貴ぶ こミは 父兄に 

對 する、、」 同樣 にしなければ ならぬ U 

武士、 /.- して 其 子孫 を敎戒 する. は ロハ 男兒 ばかりで はいけ ない。 女子の 敎戒 も^ 

甚だ 愼 まなければ ならぬ。 女子で あるから ミ 云って 1^ 弱 を 以て 敎へ 、こなす は大 

なる 誤で ある。 武士 は 常に 官に 事へ て 内 を 知らないの であるか ら、 武 士の 妻た る. 

もの は 夫に 代って 家業 を戒 むる 義務 を 有して 居る。 弱で は 到底 其 任 を 完了す 

る 事 は出來 ない。 男 は內を 知ら す、 女 は 外 を 言 は す、 男 女の 別 は 最も 明かに し、 決 し 

て亂 つて はならぬ。 女子 ミ して 節操 を完 うする ために は 一命 を 捨てなければ な. 

,r ぬ 場合 は 決して 少 くない」 從 つて 儒 弱であって は 到底 その 婦道 を完 うする 事 


は出來 ない。 然し 乍ら 女子の 特色 は體 の柔ミ 心の 順 さ である。 之れ は 自然の 性 

質で ある。 此 柔順 を 制する に 果斷を 以てする 事が 肝要で ある。 戲遊 言 語、 必 す 0 

りが はしき 事 を 以てして はならない。 敎 ふるに は： 止 道 を 以て し、 示 すに は 武の木 

意 を 以てすれば 則ち 夫婦の道 正しくして、 人倫の 大道が 明かになる ので ある。 

以 h  、武 敎小學 に 見えた 素行の 說 である。 \) は理 論 5 云 ふより は 寧 ろ實踐 道 德_ 

ミ して 極めて 深切 丁寧に 敎 示した ものである。 此の 中 に、 文 を 擧ぶ事 は 大切 で あ 

る が、 舉 ぶ 所に B1 はれて 日本の 風俗 を 忘れ 支那の 風に かぶれて はならぬ ミ 云って 

居る の は 注意 す ベ きで あつ て、 後 に 素行が 中 朝 事 實を著 はすに 至った 伏線が 此に 

ある さ 見る 事が 出來 るので ある"  , 

次に は 士道に Et- えた 武士道 論で ある。 ± 道， は 後 になって から 山 鹿 語類の 屮か 

に 取り出して 一 部の 單行ミ した ものである。 山 鹿 語類 は 前に も 云った やうに 素 

行の 講話 を 其 門人 等が 輯錄 した もので あつ て、 寬 文 三 年、 卽 ち素行の四十ニ^^の頃 

に出來 たもので ある" 此頃は 素行が 從來擧 んで來 た 所の 朱 子 舉に疑 を 抱いて、 老. 

武士道 論  九 一 
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莊佛の 門 をた 、 いて 尙ほ意 を 満たす 事が 出來 す、 將 に古學 S 眼 を 開かう ミ して 居 

つた 時代で ある。 此山鹿 語類 は 全部 四十 三卷、 之 を 君 道、 臣 道、 父 子 道、 兄 弟 之 序、 夫 婦 

之 別、 朋 友 之 信、 II 論 五倫 之 道、 三 倫 談、 士 道、 懇 擧、 S 卜 一 項に 大別し、 別に 續 集-こして 枕. 

塊 記 ニ卷を 添へ 合せて 四十 三卷を 以て 成る ものである。 その 中 第二 十 一 卷 が士. 

道で ある。 

士道 は武 敎小舉 さは 違って 深く 武士道々 德の 理論的 根據を 求めた もので あつ. 

て、 我 が 武士道 さ 儒 敎ミの 融和に 對 する 素行の 見解 は 是非共 此！^ I に 依って 35- なけ 

れ ばなら ぬ。 

士道 は 之 を 立 本、 明 心 術、 詳 威 儀、 愼 曰 闲、 S 四大 項に 分 ち、 更 に， M を 細目に 分って ま 

じて 居る ので あつ て、 其 項ミ 目、、) を 示せば 次の 通りで ある： 

士道  ， 

立 本  -., 

知，： 己 職分- 


志， 一 於 道， 

化， 翁： 行 其 所 志 

明 心 術 

養レ氣 存：， 心 

志氣 

溫藉 

風 度 

き 禾 1 

安， 命 

漸 0 

正直 

武士道 論 


九 
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剛操 

練 全レ才 

pi 忠 孝 1 

據 t 義 1 

詳.； 事 物 1 

博 舉レ文 

自 省 

自 戒 

詳威條 

母 レ不レ 敬 

" 慎 i 聽 I 

f 言語， 

愼き貌 之 動， 


翁 


節： 飮 食- M 用 1 

明ュ 衣服 \ 一  制 一 

嚴，； 居 宅 之 制, 

詳.： 器物 之 用, 

l^-i 論 禮 用 之 威 儀！ 

£^ 曰 用 

您.； 偷 日用 之 事 一  - 

： 止 ：ニ 日 之 用 1 

辨-財 用 受與之 節 1 

愼_ -遊會 之 節 1 

尙此 外に 附錄ミ して 先生 自警、 先生 子弟 警戒、 先生 御 僕 警戒 を 添へ て ある。 以下 

士道に 說 いて 居る 所の 要 點を述 ぶる 事に する。 

先づ 武士、、. "して 生活す ろに は その 本 を 立つ る 事が 必要で ある。 本 立った めに 

武士道 論  九 五 
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は先づ 武士 ミ しての 職分 を 知らなければ ならぬ。 天地の 間に 人間の^す る や、 或 

は 耕して 食 を營 み、 或 は 器物 を 作 り、 或 は 互に 交易 を 行うて 天下の 用 を 足らし む る" 

之れ 農工 商 は 必要 缺く 可らざる もの、、」 して 起った 所以で ある。 而 して 武士 は 耕 

さすして 喰 ひ 造らす して 用 ゐ、 賫 買せ すして 收人を 有って 居る" 之 はー體 へごう 云 

ふ譯 であるか。 上ミ して 別に 職分が あるから である。 職分な くして 食用 足るな 

らば それ は 遊民で ある。 天地の 間 人間 は 勿 論、 鳥 獸、 魚 蟲 の 類、 草 木の 如き 非 に 至 

るまで 皆 夫々 營々 して 其 生計 を 立て、 居る ので ある。 然 れば士 のみ 職 が 無い 

害 は 無い ので あつ て、 此 事 を 反省せ ざる 時 は士ミ しての 志 を 立つ る 事 は 到底 出來 

ない。 之 を 反省して この 職 を 知る のが 本 立つ ミ云ふ ものである。 然 らば 士の職 

ミは 何で ある か。 其 身 を 顧 み、 主 人 を 得て 奉 公 の 忠を盡 し、 朋 輩に 交て 信 を 厚く し、 

身の 獨り を愤 むで 義を 專ら にす るので ある。 人ミ して は 父母 兄弟 夫婦が あって 

其 間に は 止む を 得ざる 色々 の 交渉が ある。 \ー  は 人、/〕 して 免る、 事の 出來 ない 道 

では ある が、 凝 ェ商は 其 職業の ために 暇が無い か ら、 何 時 も 何時も 其 道 をます 事 は 


出來 ない。 獨り. H は 農工 商の 業 も 無い ので あるから 專ら 此の 道 を 力 め、 三 民の 間 

に 苟も 人倫 を亂 らう 、、〕 する 輩が あるな ら ば 速に 之 を 罰して 天下に 人倫 を 正す。 

之 土に 文武の 德を 必要、、 - する 所以で ある。 故に 外に は 紐戟弓 馬の 用 を 十分に し、 

内に は 君 H}i 朋友 父子 兄弟 夫婦の道 を 力め て、 文 道、 心 に 足 り、 武 備 外に 調 て、 ニー  民 自ら 

是を師 ミし是 を 貴んで 其 敎に從 ひ、 其 本末 を 知る。 此に 於て 士の道 も 立 ち、 勞 せ す 

してお 服して 居る 事に 對 しても 心 易い 譯 である。 此の 務めが 無い 限り は 父母の 

M みを盜 み、 主 君の 祿を 貪て 一 生の 間 唯 盗賊の 命 を 全うする ミ 少しも 變りは 無い。 

斯 くして 旣に 我が 職分に 就て 十分 體認 した 以上 は、 次 に は 其 職 を 力む る 道が 無 

ければ ならぬ。 此に 於て 道ミ云 ふ ものに 對 する 志が 起るべき である。 武士た る 

ものが 身を修 め、 君 に 事へ、 父に 孝 行 し、 兄 弟 夫婦 朋友に 相 接して 相 和す るた めに は 

其^ を 尋ねなければ ならぬ。 道を尋 ぬる 志が 出來 た， ならば 先哲の 跡に 倣 ひ師の 

敎  を受 くる、、 J  HE 時に 又. E" に 省み， tin 得する 樣 にしなければ ならぬ. 力く して 私見 

を 去り 大道 を會 得する ので ある" j 且其 職を務 むる 道 を 知る 事が 出 來た上 は、 之 

武士道 論  九 七 
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を實踐 F 行す る 事 を 要する。 曾 子の 言 に 士 不レ 可" 1 以 不- 一弘 毅 M 任 重而道 遠、 仁 以 爲 一己 任 一 

不 -1 亦 重 一 乎、 死 而 後 已、 不一 亦 遠 一 乎 ミ云ふ 事が ある。 士は其 器 最も 廣 く、 能 く 忍 ぶ 所 あら 

すして は 重きに 堪え 遠き を 致す 事 は出來 ない。 たて へ 職分 を 知り 其 道 を 志して 

も、 勉め て 其 志す 處を行 ふ に あ らざ れ ば、 口先 計りで 其 實が無 い。 た ミ へ 之 を 行 ラ 

て も、 一 生 匿 之 を 力め 死して後已む でなければ 中道で 廢 する 事になる。 故に 勤行 

を 以て 士の 勇ミ する ので ある。 孔子が 君子 は 言 に訥 にして 行に 敏 ならん こミを 

欲 す ミ も、 言 ふこ ミは 易く して 行 ふ 事 は 難し ミも 云って 居る の は 之で ある。 所が 

勤め 行 ふ 事 は 一通りの 志で は 出來る もので は 無い。 極めて 小さい 習慣で も ，\ー を 

改めよう ミ する ミ餘 程の 力 を 要する.。 殊に 利害 關 係が 作 ひ、 色欲に 妨 ゆられ、 名利 

の 動きが ある ミ 因循 久しき に 亙-つて 改 むる 事が 益々 困難に なって 來る。 餘程大 

力 量が 無 い  一 f ン 必す 引き落されて 終 ふ： その 大力 量 を 出さう 一： 思 へ ば 志す 所 が 深 

くなければ ならぬ。 孟子 は 富 貴 不 翁、 貧賤 不 レ能. 移、 威 武 不 レ能レ 屈、 此 之 謂.； 大 丈 夫- • ミ 云 

つて 居る" 富貴 は 人の 犬に 好む 所で あり、 貧賤 は 人の 太に 惡む 所、 威武 は 人の 大に 


ク 二 

- r-  . ^ぶ 

t  /  ノ/ I 


恐る 、所で あつ て £ 

は 云へ ない。 丈夫 ミ 

事で ある，) 

次に 第二 項の 心 術 一 

ある。 人の 生れつき 一 

い 所 も 有って 居る。 ： 

方に は 明月 白日の 如； 

そのよい 所 を 其 ま、 

る 所以で 無い。 斯く 

仲び 物に 屈する 云 一 

あるか ら、 氣ょ. く 靜かー 

存 し、 氣 は 外に 動す る 

次に 度量で ある。 か： 
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間に 布つ て 少しも 心 

は 此の ヒ-の 道に 志 し ■ 

を 明かに する、、〕 は ，ご 

に は 色々 あ る、 又 同 一 

もし 之 を 生れつきの 

き 所が あつ て も 他の 

存 して 唔黑な 所 を 養 

て 氣を養 ふ 事が 出來 

ふ 事 は 無くなる ので 

なる 時 は 心も靜 であ 

ものであるから 先づ 

の 長江 大河の 洋々 く 一 


を亂 されない 

• 且つ 其 志す 所 

う 云 ふ ^55- で ぁ 

人に 就て 云 ふ 

x に蠻て > - 

一 方 に 喑 黑 な 

ひ 補うて 氣 禀 

れば 至大 至剛 

あ る。 而 して 

り、 氣 動す る 時 

氣 を 養 ふ の が 

して 無限に 流 


もので 無ければ 大.^ 夫ミ 

を 確に 行 ひ 勤めた もの > 

るか。 先 づ氣を 養 ふ 事で 

もよ い 所 を 有って 居り 惡 

置いて 養 ふ 所 が 無 れ ば 一 

所が 出來 る。 故に 吾々 は 

を 作らなければ 人の 人た 

であって 能く 禹 物の 上に 

人の 心 は 氣に從 ふ もので 

ま、 レも; ^する。 、：！ 3 ま. IT  二 

修身 存 心の 本で ある。 

れを容 る、 が 如く、 又泰 

■ 九九 
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山が 草木 鳥 獸を藏 する が 如 く、 其 胸中に 天下の 萬 事を容 れて自 山なら しむる のが 

卽 ち 度 景； である。 天 空 任 為 飛；； g 濶委ー 免 躍-大丈夫 不 t 可： Jil 此 度 き ミ云 ふの は 此心を 

云 ふので ある。 其 の 器、 斯 の 如くに 寬鹿 でなければ 力量 も 亦 5^ しく 無い。 力量 ミ 

は、 從 容、 /. 一して 萬 物 を 整へ、 談笑して 四海 を循 へる、 ヒ 云 ふ 風で ある こミ である。 大 

丈夫た る もの 生死の 大事に 臨 み、 白 pi- を 踏 み 、M 戟を ほ、/ 二 はしらし めて 剛 操の 節 を 

現 は し、 大 事に 臨んで 大 議を诀 し、 紳 を 垂れ 笏を正 し、 聲 色に 動かされ す、 天 下 を 泰山 

の 安き に 措く、、〕 云 ふやうな 文武の 大用 は度景 があって 始めて 出來る 事で ある。 

vci. ゲ^  次の 志氣 ミ は、 大 丈夫の 志す 虚の氣 節の 事で ある。 大丈夫た る もの 小さい 所に 

志 を 置けば 其のな す 所 其の a- ぶ 所 も 至って 小さく 到底 犬なる 器で ない。 後漢の 

趙溫は 大丈失 f 雄 飛， 安 能 雌伏 ミ 云 ひ、 陳 蕃は 大丈夫 處， 世、 常， 掃-. -除 天下 1 安 事-二 室- ミ 云 

ひ、 梁 竦 は、 大 丈夫 生 當， 一封 侯， 死 F 廟 食； ミ 云 ひ、 班 趦 は、 大 丈 夫 立， 1 功 異 域 一 以 取- i 封 侯-安能 又 

事-一 准砥 間ーミ 云った。 之れ らは 各々 其 趣に 弊が あって 必す しも 格 首 ミ する 事 は 出 

來な いが 大丈夫の 氣節 はぜ： (の 高尙 なる 事斯の 如くで なければ 必す 小事に 屈して 


大事 を 成す 事 は出來 な：； z 只 注 意 す ベ き 事 

の高尙 なる を 贵 ぶ 時 は 異 端 の 虛 無 空 寂 、ヒ な 

粃、 ヒ つて 唯 自適す る を 可な りミ する やう 

斯く 大丈夫た る もの 度量 大きく 氣 i 如 高く 

の 所がなければ ならぬ： 溫髒ミ は. M: に 慈 を 

い 事で ある。 小智 短才 なる もの は 器量 狹き 

ふ。 之 に 反して 度 量 氣象 よく 萬 物の 上に 卓 

な く、 而 して 更に 忿勵 の氣 無 く、 溫 和 自ら 顔色 

る 時には 春の 麗ら かにして よく 物 を 利す る 

あ る。 

次に 風 度で ある。 大丈夫 一： 云 へ ば 只 管 剛 

はれる が- \ー  は 決して 大丈夫の 本意で は 無 い- 

,不 無. ft  M 流， ミ 云 ひ、 周 茂 叙の 人品 を 胸中 洒落 


は 聖人 の^より 進まな い で、 只 管 氣 節. 

り、^ 間 を 以て 鹿芥 ミ し、 天 下 を 以て 糠 

な になって はならない。 

なければ ならぬ がその 中に 自然 溫藉 

含み 光 を 包んで 外に 圭 角の 現 はれな 

ために 我が 智を 立て 人に 誇り^に 銜 

爾 して る 時 は、 功 を 立て 名に 誇 る 處.. 

に 發 し、 仁 人君 子の 姿 現 は れ、 人 に 接す 

が^くで ある。 之が 大丈夫の ffi 藉で 

操 を 立 て、 其 風俗 野卑な もの 、樣に 思 

〕 月 ま 一 梧桐 上-風 來， 一楊 柳 邊，， 大丈夫 不レ可 

如， ー齊 月光 風 ーミ云 つ て I® る やうに 風 W 


武士道 論  一 〇 


山 鹿 素行  一 〇 二 

卑し ら す、 而 も 一 種の 健 骨 S 相が あるべ きで ある" 大丈夫、、〕 云へば 只 剛强な る 

を ^ ら し て、 衣 服から 飮食居 宅の 體、 言 語 態度に 至る まで 專ら 堅苦しく し て、 木 の 

か^ ぞの や、 フに 取り まわ し、 之 が 大丈夫の 法で ある ミ 思 ふ 輩が ある が、 甚だ 誤 で. 

ある。 されば、、〕 云って 優に やさし いのも 柔弱で ある。 要は 少しも， 雄し い 所 が な- 

く、 水精の  瓶に  秋の  水を貯  へ、 ほ  玉の  盃に氷  を  載せた  やうに、 聊か  も  匿れ  た  風情の  な. 

い、 之 こそ 大丈夫の 風 度で ある。 

、 次に 義、、 - 利、、) を辨 別す る 事で ある。 大丈夫た る もの 心に^ すべき ェ 夫 ミ し て 

は義ミ 利、/ > の 間に 辨へ ある 事で あ る 、君 子ミ 小人 の 別、 王 道 霸 道 の 別、 すべて これ は 

， ミ 利、、 一の 間に あ る。 然 ら ば 義 ミは 何で ある か、 ^zlr 省，. み て ぢ畏 る、 IB^ 力 あり 

事に 處 して 後悔 ゆる 所な き 、之 れが 卽ち義 である。 之に 對し て利ミ は 何で あるか、 

内に は その 欲を縱 にして 外 は 其の 安逸に 從ふ、 これが 利で ある" 擧 者の 道 を究む 

る 事 もつ まり は赣ミ 利ミの 辨を詳 にす るた めで ある。 利 は 人の 好む 所であって 

人の 陷る听 である。 生死に 就て 云へば 生 を 好み 死を惡 み、 利 害に 就て 云へば 利に 


走って 本： を 避 け、 M 力 逸に 就て 云 へ ば勞を 嫌うて 逸に 付 く、 人 間に は 感情が ある 力ら 

之 れはゅ S 然で あつ て、 聖 人の 敎 であるから ミ 云って も、 生 を 嫌うて 死につ き、 害 に 走 

つ て 利 を 避 け、 勞 する ばかりで 逸して はならぬ ，こ 云 ふので は 無 い。 聖人 子 ミ雖 

も 好む 所 惡む所 は 少しも 凡人 ミ變り は 無 い、 只 その 間に 惑 を辨 する 所が ある -こ 云 

ふだけ である。 それで は 何が 惑 であるか ミ 云 ふ に、 唯 自分の 身 を 利して 外 を 顧 み 

ぬ、 之 が感 である： 自分の 身 を 利す る 事を好む は是又 天下 同檨 であって 只 聖人 君 

子 は輕重 をよ く辨 する ので ある。 輕 重，、〕 は、 君 父兄 師夫は 我がた めに 重 く、 臣 子 弟 

幼婦は 我がた めに 輕ぃ。 天下 國家は 我が身よりも 重 く、 視 聽 言 動 は 心よりも 輕 い- 

此輕重 を詳 にす る 時 は 惑 はこ  >  に.^ む譯 である." 大丈夫 ミ して 己れ 一 個の 利害 

に侬 つて 當然 恥ぢ 恐るべき 事 明白なる 時に 義を棄 て 、- 利に 走る が 如き は 甚だ 不 

都合で ある。  . 

小利 を 得て 傲 り、 功 を逐 けて 誇 り、 財 に 臨んで は 求 め、 難 を 見て は遁 れ、 爭 て は 勝 を 

求 め、 分 配して は 多 からん 事 を 欲 し、 欲 に 限りな く、 思 ふ 所 は 必す満 さん ミ し樂 し み 
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を盡 さん こ ミを願 ふ。 此の 如く 無罱： の 情欲 出來 する 時は輕 重を辨 する 事が 無い 

か ら、 重 い 方 を 忘れて 輕ぃ身 を 重し V 一  し、 遂 に 君臣 父 千 兄弟 師友 夫婦の 義を缺 き、 欲 

する 所 を 欲する ま - に 振舞う て、 そ の 後に は必す 災が殘 るので ある。 

次に は 命に 安ん する 事で ある。 人の 苦しむ 所 は 死亡 禍 難、 貧賤 孤 獨 である" 人 

の む 所は此 裏で あろ。 苫む時 は 之が 爲 めに 心安から す、 樂 む 時 は 之が 爲 めに 心 

が 動く ものである。 か く、 憂 喜 に 當 つて： H (志す 所が 變 じ、 心 が 定 まらな いのは 普 通 

の愦 である。 此の 時に 確乎 ミ して 心 を 動かさな いのが 大丈夫で ある。 卽ち すべ 

て は 天の 命す る 所な りミ覺 悟して 妄動 妄作 しないの が 命に 安ん する ので ある。 

次に は淸廉 である。 大丈夫に して.^ に 淸廉を 守る 事が 出來 なけれ ば、 公 に 事へ、 

父兄に 從 つて も、 利 害の 心が 生じて 本心 を 取り 失 ふ 事になる。 淸鹿ミ は ，ご んな事 

であるか、/." 云 ふ に、 外 の 賄 賂. 內 の 財貨に 心を靠 はる 、事な く、 世 人の 難し V 一す る 所 

に 卓然ミ して 立ら 更に 屈せ す、 之 れ が淸廉 である。 ほ.. n  ？ 麻なる 所が 無 い 

さ、 外、 僅 かの 利害に 心 を 奪 はれて 其 守り を 失 ひ、 孟 子の 所謂 放心に 陷 つて 終 ふ」 人 


の氣 質に 因て、 天性 淸廉 にして 聊の 貪な きもの も あ り、 斯 樣な人 は 其 性質 ミ して 人 

に 傑れて 居る ものである が、 是 等 も、 尙 舉び 勉めて 其 天性 を淸廉 にす る やうに し な 

ければ 萬 事に 亘 つて それ を發禪 する 事が 出来ない。 此淸 簾の 器が あるなら ば、 利. 

害に 當 面しても 本心 を 取り 失 ふ 事 は 無い。 大丈夫 マ〕 して 最も 努む ベ き 所で あ ら 

次に は 正直で ある。 大丈夫の 世に立つ に は必す 正直で なければ ならぬ。 

は義の 有る 所 を 守って 更に 變ら ない 事で ある。 # は * 親疎 貴賤に 因ら す、 其 改 む ベ 

改め、 正す ベ き 所 を 正して 人に 設は す、^ に盲從 しない 事で ある。 世に 委せ. 

人に 從 はなければ 世間に 身 を 立つ る 事が 困難で あるな さ 云 ふ 者が ある が、 斯 の 如. 

き 輩 は 俸祿 を 戴いて 居りながら 君の 非 を 钆す事 もせ す、 父 兄の 惡；^ 諫めす して 只 

追從 を事ミ し、 大 祿大官 に 預て當 世に へ つら ひ、 時 0 を 待って 君 を 諫めよ う な さ ミ 

云って 居る 中に 光陰 は 空しく 過ごして 一 生の 間 一 事 g なすこ ミも なくして 終る 

武士、、 ：> して 最も 恥 づ ベ き 事で ある。 
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次に は剛 操で ある。 武上ミ して 世に立つ に は、 剛 操の 志が なくして は 武士、 こし 

ての 心を存 する 事が 出來 ない。 剛ミは 物に 屈しない 事で ある。 5t/、) は 自ら 義な 

りミ 信す る 所 を 守って 聊か も 動じない 心. である。 武士た る もの 此 心が 無け わ は， 

我が 好む 所に 於て 必す 屈し 易く、 義を 守る 處が 確かで ない。 故に 剛操を 以て 信 を 

立 て、 赣 を 堅く する を 以て 武士の 行ミ する ので ある。 折角の 淸廉 も、 剛 操 を 以てす 

るので なければ 立つ 事 は出來 ぬ。 人ミ して 生死 利害 好悪の 無い もの は 無い ので 

あ る が、 内 に 剛操を 以て 理を 明かに する からこ そ、 死 ミ云 ふやうな 最もい やな もり 

に 直面して も、 猶 安んじて 之 に 就 き、 害 の 如く 何人も 避けたい 所に 直面しても 尙^ 

ん じて 害を受 くるので ある。 財寶 酒色の 如き 何人も 好む 所で あるが 猶 安んじて 

之 を 避く る も、 剛 毅 It 橾 を 高く 守る からで ある C 暫くたり、 /,- も此剛 操の 志 を 失 ふ. 

時 は： =5^ に 屈 し、 酒 に 溺れ 色に 惑て 遂に は義を 忘れ 生死の 大事 を 違 へ 大 節に 臨ん で 

約を變 する に 至る ので ある。 斯樣な 事で は 決して 大文 夫の 志 を 立つ る 所、、 一は 云 

へない。 能く 赣ミ 利ミの 分を辨 へ、 安んじて これ を 行 ふ は 君子で ある) ^はは 


に 得難い ものである- si- んで 大丈夫に 到らん、. こ 欲する 輩 は、 常 に 剛操を 守って 好 

悪 に 常 つ て 自己の 心の 存亡 を 明かに しなければ な ら ぬ.) , 

次に は德を 練 り、 ォ を 全うする 事で ある。 その 第一 は 忠孝 を勵む 事で ある) 火 

丈夫の 世に 處 する や、 出 で^-は？^^に事へ朝廷に交 り、 人 つて は 父兄に つかへ 事を齊 

へる。. かくして 天下の 政治 を 助け 萬 民の 憂 を 救 ふ」 不順の 逆臣 ある 時 は 自ら 將 

ミ して 征伐の 任 に 常 り、 或 は簿を 帷幄の 裏に 廻して 功 を 萬 民の 上に 立 て、 或 は 使 を 

奉じて 大事 を诀 し、 或 は 死 を 致し 命を輕 くして 百年の 養 を  一； 下に 棄 つる〕 

れ矜に 事へ て 忠を勵 ますので ある" 又 父母に 對 して 力 を竭 し 、父 母 を 慕 ひ 父母 を 

養 ふために は 死 を 賭しても 尙 顧る 所な き は 是れ. 2- に 於て 盡す 所の 孝で ある。 

れを 二つながら 盡す S が 武士の 任務で あ つ て 其 任 甚だ 重し ミ 云 はなければ な ら 

ぬ。 此に 於て 武士た る もの は、 常 に氣を 養って 安 靜 な ら し め、 心 を存 して 義を辨 へ， 

是を Ij^l- ミ 父 ミに 移して 忠孝 を完 うする。 是れが 武士の 勤で ある" 出で、 君に 事 

ふるに 德を 以てせ す、 入 つて 父兄に 仕へ て 其 孝弟に 誠が 無 けれ ば、 養 氣存 心の 働き 

武士道 論  -  1 〇 七 


山 鹿 素行  一 〇 八 

は 少しも 現 はれない。 抑 も- 德 は 何で あるか ミ云 へ ば、 內 に 養 ひの 存 する 所 をパメ 

LT 用； ゐ： で、 4、，M,A や 盡， して， 瑰， お 究め ざるな き、 之 を 德 ミ 云 ふので ある。 た さ へ 養氣存 

心する^ は 出來て も、 ハ 乂に對 して 其 誠が 足らなければ 何もなら ぬ。 聖人の 道 は， 

蝥く 天下に i 也し 四 侮、 其 化 を 被る に 於て 初めて 道が 道ミ しての 價 値を發 禅す るの 

であつ て、^5^- かに 己れ 一 身 を 照らし、 一 身を淸 くす るが 如き は碌々 たる 小人で も 出 

來る 14 である。 故に TJ:!; 父に 事へ 其 致すべき を 務め 聊かせ- ^ ら すして 其 の 道 理 に 協 

ひ、 四 安  一 パ に 家内 無事 で あ つ て、 變 に 臨んで 滯る處 なき 時、 始 めて 之 を 大 德 ミ 云 へ 

るので ある。 故に 德 を 練る に は先づ 忠孝 を勵ま し、 其 誠 を 0  L.^ 父に 事 ふる G; 間、. 

-,^ 生： 從ひ 守って 違へ ざる を木ミ すべきで ある。 君 父 は 人倫の 大綱であって、 我 

が 事 ふる 所に 誠を盡 さなければ 君臣 父子の 道 も 明かで な く、 又 誠 を 0 さ んミ 欲す 

れ ば iS を 練らす して は 其 實必す 蒲 く、 或 は 利害に 依って 變 じ、 死 に 臨んで 變す る も 

ので ある。 • 

欠に ま 二 穀に據 る 事で ある。 人の iCi は舉竟 仁義に 歸 する" 之れ 實に 天の 命す 


る 所の であつ て、 其 情に 從 つて 人 爲 的の 變更を 加 ふる 事がなければ 只 満腹 仁義 

あるの みで ある。 故に 大丈夫た る もの 自ら 身 を 守ろ の 間、 仁 錢を 以て 據 ミ す ,1 き 

であるつ 謂 ふ 所 ぬ 仁 翻 は 天地 生々 の 心で あつ て、 孟 子の 謂 ふ 惻 S.^i,^?r3.s,ljr 

は CJ  cT 考  

中る は 愛の 用で ある。 義は 事に 處 して 羞惡の 情が あつ て、 €： に 恥 づる所 ある を 外 

あわ- 

に 推し あて、 それが ti に 中る もの を 云 ふので ある。 故に 仁の 心がなければ 寬容， 

大度の 形が 現 はれ す、 其 好む 所惡む 所に 陷溺 して 終 ふ。 是れ仁 を 以て 聖人の 源、/ J 

す， ちみち 

する 所以で ある。 又義の 心が なけれ ば、 事 に處 して 節が 無い から 截斷 敢 なる 事 

が出來 ない。 仁 を 力む る 時は禮 こ- -に立 ち、 藉 を 力む る 時は智 はこ i に 明かで あ 

る。 是れ 仁義 は 禮智の 源泉で ある 所以で ある。 聖人の 敎 ふる 所も此 仁義の 二つ 

に 出で ない" 仁 を 以て 德の本 ミし義 を 以て 事 を 致す の闲ミ する。 大丈夫た る も 

の 、志す ^5!、仁 義 を據ミ して 内の 德を 練る でなければ 到底 其實を 得る 事 は 出來な 

い。 大丈夫の 日々 に 用 ふる 所 は、 外 君 父に つかへ、. s: 自ら 修む る、 只 それだけ である。 

君 父に 事 ふるの 道 こ、 に 立つ 時 は、 臣 子の S 明かで あつ て、 朋 友 の 交 り、 兄 弟 の 序、 夫 
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！ i の 別 は 自然に 整ふ譯 である.^  ； 父 は 人 1™ の 大綱な り、、」 云った 所以で ある。 

次に ま 事.^ を詳 にす る 事で ある。 事物の 用た る や、 各々 其 特色が あって 各々 其 

本分 をまして 居る ので ある" 同じ 草、 同じ 木で も 各々 i=:: 特長が あって 其 特長に 應 

じて 各々 用 をな して 居る つ 故に 武士 ミ して 世の 指導者た る 地位に 居る もの は そ 

れらの 事 を詳 にして 夫々 の 用を完 うせし めなければ ならぬ。 斯く 事物に 夫々 の 

恃 長が 5 つて 長に 應 じて 其 用 を 異にする さ 同じ く、 人 物に も 各々 其 長 .i^ る 所 力 

あって td に 違って 居る ので あるか ら、 夫 々適材 を 適所に 置く ミ云ふ 事 は、 武土 たる 

もの 、常に 意 を 用るな ければ ならぬ 所で ある。 

次に は 博く 文 を 寧ぶ 事で ある。 今の 人物に 甚だしき 差が あ り、 外 國ミ 本尊 ミ 

まお 常に 違って 居る。 その 德の 高き こミ 天地に も 比す ベ き 人 も あ り、 其 ォ萬 物に 

及ぶ 人 も ある。 それらの 事 はすべ て 書に 依って 知る 事が 出來 るので あって、 Z を 

知った 上で 之 を 用 ゐるミ 否、、」 を 自ら 決する ので ある。 故に 武士 たる もの は 博く 

古 ャの書 を 護んで 事物の 用 を 詳に辨 へなければ ならぬ。 學者 或は 書物 を 讀んで 


古今の 事 を！？ 記 し、 1M を 世に 誇示 し、 或 は 詩文 を 弄んで それが 學問 である、、) 心得て 

居る ものが ある- 何れも 大丈夫た る もの、 學 ぶべき 所では 無 い、 或 は箪視 を事ミ 

し、 舌 耕 俯きして n を 糊 し、 祐 淮ミ なって 人の 脚下に う づ くまる： 斯 くの 如き は 犬 

丈夫の 本意、、〕 する 所では 無 い" 然 ら ば -. ご う 云 ふ 事が 武士の 舉問 であるか ミ 云へ 

ば、 古 の 聖人 の^を 以て 本ミ し、 賢人 君子の 行跡 を 倣 ひ、 古今 時代の 變 化の 理法 を辨 

へ、： 聞 を 鹿く し、 其 ネを增 し、 其 知 を 磨かん がた めで ある。 後世に 生れて 書を讀 

んで之 を 利口 ぶ る 材料 ミ し、 或 は 詩文 を 翫んで 頻りに 當 世の 人物 を輕蔑 し、 自 ら 高 

ぶ りん を 嘲る 道具、/. "する。 斯く  S 如き は诀 して 大史 夫の 舉問ミ 云 ふ 事 は 出來な 

い。 人 も し、 古 今に 喑く 世の 變 化に 通す る 所が 無 い、、)、 固陋に 流れて 其 性質が 偏 辟 

になり 其 ォが狹 い。 之れ 古人が 文 を Si 'ぶ を 以て 敎ミ する 所以で ある。 然 し舉 ん 

だ だけで あつ て、 自 ら 工夫す る 所が 薄い 時 は、 用 に 立た す、 折 ^の 文才 も 却て 害、、」 な 

る 事が ある。 我が 今 H の 事 を詳に 究めた 上で、 古今の 事を考 ふる 時に 始めて 其の 

舉 が才ミ なって 用 をな すので ある。 
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内 に德を 練て 自ら 修め 心 を 正しう すべ き 思 慮な くし て、 外、 唯 だ攀問 讀 誊に志 あ 

る 時 は、 そ の 博 文が 悉く 今日の 害 、こ な つ て、 却 て舉 ばざる に 劣る もので あ る。 さ う 

して 見る ミ 自ら 省みて 身 を 正しう する のが 本で ある" 擧は 只才を 明かに して 古 

今に 通す るミ云 ふだけ である。 つまり 自省の 參考 にす るので ある。 

最後に 自省で ある。 自省 は 自戒で ある，" 大丈夫た る もの 常に 自ら 省みて 其氣 

質の 後れた 所を考 へ、 己れ の 好 惡の僻 を 計って 自ら 戒め、 其 短所に 鞭つべき である。 

孔子の 高弟 君子の 如きす ら尙 日に 三た び 省みた ミ云 ふ。 

凡そ 天下の 事た る や、 其 起る 所 成る 所 共に 立派で あっても 久しく 其 ま、 して 反 

省す る 事が 不十分で ある ミ 必す 弊害が 起つ て來 る、 尙 ほそれ を 正さす して 何時 ま 

でも それに 賴 つて 居れば 必す 失敗す る こミが ある。 故に 其 事物 を 初む るに 當っ 

て詳 に^ 理を考 へ ても尙 時々 は 省 み、 再 考 して 其の 弊を改 め、 其 時勢に 合 はない 所 

をつ くろ ひ 變 する やうに しなければ 決して 終を完 うする 事が 出來 ない ので ある。 


次に は 第三 項た る 威儀 を詳 にす る 事で ある： -\} れは 素行の 最も 力を入れて 說 

いて 居る 所で あつ て、 其 の ^」 は 敬で あ る。 敬 はつ、 しむで ある。 敬せ. さるな し、 

は 何事 をな すに も、 又 何者に 對 する にも 必 す、 敬 む ミ 云 ふ 心 を本ミ しなければ な ら 

ぬ、、 二： ムふ事 である。 身 を 敬す るの 術ミ して は先づ 威儀 を 正しくす るので ある。 

威儀 を 正す に 就て は先づ 何 を先ミ すべき か。 其 一身に 就て 視聽 首 動 を非禮 のた 

め！ に 動，"が，，^3^ぃ、-\ー  れが 威儀の 最も 要ミ する 所で ある。 而 して 威 儘 を 如 何 にして 

正す かミ云 ふな ら ば、 曲 禮 に CIS, ざ ある。 此の 三 字 をよ く 工夫す る 事で ある。 

凡そ 禮、、 」 云 ふ もの は 其 本 は 人心の， M むに 上 まれぬ 所から 出で \ 事物の 上に 自然 

の， 節 が あ り、 其 動作が 嚴 然ミ して 犯す 可 ら ざる も S  、之 が 禮 である。 身體の 動靜は 

すべて 禮の 用で あるから、 一 動 一 靜、 一 語 一 默、 各々 禮 節が ある、 その 本が 卽ち母 

レ不 敬 の 二字に 歸す るので ある。 それ はさう 云ふ譯 であるか ミ 云へ ば、 語 默動 靜 の 

間に 詳に思 う て 其 節に 中 ら ん事を 計る 時 は、 た V へ 中ら すミも 遠から ざる 道理で 

ある。 何 の 思 ひ 計り もな く、 唯 行き 當りバ ッ タリで 事 を 行 ひ、： g 欲の 動く がま-に 
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發せ しむる からこ そ 色々 の 非 禮の事 も 多 く、 威 儀 も 亦 廢れて 終 ふので ある。 事物 

の こ 於て 常に s>i を 深く し、 詳 に 慮るならば 各々 正しい 所に 近いで あらう。 是ゎ 

を 伊不， 敬 ミ敎 ふるので あ る。 

次に は 視聽を 愼む举 である。 人間の 身 體には 四 支百骸 があって 極めて 複雜な 

ものである が、 要 する に 時 を, る ミ ^に 通 す る ミ、 此 二つに 歸 する。 耳、 目、 鼻 の 類 は 

^^ぉ 時 を知 る の 用 で ぁ る" 孔子 は 非 レ禮勿 .視 、非， 禮勿 ，聽 ミ 云 つ て 居 る。 然 ら ば 何が 非 

S ひ あるか ミ 云 ふ に、 事 物 を 見聞す るの 形、 威 俄 を 失うて 己れ の 私に 任す る、 之 が 非 

である。 邪 色 を 見、 邪聲を 聞く のみが 非禮 では 無 い。 邪 色 邪聲は 外部から 來る 

もので あつ て、 我 れ. M を 欲せざる 時に 自然に 耳 E に觸れ たから ミ 云って 之 を非禮 

である ミ云 ふ；^ は 出来ない。 正色、 正聲 は非禮 の色聲 である ミ云ふ 事 は出來 ない 

が、 之 を 見聞す るに 常って 威儀 を 失 ひ唯淸 欲に まかせるならば それ は ま さしく 非 

ま，^ の視 11^ であ る。 故に 若 父の 臣子を 見る も、 臣 子の 君 父 を 見る も、 夫 々の 事柄に 侬 

つて 各々 f は が あ る。 大丈夫た る もの 世に立って 身 を 正しく し、 萬 人の 則る ベ き規 


範 たるた めに は 先 づ視聽 の 威儀 をつ 、しむ 事が 大切で あ る。 \ 

次 に 言 語 を 愼むギ である = 言 語 は 内 を 外に 通す るの 用で ある。 たミへ 戯れ 言 

でも 其 人の 思 想 が 現 はれ る。 la 語 は 内に 動く 所があって 外に 發 する ものである 

か ら 妄動 すれば それに 應 じて 必す妄 言 が ある" 少しく 注 意 を 忘 る 時 は 節 を 過 ざ 

て 首 を發し 或は 其 當 座の 戲れ 言 を な し、 或 は 過 言 して 人 を 怒らしむ る。 古来の 聖 

^ は、 一；；. n 語の 出で 易く して 行の 之に 及ばざる 事 を 戒めて 居る。 口 を 開いて 言 ふ 事 

は 何でも 無 い が、 一 マ 3 語 に を 以てせ ざ る 時 は、 徒 ら に 多 言 饒舌に 陷 つて 何等の tll^ も 

な く、 行 が 其 首 を踐む 事が 出來 す、 多 くは虛 言 に 終りべ 艮 言 に 終る。 斯の 如き は 武士 

ぐ J して 最も W づ ベ き 事で ある。 

斯 く、 云 ふ ベ き 事 ミ 云 ふ 可 ら ざ る 事、 ヒ をよ く辨 ふる 事が ，入 切で あるの み な らす、 

同じ 事 を 言 ふに しても 自分の 身分 相手の 身分に 依って 各々 定まった 用語が ある 

. 事 も 注意し なけれ ば な ら ぬ。 賓 客に 對 する 言 の 臣に對 する 言 語、 臣 の 君に 對 

す る 言 語、 父 S 子に 對 する 言 語、 子 の 父に 對す る、 夫 の 妻に 對す る、 妻 S 夫に 對 す る、 夫 

武士道 論  一一 五 


.E 鹿お  1- 行 

ふ 節 を 守る 事 が 必 要で ある。 或は 軍旅 

で あ る。 

更に 又 平生の 首 ミ、 變 に處 する の 首 ミ 

い 時に あわて 、疾 言 する 時 は 人 を 驚す 

0 か し、 速 に 云つ て 早く 計らし むべ きで 

要するに  一； 語 は. 2： 部が 外 へ 發 する も 

. ^は = ^儀 は 刖亂れ る。 君子 は 非禮の 首 

る。 唯！， ば 亂非義 を 云 ふ 事の み が 非 禮 ミ 

0 に 中 ら ざ れば それ はす ベ て 非禮 であ 

ざる も 亦 非？ J である。 乂 同じ 事で あつ 

： 道理 さ へ 正しければ 何時 云 ひ 出しても 

. ふべ き 事 ミ云ふ 可ら さる 事 、、) が あ る 0 

It に は 行かな い。 .sfrfrfss^ 不. 首 、、， - 云 ふ 


の 中に 在て は 簡潔 を尙 ぶな 

は辨 ふる 所がなければ なら 

ベ く、 又 非常の 變 ある 時には 

あ る。 

ので あるか ら、 聊 かたり， こも 

を 慎む，/ 二！ 4 ふ 事 は 最もに 抓 味 

云 ふので は 無い。 苟も 口 を 

る。 言 を發 して それが 時の 

て 言 ふべ き 時 ミ、 言 つてなら 

差 支 は 無 ぃミ云 ふ 譯には 行 

理窟 さへ あれば 何 を 云って 

の は 言 ふ 可 ら ざ る 時 を 示 ふ 


六 

e も そ の 

ぬ。 ：！： 事 

疾 一 マ！ 1 し て 


ゆ M> がせ 

之 を 忽 に 

す ベ き さ 一口 

開いて そ 

& しきに 

ぬ 時 、、>  が 

かない。 

もよ い ミ 

たもので 


！ 種 

人 を 

る 

で あ 

れが 

合 は 

あ る。 

乂 云 

云 ふ 

あ る。 


又 恒ゃ 「3  R. レ 稱レ老 ミ云 ふの は 父母の 前で 老年の 事 を 云 はぬ 、、一 云 ふ 事 で ， あ る." 义終 ：！： 

談 論 し て 首 を 費して も、 も しそれ が 己れ の 利：：： を 立て 、識 を銜 ふので あろなら ば、 

何等の 益な き のみなら す、 君 子の 甚 しく 惡む所 である。 其の 云 ふ 事が す ベ て 己 れ 

の 利の 爲 めであるなら ば、 非 禮 之より 甚 しき は 無 いので ある。 

次に は 容貌の 動 を愼む 事で ある： 容貌 は 天命の 性 心を容 る、 器で ある： 内に 

存 する 思 か 不正で あれば 容貌 も 其 通りに 動いて 外部に 表 はれ る： もし 容貌 を 正 

さ う、、〕 するなら ば、 內 にある 思 を 正しくし なければ な ら、 ぬ。 無事の 時に ま 9  こ 

や： し て 其 氣 象 を 養 ひ、 傲 り 惰る形 を 見 はさ す、 人 ミ 接して は 恭敬して 和氣を 示 す、 之 

れが 大丈夫た る もの、 坐 法で ある。 坐して は,、 の廣 がった やうに だら しの 無い 

有樣 をな し 忘 慢の 姿 現 は れ、 坐 つた かさ 思 へ ば 立 ち、 立 つた か、、 - 思へば 又 坐って 落 

ちつき が 無 いのは その 心が 定まって 居ない からで ある。 斯の 如き は 決して 大丈 

夫の 遊で は 無い。 立つ 時に は、 立 つ 前 に、 立 つべき の 心得 を な す、 之 れ立 つの 威儀で 

あるり 常に 步 行 を 慎 み、 其容 を 亂 ら す、 敬 を存 しなければ ならぬ。 た 、、一 へ 急の 事が 
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あっても、 あはて ふためいて 動作す るが 如き は 大丈夫の 心で 無い。 かりそめの 手 

すさみで あっても 其 態度が 正しくない マ〕 其 心 も..^ 透 さる、 ものである。 讀 書に 

しても 其^む 時の 威儀に だら しがな く、 或は 潢 臥して 之 を 讀む時 は、 其の 心が 正し 

く，， 、いので あるから、 正しく 理解す る 事 は 出来ない。 殊に 古今の 聖腎、 天. J の 行跡 

なさが 記されて 居る ミ 云 ふ 事になる ミ、 聊か \ 一  を忽 がせに する 事 も 大^夫の 木 意 

である ミ云ふ 事 は出來 ない。 動靜 其の 所 を 失 ひ、 威 俄 こ、 に亂 る、 時 は、 自然に 内 

の 志 も 放埒に なって、 其德も 正しく 無い。 卽ち 容貌の 威儀 はすべ て內 部の 德に關 

，して 來 るので あって 其 重き こ、/〕 知るべき である 

次に は 飲食の 用 を 節する 事で ある。 飮盒は 人間が 生命 を 保つ に 必要 缺く 可ら 

ざる ものであるが、 ti を 過 ぐれば 害あって 盆な きもので あ る。 飮.， 食の 0 ミ は^ 氣 

せざる 程度 を 守る 事で ある。 それ も 身分 を考へ て 奢に 流れす 儉に 失せす、 又 幼 

ミ老ミ は 美食せ ざれば 養 を 保ち 難いので あるから それら は 適 常に 選擇 する 事 、又 

尊 i の 前に 於け る 食事の 作法な ラ を 說 いて 居 る。 


次の 衣服の 制 を 明かに する 事、 居 宅の 制を嚴 にす る 事、 器 物の 用を詳 にす る 事、 等 

は 何れも 武敎 小舉に 於て 說 いた 事、、) 大體 同じで あるから 省略す る。 

最後 は禮 用の 威 絛に關 する 您論 である. - 吾々 が 生活し て 行く ヒに 於て は 一 事 

一物 さして その 動靜の 禮に關 係の 無い もの は 無い。 故に 自分の 身體 から 器物に 

到る まで、 各々 法則 を 明かに する 事 は 1^; ^子 大丈夫た る もの 、貴ぶ 所で ある。 その 

禮の 尺なる ものに 就て 云 へ ば、 冠婚 喪祭の 鱧が あり、 賓客 軍旅 等の 禮 法が ある。 武 

士 ぐ) して 禮容を 知ら す、 唯 だ 剛强を 寡ら さする が 如 き は 其 鄙劣 なる 事蠻 夷の 勇士 

、ヒも 云 ふべき ものに なって 終 ふ。 成る 程 武士 は 勇 武. 剛 橾を 本、 /- す ベ きもので は 

あ る が、 禮容 を 放埒に し 、情 欲の 動く がま、 に從 ふなら ば 文武の 識： 器量 は 決して 

有り得ない。 文武の 識見 器 量 が 無 いやうな 事で は、 唯 伎倆 を 本、、  >  する 事に なって 

眞勇を 得る 事 は 思 も 寄らない ので ある。 すべて 禮は 人の 本であって 人倫の 交際、 

器物の 制、 皆 禮を 出で ない。 禮こ、 で 違 ふ 時 は 節 もこ、 に 失 ふ- U 節が 無 け れ ば、 云 

ふ も 爲す事 も 皆 過不及に 陷 り、 天 理 の宜- しきに 合 はぬ。 故に 聖人 は禮を 重んじ 
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て 禮に關 する 夫々 の 制 法 を 立て、 人 をして 惡に陷 らしめ ない 樣に 戒めた ので ある. 

故に 士 たる もの 敬せ ざるな きを 以て 心、、」 し 一 生涯の 人品 節操 を禮の はたらき 

に 合せて 具 さ. に其理 を究 むる に 於て 初めて 威條の 則に 合致す る 事が 出來 るので 

あ る" 

次に は 最後の 項目た る 日用 を愼む 事で ある。 然 らば 日用 ミ はー體 IT であるか • 

易に 百姓 曰 用不， 知ミ あり、 中庸に 道 也 者 須臾 不， 可， 離 也、 可， 離 非 ミ ある。 人の^に 

在る や 一 動ー靜 比， いこの 外に は 出で ない ものである。 之 を 邀.、 ヒ云 ふので ある" 昔 

聖人が 其 制 を 定めた。 今日 聖人 は 出で ないでも 一旦 定めた 制 を 人々 が 守る。 人 

々 日々 用 ふる 所 悉く 道が あるので あ る。 人々 道に 離る 、事 が 無ければ 平穏 無 事 

で あ り、 道 を 離る、 時 は變を 生す る。 此事 を體認 して 一 事 一 物す ベ て 天地の 刖を 

守って 離る 可らざる の 道に 叶 ふ、 之が 君子 日用の 工夫で ある。 斯く日 川の 工夫 を 

なす 方法、、」 して は、 先 づ 一 曰の 用 を 正す 事から 始めなければ ならぬ〕 人間の 一生 

は 五十 年 1*1 年 ミ云ふ ミ 雖 も、 耍 する に 一 日が 積って 五十 年ミ なり 百年-、〕 なる ので ； 


ある- 银日 そ ^  H 一  日の 用 を 正しくして 之 を 

年 さ な り、 十 年 な り、 遂 に 百年に もなる- 否必 

分で もよ いので ある" その 一分 一分 を 正しく 

る。 

次に は 財 用 受與の 節を辨 する 事で ある が、 此 

ら 繰り返す 要は あるまい。 

最後に 遊會の 節 を^む 事で ある こ 腎を腎 ミ 

し、 tf« を 避けて 船を艤 し、 月 に 嘯いて 山に 遊ぶ。 

に隨 ふ。 是 等は告 武士た る もの、 遊會 ミ し て 

0  く、 風 流 淸 く、 飮 食に 戒め あ り、 遊 會 に 節 有る。 

であつ て、 武 士の 修養、、) して 必す 心得なければ 

以上が 素行の 士道に 見えた 所の 武士 的 修養 

の 武人 的 精. 1 に 儒教の 君子の 道 を 配した もの 

武士道 論 


愼 め ば、 そ れが 積って 一 月 V』 なり、 一 

すし も 一 日ミ云 はない、 一時 一刻、 一 

すれば 百年、、 -雖も 亦 正しい 譯 であ 

事 は 武教 小 寧に 述べた 所で あるか 

し、 親 を 親 ミ し、 或 は 春 服して 胜に 浴： 

山間の 明月 江上の 淸 R 、花 に 傍 ひ、 柳 

最も ふさ はしい ものである。 度量 

之 等 をす ベ て 日用 を 愼むミ 云 ふ の 

ならぬ 事で ある。 

である。 我が 中世 以來發 達した 所 

であつ て、、. ：5 すし も 武士の みミ云 は. 


す、 人 ミ 

祖述し 

た 影鄉^ 

の 後半 

素 行 に 

つ た 事 


素行 

時代に 

敎を奉 

高 遠 な 

云 ふ 事 
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して 守る ベ き 殆 さすべ ての 道を盡 して 居る。 山 鹿 素行の 後 を 受け て \ー  を 

山 を 始め ミ して 其 數も少 くな く、 其 の 後^に 及 ほし 

れに 就て は 後に 更 めて 述 ぶる ミ 

る 敎說は 益々 精密に なって 居る が、 

云つ て もよ いので ある。 それだけ 

行の 唱へ た 古事に 就て 考察す る 事 


た 人、/) して は 大道 寺 友 

は 著しい ので ある が、 そ 

期に 於て 武士道に 關す 

於て 出來 上って 居る ミ 

が 窺 はれる。 次に は 素 


する。 德川 時代， 

その 基礎 は殆 さ 

素行の 偉大で あ 

- 一- す 


古學說 

が 幼年に して 林羅 山に 

於け る 朱 子 舉の宗 であ 

じ 之 を 祖述した もので 

る 理論 を 弄ぶ のみで、 そ 


就て 擧んだ 事 は旣に 述べた 所で あ 

る。 從 つて 素行 も 初めは 專ら朱 子 

ある。 然るに 四十 歳 前後に 至って 

の 實際社 きに 及 ほす 功果が はたし 


.1 就て 疑 を 抱く に 至 り、 或 は佛敎 S 門 をた、 き、 或 は 老莊の 


る〕 山 ま德 M 

舉に據 り、 羅 山 の 

朱 子 擧が徒 ら に. 

て 何程 あるか、、 - 

旨 を 同 は ん ミし 


て， それらの 何れに も fg 足す る 事が 出來 す、 遂に、 後世に な つ て 行 はれた 敎 說 を  一 ^ 

すて "終って、 直ちに」，； 古聖 人の 眞 精神 を 明かに する， に 心 を决し 其の 結 E;^ 四 十 

五 の 時 に 聖 敎 要 錄 を 著 は し た 事 は 旣 に 述 ベ た 所 で ぁ る： 素 行が 古學 を 起す a 

至った 機に 就て は 前き に 配處殘 i せ を；？ 用して 述べ た 所で あるから 今 それ を 繰 

り 返 す 必 要 は 無 い が、 猴、 聖 敎 耍 錄の 中の 道統の 章 に、 是 迄 世 に も て は や さ れ て 居 

朱子學 が、 古聖 人の 眞 精神 を 失って 何等 世 道 人心に へお する 所な きを 極：： rE して 次 の 

如く 述べ て 居 る。 

伏 犧神農 黃帝堯 舜禹湯 文武 周 公の 十 聖 人 は 其 德 其 知 天下に 施して 而 し て 萬 世 

其 澤を被 る。 周の 衰 ふるに 及ん で、 天 仲 尼 を 生 す、 生 民 ありて より 以 來、 未 だ孔于 

より 盛なる は 有らざる なり。 孔子 歿して 聖人の 統殆, ご盡 く、 曾 子 子 思 孟子 も 亦 

企 て 望む 可 ら す、 漢 唐 の 間 其 任に 當 らん ミ 欲する の 徒 有 り、 义 曾 子 子 思 孟子に 於 

て 口 を 同じう して 談す 可ら す。 宋に 及んで 周 程、 張 邵、 相 續 いて 起 り、 聖 人の * 

に 至りて 大に變 じ、 舉 者、 11 を 陽に して 異端 を 陰に し、 道 統 の 傳、 宋 に 至って 竞に a. 

古學說  一二三 
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沒 せり。 況ゃ降 王 S 徒赏 ふるに 足らざる を や、 唯 り 朱元晦 のみ 大に耶 i- 經に功 あ 

あ - 

る も、 然 も 餘流を 超 出す る を 得 す、 慮 道の 人に 託して 世に 行 はる 、^天に 在り。 

其れ 誰か 强て此 に 奥から， んゃ。 孟子 歿して 後、 儒 士 の舉宋 に 至る まで 三變 せり。 

戰國の 法 家縱潢 家、 漢 唐の 文 寧 訓詁 審門 家、 宋 の理 舉心擧 なり。 夫子 歿して 今に 

至る まで 旣に ニ千餘 歳に 向ミ して 三變 し來れ り。 周 公の 道 意見に 陷 り、 世 を 誣 

ひ、 民 を 惑 は し、 口 に 聖敎を 唱 へ て 其 志す 所 は 顔 子 が 樂 處、 曾點が 氣 象の み、 習 來 す 

るこミ 世々 久 し、 嗚 呼 命なる か な。 

之れ 富に 素行が 十 〕 擧の 根本 精神であって 德川 氏が 名敎の 基礎、、， 1 して 居った 所 

の 朱 子舉 を 以て 何等 M を ：！： 益す る 所な きもの 、こ 極 ：；：：：！ したので あるか ら、 そ の幕苻 

ぉ蔡の 本家で ある 所の 林 家の 忌憚に 觸れ たの も當然 である。 尙聖 敎要錄 を 公 に 

した 時に 門人 等が 附 した 序文 は盖し 素行の 精神 を體 して 居る ものである が、 M に. 

も 漢唐宋 明の 舉說 にあき たらなかった 素行の 思想が よく 現 はれて 居る j 

^人 杏 遠に して 微  一； 漸く 陰に、 漢唐宋 明の 學 者、 世 を誣ひ 惑を累 ぬり 中 苹旣に 然 


り. 況 や 本朝 を や、 先 ：iH 一 千載の 後に 生れて 迹を 本朝に 垂 れ、 周 公 孔子の 道 を 崇 ぶ 

めて 聖攀 S 綱領 を 事 ぶ、 身 や 家. や 國 や、 天 下 や、 文 に、 武 に、 其 敎 攀、 聞 て 通 ぜ ざ る な 

く、 爲 して 效ら ざる 無し： 先生の 今の 世に 在る は殆さ 時 政の 化 か。 唯 だ 書 は 以 

て -M を 遣 す ベ し" 其澤 人物に 及ば ざ るが 如き は 是 天 也、 門 人 等其說 を 0 め、 篇 を 

.爲 し、 先： に 謁して 請 て 曰 く、 此 替 以て；. i す ベ し、 以 て 崇 ぶ ベ し、 廣 く 人に 示す 可ら 

す、 且 つ、 漢唐宋 明の 諸 儒 を 排斥す。 是れ 天下の 學 者に 違 ふ、 ns^ る もの 嘲 を 欲 ぜん 

か、 先 屮 曰 く、 喧 小 子 謀る に 足ら す、 夫 れ道は 天下 之 道 也、 懷 て \) を. 藏 す 可 ら す、 天 下 

に 充ち萬 世に 行 はしむべし。 一 夫亦此 書に 因て 其 志 を 起せば 則 ち、 化 育 を贊く 

るな り。 君子 は 身 を 殺して 以て 仁 を 成す あり。 何 ぞ 吾が 言 を秘 せんや。 且つ 

逍を說 て 人 を 謬る は 天下の 大罪 也、 漢 唐の 訓詁、 宋 明の 理 舉、 各 々利口 饒舌に して 

惑 を辨 ぜん ，へ」 欲して 惑 愈 々 深 し、 聖 人 をして 塗炭に 坐せ し む、 最 も畏る ベ き 也。 

0 經ぽ に粲然 たり。 多 言 を勞す 可ら す、 吾 又 博識に 乏し く、 文 辭に薄 く、 其 の 聖 言 

を 註解 し、 諸 儒に 辯 折す る、 豈 惟れ 志な ら んゃ。 然 ら ざれば 乃ち 學 者の 汚 染、 竞 に 

. 古舉說 ， . _  _  _  _  1 二 五 
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新に す ベ か ら ざ るな り。 後世 畏る ベ し。 吾 何 ぞ敢て 過 無 らん や。 吾 言 一 た び 

出 で ば ；大 下の 人 以て i;" ぐ ベ く、 以 て 毀つ ベ く、 以 て辨 すべ し。 其 告、 其 毀、 其 辨を得 

て 其 過を改 むる は 道の 大幸 也。 遼豕 羞を貽 し、 ii 驢蹶き 易 し、 皆 己れ を 知って 彼 

を 知らす、 詳 致せ ざ るの 蔽也。 余 は 周 公 孔子 を師 ミ し、 漢唐宋 明の 諸 儒を師 、へ」 せ 

す、 舉 は 聖敎を 志して 異端 を 志 さす。 行 は 日 川 を 專らミ して 洒落 を 事ミせ す、 知 

の 至れる ゃ通ぜ ざ る 無 からん 事 を 欲 し、 行 のへ 尊き や 力めざる 無 からん 事 を 欲す „ 

然れ さも 猶 口に 敏 にして 行に 訥也、 是 吾が 曼也， 聖人の 道 は 一 人の 私する 所に 非 

す、 如 し. \| を 一 人に 施すべく して 天下に 擴 ぐる 可ら す ば、 則 ち 道に 非 す、 必 す 之 を 

天下に 示 し、 後 の 君子 を 待つ、 惟 我 志 也。 ミ、 門 人 等 其 旨 を 奉じ、 梓に 鎮 して 以て^ 

に 行 ふ。 (下略)  ， 

之に 侬 つて 素行の 精神 ミ其 自ら 信す る 事の 篤き ミは 極めて 明瞭に 看取せられ 

るので ある。 斯の 如き 理由に 依って 儒擧に 革新の 旗を擧 けたので ある が、 そ の 革 

新 運動なる もの は、 お の 引用に 依っても 明かで ある 如く 一 種の 復古 運動で ある。 


革新 ミ 復古 は 一 見 矛盾して 居る 樣で 

合 が 多 い： そ れは つま り、 年 月を經 過し 

き  一 M すミ云 ふ 事が 革新の 形 を 以て 現 は 

である。 此事は 一般的に 人間に 具 はつ 

現 はれであって 必す しも 斯樣な 德 敎な 

よく 之が 現 はれる ので ある。 今人 間の 

見 よ う。 

或る 一 の 思想 又は 學 說、 敎 義 な さ 起 つ 

者、 祖述 者が、 その 擧說 なり 敎義 なりに 對 

る 結 果、 そ れが 色々 に 展開す る。 例へば 

である が、 そ の後繼 者に 依って 種々 の 別 

を 見て も、 其 の 主要なる ものが 十 數派ぁ 

居る ^ は 何人も 知つ て 居る である。 


あ つ て、 大 抵の 革新 は 復古の 反面で ある 場 

た 結果 邪道に 陷っ たもの を 元の 正道に 引 _ 

る i ので ある- 素行の 場合 もや はり さ、 フ 

て 居る 所の 復十 " 病ミで も 首 ふべ きもの 乂ー 

e の 場合ば かりで な く、 政 治 運動な e に も 一 

復古 癖に 就て 少し 廣く其 實例を 考察して * 

.  一 

一 

て、 それが 次第に 擴 がって 來る ミ、 そ の後繼 

して 色々 の 見解 を 立 て、 種 々の 觯釋を 試み 一 

佛敎は 唯 一 人の 釋迦を 敎祖ミ して 居る の 

派 を 生じて 我 國に行 はれて 居る 宗派の み 一 

る。 其の 各々 が 更に 數 種の 別派に 分れて 

乂 、例 れも 基督の 敎を 奉す るミ稱 して 居る 一 


^鹿 素行  一二 八 


所の 基督 敎 にも 幾多の 派が 分れて 

差が あるので ある。 

斯樣に 一 つの 派が 色々 に 展開す 

ので ある が、 又 他の 一 面から 3^ れば 

其敎義 なりから 次第に 遠 ざ か り、 其 

られ るので ある。 斯樣に 一の 派に 

ぐ) して 次の ¥ が 考 へられる リ 

或る 一 派の 擧祖 又は 敎祖が 起つ 

塌 合、 其 の當 時の 社 會の實 際の 有樣 

ぬ 藁 心 か ら、 又 博 愛 の考か ら、 概 然 起 

實 際の nsl ミ して、 又は 實踐の 問題 

&述者 は、 動 も す る ミ 其 擧 祖 なり 敎 

^ す、 唯 機械的に- M を模 做す る か、 左 


居 つ て、 そ れらの 別派 相互の 間に は 隨分甚 しき 


る ミ 云 ふ 事 は、 一 面から 見れば 進 

• その 創 唱 者、 又 は 敎祖の 思 想 な り 

の 最初の 精神 を 喪失す る もので 

對 して 色々 の 派 を 生す る 事に 就 

て、 宗 敎 運動 又は 倫理 運動 を 起す 

に對 して 大に憂 ふ る 所が あつ て、 

つて- M を 救 解 する のが 目的で あ 

、、J して- M を說 くので ある。 然る 

祖 なりの 眞の目 的、 眞 の 精神 を體 

もな けれ ば、 單 なる 知識の 問題 ミ 


歩 を 怠 味す る 

IJJIn 卬 なり、 父 よ 

ある ミも考 へ 

て は、 其 の 理由 

目的 は、 大抵の 

44 むに 止. まれ 

る" 該 切なる 

に そ の 後繼 者、 

認 する 事が 出 

して- \！ を 取り 


极ふ 傾向 を帶 びて 來る。 甚 しき は 难 机上の 遊戲ミ して、 又は 唯 己れ の學問 を銜ふ 

道具、 /.- して 之 を 取り扱 ひ、 或 は 之 を 論議す るに 至る ものである。 

斯 くして 一 方に は S 々議論が 精密に な り、 巧 妙になる ミ 同時に 他の 一 方に は實 

際の 用 をな さ す、 素 行が 朱 子擧に 就て 云った やう に、 何 等 世^人 心 を 益す る 所な き 

無 用 の 空 論 に陷る 、、二 w ふ 事が 有り 勝， ち の ものである。  ， 

斯樣な 傾向に 對 して は 之に あきたら なく 感 する 一 部の 人が 現 はれ て、 そ の墮落 

- ； ，を 叫 び、 再 び 之を敎 祖、 擧 祖の眞 の 立場に 歸 らし め、 敎 祖擧祖 S 精神 を 取り返さう ミ 

試みる。 支那に 於 て、 孔 子 自身 が、 諸 子 百 家の 紛々 たる 議論 を 斥け て、 周 公の 昔に 返 

す 事 を 目標 さして 起った ので ある。 支那に 於け る 儒敎は 孔子 其 人に 侬 つて 大成 

せられ たので ある が、 そ れは 孔子が 創造した ミ云 ふよりも 寧ろ 三代の 昔に 返す 事 

に 依って 出來 たので ある。 卽ち 一種の 復古 運動で あつたので ある。 

斯 くして 孔子に 依って 復古 せら れ、 還 元 せ ら れ、 完 成を告 ゆた 所の 儒敎 は、 更 に 其 

の後繼 者に 依って 研究 せら れ、 色 々に 解釋 せられた。 旣 に顏囘 も、 之 を 仰けば 彌々 
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高 く、  \ー  を鑽れ ば彌々 堅 し」 (論語、 子 車 編) ミ 評して 居る 樣に、 孔子の 說く所 は、 首、 簡 に し 

て in 卸て 深き 所が あるので あるか ら、 單 に 之 を解釋 する ばかりでなく、 色々 に- Z) を 

欧ー して. 5?i く： =6- が 行 はれ、 それに 從っ て 種々 樣々 の 異說が 生す る。 それら S 異說 

を 研究す る 事が 所謂 儒擧 者の 一 種の 让 事に なって 終って、 漢時代の 註 釋舉、 例へば 

鄭ケ： の 如き、 唐 時代の 訓詁 事、 例 へ ば孔額 達の 如き、 何れも 文字 文章の  <双 索に 至つ て 

は 愈々 微に 人り 細 を 穿つ ミ 云 ふ有樣 であった が、 實 際に 世 道 人心 を 導いて 普く 民 

生 を 救 ひ、 修身 齊 家の 實 行に 資する ミ 云 ふ 孔子 其 人の 眞 精神。 又は その 祖述 者た る 

千ュ 子の 眞 精神に は 益々 遠ざかつ て 行く ミ云 ふ有樣 であった 時に 常つ て、 再び 復古 

運動 ミ して 起った のが 宋 時代の 所謂 理擧 である。 之 を 代表す る もの は 北 宋の周 

. 滤溪、 邵 康 節、 程 明 道、 程 伊 川、 南 宋の來 熹等 である。 

是等を 以て 單 なる 復古 運動 者ミ 見る 事 は、 蓋し 之 を 評し 盡 した ミ云ふ 事 は 出来 

ないで あらう が、 漢 時代の 註釋擧 や、 唐 時代の 訓詁 擧 にあき たらす して、 孔子 孟子の 

茛精； Sr を 及み、 之に 復歸 する 事が 其 中の 主要なる 要素 ミ して 含まれて 《^ る 事 は 疑 


ふ 能 はざる ぉ實 である" 

ち卬 ^ 此の 傾向 は 佛敎に 於ても 亦 見る 事が 出來 る。 敎祖釋 尊の 眞意は 唯 普く 衆生の 

迷を轉 じて 之 を救濟 する ミ云ふ 念願の 外 何物 もなかった であらう。 それが 後世 

になる ミ、 衆 生を實 際に 導く ミ云ふ 事を殆 一. ご 忘れて 唯煩瑰 なる 議： s を 事 ミ し、 枝 葉 

の 問題に 沒頭 し、 敎 祖の 貴き 精神 を 喪失す る、、) 云 ふ 傾向 を 免れない。 之 は 印度に 

於ても 旣に 其倾向 か あり、 支那で も 其 弊が あつたので あるが、 我 國の事 實に就 て 云 

ふなら ば、 我 天 台、 眞 言 の ニ宗は 日本的 佛敎ミ して 一 の 進んだ 一 派で はあった が、 1: 

れ も煩镇 なる 哲理 を 弄んで 一 般 衆生の 救濟を 忘れて 終った の は 敎祖釋 尊の 精神 

に 反する ものである ミし て 、之 を 一 般 衆生に 取り返さう ミ したの が惠 心で あ り、 法 

然 であ り、 親 鸞 であつ て、 そ れらの 人々 に 依って 淨土 宗、 淨 上 眞宗は 何れも 一 種の 復 

古 運 動、 敎 祖釋 尊の 眞 精神に 返る 事 を 主眼 ミし た、 若 く は 主^の 一 部分、、 こした ので 

ある。 一部分 ミ した ミ 云 ふの は、 肉 食 妻帶を 許す ミ云 ふやう な、 釋 尊の 說 いた 所ミ 

は 全く 反對の 要素 を 含んで 居る からで ある が、 鬼 も 角 其の 中に 敎祖釋 へ に 歸る所 
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の 復古の 主張が ある 事 は 明かで ある。 其 眞宗も 亦、」 J 月を經 過す る、、〕 共 に、 敎 祖 親 

鸞の 精神に 叛ぃ て、 貴 族 的に な り、 階 級 的に なった ため に、 其 派 S に 於て 敎祖親 驚に 

• 歸れ、 ヒ云ふ 叫 は 厘、、 擧 ゆられた ので あつ て、 今 日 其 派の 若い 憎 侶の 間に 唱へ られ 

つ、 ある 黑衣 同盟の 如き は 其、 復古 運動の 一 である。 

,  .f'ru 我が 國攀界 に 於ても 亦 此の 復古 運動 は 著しい 事實 である。 鎌倉時代 以後 神道 

家な さが 出て、 佛敎ゃ 儒教 や 道教な さ を附會 して 煩玻 なる 且つ 荒 唐不稽 なる 神道 

說を 立てた が、 勿 ii それら は 我が 古神 道に 遠き 事甚 しい ものであった。 又 日本 書 

紀の 研究 は 平安朝 時代 朝廷に 於て 行 はれた が、 之 も 中世に なつ て、 忌 部 正 通 や、 一 條 

兼 良な さの 硏究 になる ミ儒敎 を附會 した 非擧術 的な ものに なって 終った。 或は 

古今 集な さも 中世、 所謂 歌擧が ニ條家 や. 飛鳥 井家な さの 家擧 になる ミ段々 邪道に 

陷 つ て、 徒 らに 無用の 辯 を 弄して 古意 を 喪失す る やうに なった。 德川 時代に 入つ 

て 下 ：！： 邊長流 や 僧 契 沖に 侬 つて 先づ 古語の 正しき 研究が 提唱せられ 荷 田 春 満、 賀 

^眞 淵に 侬 つて それらが 次第に 完成 せら れ、 同 時に 眞 淵から は 上古の 固有 精神に 


返れ ミ云ふ 運動に な り、 本 居 宣 長、 平 田 篤 胤に 侬 つて 益々 高潮せられ ち 我國に 於，： 

ける 所謂 國攀の 發達は 此の 精神的 復古 運動に 外なら なかった ので ある" 

, みり て 斯の 如き は 唯 舉問ゃ 宗教の 場合に 於て の み，： 仆す る事實 では 無く、 砍 治に 於ても 

それが ある。 卽ち 常に 先へ 先へ、、〕 進みつ、 ある ものが 時々 後 を 振り返る。 復古 

運動が 起る。 大化 改新 は、 一面から 見れば 大陸の 文化 を 輪 人して、 それに 模 して 新. 

しい 國家組 n を 作る 事 を 目的 ミし たもので あるが、 一 面から 見れ ば、 地 方の 有力な 

る 氏族が 權カを 張って 朝廷の 威力が 衰へ よう ミ する 傾が あつたの で、 大 氏族の 權 

勢力 を そ い で、 昔 の 如く 皇 室 ミ画民 ミの關 係 を 直接 に し、 之 に侬 つて 朝廷の 勢力 を 

挽囘 する やうに 企てられた 一 種の 復古 運動で あつたので ある。 

明治維新の 事業 は 一 面に 於て 舊習 一 新の 事業で あつ て、 明 治の 新政 は舊ぃ 封建 _ 

政治 を 捨て 、新しい 政治の ス タ ー トを 切った ので ある が、 他 の 一 面に 於て は 所 謂. 

王政復古 であつ て、 建 武の 中興に 復 る、/」 云 ひ、 或 は大 化の 改新に 則る、、〕 云った が最 

後に 神武 天 白 建國の 創業に 歸るミ 云 ふ玉忪 操の 說が 用る ら れ て、 之 が 明治 新 政 の. 
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根本 精神で あつたので ある。 明治の 新時代 も歐風 模倣が 次第に 甚 しくな つて 國 

民 精 神、 國 粹を 喪失しょう ミ した 時には 一 般 的に 國粹 保存 運動が 起った" \ 一は 明 

治 二..： '年頃の 事であって 之 も 亦 一 種の 復古 運動で ある。 最近 一 部の 識者に 侬っ 

て 建國の 精神に 返れ ミ云ふ 叫び 聲が擧 ゆられて 居る が、 之 も 亦 一 種の 思想 ヒの復 

十 リ 運 動 で あ る。 

墓督敎 な-ごに 就ても やはり 同じ 現象が られ る。 口 ー マ ン 力 トリ ッ クの墮 落 

, にあき たらす して ル ー テルな さ が宗敎 改革 を 起した の も、 キリス トの眞 精神に 返 

る 事 を 主張した のであって、 之 を 新教、、〕 云って 居る が、 實 は 一 種の 復古 運動に 外な 

ら なかった ので ある。 

<v 佛蘭西 革命に 依って 歐羅巴 は 全く 新しき 時代に 人つ たが、 此の 大 革命の 出發點 

はル ー ソ ー の 野に 返 れ、 自 然に 返れの 叫びであった。 其 常時の 文明の 弊 は あまり 

自然 を キ ^ れ、 古 を 離れ 過ぎた 所に ある ミ見 て、 古 代の 自然に 歸る事 を 主張した ので 

あって 之 も 亦 一 種の 復古 運動に 外なら なかった ので ある。 


斯 くの 如 く、 人 間 は 常に 先へ 先 へ ミ 進む ものであるが 時々 後 を 振り返って： る 

ものである ^ 恰も 山路に 分け 人った もの が、 其 潢 道に 迷 ひ 込んだ 事に 氣 付い て、 一 

度 、間違の 無い 場所まで 後 りして 更に 出直さう、、〕 する にも 比すべき もので あ 

ら う。 素行 も亦此 意 味の 復古 運動 を 起した ので ある。 當 時の 儒 敎が實 際 邪路に 

踏み込んで 居った ものである ミ すれば 何時か は 何人 かに 依って 復古 運動が 起さ 

るべき は 自然の 勢で あ つ て、 山 鹿 素行 は その 先鞭 を 着けた ミ云ふ 所に 其 意 義 が あ 

るので ある- 素行の 古擧 提唱 も 決して 瓢繁 から 駒が 出た もので は 無くし て、 實際 

上 の 必 n 气或 は 時の 勢が i\ 一  を 生んだ ものに 外なら ない ので ある" 故に 素行の 十 " 學 

を 首唱す る や 決して 素行 一 人で は 無 かつ た、 同 時には 伊藤 仁 齋がぁ り、 引 き續 いて 

は 荻 生 沮徠を 始め ミし て、 夫 々別派の 古攀 者が 現 はれて 居る ので ある。 素行の 古 

寧 を 窺 ふ 前 に、 殆 ，ご 時 を 同じう して 別に 古舉を 首唱した 所の 伊藤 仁齋に 就て 一 瞥 

して 置く 事 は 無 意 味 で 無 い ミ 思 ふ。  パ 

伊藤 仁 齋ミ山 鹿 素行 ミは必 すし もす ベての 點に 於て 同 一 では 無い が、 朱 子攀に 
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あきたら すして 古舉 を稱 へ 、古 塞の 眞 精神 を 汲まう ミ する 主張に 於 て 全 く 共 i で 

ある。 伊藤 仁齋が 生れた の は 寬永四 年であって その 生年から 云へば 五 年の 後進 

疑 を 懐いて 古擧を 起す の 端緖を 開いた のは寬 文の、 

疑を懷 くに 至った のミほ 同じ 頃で あ り、 朱 子 舉 を 

を 京都 堀 河に 開いて 門弟に 敎說し 之 を 古義せ ミ稱 

ら 云へば 素行の 聖敎要 錄に對 して 二三 年の 先進で 

又 素行の 罌 敎要錄 に相當 する 仁 齋の著 述、 論 語 古 義 

る點 から 見て も、 聖 敎要 錄の寬 文 六 年に 對 して 尙三 

の 先 覺者は 何れも 各自 獨 立に 新 見解 を 立てた ので 

ミ 看做す 事 は出來 ない ので ある。 

を 置く 舉風を 斥けて 專ら 道德義 fj- を講 明す る 事 を 

にも 其 意義 を 取る に 努めて 字句に 拘泥せ す、 門 人 を 

したの で、 要 は德 行を修 むる のが 舉 問の 目的で あつ 


である。 然 し、 仁 齋が朱 子 寧 に 一 

始めであって 素 行が 朱 子擧！ Ji 

離れた 獨特の 見解に 依って 塾 一 

へ たのが 寬文ニ 年で ある 點かー 

ある ミ 云 はなければ ならぬ。 一 

が寬文 三年に 公に せられて 居 

年の 先進で ある。 然し 此 二人 一 

あって、 何れ を 先 輩、 何 れを 後輩 

仁 齋は唐 時代の 訓詁に 重き 

以 て . 眼 ミ し、 嘗 物 を解釋 する： 

導く にも 常に 此の方 针を以 て： 


て 其 外 は皆德 行を修 むる ための 方法 手段に 過ぎない ミ云 ふの が 仁 齋の考 であつ 

た。 仁 齋の舉 說には 宇 •£ 論 も あれ ば、 宋 擧の 理氣說 卽ち理 を 根 本 ミ し、 氣 を 其發動 

である ミ する 說に 反對し て、 氣 が 本であって 理が 末で ある ミ する 說、 其 他 種々 の哲 . 

舉 論 が 無 いで は 無 い が、 そ の 本領 は 何 所まで も道德 であるから 兹 では 唯 その 道 iili 

說 を 述 ぶ る だけで よい ミ思 ふ。 道 德卽ち 道に 就て は それが 儒敎の 中心 問題で あ 

る だけに 昔から 種々 樣々 に 論ぜられて 居る。 あまりに そ の 論 が やかまし いため 

にペ i 々 論 が 枝葉に 陷っ て、 古 懇 人の 眞 精神 を 失って 終った わけで あるが 仁齋 は 

VT^TI 義 5". りさ、 最 も簡單 明瞭に 斷 言 し て、 議 論の ために 議 論 する が 如き 態度 を 採- 

って  眞の  精神  德育ミ  云  ふ  事  を殆さ  忘れ去らん  ミ  して  居った  一 般の 儒者に 對 して 

一大 痛棒 を 喫 はした。 童子 問 上 卷に道 ミは何 ぞ、 仁 義 是れ なり ミ 云 ひ、 同 卷に仁 義" 

を 外にして 豈に復 た 道 あらん や、 ミ 云って 居る のが それで ある。 又 同 じ 窨 に 一 層- 

^Jを詳しく說ぃて、 

千 曾 萬 語 至 りて 多端な り ミ雖も 仁義の 二字に 總 括せ や ミ云 ふこ ミな し。 親 を. 
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親 ミ する より 之れ を 充て 、朋友 鄕黨 所識疎 薄の 人に 至る まで 慈愛の 心周邊 k 

洽、 底 ら ざる 所な くして  一 一 殘忍忮 害の 念な きも の 、之 を 一仁 マ." いふ、 一 取舍の 間よ 

り 之れ を 充て、 辨別分 明、 苟 も其義 にあら ざれば 之れ を 綠 する に 天下 を もって 

す れ さ も、 顧 みざる も の 、之 れ を ^ ミ いふ。 他の 卓 行 偉績 取るべき こミ あり-こ 雖 

も、 然 れ- ごも 少しも 仁に 於て 闕 くる こミ あれば 則ち 德ミ する に 足ら す、 義 に 於て 

闕 くる こ ミ あれ ば、 亦 ッ，) れを稱 する に 足ら す は斯 二者 を 知りて 去らざる 是 

れ な りハ， ミ は斯 二者 を 節 文す る 是れな り、 皆 仁の 推な り、 仁 義 6 孔孟 學？^  S 宗 旨 

たる 所以の もの は 此れ を 以てな り。 

、/J 云つ て 居る。 其 他 仁義が 道の 本體 である 事 を 云 ひ 現 はした 言葉 は 色々 の 場 

合に 散見して 居る が、 一 々擧 ぐる 必要 も あるまい。 仁義 を 以て 道の 本ミ する 事 は、 

素 行 も、 そ の 士道の 練： 全， 才 の 項に 於て 論じて 居る 事 は旣に 述べた 通りで あ る" 

哲人の nc^ る 所 其 軌をー にす ミも 見られる ので あるが、 一 切の 枝葉の 論 を棄て 直ち 

に 孔子の 眞 精神に 依る 時 は、 何 人が 考へ て も 道の 本體は 仁義に 歸 する 外 は 無い の 


で あ る。 

仁 、こ 義ミを 以て 道の 本體 ミ する 中に も、 殊 に 仁に 重き を 置く のが 仁 齋の考 であ 

つ て、 仁 義ミ云 ふ 風に 二つ 拉 行して 居りながら も、 仁 を 以 て 主 ミ し、 義 は 自ら \) に 從 

ふ もの ミ 見て 居る。 語 孟.； 義下卷 に、 孔 門 仁を以 て 宗 ミ なして 義 を 以 て 輔 ミ な す、 

、ヒ あるが 如き それで ある。 つまり 道 は 仁の 一字に 歸 する 事に なって 終 ふので あ 

る" 故に 學 問の 目的 は 畢竟 仁 を體認 する 外に は 何者 も 無い。 卽、 专； 子 問上卷 に、 仁 

ミは £ ゃ門舉 II の 宗旨に して 仁 を 外にして 所謂 攀 n さいふ ものな し、 ミ 云って 居 る 

ち IJ^ である が、 道 は 一 體 さんな もので あるか 、こ 云 ふ に、 決 して 六ケ しい も 

ので は 無 く、 又 奇異なる もので もな く、 何 人 も 侬り行 ふ 事、 恰 も， ま 路 ー の 如，：. 1^, も，； の で あ 

る。 それ を 何 か 特別に 六ケ しい もので あるかの 如く 論す るの は 老佛の 徒の 事で 

あ る が、 斯 樣な もの は眞の 道で は 無い ミ 云って 居る。 此事は 童子 問、 其 他に 述べ て 

1© る 所で ある が、 國 舉の 方で 復古 を稱へ た 賀茂眞 淵の 如き も 全然 之 ミ同樣 の 事 を 

云って 居る。 其 依る 所 儒 舉 ミ 云 ふ も、 國 擧 ミ 云 ふ も、 其 の眞 精神に 至って は 必す相 
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通す る 所 あり ミ云 ふべき である。 

斯く 人間が 行動す るに は必す 依るべき ものが 道で ある が、 道 ミ 德ミは 如：！： な々 

關 係に 至って 居る か。 道 ^ ミ 云 ふ 言 葉 は 今日 一 般に 用ゐら る、 所で 一 つの 成語 

になって 居る ので ある が、 晋 の儒舉 者の 場合に 於て は道ミ 應ミは 別々 の もの ミ し 

て考 へられて 居る。 仁齋の 場合に 於て は、 道 ミは實 際に 行 はる、 もの を 指して 云： 

ひ、： § ミは其 逝の 行 はる、 本になる 實質を 指して 云 ふので ある。 語孟卞 義上卷 に 

道 は ；^， 行 する を 以て 言 ひ、 ii』 は. it^ する 所 を 以て 首 ふ、 ミ あるの がそれ である。 之 を 

宋の理 氣說に 充て はむ る 時 は、 道 は氣に 當 り、 德 は 理に當 るので あらう。 而 して 其. 

木體 本質た る德の 中に 備 はって 居る の は 仁義 禮智の 四つで ある。 此の 四つ を總 

禰 し て ほ 、こ 云 ふ マ」 も說 いて 居る。 斯く云 ふ 時 は 道ミは 仁義で ある ミ 云った 事 ミ 

矛 ii5 する やうで ある が、 f| ミ 智 ミ は 仁義 ほさ 重く は 無い ので あつ て、 道 を 行 ふため 

に は 先 づ 智が備 はらなければ な ら す、 又 仁義が 現 はる 、に は禮を 必要 、、一 す る の で 

あ つ て、 禮 、ヒ 智 ミ は 仁 凝を完 うせんが 爲 めに 必要な 一 つの 手段 ミ 見 る ベ き もので. 


あるか ら、 や はり^の 肝要 は 何 所まで も 仁義で ある： 卽 ち語孟 字義 上卷 に、 仁 義 の 

二者 は 實に道 德の大 端、 萬 善 の 總 腦、 智 禮の 二者 は^ 此れより して 出 づビ あるの が 

それで あ る。 

儒敎の 說、 聖 人の 敎は その 究極す る ミころ は道德 である。 道德 にまで 到達し な 

け れ ば、 た ミ へ 千 言 萬 語 を 費す ミも只 其 路草を 取つ て 居る だけの 事で あつ て、 肝 腎 

の 目的地まで は 行って 居ない ので ある。 心を說 き、 或 は 性を說 くも 只 道 德 を 明か 

にせん が爲 めの 手段に 過ぎな い、 後 ^の 儒者 は その 手段た る 心性 を說 くの みで あ 

つて 其の 眞の 目的た る道德 に 於て は 全然 忘れて 終って 居る。 古の 聖人 は！ 5- して 

もんな 事で なかつ た 、さ 云 ふの で、 語 孟字 義上卷 に、 

聖人 は德を 言 うて 心 を 言 は す、 後 儒 は 心 を 首 うて 德を 言 は す、 蓋 し德は 天下の 至 

美 萬 善の 總括 

ミ 云って 居る の は その 說を 明かに し， U もの で、 此 の 理由に 依って 仁 齋は後 儒の 

說を 捨て 、古 儒 人に 復歸 したので ある。 
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今 仁齋を 研究す る 

所に 依って 大體仁 齋 

の要點 だけ は 分った 

も、 小 異は あるが. 大體 

-., ^であつ て、 時 勢の 然 ら 

、7 ひ ^^w^ 

V  -7 素行が、 多年 奉じ 來 

する に 至つ た 動機に 

た 所ミを 引用して 說 

鹿 語類 第三 十三 卷、 聖 

く 異端 を 交 へ て る 

る もので ない 事 を 論 

孔孟の 敎衰へ て聖 

老佛の 間に 出 人し 


の は 目的で 

の 古 舉を起 

ミ 思 ふ。 素 

に 於て 素行 

しむる 所、 柬 

つた 朱子皋 

就 て は、 さ き 

いた 所で あ 

舉篇の 中の 

事 を；？ I じ、 朱 

じて 次の 如 

人世に 興ら 

て 尤も 異端 


し 

，こ 

西 


ナ 

，こ 

に聖 

る か 

異端 

子 の 

く 云 

す 而 

の 甚 


力ら 詳し 

所 以 ミ、 そ 

同時代に 

しい 考を 

の軌を 一 

を 抱いて 

敎要錄 の 

ら今此 に 

を 物 I 論 し 

如き も 亦 

つて 居る 

して 同じ 

しきもの 


く述 ぶる 事 を 避く る が、 以 上 述 ベ た 

の ，u 擧說の 如何なる もので あるか 

出で 、共に 古 舉を唱 へ た 仁 齋の說 

以て 古聖 人に 歸る事 を 主張した の 

にした ミ云ふ ベ きで あら 、リ。 

遂に 古聖 人の 精神に 歸る事 を 主張 

道統 章に ある 所 ミ、 配 處殘 筆に 見え 

再び 繰り返す 必要 は 無 い。 尙ほ山 

て 居る 中に も、 孔 孟 以後の 儒 擧は悉 

釋佛 人って 居って 聖人の 道の 淳な 

リ 

く六經 を師ミ する の 徒、 其 趣向 大槪 

な り、 漢 唐宋以 來、 漢 晉の a- 者 皆 老莊 


を 宗 5 し、 唐 宋は 则ち釋 佛を宗 ミ す、 宋 陸 子 靜、 明 王 陽 明 は 切りに 佛見 に陷溺 す、 其 

間 儒 を 陽に し、 佛 を 陰に すの 徒 尤も 多し。 朱 子 曰、 程 門 高 弟、 4。3 時に 在て 親しく  二 

程 を 見る 釋 氏に 至って は 却て 多く 看破せ す、 是曉る 可ら す、 游定 夫、 呂 與 叔、 g 顯 道、 

^ 中 立、 各 釋佛に 出入 す、 朱 子詳に 之を辨 じて 雜舉辨 あ り： 朱 子 以前 蘇 子 瞻、 佛 旨 

を 以て 易を觯 き、 游 定夫佛 S を 以 て 論 語 を 解き 王 安 石、 張 子韶佛 旨 を 以て 諸經を 

釋 く、 呂 居 仁 佛旨を 以て 大擧 を釋 く、 朱 子 出て 後、 其 皆 廢 す、 愚 按 する に、 周 程張季 

の 火 儒 も 亦 其論說 する 所大槪 釋佛に 布り、 唯 朱 子 其 間に 傑出して 雜寧を 明辨し 

て 之 を 闘く、 其 功尤大 也、 然 れさも 猶周程 張 李 を 宗 さして 以て 本 原 を 立つ、 故に 其 

il する 所 本 原に 到って は 便ち 又 彈佛に 入る。 此に 由て 之 を 思 ふ に、 聖 擧の 世に 

明かなら ざる も 亦 命な り。 

之に 依って 見る ミ、 朱 子が 孔孟の 道に 違 ふ 事 を 明 首 したの は必 すし も墾 敎要錄 

を 公に した 時が 始めで な く、 早 くから 門人な さに は 其 意見 を 示して 居った もので 

ある-。 故に 語類の 中には 聖敎 要錄に 見えた 所ミ 同じ 様な 說は隨 所に 散見して 居 

古學說  一 四 三 


山 鹿 素行  一四 四 

るので ある が、 そ れらの ェ ッ セ ン ス ミも云 ふべき ものが 聖 敎要錄 であるか ら、 主 € 

して 之に 依つ て、 素 行の 說を述 ぶ る 事 ミ す る。 

聖敎 耍錄は 上中下の 三卷に 分れ、 上卷は 聖人、 知 至、 聖 擧、 師 道、 立 敎、 讀 書、 道 統、 詩 文 、の 

八 牮に分 ち、 中 卷 は、 中、 道、 理、 德、 仁、 禮、 誠、 忠 恕、 敬 慕、 鬼 神、 陰 陽、 五 行、 天 地の 十三 章に 分 ち、 下 

卷 は、 性、 心、 意 情、 志 氣 思 慮、 人 物 之 性、 易 有 太 極、 道 原の 七 章に 分って 居る。 

人間の 踏み 行 ふ 道 を 示し 敎を 布いた 所の 聖人 ミは 一 體さん な もので あるか。 

聖人 は 知る 事 至って 正し く、 天 地の 間に 通せざる 事な く、 其 行 は 篤く して 筋 造 正し 

く、 其 人に 接 す る 態度 は從容 ミ して 禮に協 ひ、 其 の國を 治め 天下 を 平 かにす るに 當 

つて は 事物 各々 其處を 得た ものである。 されば ミ云 

ミ して 示すべき 特別の ものが ある 譯 でもな く、 要 す る 

禮備は り、 過 不 及の 間違が 無 いだけ の 事で、 それだけの 

ならば それで 立派な 聖人で ある。 

上古 は 君主た る ものが 自ら 民を敎 へ 導いた ので あ 


つ て、 之 こそ 聖人の 道で ある 

に 唯 日用の 間、 知 十分に して 

事が 眞 個に 出來る 人で ある 

る、 卽 ち 君主た る ものが 聖人 


であった 譯 であるが 後世に なつてから は、 別 に師 さし て、 民 に敎 ふる 事 を職ミ する 

ものが 出來 た、 之 は 政治の 衰 へた 事 を 意味す るので ある。 人に 何事 か 世の 稱 讚 を 

博す る やうな 行動の あるの は 寧ろ 一種の くせ 者で ある。 眞の 聖人 は 只 中庸 を 守 

つて 居る もので あつ て、 特 に 之 ミ 云って 緩 だって 稱 讚すべき 所の 無い も S であ る。 

-\ー が素行の聖人觀でぁ る。 賀茂 眞 淵が 我 上古 神聖の 德を 論 じて 居る 所 叫 ir^T^ 

よく 似た 所が 1:5^ 

次に 知 至で ある。 知 至 は 知の 最も 至れる ものである。 人 は 萬 物の 靈長 であつ 

て、 す ベての 動物 中 最も 知の 多い ものである。 其 人間の 中で 最も 知の 至れる もの 

が卽ち 聖賢で ある。 愚 さは 其の 知の 横道に 外れた ものである。 凡そ 物 あれば 必 

す 其 所に 法則が ある。 卽ち 物の 動く に は 一定の 道理が ある。 其 道理に 完全に 通 

じた ものが 聖人で ある。 人間 は 他の 動物 ミは 違って 色々 の 事 を 知って 居る。 知 

つて 居る だけに 欲 も 多い ので ある。 而も 其 欲を充 たす 事 は出來 ない。 其 所で 義 

、こ 利 ，こ の辨 へが 必要に なって 来る。 君子 は義を 以て 利 さな し、 小 人 は 利 を 知って 
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，を 知らない。 人ミ して は 誰し も聖に 至る 事 を 希 ふ 心 を 有って お る、 而 も その.^ 

が 至らない ために 動もすれば 異端に 陷 るので ある。 異端の 敎は 人情 を 矯め、 或は 

直脔徑 行 ミ 云 つ て 、情 の 趣く ま、 に 直ちに 之 を 行 ふ。 之れ は. 1^ 狄 の^で ある" 聖 

敎 € 異 端、 聖 學ミ俗 舉ミ の 差別 は H 義 に 趨るミ 利に 奔るミ の 差に 過 ざない。 斯く 

©I- に 至る の 根本 は 知で ある が、 知 つても- M を 力めなければ 徹底す る 事が 出來 す、 义 

カ行して 自ら 反省す る 所がなければ 折角の 知が あっても それが 穿鑿に 陷 り、 行 が 

却て 亂れて 終 ふ。 カ行 省察して 始めて 知 至る 事が 出來 るので ある。 

次に 聖寧ミ は 何で ある か、 人 た るの 道 を擧ぶ 事で あ り、 聖 敎ミは 人た るの 道を敎 

"^は  --，  0 

ふる 事で ある。 辜 ミは唯 古の 訓を舉 んで其 知 を 致 め、 M を 日用に 施す ので ある 

ぶに は 方法が ある" 先 づ志を 正しく 立 て、 舉 ベ ば 必 す 之 を 習 ふ、 卽 ち -\ 一  を 實 行 し、 

乂  ふ ミ 云 つて 之 を 反省 し、 體 驗に 照して 色々 に考 へて 見なければ ならぬ。 然ら 

すして I： ハ 請む 所の 寄に 其 ま 、囚 はる 、が 如き は、 寧 ろ 害あって 益な き 事で ある。 

又 a- に は必す 嘌 IT か ある。 其 志す 所、 卽 ち標 ir か 正しくない ミ、 書 を 讀 め ば 讀む程 


知 昏 く、 過 を 求めて 却て 物の 道理が 解ら なくな る" 其の 行 ふ 所 あまりに 朿^ せら 

も 、時 は 固陋に 流れて 終 ふ" 斯 S 如き は 子 ミ云 つても 事物 通ぜ す、 首 必 す 信 に、 

行必す なる も、 つまり 一 種の 小人に 過 ざない。 

次に 師^で ある。 人 は 生れながら にして 知る 事 は 出來な い、 師 に隨 つて 業 を 享 

けて 始めて 知る 事が 出來 るので ある。 而 して 攀 ぶに は 必す 聖人 を師ミ しな けれ 

ばなら ぬ。 ハ 何 時の W にも 師， こすべき 聖人が ある 譯 では 無い から 聖人の 書き 殘 

された ものに 侬る外 は 無い。 然し 道 は 天地の 間に 備 はって 居る もので あ り、 人 物 

まさ 

に は 自然の， 嵌 則が ある" 筋道が ある ものである" 故に 其の 言 行の 自分よりも 賢 

つた もの は 以て 師 、こ すべきで ある。 我が 心の 持ち 方 次第で は 天地 も 事物 もす ベ 

て- \) を師ミ する 事が 出來 るので ある" 師を 立つ るに 厳格に 身を處 し、 師 を 重んじ 

て 之に ギ ふる は 我が身 を修 むる 所以で ある。  ； 

次に は立敎 である。 人敎へ ざれば 道 を 知ら す、 人 にして 道 を 知らざる は 禽獸ょ 

り も 有害な ものである。 人々 が 異端に 陷 り、 邪 說を信 じ、 竟 に 君 を 無 し 、父 を 無す る 
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は敎 化が 行 はれない からで ある。 故に 古の 王者が 國を 建て 民に 君た る や 敎擧を 

先-、」 したので ある。 

次に 讀書 である。 讀 書.， こ 云 ふ 事 を あまり 重く 考へ て はな ら ぬ。 ー體讀 書は餘 

力 を 以てな すべき もので あつ て、 急 務を 措いて 書を讀 むは 學問 は讀 書に あり ミな 

す もので 1\ー  は 間違って 居る。 擧 問が 日用 ミ合 はない ミ 云 ふの は 唯 書を讀 むだ け 

で 其 道 を 致め ないから である。 讀 書が 其 ま、 擧 であるかの 如く 考 ふるが 如き 

は 物 喪 志の 徒で ある。 書を讀 ：0 は 只 聖人の 書を讀 めば よい。 聖敎は 極めて 平 

ft で あ る、 常 に 之 を 味 ひ £ を 行へば よいの で、 其 他 は 皆 利口に 渉り、 事 を 知る に 便 あ 

る の み である。 赛を 讀 む に、 只 記誦 博識 を 專らミ する が 如き は 小人の 擧 である 

聖人の 首 を 本、 こして 直ちに 其 精神 を 汲み取るべき であって、 後世の 儒者の 意見 は 

全然 採る 必要 は 無 い。 

比の 一項 は、 攀 問の 目的 は 只 を 磨く の 一 事に あり，、〕 した 考 一 力から 來たも 

ので あつ て、 今 日の 舉 問から 云へば 多 少 考 へ 方 が 違 つて 居る。 


次に 道 銃で ある が、 之 に 就て は旣に 述べた 所で あるから 繰り返す 必要 は 無 い。 

次に 詩文で ある。 素行 は 詩文の 必要 を 全然 認めない ので あるから 其 否 定 m を 

述 ぶる 必要 は あるまい。 此には 略して 置く。 

次 に は： 中 である" 中ミは 倚らす して 節に 中る 名で ある" 所謂 知^ は 過 ぎ、 所 謂 

愚者 は 及 ば す、 之 に侬 つて 中庸 ミ云ふ 事 は 中々 行 はれない ので ある。 もしよ く 中 

庸を 得る 事 さへ 出來 るなら ば、 則 ち 喜 怒 哀 樂、 及 び國家 天下の 用、 皆 其 節に 中る で 

ある。 中 は實に 天下の 大本で ある。 聖人の 道 はつ まり 此の 中庸で ある。 此； は 

き は 

前に も 云った 通りで ある。 中庸 を 得ん さするならば 知 を 致 め TJ を詳 にしな けれ 

ばなら ぬ。 もし 色々 に 心 を 用 ゐ、 椎 瑰 を 行 ひ 未だ 發 せざる 所に 對 して 忖度す る が 

如 き、 濫 りに ネ能を 活かす が 如き は 中庸で は 無い。 庸は卒 日日 用の 意味であって、 

さう 云 ふ六ケ かしい 事で は 無い ので あ る。 

次に 道ミは 何で あるか。 道 は 日用 其に 由 り、 常 に 行 ふべき 所で ある。 曰 用 之 に 

由って 行 ふ 事が 出來 ない もので あれば それ は 道 ミ云ふ 事 は 出来ない。 ^人の 道 

古率說  一四 九 
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ミ 云っても 別に 六ケ しい 事で は 無 く、 古 今に 通じ 上下に 亙り、 以て 由り 行 ふ ベ き も. 

ので ある。 もし 我れ は 行 ふ 事が 出 來ても 彼に は 行へ ない ミか、 古 は 行 はれた が 今 

口 は 行 ひ 得な い ミか云 ふやうな もの は 道で は 無 い。 一 體 道 ミ 云 ふ 雷 葉 が、 人 間 の 

雨 一一 了す る 道路から 來 たもので あって、 人の 通行し 得ない 樣な もの は 之 を 道路 ミ 云 

ふ 事 は 出來な い ミ同樣 である" 之 を 大道 ミ小 徑ミに 就て 考へ て 見る ま、 小 徑は 近 

路を する 時に 甚だ 便利な 事 も あ り、 又 匪 景 を 賞す るた めに 態 々之 を 弄 ぶ 事 も ある 

然し それ は，.^ ひの 事であって、 天下の 萬 民 も 車 も^も 等しく 通行す るの は 大道で 

ある。 大道 は 小徑の 如く 弄ぶ ベ きもの は 無い が、 遂に 之 を 離る 、事 は出來 ない の 

である。 聖人の 道が 此の 大道で あり 、異端の 道 は小徑 である： 聖人の 道に は翫ぶ 

く きもの は 被 い が、 遂 に 人間の 日常生活 ミ 離る 、事 は出來 ない ので ある 

次に ま である。 ま，， に 筋道の あ る， である) 物事に は 必すこ S 輝-が ある も- 

し  此の  it: か亂  る、  時には  先  後  本末  正しから  す、 故に  天地  間の  すべての  もの  は  自然 

を 始め ミ して 人間 社會の 事に 至る まで 筋道が あって 始めて よく 調和 を 保って 行 


くので あって 此 ft- を 離る、 事 は 絕對に 出来 

ダ i 朱 子 寧に 於て は： 大地 萬 物を现 、こ 氣  に 分 


へ、 その 理が 活動 を 始めた のが 氣 であって 

\ あ る が、 素 行 の理は 全然 其の 意味 を 異 に し 

次に は^で ある。 知 至って 內に 得る 所 あ 

行 ミ 云 ふ。 其 の 德 が 公 丼、 的であって 天 地 萬 

次に は 仁で ある。 人の 人た る 所以 は 何 所 

である。 /<2>〕 は & に克 つて 禮に復 する 事で 

ので ある。 かの 五常の 道の 如き は 此の 仁の 

の 敎ミ云 ふ も 其 究極す る 所 は 仁に 外なら な 

は 仁齋 の 說 さ 全然 同 一， であ る。 

仁に 就て は漢 唐の 舉者は 之 を 愛の 意味に 

て 居る が、 何れも 聖人の 仁， を 解して 居な い。 

古學說 


な いので あ るし 

つて 理は 吾等の 世界 以前の もの 

吾々 の 世界 は 氣に藝 する さする 


て 居る" 

る 、之 を 德 ヌ- 云 ふ。 

物に 通す る もの 

にある か、 こ 云 ふ 

あ る。 仁を以 て 

一 ：i の 中に 備は 


を 

- 一 

ゥ 


說 き、 宋 の 舉者は 

仁 は 義に對 して 


之 を 身に 行 ふ 

天 德 、明 德 ミ 云 

，仁 を體 認， す る 

間 の 道 は さ 

て 居る， 故に 


ミ 考 

ので 

を M 


ふ。 


力 ら 

れ る 

^人 


^！^  S 总 味に 說ぃ 

へ ば 愛 惡 の 愛で あ 
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る。 i- 一  ま 義に侬 つて 行 は れ、 義 に 困って 立つ もので 此 仁義の 兩者は 切り離す 事 は 

出來 ない。 人の 情 は 畢竟 愛 ミ 惡 さの 二つに 外ならぬ。 此情は 自然 の ものである 

あ，：  ,  

から 之 を 排斥す る 事 は出來 ない。 只 そ 愛 悪が I 郞 に 中 る ものが 卽 ち、 仁で あ る。 

次 二  である。 は 民の 依って 牛-くる 所で ある。 禮 あるに 依って 中 を 制する 

事が 出來 るので ある。 禮を 知り 禮 を 行 ふ ものが 聖人で ある。 もし 世の中に 禮が 

無い ミ云ふ 事になる V) 、手 足 措く 所な く、 進 退 制する 所が 無い。 居處の 私事から 朝 

廷の 公事に 至る まです ベ て禮を 以てする から 安いので ある。 ミ は 情 を！ 1^ めて 

外 を^る 事で は 無 い。 ^5. 鎖. の 節 があって. むに 上 ま れ，，ゅ^5|の 一の 道で ある。 此 

すぢ みち 

せ 3  tf こ 於 て、 聖 、の 道ミ云 ふ も 唯 禮に存 する のみ ミ云ふ 事が 出 來る譯 である 

次に 誠で ある。 (誠 む： に 止ま れ， お ^ある。 純一に して 無 雜、 古 今 上下， 

何 所 二： もって 行っても 易らない ものである。 聖人の 敎 はすべ て 誠に 侬ら ない も 

の は 無 い、 道 ミ 云 ひ、 iE ミ 云 ひ、 仁 赣 ミ 云 ひ、 禮樂 ミ 云 ひ、 す ベ て-乙 等 は 人の 巳む に已ま 

,2- ぬ S  、いで ある。 父子め 親の 如き 其 最も 著しい 所で あろ。 或は 誠を說 いて 無妄 


である、 /,- 云ひ眞 實無妄 であ る -0 云 ふ" 共に 誠の 眞の 意義 を 解し な いも S である". 

次に 忠恕で ある。 常 > に 入の， お めに 謀って 我が  一 .* の 私 無き を ：ti ヒ 云 ひ、 己れ の 

欲せざる 所 は 決して 1\ー を 人 に：^「§,,11§ソ？^恕 である。 卽ち社 會に對 する 積極的 

消極的の 務めさ も 云 ふべき ものである。 

次に は敬恭 である， sffl 嚴 にして 放縱な ら，， ざ Ir^-^^^ig^^s.^ である。 之 を 

s?,,-^ お のが 函>- ある。 禮は敬 を 本 マーすべき は 勿論で ある が、 敬 を 口にする のみ 

であって 之 を 形に 現 はすに あら ざれば 之 を完 うした ミ云ふ 事 は出來 ない。 卽ち 

一 面から 見れ ば、 敬 が あるから 禮が行 はる 、 の で-あ る が 、之 を實 際の 事實 から 見れ 

ば TJ が 行 はる、 から 敬が 存す るので ある。 卑近な 例 を 取って 云へば 衣服 を 改め 

威儀 を 整へ る ミ、 自 然に心 持 も 謹 翳に なって 來る やうな もので あらう。 聖人が 禮 

に 依って 敎 ふるの は 此のた めで ある。 敬恭 の， (f  ； は 敬が 外に 發し たもので あつ て、 

つまり 禮に 外なら ない ので ある。 

次の 鬼 神、 陰 陽、 五 行、 天 地 等の 論 は 直接 道 德に關 係が 無い から 此には 略して 置く ( 
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下 卷には 性、 心、 意 情 等 を 論じて 居る" 一々 說 明す るの は 煩 はしい から、 一括して 其. 

要 旨 を 述べ て 置 く。 

人間の 情 は畢竞 愛 ミ 惡 ミの 二つに 外ならぬ 事 は 前き に ST 、へた 所で ある が、 此 の 

情 は 自然の ものであるから 之 を 排斥す る 事 は 出來な い、 只 そ の 愛 惡 が ii に 中る の 

が卽ち 仁義で あ る、 此 iii- も 又 前き に 述べた 所で ある. - 情 ミ 云 ひ、 仁 ミ 云 ひ 義 ミ 云 ふ 

も、 す ベて 人間の 性に 基く ものである。 然ら ば 一-独 ゼ は 「體 何で あるか、、，" 云 ふ に、 ^Hf 

然 自然に 人間に 備 はって 居る ものである" 中庸に 天 之 命 之 を 性 ミ云ふ ミ いふ 事 

が ある。 つまり 性 は 天が 之 を 人に 與へ たもので ある さ 云 ふ 事で ある" 天地の 間、 

苟も 象 ある ものに は必す 性が ある U 性が あれば 其 所に は必す 情意が ある， d 情意 

が あれば 自然に 道が あるので あ るリ 

性 を 善な り ミ か 恶 なり ミか評 憤す るの は 間違って 居る" 何ミ なれ ば、 之 は只自 

然に備 はって 居る だけで あつ て、 善 ミ も 惡 ミも 評すべき もので は 無 い。 然るに 之. 

を 善な りミ 決めて か 、 るから 心 學、、 ) か理攀 まかの 說が現 はれて 來 るので ある. ^ 


门ハ道 を 修めて 天命の 性に 從 へばよ いので あつ て、 之 が 聖人で あ り、 子で ある」 

要するに 人間 は 天然 自然に 性 を備へ て 居 り、 そ れ が 愛 恶の 情、、) なって 現 はれ る * 

愛 恶 共 に、 偏 ら す、 よ く 中庸 を 保 ち、 且 つ 愛 惡 S 向 ふ 所 を 誤らなければ よいので あつ 

て 、之 が 道で ある. - 此の 簡單 なる 道 を 正しく 得て 居る ものが 聖人で あ り、 1M を敎ふ 

る ものが © -敎 である。 此 外に 煩瑰 なる 理窟 を 立つ るが 如き は 異端で あ り、 無 用 の 

辯で ある。 故に 聖人の 敎は多 言 に 渉 ら す、 奇 說 も 無 いので あ る。 

以上が 聖敎 要錄に 見えた 所の 素行の 古學說 である。 極めて 簡易 平明であって 

何等の 奇說 もない。 斯く 簡易 平明な のが 古聖 人の 本領であって、 之で こそ 何人に 

も實 行し 易 く、 萬 人 日用に 供す る 事が 出來 る。 後 W の 儒者の 如 く、 平 明なる もの を ■ 

わ ざ さ 六ケ しく 論 じ 立て  >  は 古聖 人の 旨 に 違 ひ、 又 普通の 人に は 容易に 用 ゐられ 

ぬ ものに なって 終 ふ。 之が 素行の 考 であって、 配 處殘^ にも 

^舉之 筋に は 文 學 も 擧問も 不乂、 今 曰 承 候 得ば 今日の 用事 得心 參 候、 ェ 夫 も 持 敬 

も 靜坐も 入 不, 申 事 に 候、 さ れ ばた、 へ- へ 雷 行 正しく 身 を 修め 千 首 萬 句 を そ ら ん じ. 
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候 者 にても、 是 は雜擧 にて 聖舉の 筋に て は無レ 之候ミ 分明に 知れ 候、 又 一 首 半句 申 

. ^て も sili- の 筋目 を 知 候人ミ 知れ 候、 

ま 云 つて 居る。 要は 寳 行が 主で あつ て實 行し ない 樣な 事に 千 首 萬 語 を 費して 

も舉竟 無用の 業で ある ミ云 ふので ある。 今日、 高遠なる 哲理 を、 而も^ めて 難解な 

1言 葉に 依って 敍述 する 事が 道 德擧の 全 使命で あるかの 如く 考 へて 居る 一部の 學 

者の 深く 味 ふべ き 言 で あ ら う。 

以上 素行の 十 2 擧說の 大要 を 述べた ので あるが、 素行の 素行た る 所以 は、 素行の 思. 

想 轉換の 上から 云って 第三 期に 屬 する 所の 皇 國尊嚴 論に あ る G 

皇 國尊嚴 論 

國 民の 國家 我の 自覺 、へ-して^ 王 國の尊 嚴が强 調せられ た 事 は 決して 新しい 事. 

では 無い、 唯 古 天皇の 御代 小 野 妹ず を 隋に遣 はした 時に 我國を 以て 日出 づる 國ミ 

し、支 那 を て 曰 す る 國 ミ し て、日 出 づ る 國 の 天 子、日 す る 國 の 天 子 に 致 す ミ 云 


ふ 形式で 國書を 贈った 事が あ り、 或 は 平安朝 

の 舯國忍 恕の如 き、 北 畠 親 房の 神皇 正統 記に 

征西將 軍 宫懷良 親王の 明に 對 する 態度 等 は 

者の 間に は、 又 古い 時代から 支那 かぶれの 思 

儔 舉 者の 間に 於け る 支那 かぶれの 思想 は、 德 

やうに なつてから 益々 甚 しくな つたので あ 

人々 卽ち荻 生 徂徠ゃ 太宰春 臺、 山 縣 周 南、 山 崎 

に 反抗した 所の 三 宅 尙齋ゃ 佐 藤 直 方 等の 人 

へ、 之に 對 して 自ら 東夷 を 以て 居 り、 或 は 日本 

に は 元 來道德 なる ものな く、 禽 獸ミ 等しき 生 

の 道 を 輪 人して 始めて 我 國民も 人間ら しい 

云 ひ、 或 は 曰 本の 神道の 存在 を 否定 し、 神 道 は 

ので ある ミ 論 じ、 或 は、 支那の 禪讓放 伐 を 是 認 
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時代から 嫌 倉 時代に かけて 起った 所 

於け る 日本 神 國論ゃ 國體. 尊厳 論、 或 は 

何れも 皇國 拿嚴觀 であるが、 一 方儒擧 

想の あった 事 も 免れなかった。 その 

川 時代に 入って 懦敎が 全盛 を 極む る 

る。 その 特に 著しい 例 は 謹 園 一派の 

闇齋の 門下ながら 師の 日本 主義 思想 

々であって、 或は 支那 を 中華 中 國ミ稱 

固有 文化の 存在 を 全く 否定して、 日本 

活を 營んで 居った もの が、 支 那の 聖人 

生活 を營む やうに なった ので ある ミ 

聖人の 道の 中の 一 部分に 過ぎない も 

して、 我國の 如く 血統 を 以て 皇位が 定 

一 五 七 
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まって 居る のは蠻 夷の 風で ある ミ 云って：：^ るな さ、 内外 尊卑 S. 辨を 倒した 所の 

唾棄す ベ き卑： ^な 思想に 陷っ て 居った もの も少 くなかった ので ある。 

斯 くの 如く 儒敎に 溺れた 思想に 對 して、 同じ 儒擧 者の 立場に 立って 居りながら、 

大に 我が 國體の 尊 嚴を强 調した もの も又少 くはなかった。 山 崎 闇齋、 山 鹿 素行、 水 

戶 畢 の 如き は その 最 たる ものである が、 斯 くの 如 く、 同 じ 儒 敎に據 つて：^ りながら、 

1 は 自國を 卑しんで 外國 を崇拜 する ミ云 ふやうな 思想に 陷り、 一 は自國 のへ 尊 厳 を 

自覺 する さ 云 ふやうな 差別が 出來 るの は 何故で あるか ミ云ふ に、 そ の學ぶ 所に 囚 

はる、 か、 乂 は -M を 沿 化 し、 同 化 し、 自 家藥籠 中の もの ミす るかの 違に 依る ので ある。 

ffl はる  >- もの は 只 之 を鵜吞 みに し、 盲 從 する だけで あつ て、 之 を 支配す る 、、二 14 ふ 事 

が 全. 然 出來 ない が、 はれざる もの は、 よ く 之 を 自分の もの ミ し、 同 化 し、 驅 使 し て 、之 

れに 依って 却て 自圃 の笑點 を自覺 する 材料に する ので ある。 日本人に は 由來此 

の 相容れ ざる 二つの 性質が 現 はれて 居る。 素行 は 儒 敎に囚 はれす、 よく これ を 怖 

I て、 儒敎の 精神 を 日本化して 驅使 する 事が 出來 たので ある。 そこで、 今少しく 橫 


道に 外る 、樣 である が、：" 木 人の 有する 同化 力に 就て 少しく 考察して 見よう。 

曰 木 人の 有する 國民 性、 、〕 して は 色々 の ものが 擧 けられる ので ある が、 必 すそれ 

に 加 はつ て 居る の が、 强 大 .ijlv^li^ 化 カミ云 ふ 事で ある。 その 中で も 常に 云 はれる 

事 は、 日本人の 根基 をな して 居る 所の 所謂 天孫 民族が 他の 諸種の 異なる 民族的 要 

素 をよ く  ：15 化し て、 遂 に渾然 一 體ミ なった 所の 大和民族 を 形成した ミ云ふ 事で あ 

る。 

我 國は綜 4" 家族の 性質 を 以て 出來て 居る 國 である ミ云 はれる。 綜合 家族の 性 

貿を 有って る 7.1 云 ふ 事 はつ まり、 一 國全體 が 一 家族の 擴 張した ものである さ 云 

ふ 事で ある。 然し 實 際の 事 實、 歴 史上の 事實 から 云へば 诀 して さう でない 事 は 明 

かで ある。 卽ち、 天孫 民族の 外に 大 八洲 國の 上着 民ミ して は アイヌ 人が あ り、 熊 襲 

が あり、 隼 人が あり、 國栖が あり、 土 蜘蛛が ある。 之 等が すべ て 人種的に 各 異なった 

ものである かさう. か は 疑問で あるが ミも角 も 天孫 民族 ミは 別種の 民族的 要素で 

あった ものである、 こせられ て 居る。 後に なつてから は 三韓 及び 支那の 歸化 人が 
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多 數に加 はって 居る 事 は 歴史上 明白なる 事實 である。 然るに- 大孫 民族の 有する 

強大なる 同化 力 は それら 多くの 異なる 民族的 要素 を、 精神的 に も、 血 液 的に も 完全 

に 同化して 終つ て、 遂 に、 日 本國民 全體を 一 つの 綜合 家族 ミ 見る 事が 出來 るまでに 

大孫 民族の 同化 力が 强く 働いた ので ある。 

此の 强ぃ 同化 力 は、 他 の 民族的 要素 を 同化す る 事に 働いた ばかりで な く、 外 國 か 

ら我國 に 輪 人せられ た 色々 の 文化的 要素の 上に も 働いて 居る。 卽 ち儒敎 ゃ佛敎 

は、 我國に 輸入 せられて か ら 後、 我 が 國體、 我國 の社會 事情に 同化 せられて、 本 來のも 

のミは 全く 違った 所の 一種の 日本 儒教、 日本 佛敎 が發 達した のであって、 此の 事 は 

我が 國の 文化史 上 逃す 事の 出來 ない 著しい 事實 である。 

之 を 事 實の 上に 就て 少しく 考察して 見よう。 最初 佛敎に 就て 考 へて 11^ る。 佛 

敎 は、 其 の當 時の 極端なる 階級 制の 弊害 を 除く ために 起った ミ云ふ 事 も、 敎 祖の目 

的の 一 つであって、 一 種の 平等主義 を 採って 居る。 同時に 又 現世の 俗事に 對 する 

執着に 基く 听の 色々 の 罪 惡を除 き、 人 間の 墮落を 救う て、 此 の 人 生、 此 の 社 會を淨 化 


する 事 を 目的、、〕 したので ある。 故 に、 そ の 究極 は必 すし も 現世 を 否定せ す、 寧 ろ 現 

世 主義で ある が、 其 方便 ミ して 說く所 は、 現 W の 胖を斷 ち 切る 事 をす 、むる もので 

あって、 一 33 一は 出^間的 S 立場に おる ものである。 火,^ の 眞諦を 得ざる もの は此 

の 出 M 間 的の 所に 卽 する もので あつ て、 普 通 一 般 の佛敎 信仰 は 此の所まで r 停滯 

して 終 ふ" 故に 一 般には 佛敎は 出世間的の もの ミ して 信仰せられ るので ある。 此 

の 世の 幸 不幸 を 以て ロハ 假り の 姿で あ り、 迷 の 姿で ある 、こ し、 人 間 の 眞 の 幸福 は此現 

• 世の 胖を斷 ち 切った 時 に、 始 めて 得られる ものである ミ說 く。 これ を說く 方便 ミ 

し て、 死 後の^ 界、 未 来世 を 說くレ 勿論 之れ は小乘 門に 屬 する もので あつ て、 釋 迦 の 

說く 所の 究極の 敎 では 無い が、 實 際に 於て は、 此の方 便說 たる 小 乘敎が 一 般 人の 信 

じた 佛敎 であり、 一 般 信仰 ミ して は、 此の 小乗 門に 於て 說く 所の 未來 世なる ものが、 

一 般 人の 信す る佛 法の 敎の 最も 重要なる 部分 を むる。 一 口に 云へ ば 迷 を轉じ 

て 悟 を 開く ので ある。 此の 現世の 富 も、 權 力 も、 す ベ て 身に 附 いて ぽる もので は 無 

い。 一 度 息 絕ゅ る 時 は、 王 侯 や 千 萬 長者の 有する 七 珍八寶 も、 夥 多の 從者 も、 妻 妾 奴 
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婢も、 ーミ して 身に 隨 はない。 之 れら 

である。 此の 現世の 事 はすべ て 幻で 


く ミも 一般 の 信 仰 ミ 寶 際 

の 現世 生活の 安寧 幸福 を 

しない。 卽ち 階級 制度 を 

さも 一 般 民衆の 信じた 少 

個人主義 である。 

之 れ ら は、 何 れ S 點 から 

我 國民は 現世の 生活 を 重 

す ベ ての 營み は 此の 現世 

全に する 事 を 目的 ミ して 

君み-至尊 ミ し て 戴き、 社 

られて 居る ので ある。 义 


關 係して 

標ミ して 

視 した 所 

部に 於て 

て も、 我 が 

じ、 未來 W 

生 活 を、 よ 

される も 

秩序 を 重 

家^ 活を 


を 己れ の 所有物で 

ある。 斯 くの 如く 

居る 小 乘敎に 在て 

居る 所の 國 家の 如 

の 平等 主 義、 現 世 の 

は) 獣 ^ 主 義、 國 家 を 


，我が 國民 精神 

福 を樂 しむ ミ 

福に し、 現在の 

ある。 又 階級 


あるな さ 考 ふる は 全く 迷 


の 幸 

り 幸 

の で 

んじ 

重ん 


說 くので あ 

は) は 厭世 主 

き も、 佛 敎 に 

幸 福 を 否 定 

^ 越 しナ uc^ 

ミ は 合致し 

云 ふ 如き 空 

社 會、 現 在 の 

を 重ん じ、 上 


る か ら、 其 敎 (少 

義 で あ り 、固 民 

於て は 重し ミ 

した 所の (少く 

の^ 界主 義、 又 

ない の である。 

咱 二  y ま a, す、 

國家を 益々 健 

に 一 天 萬乘の 

準ミ して 立て 


、すべての 道德が 此れ を標 

じ、 M 民 は 生命 を 賭して. \ 一  を 守る ので あ 


る。 故に 忠^ 

7.:! 來國 民の 信 

て、 佛敎 の說く 

斯 くの 如く 

い 所の 佛敎が 

な ら ば、 怫 敎 は 

が 之 れに壓 倒 

基督 敎に継 倒 

祌道も 佛敎の 

がた めに 根本 

然るに 佛敎 

こそ 物 部 氏の 

對抗 する のが 


、、  > 愛 國ミ は我國 

仰 を 維いで 居る 

所ミは 全然 その 

我 國の國 民 精神 

輪 人せられ たの 

全然 我國 民から 

せ ら れて、 恰 も、 昔 

せ ら れ て、 在 來 の 

ために 壓 倒せら 

的の 變化 を來す 

は诀 して 我國民 

排斥 はあった が、 

眞の 目的で あつ 


民道德 の樞耍 である。 此の 國に 於て は 


に 於て は國 

所の 神道 は， 組 先 崇 拜を中 

趣 を 異にして 居る ので あ 

ミ は ムロは す、 P 民 信 § 一： も 

であるか ら、 も し 我が 國民 

排斥 せられる か、 或は 我が 

羅 馬に 基督 敎が輸 人 せら 

祖 先 崇 拜の 信仰 を 全く 失 

れ 滅びて 終 ひ、 佛敎が 其 ま 

かも 知れなかった ので あ 

から 拱 斥せられ なかった" 

之 は 實は政 敝蘇我 氏が 佛 

たので ある。 排\1^ せられ 


心 觀 念 

る。 

な 口 は す- 

の  同化 

國 民の 

れ. U 時 

つて 終 

^  Z に 

る。 

. 其の 

敎を歡 

ない ば 


、こする もので あつ 


國民性 

力が 薄 

思 想 な 

に、 そ の 

つた や 

代り、 我 

輪 人 の 

迎 した 

かりで 

一 六 三 


、、一 も厶ロ はな 

弱であった 

り、 言 仰な り 

固有 信仰が 

-7 に、 我國の 

が 國性も \ 一 

最初に 於て 

た め に、 之 に 

な く、 物 部 氏 
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ら 後 は、 上 下 

M 倒せら る 

そ れ は、 佛 敎 

なる 同化 力 

て 佛敎は 我 

出來 なかつ 

ら ば、 出 ^ 間 

幸 福 を 祈 願 

事 を 標榜し 

あ る が、 そ れ 

な 事が 行 は 


を 


よ 

す 

ォ 


以 

の 

て 


云 

り- 

尙 


が 蘇 我 氏の ため に、 亡 ほされて 力 

け れ さ も、 そ の た め に、 神 道 信仰 が 

が變更 せらる 、事 も 無 かつ た。 

したので は 無かった。 卽 ち强大 

たので ある。 同化して 後に 始め 

ままの 姿で は 我 國に榮 ゆる 事 は 

之 を 少しく 具體 的に 說明 するな 

ちに 現世 的の 性質な 帶び 現世の 

淨 土 眞 宗 の み、 現 世 祈 禱 を 禁 す る 

專 ら極樂 往生 を 旨 ，： する もので 

めに 聖 壽 無 量 を 祈 る ミ 云 ふ や う 

祈 fi を 主 ，： し て 居 る。 

父 超^家的の 敎 である 所の 佛敎 も、 我 國に 人って は 忽 ち 國 家主 や 我に 變っ て 終 つ 


あ 

ま 

る_ 


や -フ な 

二，、、  、二 

^ 力 そ 

を 我 が 

る 事 が 

る 

た佛敎 

祈禱敎 

曰 も.^ 

その 佛 

. 其 他 


迎 した- 

事 もな 

のま \ 

國 性に 

出來た 


- 歡迎 はした 

く、 又 我が 國性 

1M を 鶴^み に 

同化して 終つ 

ので あつ て、 其 


も、 我 國 

になつ 

の 諸 宗 


に 人って は忽 

て 終った。 只 

祈禱を 禁じて、 

に は 皇室の た 

はすべ て 現世 


た。 卽ち護 國敎を 以て 標榜して 居る s である。 奈良朝 時代 以 降、 宫 中 及び 寺 中、 或. 

は贵 族の 邸宅に 於て 行 はれた 佛 事の 際に 讀經 のた め 用 ふられた 經典は 何で ある 

か 云 ふ ミ、 大 抵、 金 光明 最勝王 經、 法 華 經、 仁 王經 である。 此 三つ は護國 三部 經 V.- 呼 

ばれて 居る もので i\l れを讀 むの は 冪ら 國 家の 繁榮 を： m 的 7:- したので あろ。 

天 台 宗 は 鎭 護國家 を 以 て 其の 立敎の 主眼 ミ し、 比 散 山に 營んだ 所の 根本 中 常 を 

鬼門 安 遞 の 道場、、 ー稱 し、 王 城 鎭 護 を 以て 任じて 居る。 眞 言 宗 は 其 本山 を敎 王護國 

寺 (俗 に 東 寺 さ 云 ふ )、、- 稱 して 居る 事 は、 其 立敎の 主意が 何 所に あるか ミ云ふ 事 を 最 

も 明白に 現 はして 居る。 又 勑許を 得て 宮中に 眞 曾 院 を 設 け、 宫 中 竝に國 中の 安 福 

祈 禱にカ を 注いで 居る ので ある。 

嫌 貧 時代に 起った 日 迷 宗に 至つ て は 最も 強烈なる 國家 主義で あ り、 護 國を 以て 

の 立 敎の全 生命、、〕 して 居る 事 は敎祖 日蓮が 立 正 安 國 論 や 守護 國 家 論 を 著 はし 

て 居る 事に 侬 つても 明かで あ り、 义 日蓮 は 國體尊 嚴論ゃ 日本 至上：？ 1 を强調 し、 叉 佛 

敎の 一 派で ありな がに 神 國 王 御 書な へ ご を 著 はして UZ お 神國論 を唱へ て 居る 程 そ 

白- 1?!^ せ *嚴 論  一六 五 


.E 鹿 素行 

の 佛敎は 日本化して 終った ものである。 

然し 全體か ら 云 つ て、 佛 敎 々 は 我 が 祌 道 

である が、 そ れに對 して は 所謂 本 地 垂迹 說を 

ので ある さ 云 ふ 事に 侬っ て 妥協 を 遂 け、 佛 敎 

Si 敎も亦 其の 根本の 所に 於て は 我が 國性 • 

へ ば 禪讓 主 や 放 伐 說 な さ が それで あ る。 

民主主義 的 な 所 も、 君 先 民 後 を 以て 根 本義 

出來 ない ので ある。 もし 之れ ら が 其 ま、 我 

國體 は破壞 せらる 、外 は 無い ので ある が、 我 

敎 を も、 佛 敎ミ 同じく 我が 掘 性に 同化し なけ 

1： 讀 主 義 や 、放 說 乃 至 -大 命 說 の 如 き 、 儒 敎 に 

儒教 を 我阔に 用る る 場合に は 全然 除き 去つ 

さして 發 達せし め、 又 之 を 我が^ 民. S 實際生 


1 六 六 

ミは 根本的に 違つ て 居る 所が あるの 

立て 、• 、神 も佛も 根本に 於て 同 一 の も 

の 日 木 化 は 遂に 完成した ので ある。 

，圃 體ミ 到底 相容れない 所が あるり 例. 

天命 說の 如き も それで ある。 父 その 

する 所の 我. か 國體ミ は 合致す る 事 は. 

圃に 採用 せらる 、 に 於て は、 遂 に 我. か 

が圃 民の 有する 强大 なる 同化 力 は、 儒 

れば止 まなかった。 例へば 今 云った 

在て は 其 最も 重要なる 部分で あるが、， 

て、 我が 國體、 我が 國 性に 適 應 する 敎翁 

活の 上に 活かした 所の、 生命 ある 敎義- 


ミ して 一 種 燭特の H 本 儒敎が 完成した ので ある， 

斯く  S 如 く、 佛 敎 も懦敎 も、 同 じ 樣に曰 本 化した に は 違 ひ. いので ある か、 其 所 に 

は 幾分 か 儒 敎は佛 敎ミ趣 を 異にした 點が ある。 卽ち 佛敎の 如く 早く 我國に 同化 

して 終はなかった 事 は、 歴 ^ 上 の 事實ミ して 否 定 する 事が 出來 ない e 勿 M 全 然 同 

化 の 傾向 が 無 かった ミ 云ふ譯 では 無い。 例へば 聖德 太子の 十 七 憲 法 な さ を る 

ミ、 Z は 大體に 於て 儒敎の 精神に 基づい て、 爲 政 者の 守るべき 道 德 を說 いた もの で 

あ る が、 儒 敎を 其の ま 、持って 來た譯 では 無 く、 可 なり， よく 換骨奪胎 が 行 はれて 居 

る。 主權 者、、」 しての 天皇の 神聖 を强 調して 居る 所な ，ご は、 儒 敎の 民主々 義を 採ら 

す、 我 國體を 主位に 置いて 儒敎 、こ の 不調和 點を 除いた ので ある。 

又 鎌倉時代に 入って か ら、 始 めて 一 種の 神道 哲學が 起って 居る が、 神 道哲擧 は、 我 

圃 の 神話 ミ、 佛 敎 の敎理 ミ、 懦 敎、 特 に宋舉 の理氣 說 ミ、 若 千の 老莊の 說を雜 へ て出來 

たもので あって、 それ は 未だ 十分の 調和 を 示して は 居ない が、 少 くミも 儒敎の 日本 

化に 向って  一 .i^ を 入れて 居る もの、、) 見る 事 は出來 るので ある。 南北朝時代に 出 
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た 忌 部 正 通の 如き は、 儒 敎の說 を 利用し て、 我 が： n 本書 紀の 神代 卷に 道德的 基礎 を 

與へ よう ミ 試みた のであって、 Si 敎の 日本化に 一 層 深 人り した ものである。 北 畠 

親 房 が、 41^ 子畢 者で あつ て、 神 白- I 正統 記 を 著 は し、 大 義名分 を 明かに し、 我 國體を 宣 揚 

した 事 は、 或 意味に 於て "儒教の H 木 化 ミ 云へ るで あ ら う。 

斯 くの 如 く、 儒 敎の日 木 化の 倾向は 夙に 現 はれて は 居る が、 佛 敎 S 如く 徹底的に 

n 木 化する 事 は、 德 川 時代 以前に 於て は 見る 事が 出來 なかった。 よく 云へば 純粹 

の 懦 敎 精神が 永く 其の 生命 を存 して 我國に W るら れ たので ある が、 惡 く 云 へ ば、 模 

倣 的 に、 盲 從 的に 支那の 儒 敎を其 ま 、 用 ふて 來 たので ある。 

之 は 儒敎の 性質が 大體に 於て 我が 國 體、 我 が國 民の 精神、 た 合致す る 所が 多く  * 放 

代說ゃ 天命 說 ゃ禪讓 主義 を 除く 時 は、 其 S ま 、 之れ を ffl るて も、 佛 敎. S 如く 我 が 國 

體 を破壞 する 樣な 要素が 多く 無かった からで ある。 つまり 佛敎は 徹底的に 日. if 

化せざる 限り は我圃 に用ゐ 難いので ある が、 儒 敎は必 すし も さ う で 無 いからで あ 

る。 それ ら の 理由 か ら、 51 敎の日 木 化 は 比較的 緩慢で あつ 一し、 德 川 時代に 於ても 尙 


ほその 初期に 於て は、 純 粹 朱 子 * 'が 其の ま、 祖 

敎の 復古 運動の 如き は、 寧 ろ儒敎 S 最も 淳 なる 所 

^しき は、 佐 藤 直 方の 如 く、 禪 讓 放 伐說を 認 め て 之 

放 首 して 居る もの も ある。 之れ は 儒敎を 盲信し 

又 三 宅尙. II の 如き は、 支 那 の君德 主義 を稱揚 して" 

して 居る。 其の 外 謹 園 一派の 人々 S 態度 も 前き 

之 等の 人々 に は、 儒 敎を 我國に 同化す る、、) 云 ふ 

之れ 等 は 特殊の 思想の 持主であって、 一 般 的に 云 

つた。 然し德 川 時代の 初期まで • は尙 ほそれが 十 

事が 出來 ない。 

然 らば 儒敎が 十分に y 水 化した の は 何時頃 か 

敎の 日本化 ミ云ふ 事に 就 て、 少 しく 說明を 補足し 

儒敎の 日本化、/」 は  一 口に 云へ ば、 儒 敎 に盲從 す 


述 せられて 居 り、 さ きに 述べ た 儒 

に 復る事 をお 張した ので ある。 

れ を我國 にも 用 ふべ きで あ る ミ 

て 之れ に ffl はれた 結果で ある、 

_ 我國の 血統 主義 を 否定し よ う ミ 

に 述べ た 通りで あ る，." 

やうな 事 は 全然 無い ので ある が、 

へ ば、 少 しづ 、 日本化の 倾向は あ 

分で 無かった 事 は 到底 否定す る 

ら である か。 之 を 考 ふ る 前 に、 儒 

て 置く 必要が ある。 

るので なくして 日本人、、 3 して 儒 
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敎を f 又 配す るので ある。 何等 自主的の 精 棘 もな く、 只 無 意味に 窗從 し、 模 倣す る 間 

は、 同化 ミ云ふ 事 は 全然 出來 ない。 鞏固なる 「日本 我」 S 精神 を 保持し つ \ 所謂 他山 

の 石 マ-して 儒敎の 中の 採るべき を 採り、 棄 つべき を 捨て 、-、 \) を 以て 我が 國民 道德 

發 達の 榮養素 たらし め、 之 を 借り て、 我 が阈體 の尊嚴 を明徵 にす る 資料たら し め， 之 

れに 依つ て 我が 圃 民の 膀 破た る圃民 精神 を 涵養し、！： 民の 實際的 道德牛 ー活を 高め 

て 行く  'が 出 來た時 に、 始 め て、 M を、 曰 本 化した ミ 云 ふ 事が 出來 るので ある 

斯の 如きせ、 - 味に 於て 儒教が ト 分に 日本化し たの は あまり 古い 事で は 無い" 素 

一丁 の 出た 寬 文の 頃 は 勿 論、 其 後に 於ても 元 fi の 頃まで は尙ほ 一 般の 懦舉者 は其舉 

ぶ 所の 儒教に Bi は れ、 或 は に 媚 び て、 M を 盲 信 し、 肓 從 し、 心 醉 し、 崇 拜 し、 其 敎 我の 中 

で、 が國 體、、 ) 相容れない 所を辨 別す る. たけの 識 を 有せ す、 儒 敎を 盲信す るの 餘 

り に、 其 儒 敎 の本阈 支那 及び 支那 人 其の もの を 最も 優秀なる ものである、、. -窗 信す 

る こ 至 り、 -乙 に^して 我國 の豫嚴 ミ、 國 民 、、、一 して は 最も 我が 祖國を 愛 し、 尊 ばな けォ 

，よ X らぬ 听以を 忘 即 し、 自 ら 夷 狄ミ稱 し、 全く  那 S 奴 隸の如 き 態 度 をな し て、 却 て 


それ を 得苻で /,- して 居る ？，- 云 ふ有樣 で 

風 は、 il^ 川 時代の 終りまで 改まる 事が 

部で な く、 殆 さ 一 般 の儒舉 者が 斯様な 

に」^?:する間は诀して儒敎を我闽に同 

斯の 如き 狀 態が 改められ て、 儒 敎 が 

S 發達を 見る に 至る ために は、 そ れ ら 

たる 圃民 精神 を 以て 其 の 一 般， は 流の 

れら不 識 なる 俗儒 輩が 4:- 科玉條 ぐ」 

國民 道^の 立場から 嚴 正なる 批判 を 

ものたら しむる だけの 識見 を 有する 

所 謂、 「自ら 省み て 疚しから すば 千 萬 人 

ければ な ら ぬ。 何 さ な れ ば、 斯 の 如き 

る 事 を 覺！^ して 居なければ ならな い 


あ つ た。 

出来な か 

風で あつ 

化せし め 

我圃 性に 

一 般の俗 

態度の 不 

して」」 E 信 

加へ、 更に 

先覺 者が 

さ 雖 も f  ^ば 

先覺者 は. 

からで あ. 


一 部の ii^ 學 者の 間に 在て は、 斯 樣 な 

つたので ある が、 元 綠の 頃まで は、 一 

たので ある。 斯の 如き 風潮が 一般 

た 、、二ぶ ふ 事 は出來 ない ので あ る。 

同化せ , し れ、 立 派な 日本 儒敎ミ して 

流に 對 して 敢然、、〕 して 反對 し、 確乎 

可なる 所以 を 明かに し、 進 ん では そ 

して 居る 所に 對し て、 我 が 國體、 我 が 

\ 一  を 自由に 支配して 自 家 藥 籠 中 の 

出で なければ ならぬ。 殊に 孔子の 

れ往か ん」 の 勇氣を 有する もので な. 

，必す や W の 俗流の 包 圍攻擊 を受く 

る。 
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一 度 、先人の 柘 いた 道 を 追 ふ 事 は 容易で あるが、 新に 荆を 分けて 先 駅す る 事 は容. 

易 0 業で は 無 い。 尋 常 な ら ざ る識昆 ミ、 膽 力 7\ かあつて 始めて その 先 覺 者、 先 驅 者 

たる 事が 出來 るので ある。 山 鹿 素行 は、 此儒敎 征服に 於ても 正に 此の先 覺者 又は 

先覺者 中の 一 人であった。 

以上 は 一 般 的に た 素行の 立場 を考 へたので あるが、 もう 一 つ 素行 其の 人に 就 

て その 思想 轉換 の事赏 を考へ て 33- なければ ならぬ リ 

^ 禾カひ 文豪 ヮ シ ン ト ン. ァ ー ビ ン 、グ は其ス ケ ツチ ブ ッ クの 中の 旅 -、. - す _ る 

文 草 の 中に、 人間 は 如何なる 所に 旅 をして 居っても、 その 故鄉 ミ 自分、、 i の 間 は 常に 

B え ざる 鎖 を 以て 繋がれて 居 つ て、 この 鎖 は， ごうしても 斷ち 切る 事 は出來 ない も 

ので ある、 ヒ 云 ふ 意 味の， を 述べ て 居る。. 所 謂 故 鄕忘じ 難しで あつ て、 如 M に 遠く 

故鄕を 離れて 居っても、 決して 故 鄕の事 を 忘れ 得る もので は 無 に 否 遠 く 離れて 

居れ： S  る 程 故 鄕を懷 ふ 心 は 切になる ので ある。 若い 血氣の 時代に は 寧ろ 故 i 

に 5!  ^ して W る 事 を 嫌うて 飛び出したがる のが 普通の 人情で ある が、 年 を 取って 


から は 必す故 鄕を懷 し が る もので あ 

人の 一 生の 思想. の 移り 變 りの 問題に 

を 超越した やうな 事 を 口にして：：^ る 

に 念 を 向けて 來る。 研究 な e も、 若 い 

るミ必 す 日本の 硏 究を始 むる 樣 にな 

見 て も、 斯 樣な倾 は 認められる S であ 

て 藤 原惺^ がさう であ つた。 始め 佛 

考へ て 儒 敎に移 つ た が、 爵 後 に は、 儒 敎 

如き ものである、 こして 我が 神道の 價 

の師 であった 林羅山 もや はり 佛敎か 

神社 考を著 は し、 又 本朝 通鑑を 書い ち 

敎を 出で、 • 朱 子舉に 移 り、 最 後に 日本 

は朱チ 寧から 一 度 佛敎に 移らん、 こし 
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る。 \ー  は殆， ご 例外な くさ う で あ る が、 此 事 は 

於ても 同じ や う に 見られる。 若い 時は隨 家 

人 も 四十 位の 所謂 不惑の 年 になる ミ 祖 國 

時に 外ば かり を 研究して 居った 人が 年を取 

る。 昔の 擧 者に 就て 見て も、 今 S. 寧 者に 就て 

る。 素行の 時代に 就て 云へ ば、 少 し 先輩 し 

敎を 研究 し、 佛 敎 は、 實 際 社會に 十^^ なきもの ミ 

の 敎ミ我 上代 神聖の 敎ミは 符 節 を 合する が 

値を强 調して：^ る。 ai 窩の 門人で あ り、 素 行 

ら 出て：^ 子 摩に 移 り、 更 に 日本に 歸 つて 本朝 

. 素行 V〕 同輩-、〕 して は 山 崎 闇齋が やはり 怫 

に歸 つて 强烈 なる R 本 主義 を _ip へた。 素行 

て 移 ら す、 一 M 古 聖の 道に 復っ て、 更 に 日 木に 

一 七三 
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歸 つたので ある。 

此の 事に 就 て、 素 行ミ 同時代の 儒 學 者の 傾向に 就て 少しく 考 へて 見よう。 素行 

の 生れた の は旣に 述べた やうに 元 和 八 年で あつ て、 筑 後の 安東 省 庵、 京 都の 木 下 順 

庵な さ、 同年の 牛れ である。 山 崎 0.0 は- \ 一より 四 年の 先輩で あ り、 熊 澤蕃山 は 三 

年の 先輩で ある。 \ 一より さきに 藤 原惺窩 ゃ林羅 山な さがあった 事 は la 々觸れ た 

通りで ある。 而 して それらの 中には 惺 窩ゃ羅 山の 如く 日本に 歸 つた 者 もあった 

事 も旣に 述べ た 通りで あろ が、 之 れ らも. S 十分なる 意味に 於て 儒敎の 日本化 を遂 

けて： ^ るミ云 ふ 事 は出來 ない。 而 して 懦敎の 日本化に 最も 力 を 致した 人 は、 素 行 

ミ 同じ 時代に 出た 山 崎 闇 齋、 熊 澤 蕃 山、 及 び 山 鹿 素行で ある。 少 くも 此の 三人が 寬 

文顷 の^ 敎の 日本化の 中心人物であった S である。 

そ れ " の 中、 山 崎 闇齋は 最も 先輩であって、 その 當時 一 般 の儒擧 者の 尊外卑 内の 

態度に 憤慨し て、 大 に 神の 國 日本の 尊 嚴を說 いて 居る ので ある。 之 は 儒敎を 日本 

化した 73 云 ふより は、 寧 ろ 儒敎を 捨て 、神道に 人 り、 神 道に 入った 後 に、 我 が 神國の 


尊嚴 を自覺 した、 こ 云 ふ か が 當 つて 居る であら う。 强て 云へば そ S 祌^ をお ち 立 

つるに 常つ て は、 宋 學の 理氣說 やその 敬愼 說を應 用した 所が あつ て、 そ れ らも 儒敎 

の 日本化で ある、、〕 Es^ れば 見られない 事 も あるまい。 

熊 澤蕃山 は 陽明擧 者で あつ て、 そ の 傍ら 一 種の 神道 說を唱 へ、 我が 神の 國の 尊嚴 

に 及んで 居る" 殊に 其 主要なる 著述 集 義和嘗 や 集 義外書 を、 其當 時の 一 般の 儒 擧 

者ミ 違って 漢文で 霄 かすに 日本 文で 書いて 居る 樣 に、 成 るべ く 自國の 言 紫に 據ら 

う. こした 所に も その 國民 精神的の 傾向 を 示して 居る。 その 集義和 寄の 中には 日 

本の 國體 の. 尊厳なる 所以が 厦， -論 せられて 居る。 かくて 日本 儒敎を 構成す る 上 

に 於て は蕃山 は闇齋 よりも 一歩 進んで 居る ミ云 へる であらう" 然し 一 方、 三 輪 物 

語 に は、 我 が 天 照 人 神 は？！^ 泰伯 である ミ 云 ふ 事 を 長々 ミ M じて： 1^5 る。 日本の 皇室 

ま 秦 ，0 の 後で ある ミ云ふ 事 は、 南 北朝 時代 圓月ミ 云 ふ 僧侶が 云 ひ 出して 以後、 一 

都の 儒 寧 者に は 之 を 信す る ものが 多 く、 林 羅 山の 本朝 通 鑑の初 稿に は その 說が採 

用せられ て 居った、/ 二： ムふ 事で ある。 三輪 物語 は僞 寄で ある、、，" 云 ふ 說も あ. る が、 も 
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し蕃 山の 說 である、、〕 すれ ば、 蕃 山 S 

なければ なら ぬ。 

兎も角 此 の 時代、 儒舉 者で ありな 

素行の 外に は 右の 二人 位であって 

祿の 頃に なって も、 荻 生 徂徠の 人々 

たもの が 多かった ので ある。 素行 

先 覺％: の 地位に 立つ 一 人で あ り、 し 

て . 居 り、 そ の 態度 も 最も 鮮明で ある 

多年 奉じて 居った 朱 子 擧に疑 を 

HI 本 主義に 移った の は 先き にも 云 

依る ものである が、 尙 ほ 素 行 自 ら そ 

我等 以前より 異朝の 書物 を 好み _ 

以 前 迄、 異 朝より 渡り 候 書 物、 穴 方 


剥 民 的 自覺心 は尙ほ 


が ら 

- 多く 

を始 

か も 

-M き、 

つ た 

れに 

日 ^ 

不レ殘 


比 

お 


や 

就 


較的國 家 我の 

儒 寧 者 は、 此 の 

ミ して 支那 か 

者ミ して 國民 

の 二人に 比し 

旦 十：！ 舉 を ^ へ 

うに 一 般の人 

て 配 處殘箪 の 

動め 候、 而 近年 


米 だしき 所 

自覺を 有つ 

寬 文の 頃 は 

ぶ れ の 思 想 

的 自覺を 有 

て 一層 その 

た 所の 素行 

が 有って 居 

中に 明記し 

新 渡 之 書 物 


力 

勿 

1 ) 

つ 

力- 

ま 


あ る ミ 云 は 

居った 人 は 

論、 降 つて 元 

陷 つて；；^ つ 

た人ミ して 

想が 徹底し 

- 再び 轉 じて 

、ひ 的， 向に 

居 る。 

不レ存 十 ケ 年 


令， 1 一 覽, 候、 依 A 一  不， 覺 異朝 之 事 を 諸事 宜敷存 


じ、 本 朝 は小國 故、 異 朝に は 何事 も 不， 及 聖人 も 異朝に こそ 出來候 ミ 存じ 候。 此段 

は 我等 許に 不， 限、 古今 之 舉者皆 左樣に 心得 候 て、 異 朝 をした ひ舉び 候、 近 頃 始而此 

に 存知 人り て 甚だ 誤ミ知 候、 信， 耳 不， 信て 、棄レ 近 取， 遠 候 事 不， 及， I 是 非， 誠に 舉 者の 通 病 

に 候 儀に て、 詳 かに 中 朝 事實に 記し 候へば 大槪を 爰に記 置 候 

ミ あるの がそれ である。 桓子新 論に^ 咸 尊 レ古卑 X 「、貴 レ 所：， 聞賤レ 所レ見 ミ あ り、 或 は 顔 子 

家訓に 世人 多レ蔽、^13;レ耳賤,目 ミ ある や う に、 聞 き傳 ふる 所の 支那の 敎 のみ を 信じ て、 目 

前に 見る 所の 我 國の事 實に信 を 置か す、 近 きを 棄て 、遠き を 取る さ 云 ふ 弊 害、 俗 に 

云 ふ 隣家の 菜 汁 を^む ，こ 云 ふ 弊害 に、 素行 自身 も陷っ て g つたので あつ て、 後に 至 

つて 其の 妄を覺 つて 中期 事實を 著 はした ミ云 ふので ある。 

然し 素行 が、 斯 く 我 國の擧 問に 指 を 染めた の は、 必す しも 晩年に 始まった 事で は 

な く、 其 の 師林羅 山が 我が 國史に 精通して 居った 人で あるか ら、 た ミ へ、 只 朱 子擧の 

門人 7〕 し て 之 に 事へ た ，/〕 し て も、 必 す 冥々 の 中には その 感化 を 受けた であら う。 

又 十七 歲の 冬 高 野 按察院 に 就て 神道の 傳授を 受けた 外、 神 道 や 和歌 や 有職 故實な 
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〈ご 國擧を 舉んだ 事 は、 旣に そ の 經歴を 述べ た 時に 述べ た 所で ある。 故に、 晚年. 儒學 

から 轉 じて 自國の 研究に 移つ. U 事 も 其 淵源 は 旣に壯 年 時代であった ミ 見るべく、 

は それが 所 ， 砻 在 意 識ミ して 存 してお つたので ある。 只 素行が 國擧 を 舉んだ 頃 

よ、 ま だ 契 沖 や^  m 赛 満、 賀 茂眞 淵な さに 侬 つて 起された 眞 正の 國舉も 起ら す、 何 れ 

も 中； に 興った 怪しけ な傳授 物、 牽 强附 4:: の觯釋 であった ので ある。 又^ 行が 學 

ん だ ミ 云 ふ 忌 部 流 の 祌 道 ミ 云 ふ も の も、 平 ^驚 胤が 俗 神 道 ミ 罵った 種類の も ので、 

之 I ら ハ ^ を 受けた おに.^ つ て、 眞に 本の .S 厳 ミ我國 體の慣 値ミを 理解す る 

搴は 困難で あ るが、 少く  -ヒも 我國の 研究に 興味 を 有つ 樣 になる 遠い 原因に はなつ 

たで あ ら う。 然し 心 を 込めて 我が 國 の-歴史 を 研究す る 事が 何時から 始まった か 

.、) 云 ふ： si- に 就て は个 -\} れを 明かに する^が 出來 ない。 鬼に 负晚 年に 外の 敎 のみ 

を 尊ぶ 誤り を覺 つて^ 國を考 ふる 樣 になった 事は配 處殘^ に 見えた 通りで、 その 

結果が 中 朝 事 I 莨、、〕 なって 現 はれた ので ある。 

中 朝事實 を 著 はした の は 寬文九 年であって、 赤 德に誠 居して 四 年 目、 赦 されて 江 


戶に歸 る 七 年 前で ある。 之れ を 著 はした 

た 序文に 明かで ある。 

恒に 蒼海の 窮 りなき を 見る もの 其大を 

廣 きを 知ら す、 是 れ 久しくして 狃る 、な 

明の 土に 生れて 未だ 其 美 を 知ら す、 赛 ら 

何 ぞ 其れ 放心なる や、 何 ぞ 其れ 喪 志なる 

中 國の水 土 萬 邦に 卓爾 す、 而 して 人物 は 

治の 緜々 た る、 顿 乎た る 文 物、 赫 乎た る武 

月、 皇 統の實 事 を 編 み て兒童 をして- \} を 

云 ふ。 

卽ち 一 般の 儒者 が、 自 國 の 尊 嚴 を 忘れて 盲 

を 愤 つ て、 其 放心 を戒 むる のが 目的で ある „ 

むる にあり さした。 素 行 が 自ら 放心 を 取 


精神に 就て は、 そ の 中 朝 事實に 自ら 記し 

知 ら す、 常 に 原野の なき を 見る もの 其 

り。 豈 唯に 海 野の みならん や、 s!f 中 華 文 

お ほい 

外 朝の 經典 を嗜 み、 膠 に 其 人物 を 慕 ふ。 

や、 抑 も奇を 好む か、 將 異 を 0 ぶ か。 夫れ 

八 $ ^に 精 秀す。 故に 神明の 洋々 たる、 聖 

德、 以 て； 大壤に 比す ベ し。 今 ^！威 冬 卜 有 一 

誦 し て 其 の 本 を 忘 れ ざ らしむ る ミ爾か 

目的に 外 をへ 尊 ぶ S 誤謬に 陷っ て. 居 る の 

" 旣に 孟子 も擧 問の 要は その 放心 を 求 

り 返し て、 他 を 戒めた の は 


その 古 攀の精 
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.1: を體 した ミ云 ふ べきで あ ら う。 

かくの 如き 精神から 著 はされ た 中 朝事實 の. s: 容 は、 種 々 の點 から 我國の 歴史 を 

觀 察 し， 之 れ に^って 我が 國體の 尊？ 敏を 明かに した ものであって、 配處殘 筆に は 之 

. を 要約して 簡明に 述 ベ \ し 居 る。 

本朝 者 天照大神 之 御 苗裔 V- して 神代より 今日 迄 其 正統 一 代 も 違 ひ 候 事 無 之、 藤 

原 氏 輔佐- \}  HH 迄 世々 不斷 して 攝錄 1\} 臣、 賊子 不義 成 事 無 之 候 故な り。 是 仁 義 之 

正德甚 厚 く 成：^ にあら す や。 次に 紳 代より 人皇 十七 代 迄 は 悉く 聖 德 之 人君 相 

續 あり。 S ，设 S 臣輔佐 奉りて、 天地- \ー  道 も 立、 朝 廷 之 政 事、 國 郡 之 制を定 め 、四 民 之 

作法 ffl 衣へ 艮 家宅 冠婚 喪祭 之禮に 至る ま で、 各 其 中庸 を 得 て、 民 や す く、 國 平 に、 萬 

代 之规摸 立て 上下の 道 明 成 事 は、 是 聰 明 聖智之 天德に 達せる にあ ら す や。 況武 

勇 之 道 を 以てい はに、 r: 一  歸を擧 ゆて 本朝に 貢物 を あけ 高麗 を 攻て其 王城 を 落人、 

日本の 府を 異朝に 設けて 武威 を 四海に か r やかす 事、 上 代より 近代 迄然 り。 本 

铜 -\ 一  武 0>0 國ま でも 恐れ 候 得 共、 終 に外國 より 本朝 を 攻取事 はさて 置、 一 ケ所も 


彼 地へ うば はる、 ¥ な く、 さ れば 武具 馬 具、 劍 戟 之 制、 兵 法 軍法 戰略 \ 一品々， 彼國 の 

及ぶ 處に あらす。 是 武勇 之 四海に まされる にあら す や。 然れ ば智仁 勇の  一二 は 

聖人 之 三德 也.^ 此三德 一つ かけて は 聖人の 道に あらす。 今 此の 三 を以 て 本 

朝ミ 異朝 ミを 一 々其 印 を 立て 校 量 せし むる に、 本 朝 はるかに 勝れり。 誠に まさ 

しく 中國 ミ 云 ふ ベ き 所 分明な り。 是 更に 私に 云に あら す、〕 天下. N! 公 m な り。 

上 古 に 太 子 ひ ミ り 異 朝 を 尊 ば す、 本 朝 之 爲，, 本朝 一事 を しれり。 云々 

ミ あるの がそれ である。 聖人の 道 ミ云ふ も 舉竞智 仁 勇の 三 德に歸 する 「、 此の 三， 

德に 就て 考 ふる に、 理 論 は 兎も角 實 際の 事 實 ミ し て は、 我 國は 支那に 優って 居る" 

故 に、 實 際の 中國は 支那で なく 日本で あ り、 日 本 は、 世 に 謂 ふ 聖人の 國 より は 一 層 尊 

貴なる 國 である.。 此の 尊貴なる 國を 尊ぶ 所以 を 知る 事 は、 古 く聖德 太子が 其模 g- 

を 示した ので ある。 此の 模範に 則 り、 此 の 尊貴なる 國の 尊貴なる 所以 を 明かに す 

乙の が 卽ち中 朝 事 實を著 はした 理由で あつたので ある-、  \ 

业 Z 通の 儒學 者な さ が中國 ミ 云 へ ば、 必 す 支那 を 指す ので ある が、 素 行が 中 朝 事 實， 
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の 序文の 中に 於 て、 特 に 我國を 指して 中 國ミ呼 

ある。 之 は 何でもない 事の 樣 である が、 此 當 時 

あ つ て、 少し 後れて 山 崎 闇齋の 門人 淺 110- 綱齋が 

未だ 此の 當 時に 在て は 閽 齋ミ 素行.^」 の 外に は 

かった ので ある。 

中— 3 ^ー實 は、 上 下ニ卷 から 成る 極めて 小さい 


神 器、 神 敎、 神 治、 神 知の 七 章に 分 ち、 下 卷 を 0 政 、鱧 

別に 附錄 さし て 、質疑 數項を 設けて 解答して 居 


先 章 一に 於て は、 我が 國の 神話 を 基礎 ミ し て、 

に 常 つ て、 旣 に嚴然 たる 秩序が あ り、 禮 儀 も備は 

如き も 確立して 居った 事 を 指摘 し 、之 を 天地 自 

行の 理に 押し あて、： nl^ る に、 恰 かも 符節 を 合す 

於て は、 ^ 諾伊 # 冉 二 注の 神の 我が 大 八洲國 


んで 居る 理由が. 乙に 侬 つ て 明かで 

ミ して は大に 珍、、) する に 足る ので 

中國 夷狄の 辨を 明かに して 居る が 

之れ だけの 識 を 示した もの は 無 

書物で ある。 上 卷を天 先、 屮 統， 

儀、 賞 罰、 武 德、 祭 祀、 化 功 S 六 ^ に 分 ち、 

る〕 

_ 天地發 生の 順序 を 述べ、 開^の 初め 

り、 陰 陽 唱和の 大 義、 卽 ち 女 S 別の 

然の 道理 を說 いて 居る 所の 陰陽 五 

るが 如くで ある 事 を 論 じ ザ阔难 に 

を 修理 固成 せられた 神！^ を 記 し、 天 


孫 降 臨、 神 武 天 皇 の宏業 

道將軍 派遣に 侬 る 所の 

務 天皇の 御代に 於け る 

らの 歴史 事實を 綜合し 

謹んで 按す るに、 地 は 

得る を 中^ ミ 云 ふ。 

行 は れ、 寒 暑 順 ひ、 水 上 

き、 唯 神州 及び 外 朝の 

敎を 致す こミ殆 S ff 


_/3、 そ の 詔勅に 現 はれた 建 

皇 威の 擴張、 景行 天皇の 御 

行政 區畫の 整理、 卽ち國 郡 

て 次の 如く 述べ て 居る。 

天 の 中に あ り、 中 にも 父 四 

一 マ ：！ ふ • 心 は、 天 地の 中 を 得れ 

人物 甚だ 美に して 過不及 

み 天地の 中 を 得、 故 に 人物 

を 合する が 如し。 蓋し 天 


る 時 は 則ち 都鄙の 分 あ り、 而 して 王畿を 設 け、 都 

に 通 じ、 四 藩 以て 之 に屏 ふ。 故に 其 規ゃ其 制 や 

ら す。 凡 そ 上、 天 象に 法 り、 下、 地 S 勢 を詳に し、 人 

て 以て K 禮用を 致し 以て 其 至誠 を 盡す時 は、 則 

白お 國尊嚴 論 


國 の尺理 想、 崇 

代に 於け る 熊 

の 設定 等の 麼 


邊 無 くんば あ 

ばな り ： 大地 

の 差の 無 き 之 

事義 火に 異な 

地 あ る 時 は 則 

宫を建 て、 逍 路 

未 だ 嘗 て そ S 

物の 計 <r を 校 

ち 遠 近 都 鄙、 內 


神 天 -yw 

壟 及び 

史事實 

ら す、 而 

の 中 ミ 

れ なり „ 

ら す 其 

ちお. 郡 

を 制し、 

道を盡 

窜 

へ 、治 亂 

外 その 

一 八 三 


の 御代の 四 

蝦夷 征伐、 成 

を敍 し、 そ れ 

して 其 中 を 

は 何 、ぞ、 ra: 時 

. ず：： 邦の 衆 

極 を 建て 聖 

あ り、^ 郡 あ 

_ 四 方 以 て 之 

さすん ば あ 

の 機 を 察 し 

浴 を 同じう 


. 山 鹿 素行  一八 四 

しその 利 を 通 ぜ ザ 云 ふこ ミ なし，" ：大 下の 大な る、 國 郡の 區々 たる、 一 擧す 可ら 

す 雖 も、 朝 廷 より 王 畿に及 び、 王 幾より 四方に 及 び、 四 方より 四疆に 至る こ 、こ、 猶 

一 元 氣の四 支 百骸を 周流 營衞 して 以て 諸 を 一 胸 K に統 ぶる が 如し。 然 らば 乃. 

ち 朝廷 王 幾 は 天下の 規範に して 兆民の 具瞻 する 所な り。 豈に 一人の 私 を縱に 

ほこ 

し、 當 時の 治に 伐って 其 規範 を 致さ r らん や。 

卽 ち、. M に 依って 我國 が" 尺 下の 中で あ り、 我 が 朝廷の 規模が 萬 國に範 たるべ き を 

明かに して 居る ので ある、" 

0 統^に 於て、 伊お. 諧伊 si- 冉ニ神 が  一二 貴 子 (天 照 大 神、 素 戔 鳴 尊、 月 讀 尊) を 生み 給 ひ， 

天照大神の 正統の 子孫 を 我國の 君主 ミ 定め、 天照大神 は \) を 皇孫 環々 杵 まに 授け 

給うて 以 來、 皇 位 は 連綿、 こして 一 系の 皇室に 傳は り、 之 に 依って 我 國の榮 え は 永遠 

無窮で あるべ き 事 を 述べ、 又 中世の 武家が、 權 を專ら にす るに 及んで、 隨分我 ま i な 

る 振舞 もあった に拘ら す、 而 も尙ほ 王室 を 貴んで 君臣の 義を存 して 居る の は、 天 神 

及び 人皇の 知德が 著し く、 國 民 は \ 一れ を 永久に 忘る 、事が 出來 ないから である 事 


を 明かに し て 居 る。 

方 


神器 复 


しるし 

て、 我が 傳國 の璽ミ しての 三種 神器の 由 來を述 ベ、 此 の 三種 S 神器の 


道德的 意 

_3 -. し て 居 

顯 はれで あ 

合 せ、 外 は 其 

f 神 治 章 I に 

無 窮 の 皇 運 

の 根本が、 正 

我 が 皇 室 に 

て、 專ら 民の 

に 述 ベ て、 我 

定の 事を述 


卽 . ^玉/は 溫 仁の 德を 表 は fe. は 格物致知の 知 を 致 A 、鈕 V 決 斷 S 

る こミを 明かに し、 此 の 三つの 德を傳 へ た 事 こそ 正しく 天神の 至誠の 

る さ し、 歴 代の 天皇 は、 此 の  一二 種の 神器 を用ゐ て、 內 は 其の 大御心 に 照 し 

の 政 治、 敎 育の 資 けさせられた 事 を 述べて 居る。 

於て、 天照大神の 天孫 瓊々 杵 尊に 下し 賜 はった 神勅に 依って、 我が 天壤 

の 由來を 明かに し、 神武 天皇 卽位四 年の 詔を揭 けて、 我國に 於け る 治 道 

しき を 養 ふの 眞 心に 存 する 事 を 明かに し、 崇神天 皇四 年の 詔を揭 け て、， 

於て 行 は せらる、 政治 は 決して 私の ために 行 はる 、もので は 無くし 

利 盆 を 先 さする 所の 仁政で ある 事 を 明かに し、 又 上代 封建の 制度 を詳 

が國に 於け る 君臣の 分の 嚴 重なる 所以 を 論 じ、 成 務 天皇の 御 代 ま 郡 制 

ベ て、 我國 の郡縣 制度の 濫觴 を 明かに し、 天照大神に 關 する 神話 を敍 し， 
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て、 我が 豐茉原 瑞徳國 の 瑞徳國 たる 所以 を 明かに し、 且 つ 御 歴 代 3 勸 農 の i^^- 踵 を 記： 

し て、 我 國が 農本主義の 國 である 事 を！！ じて 居る" 

一 神 に 於 て、 我 が 皇祖 天つ 神 が、 人 材を 登用す る 事 極めて 愼 i で 


の 常 を 得て 居った 事、 之 に 依って 文武の 官史 各々 其 道を盡 して 皇 室 

た 事 を 論 じ、 天 下の 治 道 は 人 を 得ろ より 尺なる はな く、 其 人 を 得 ざ る 

て 功な く、 其 人 を 得る 時 は 卽ち垂 拱して 成る を 待てば よいので ある 

る。 

、聖 玫 卑 一に 於 て は、 神 武 天皇 卽位 元年の 詔 を 揭 ゆ、 神 武： 人皇 が、 天 を 繼 

て 天下の 禮を 正しく し、 其 舊ぃ 風俗 を 新に せられた 事に 依って 我國 

の 基礎が 立 つ た 事 を 述べ、 又 我が 皇祖が、 至誠 を以 て 神に 事へ、 それに 

ま 1 致の 實を擧 けられた 事を說 き、 崇 神 天皇が 民の ために 神 を 祭り、 

死 を 禁じて 民の 悲みを 息め 給うた 事、 景 行 天皇が 巡狩して 民 を 安 ん 

鉀 れ妖 を 止めて 民の 惑 ふ もの を 救 ひ、 (河 伯 を 祭る に 犧牲を 供す る 事 


あってよ くそ 

を輔 し舉っ 

時 は 則ち 勞し 

事 を說 いて 1^ 

ぎ 極 を 建て、 以 

に 於け る 政府 

侬 つて 所 謂 祭 

垂 仁 天 皇 が 殉 

じ、 仁 德 天皇の 

を ^ め ら れ た， 


事)、 繼體天 皇 が、 勸 農の 詔を發 して 民の 生活 を豐 かにせられ た 事 を. S! ベ て、 御 M 代 5- 

皇 恩の 宏大なる 事 を 叙して 居る。  . 

i 儀」 症 ^ 於て、 我が 神話に 現 はれた 天地開闢の 序 位 は、 卽ち我 が 天 神 が、 夙 に ^ を 

正し 給へ る 事 を 示す もので あつ て、 聖 德 太子の 憲法 ト七條 の 第 ra: 條 に、 禮 を 以て 本 

ミ すべ きを 說 かれて 居る の もや はり 同 じ 精神 に 基く もので あ り、 卽 位の 大 S  、后 妃 

撰 立 S  ^立 太子の 縫、 諒 闇、 其 の 他、 す ベ ての 禮條 は、 普 通に 儒者 S 云 ふ 如 く、 全 部 支那 

から 模 做して 始めて 定まった もので 無い 事 を 論じて 居る り 

i 罰 章 £ 於 て、 我 國 お 來 賞罰の 嚴 にして 明かなる こミ は、 二 貴 子 S 分 治、 經 律^ 神 

の 事 蹟、 卽 ち 天神の 命に 抗 する 建 御名 方 神を誅 伏した 物 語、 神 武 大 皇 S  m 功 行 賞、 索 

戔嗚 命に 對 する 千 座 置 戶拉に 追放の 物語に 依って 明かで ある 事 を 述べ、 

一武 13111 に 於 て、伊 諮 伊 冉 二 神 が、 天 浮 橋の ヒに 立た して^ 匕 經營の 事業 を 創 

め ら る 、 や、 先 づ矛を 以て 蒼海 原を棵 ら れ た 事、 天 照 大 神が 武装し て 素 逢, ^ 尊 を 待 

ち 給うた 事、 神武 天皇の 御 東征 はすべ て 武威 を 示す 事に 依つ て 遂行せられ た 事 1^ 
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代將を 選んで 任す るに その 宜しき を 得た 事、 神 功 皇后が，^ 性の 御身 を 以 て、 遠 く 海 

外に 武威 を 輝かした 事、 な e を 述べ て、 我 國が古 來武德 を 以て 立った 國 である 事 を 

論 じ llifcte に 於て、 天照大神が、 天つ 神の ために 神 衣 を 織り 給 ひ、 高 皇 產靈； t が、 天 律 

神 竊、 天 律 盤 境 を 起 し、 神 武 天皇が 卽位四 年 に、 皇 祖 天つ 舯を 肥って 大孝を 申べ 給 ひ、 

崇 神 天皇が、 百姓の ために 諸々 の 神々 を 祭 り、 垂 仁 天皇 が、 伊 勢 大廟を 起し 給 う た 事- 

を 述 ベ て、 我 國に於 て、 宗 廟拉に 八 百 萬の 神々 を 祭る 事 を 以て 政府の 基、 、- する 事の 

由來の 極めて 悠遠なる を 論 じ、 

最後に sfei 於て 崇神 天皇の 御代、 任 那の蘇 那葛叱 知が 來 朝し て 以來、 幾多の 

外人が 我國に 於て 投 化した ので ある が、 そ れ ら は、 我 國民 獨特の 包容力 ミ强大 なる 

同化 力、/」 に 依って 悉く 之れ を 包容 し、 同 化 し て、 此 に 渾然たる 大和民族 を 作り 上 ゆ 

た 事 を 論じて 居る。 

以 上 中 朝 事 實 に た 皇 國 尊 嚴 論 の 大要 を 述 ベ たので あるが、 我國の 神話 及び 

歴史上の 事實 を、 種 々の 立場から 縱 橫に觀 察して、 我國の 精神的 恃 色我國 の： 點我 


が 國體の 優秀なる 所以 等 を 明かに したので あつ て、 そ れら 我國の 特色に 對 する 批 

剩 は、 儒 敎 精神 例へば 其の 大義名分 論、 儒 敎の道 原理 を 基礎、、〕 して 居る 所 に、 儒 敎 

の H 木 化、 又 は H 本 儒教の 樹立 を 見る 事が 出來 るので ある。 

儒敎に 溺れた もの、 目に は 我國の 文物の 憤 値 は 解らない。 儒教の 精神に 少し 

. でも 違った 所 か あ れ ば、 そ れ はすべ て 無 憤 値で あり 野蠻 である 如く 見 ゆるので あ 

る。 之れ に反して、 日本 我の 精神 を 確實に 把持して 儒教 を硏究 する もの は、 我が 國 

の 文物 が、 儒 敎 精神、/』 一 見 異なる 樣に見 ゆる 場合に 於て も、 必 す 其の 奥底に 潜む 所 

の 一 致點、 サ： ハ 通の 精神 を發 見し、 其 所に、 必す 我國の 文物の 憒値を 認識す るので ある。 

垒 然儒敎 ミー 致しない もの も 勿論 ある。 斯 かる 場合に は、 我 國の 特殊の 國 體に慣 

値 を 認め て、 其 方面から 考を 立てる。 同じ 儒 敎を擧 びな が ら、 我 國體を 基 聲 さして 

支那の 禪讓放 伐 を 論す る もの ミ、 禪 讓放伐 を 本、、〕 し て、 濫 りに 我が 國體を 論議す る 

もの ミ ある。 畢竟 其國民 精神の 有無 如何に 侬 つて 同じ 擧問 をしながら 斯 く反對 

の 立場になる ので ある。 
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儒敎の 場合に 限ら す、 如 何なる 舉說 又は 思想に 接して も、 H 本 我の 精神 さ へ、 確實 

に 把持して， W るなら ば、 诀 して その 態度 を 誤る 笞 はな く、 却 て それ を以 て、 國 民 文化、 

自國の 精 神、 思 想の 榮養 素、 こして 適 當に攝 取す る 事が 出來 るので ある。 危險 思 想 

である-こか 無 い ぐ) か 云 ふの は、 絕 對 的の 差別 ゃ標 が ある 譯 ではな く、 た r それ を 

用る る 用 ゐ 方に：^ るので ある。 \ー  を 卑近な 例に 侬 つて 譬 ふれば 恰も 藥 品の 如き 

ものである" 同 じ藥も 或る 體 質の 人に 取って は 必要 缺く 可らざる 藥 である が、 他 

の體質 の 人が S "るれば 非常な 危險を 招く 事が ある。 又 同じ 藥品 も用ゐ 方に 侬っ 

て は 健康 を 增 進 す る が、 誤 つた 用 ゐ方を すれば 却て 生命 を危 くす るで あら う-り 

素行 は 確乎たる 日本 精神 を 以て、 我 園の 歴史、 文物 を 研究した 結果、 其の 儒敎 知識 

は、 我 が 文 物、 我 が 國體の 價値を 認識せ しむる 資け、 こなった 譯 である。 

素行の 一 般 儒 a- 者、 こ は 全く 違つ た 態度 は、 後に 水戶 擧が發 達して せ、 の， た る 

固 民 精神が 高 i? せられ、 又 復古 派の 國舉が 勃興して 一 般儒舉 者の 尊 外卑內 の考に 

反 對 し、 我 が 皇 國 の 尊 嚴 をカ說 し、. れに 依って 自 國の價 値が 大に認 めら る 、樣に 


なった 後に なつてから 

はれる ので ある が、 素 行 

も發 達せ す、 舉問 、こ 云 へ 

は、 何 れも 支那 優秀 觀に 

ミ考へ て 居った ので あ 

して 世の 俗論に 反抗し 

れ ばな ら ぬ。 

世の 知識階級の 人々 

人 優越感に Si は れ、 外 を 

きものが あるので あつ 

保し 難いので ある。 德 

て、 佐 藤 直 方 や 三 宅尙齋 

寧 ろ禪讓 主義 を 可な り 


の國 民の E から 

の 出た 寬 文の 頃 

ば 儒 擧の事 を 意 

ffl は れ、 惹 て は 我 

つ て、 斯 かる 時代 

て、 大 聲疾 呼 以て 

を擧 けて 外國文 

尊び 内を卑 むの 

て、 其 の 勢の 趨る 

川 時代の 初期 は 

なさの 如 く、 我 が 


見れば 左まで 珍、 こする に 足ら 

於て は、 まだ 水 戶學的 精 柳 も 

する かの 如く 考 へら れ、 儒 學 

を 以て 取る に 足らざる 夷狄 

於 て、 獨 り、 此 高邁なる 識見 を 

皇國 ま嚴論 を 鼓吹した 事 は 異 


一 > 


ザ J 


匕 

ィ 

、、- - 

正 


見 

し 


萬 世 


ミ する 事 を 論 じ、 义 放 


心 醉 し、 之 を W 信 し、 不 當 な 

に陷 るに 於て は、 其 の 弊 は 

ろ、 遂 に 我が 國體 を危 くす 

く 此の 傾向 を帶 びて 居つ 

一 系の 國體 のま 嚴 なる 所 

伐 も 不可で ない ミ 論 す る 


ない 樣に思 

起 ら す、 國 0 

者の 大部分 

の國 である 

以て 敢然 ミ 

數ミ しなけ 

る 外 國、 外 國 

誠に 恐る ベ 

る 事な きを 

たので あつ 

以 を 認 め す、 

ものが 現 は 
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れ たの 

當然起 

如き は 

ほ儒敎 

か ぶ れ 

た 人々 

なかつ 

擧 者の 

於て 彼 

S の 出 

素行 

さ の 如 


は、 正 に其危 期に 臨まん ミ して 居つ たも 

つて は、 苟も 國民 精神の 强ぃ， 國民ミ して 

ら ざる を 得ない ので ある。 ^川 時代 後 

確に 此の 反動の 氣 味を帶 びて 起った も 

の 弊 も それ 程甚 しくな つ て は 居な か つ 

の 代表者の 如く 見られて 居る 荻 生 沮徠" 

で あ る-〕 從 つて 未-た 反動 現象 ミ しての 

たやう に 思 はれろ。 故に 素行の 曰 水 優 

思恕 に對抗 した 氣味も ある 事 は、 配 處 殘 

自身 燭特の 識見から 來 たもの で、 寧 ろ、 段 

鼻 を 抑へ たやうな 形で ある。 

は 是 迄 述 ベ たやう に、 我 國の 優秀 を自覺 

く、 支 那を 以て 賤む ベ き！！ であ つ て 一 つ 


の、、」 見なければ ならぬ。 斯の 如き 

は、 之 れに對 する 反動的 國粹 思想 は 

半期に 起った 所の 復古 國擧ー 派の 

ので ある が、 素 行の 時代に 於て は、 尙 

た。 佐 藤 直 方 も 三 宅尙齋 も、 又 支那 

，大 宰春 台な 一， ご も、 皆 素行より 後に 出 

國粹 運動の 起る 時期に は 達して 居 

秀 論、 皇 國 尊 嚴 論 は、 幾 分か は 一 般儒 

聾に も 見えた 通りで ある が、 大 體 に 

々盛に ならう，、」 する 尊 外卑. 2： の 思 

し て 1:^5 る の で ぁ る が、 然 し國擧 者な 

さして 採る ベ き听 はな い ミ する や 


うな 偏った 思想 は 全然 抱いて 居なかった ので あつ て、 其 事 は 中 朝事實 の中國 章に 

萬 邦の 衆 き、 唯 中州 及び 外 朝の み 天地の 中 を 得、 故 に 人物 事 義大に 異なら す、 其 の 

極 を 建て 以て 政敎を 致す 事殆さ 節 を 合せた るが 如し 

ミ ある を 見ても 解る ので ある。 此 <5 中に 中州 7」 あるの は 我國を 指して 居る 事 

勿論であって、 外朝ミ あるの は 支那の 事で ある。 我が 皇國の 尊嚴、 我 画の 文物の 憤 

値 を 支那の 儒敎の 道德： ii を 借りて 居る 事 は、 國 擧者 なさ 、全く その 立場 を 異にし 

て 居る 所以で ある。 卽ち 素行の 本領 は 何 所まで も 儒教の 日本 化、 或 は 日本 儒敎樹 

立者ミ しての 先覺 である。 之れ より さき 藤 原 惺窩は 其の 著 「千 代もミ 草」 に、 支 那 の 

聖人の 道 マ」、 我 が 上古 神聖の 立てた 敎ミは 毫も 異なる 所な く 恰も 符節 を 合した る 

が 如くで ある 事 を 述べ、 林 羅山も 其 著 本朝 神社 考に 於て、 我が 祭政 一 致の 7：3 い 風俗 

の 責 ぶ ベ き を 論 じ、 僧 侶が、 姦 計 を 以て 此の 美風 を 汚損し. U 事 を 憤って 居る が、 素 行 

の 如く 鮮明に 我國體 の拿嚴 ミ、 我 が國の 文物の 價値 ミを說 いて は 居ない。 £1 敎の 

曰 本 化に 力 を 致して は 居ない。 少年 時代 羅 山に 擧んだ 素行 が、 師 の 精神 を 受けて 
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S るで あらう.、：, 云 ふ 事 は 否 定 する 事 は出來 ない、、 一は 云 ひなが ら、 大 體に 於て 素行 

の 思 まや はり; 自の もので あろ 、、- 見る かが 疋し ぃミ 思 ふ。 

素行が 日本の：^ 點ミ 認めて 擧 けた 所に は 大體に 於て 誤 は 無い ミ見 てよ いで あ 

らう。 然し 他 S 半 に 於て 日本 ミ雖も 幾多の 缺點を 有って 居ない 譯 では 無い。 

それらの 缺點 にも 反省の 眼 を 向け て、 遷 善の 道を講 する 事 は眞に 日本 を 愛す 

以 である 事 は 云 ふまで もない。 然るに ロハ 其の 美點 だけ を擧 ゆて 缺 點に對 し 

全然 眼 を 閉ぢた 事 は、 後 の國擧 者ミ 共通す る 所が あるので ある が、 然 し、 之 も 一 

儒 寧 者 が、 無 理 にまで 我國 を、 自 分が 身 を 托して： る自國 をけ なしつ けて 徒ら 

那を 稱揚し 崇 拜 す る が 如 き、 日 本國民 V- し て、 其 心の 那邊 にある か を 解し 難い 

な 態度に 比 咬す る 時 は 優る 事 萬々 である 、へ〕 云 はなければ ならぬ。 


る 所 

て ま 

部の 

に 支 

や う 


後世に 及ぼし K 影 響 

素行の 後世に 及 ほした 影響 は 勿論 少 くない。 殊に その 兵擧の 門戶の 盛なる 事 


は旣に 述べた 通りで あつ T 後の 兵法家で 素行の 流れ を 汲む もの、、， - して は 北 ハの門 

人 布施 守 之から 佐 久間立 齋の佐 久間流 も 出て 居る ので ある が、 此 に は 專ら思 想 の 

方面に 就て 考へ て 見る。 

朱 子 舉齐ミ して は 前に 述べ たやうな 關係 になつ て 居る ため に、 普 通に 林 維 山の 

門人 錄 から 削られて 居る 程であって、 朱子擧 者， 、一しての 素行の 門 流 は殆さ 消えて 

居る ミ 云っても よ い。 然 ら ば 古 學派ミ して は さ うで あるか ミ 云 ふ に、 之 も 素 行 が 

伊 藤 仁齋ミ 共に その 光 覺者的 地位に 立って 居る ミ は 云 へ 、素 行 は ^4: の 結 5^ 罪 を 得 

たために、 再び 之 を 說く事 をし なか つたので、 仁齋 や、 其 後に 出た 荻 生徂棟 一派の み 

が 名聲を 尊ら にして 素行の 流れ は、 素 行 一代 を 以て 絕 えた 姿で ある。 R 門 流 ，： し 

て は 形の 上で は絕 え た 姿であった が、 そ の 精神的の 影響が 無 い、、 >  云 ふ 事 は 出來な 

いのであって、 復古 國 * 者の 皇國 尊嚴 論の 如き は、 幾分 素行の 精神から 影響して 居 

. る ミ見 るべき であら う。 加茂眞 淵の 復古 思 想 は、 荻 生 沮徕の 古文 辭擧 から 闇 示 を 

受けて 居る ミ 一 部から 云 はれて 居る が、 又 却て 眞 淵の 方が 早い ミ辯 する 人 も あつ 

後世に 及ぼ. し.；，： 影響  .  一 九 五- 
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て、 寧 ろ 此の 兩者 は關 係が 無い やうに 思 はれる。 素行 ミ 眞 淵 ミ は 無論 直接の 關係 

は 無い やうに 思 は. れる が、 眞 淵の 皇國 尊 嚴 論、 殊 に 日本に 固有 道德 思想が お 在して 

. 居った ミ云ふ 主張の 如き は餘程 類似の 點が あつ て、 國 學^， 、」 して は眞 淵が 第 一 に 

唱へ 出した ので ある が、 素 行 は それよりも 一 時代 早い ので あるか ら、 中 朝 事 實の如 

きも 恐らく 眞 淵の 目に 觸れ たで あらう し、 le を 觸れて 居る ミ すれば 前者の 後者に 

對 する 影響 は 認めなければ ならない であらう。 殊に 看過す る 事の 出來な いのは 

士 口田 松 陰で あつ て、 士 n 田 松 陰の 最も 强烈 なる 愛國 者で ある 事 は 今更 論す る 必要 も 

無 い 事で ある が、 松 陰 は 直接に は 佐 久間象 山に 師事して 其 感化 を 受けて 居る が、 他 

め 1 面に 素行の 中 朝事寶 や 武敎小 擧を愛 して 其 澎響を 受けて 居る のであって、 

明治維新の 事業の 完成に は、 松 陰 を 通じて、 間接に 素行の 精神が 働 いて rig る ニノ 云 ふ 

本が 出來 るで あらう。 大石良 雄 等の 所謂 義擧は 素行の 感化に 侬る もので あろ ミ 

云 ふ 事が 先哲 装談な 一.： にも 見えて 居 り、 通 俗に も廣く 信じられて 居る 事で ある。 

素行が. 德に謫 居 を 命ぜられて 居った 山 は、 良 雄が 八 歳から 十七 歳までの 間で あ 


つ て、 其 間に 其の 兵 擧の印 可 を 受けた、、〕 云 ふ 程で あるから その 精神的 感化 も必す 

受けた 事で あらう。 

就中 後せ に 及 ほした 影響 さして 意義の 大き いのは その 武士道 論で あら う。 . 素 

行 が 士 道 ミ、 武 敎小 舉ミに 依って 儒敎 精神 を 我が 武士 精神に 合せて 始めて 武士道 

敎義を 打ち 樹て 、から 以後、 武士道 論が 俄に 盛に なった ので あるが、 素行に 直接 敎 

を 受けた 大道 寺 友 山の 武道 初心 集 を 始めさして 大抵 皆 素行の 武士道 論 を 根底 ミ 

して 居る ので ある。 水 戶の德 m 齊昭が 天 保 四 年始め て 一 橋 家から 入って 水戶家 

を繼 いだ 時 に、 そ の 藩士に 示した 告志篇 の 中 に、 武 士の攝 るべき 樂 ミ して 示して あ 

るの は 素行が 士道の 中 の、 游 會の 節を愼 む、/〕 云 ふ 所に 示して ある 所ミ殆 一.： 同 一 で 

ある。 其 外大體 素行の 說 y) 同じで あるの を 見る ミ、 恐 ら く 烈公も 素行の ヒ 道から 

敎を 受けて 居る ので あらう。 吉田松 陰 が、 素 行の 武敎小 學を以 て、 武 士 の 讀 む ベ き 

書で ある さし て 門人に 推獎 し、 自ら 其 松 下 村 塾に 於て 之れ を 講じた (武敎 講錄は そ 

の^ 記で ある) もので、 此の方 面から も 素行 は 維新の 大業に 間接 の 關係を 有つ て 居 

後世 LL 及ぼしれ 影響  一 九 七 


山 鹿 素行  一 九 八 

るミ 云へ る S であ る" 

上： r  ._^B 

素行の 敎、 素行の 精神の 我が 精神 史上に 於け る 意義 は 是 迄述 ベた 通りで あ る。 

今日 我國の 思想に 於て 最も 大きな 弊害の 中の 一 つ は、 徒らに 議論 を 弄んで 實践を 

無視して 居る 事で あ り、 他 の 一 つ は、 外 を 尊んで 內を忘 れ、 孟 子の 所謂 放心に 陷 つて 

居る 事で ある ミ思 ふ。 二者 共に 素行が 大聲 疾呼して 戒めた 所で ある。 卽ち 吾人 

は 素行の 精神、、〕 その 敎ミの 意味 を 歴史上に 認 むる のみなら す、 現在の 生きた 問驢 

ミ しても と を 吾等が 反省の 資料 7) しなければ ならぬ ミ思 ふので あ る. * 


附 
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德川 時代に 於け る內外 尊卑の 論  • 

緒 言 

明治維新で 開國の 國是が 定めら れ、 盛 に 泰西の 文化 を 輸入す る 事 を 始め 一し から 

大正の 今 曰に 至る まで 旣に 六十 年に 垂ん、 ヒ して 居る、 其 間に 於け る 新 文明の 攝取 

は實 に目醒 しい ものが あつ た、 之 は 我國に 取って 勿論 犬なる 幸福で あつ た、 之 に 依 

つて 我國 運の 發展 した 有樣は 西洋 先進 國民 をして 張 目せ しめた、、) 云 はれて 居る。 

然し 六十 年ミ 云へば 半世紀 を 越して 居る、 徒らに 泰西 文明の 輸入 を事ミ して それ 

でよ いもので ある か、 最 早 何 ミか獨 立 的の 曰 本文 化 V 二 W ふ ものが 創 成 せられても 

よい 頃で は 無い か、 斯 樣な聲 は 近來に 至って 可な り 盛に 聽 かされ る、 否 必す しも 近. 

來 さ 云 は す、 旣 に 二三 十 年 も 前から 此 聲は擧 がって 居る ので ある- - 夫に も 拘らす 

大勢 は 依然 ミ して 西洋文明の 移 人 を事ミ する 風で ある。 

今 B 我國の 出版界 は 前古 未曾有の 盛況で ある、 我國の 過去に 比較して 最も 盛で 

德川 時代 •」 於け る內外 尊卑の 論  一 九九 


山 鹿 素行  二 〇c 

あるの み な ら す、 今 日 西洋の 諸 文明 國に 比しても 一二 四 位 を 降る もので は 無い ので 

あ る、 然 るに 其內容 から 云 へ ば 其 大半 は翻譯 書で ある ミ云ふ 事 は 何 を 意 味す るか.. 

一 體 今日の 日本人 は 西洋文明に 對 して 殆さ 迷信 的の 信賴を 有して 居る、 西洋人 

に は 到底 及ぶ 事 は出來 ない、， こ 初めから きめて か つて 居 る、 西 洋の舉 者の 論 す る- 

所 は 正しい も の、 批 評の 餘地も 其 必要 も 無 いもの ミ考 ふる 風が ある、 n 本の 麼 史、 日. 

本の 藝術 等に 對 する 研究 批判す ら尙 且つ 西洋の 擧 者の 首の 方に 傾聽す る。 

斯の 如き 思潮が 國 民の 間に 勢力 を 有つ 間 は 決して 日本に 獨立 文化 は 生れ 得な. 

い、 人 の 印した 足跡 を 拾 ふ 事 だけ を考へ て 居る ものが 其 人 を 追 ひ 越す 事 も、 又 其 人 

から 燭 立した 獨特の 道 を 歩す る 事 も 出來な いのは 當然 である ^ 今 此國民 思潮の 

利害得失に 就て 議論 をす る 事 は 目的で 無い から 避ける が、 斯 か " る 風潮 は必 すし 

も 今日に 始まった もので は 無く 古い 時代から 國 民の 一 部の 間に 見られた 思想 的 

傾向で ある。 

すくて 一 かに 於て は 保守的な、 自尊心 の 强ぃ國 民が あれば 他の 一 方に は 進歩的 


な 惡 く 云へば 模 

張す る 事 は、 如何 

云 ふ も、 要 は 其 中 

此 常軌の 外に は 

在 を 示して 居る 

保守的 自尊心 

に は缺く 可ら ざ 

的に して 他の 發 

に 核れ ざらん が 

外國の 進んだ 文 

外國其 もの を 尊 

我 其 もの を 無視 


倣 的な 思想に 支配 せらる 、國 

なる 國民 にも 見られる の で、 保 

の 何れ かぐ 比較的 强烈 である 

無 かった の で、 始 めて 大陸 文明 

ので ある リ 

は 自我 意識の 發現 であり 二 國 

る ものであるが、 一 歩 を 誤れば 

達した 文化 を 盛に 攝取 する 事 

爲 めに は 最も 肝要で は あるが 1 

化 を攝取 す， る ミ 云 ふ考へ 方 か 

重して 自國の 價値を 忘 れ、 自 國 

する 听の 事大思想に 陷る事 を， 


の 弊害 を 有して 居る 事 は 云 ふまで も 無 い、 而 し 


民が あって 相互に 自己の 立場 を 4H 

守 的の 國民ミ いふ も 進歩的 國民ミ 

、/〕 云 ふに 外ならぬ。 我國も 昔 か ら 

に接觸 した 裳 初から 其兩 極端の 存 

一 民族の 燭立を 維持して 行く 爲め 

頑冥 固陋の 弊に 陷る ご同じ く、 進 取 

は、 自 國の 文明 を 進めて 世界の 潮 体 

や i もす るミ此 一 派の 人々 は單に 

ら踏 外して、 徒ら に 外國人 其の もの、. 

の 尊嚴を 護る ベ き 所以 を覺 ら す、 自 

免れない。 前者に も 後者に も 夫々， 

て 我 國古來 の 兩 思想 は、 夫 々 其 弊害 
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を も 伴うて 居る 事 は 蔽ふ譯 に 行 

我國に 始めて 支那の 儒 敎が輸 

端な 其崇拜 者が 現 はれて 居 る、 其 

て 得意がる ものが 出た り、 國 の 事 

の 運用 を圖る 事に なった り、 外 國 

めよう ミ したりす る 事に なった 

奈良朝 時代に は 支那 風の 詩 を 作 

等の 人々 は 必す其 名前 を 支那 人 

書 0- にも 自圃の 語 を用ゐ すして 

云 ふ 風であった。 

斯く 盲目的に 支那 を崇拜 する 

るに 及んで 幾分 か衰 へ、 菅 原道眞 

文化の 輪 入 ミ模做 ミは從 來の樣 


思 

で 


ない ので あ 

せられた 時 

果は 中國の 

を 無視して 

宗敎 である 

である。 そ 

事 は 紳士の 

し く 三 字 に 

文 を 用る る 

想 は 平安朝 

默 Jj 我に 依つ 

も 無 くな つ 


る 0 

も佛 敎が輸 

人 (支那 人) に 

支那の 法制 

所の 彿敎を 

れ 等の 風潮 

缺く 可ら さ 

略稱 し、 國史 

事が 動力す 

の 中 期、 支 那 

て 遣唐使 が 

た。 而 して 


入 せら 

見 まが 

を： K ま 

以て 我 

は 年 ミ 

る 資格 

を 編 S 

可 ら ざ 

の 文化 

廢 止せ 

爰に始 


二 〇 二 

れた時 

う 樣，： U 

> 移し 

國の國 

共に 甚 

^ 件 -こ 

する： 

る 慣習 

が や > 

られて 

めて 日 


も 共 に 極. 

ミ 云 は れ 

て 我 aMM- 

敎 たらし 

し く な り、 

な り、 そ れ 

も 日記 を 

、こなる さ 

ド火 にな 

か ら 支 那- 

本 的燭立 


女 化 

で あ 

獨立 

し た 

ま 0 

つ た 


ち 


粟 f 

故に 

あ る 


の發 達する 端 

る。 勿 論 そ れ 

し た 7 一  考 ふる 

理由 も 通俗に 

く 支 恥 0  ^ 

か ら ざ え 

リ 從 つて 漢ネ 

方 佛敎の 重き 

，否 西方 淨 丄、 極 

の 下國ミ 見做 

我國 民が 辛う 


緒が はれ 

は 八 土 然根據 

事 は 全然 當 

考へ て 居る 

一： 海賊の 践 

の 重んじら 

をな す 事 は 

樂淨土  W も 

す 事 は、 平 安 

じて 支那 か 


た ぐ) 

の 無 

ら ぬ 

# に 

扈 ミ 

れ る 


云 ふ. 事が よ 

い 事で は 無 

事であって _ 

，支那の 文物 

から 來る危 

事 は ：4- 安 朝 


く 歴史家に 依って 主張 せらる 、事 

いが、 日本 國 民が 精神的に 支那から 

. 道眞が 遣唐使 を 中止す る 事 を獻議 

は 最 早 s- ぶ に 足ら 

險を 顧慮す る 事が 

時代 を 通じて 依然 


年 ミ 共に 甚 しく 

のミ昆 同す るに 

朝 時代の 末期に 

ら 精神的に 獨立 


ぬから ミ 云 ふで 

主なる 理由で あ 

たる ものが あつ 


しそれ は 我國の 文化が 支那の それ を 凌駕 

德 川 時代 に 於け る 內外 尊卑 の 論 


，其 結果 は 印度 を以 

至 り、 そ れに對 して 

は 上下 を 風： g する 

する に 至った の は 

した 結果で は 無い 


て 佛敎の 本 國、 佛 

我國を 以て 邊 土 

思 想で あつ た。 

鎌倉時代 以後で 

，武士の^に なつ 

二 〇 三 
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て I 般が擧 問に 遠ざかつ たからで あ る、 故 に 一 部 小 數の舉 者の 間に は 侬然ミ して 

支那 を 有りが たがる 思 想 が あ り、 殊 に 新に 興った 宋擧 を學ん だ漢擧 者ゃ禪 { 示 を 奉 

じた 佛僧 な-)」 の 間に は 依然、、〕 して 支那 を崇拜 する 思想が 衰へ て は 居な い、 ロハ 日 建 

の 如く 佛敎 家で あり 乍ら 强ぃ國 家 我 を 高潮した 人 も あるが 之 は 寧ろ 例外で ある。 

然し 乍ら 中 W を 通じて 武家の 時代であった 丈け に 武士 的 精神の 膀縫 たる ものが 

あった 爲 めに 平安朝 時代に 比較す る 一 こ 其 日本 我 の 精神 は、 北 條 時 宗 や、 北 皇 親 房， 征 

西將軍 宫懷良 親王 杯に 依って カ强く 表現 せられて m "る。 其 間に^っても 一部 禪 

儈 な-?」 の 中には やはり 支那 を崇拜 する 思想 はあった ミ 思 はれる し、 乂 足 利 裁 満 の 

如き 不見識な 徒 も 出て：；^ る が、 大 體に 於て 擧問卽 漢擧が 廢れて 居った 丈け に外國 

を自國 よりも 重ん する ミ云ふ 如き 病的な 思想 は 極めて 稀 蒲であった さ 云 へ る。 

然るに Ti 川 時代に なって 再び 平和が 恢復せられ てから 爲政 者の 努力、、」 一 般民 

の 要求 ミが相 つて 割合 逨に學 問の 復興 を 見る に 至つ た、 其 復興した 擧問ミ 云 ふ 

は 勿論 漢舉 更に 適切に 云へば 儒教で ある。 ：KC 結果 德川 時代に 於け る 儒敎の 盛況 


は 我國の 歴史に 於て 實に 前古 未だ 曾て 見さる ものであった。 其 こ、、. -は其 時代の 

固 民の 道德 生活の 上に 極めて 有利なる 影響 を 及 ほした 事 はいふまで も 無い が、 そ 

れミ 同時に 他の 一 ガに 於て は、 外 固の 文物 を舉ぶ もの 、常に 陷り 易い 所の 尊外卑 

内の 不健全な 思想に 捉 は，^ た 者が それ 等懦擧 者の 中から 現 はれる 事 を 免れな か 

つ た、 其 人々 の 中には 舉者ミ して 有力なる ものが あつたた め に、 其 種の ま 外 卑內の 

思想 は 可な り 成く 國 民の 或 部分 を 支配す るに 至った の で、 我 國史の 上で 支那 崇拜 

の 最も 强烈 であった 時代 は 奈良朝 前後、、」 此德川 時代 ミ であった ミ 見る 事 は 間違 

つて 居ない. こ 思 ふ。 然るに 德川 時代に 在て は 一 般國 民の 知識の 程度の 高さ は最 

早 奈良朝 時代の 比で は 無 かつ た、 從っ て 其 思想界 も 亦 奈良朝 時代の 如く 單 調に は 

行かない、 一 方 極端に 支那 を 輩んで 画家 我の 意識 を 喪失す る ものが あれば 他方に 

は それに 對 して 嚴 重なる 批刺を 加 ふる 一 部の 思想が あった、 それ は 同じ 儒學 者の 

中から も 出て 居る が、 儒 摩 者の ミは 全然 反對の 立場に 居る 所の 國擧者 一 派 は 一 部 

儒擧 者の 尊外卑 内の 見を陋 なり、、. - して 最も 痛烈に これ を 攻撃した。 斯 くして 此 

德川 時代に 於け る內外 尊卑の 論  ，  二 〇 五 
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內外 尊卑に 對 する 兩 派の 論 諍 は德川 時代 思想 史上の 一 太偉觀 であった。 偉觀で 

あつたば かりで 無く 色々 の 意味に 於て 擧 者の 興味 を そ 、 る ものが あ る、 就 中 現代 

思想の 諸相 ミ對 比する 時に 吾人に 反省 を 促が す 事 頗る 痛切なる ものが ある" 余 

輩 は斯の 如き 意味から 爰に德 川 時代に 於け る 内外 尊卑の 論 を囘 顧す る 喜 は 決し 

て 徒爾の 紫で は 無い ミ思 ふので ある。 

一 

¥mmE 一  派の 國學 者の；！ する 所 を 見る ミ殆さ 大部分の 儒 擧者は 何れも 聖人 

の國 支那 をのみ 貴んで 自國の 尊 嚴を忘 れ、 主 客" S 倒の 不健全な 思想に 捉れて 居つ 

たやう に 思 はれる が 今日 殘 されて 居る 多くの 儒攀 者の 論 著に は 案外 さう いふ m 、ひ 

想 を 披瀝した ものが 少く、 一  流の 儒 擧者は 大抵 立派な 見識 を 有って 其歸簡 する 所 

を 誤って 1 居ない ので ある" 然 らば 國擧 者の 人々 が 儒者 を 不見識、、〕 して 憤る の は 

如何なる 方面に 就て であるか ミ云ふ に、 盖 し 後世に 著述 を 遺す 程で 無い 碌々 たる 

儒 擧 者 輩、 一 般の 村夫子 連が ii 敎を 舉んで 其眞の 精神 を捉 ふる 事が 出來 す、 其 形 骸 


を 解して 徒らに 自己の 不見識 を 培 ふに 過 

に 尊外卑 内の 陋 見に 陷っ たもの ミ して識 

第 一 流の 儒皋考 であって 同じ やうな 思想 

識者の 排斥 を受 け、 緒 首 にも 云った やうに 

ので ある。 それら 自屈 派の 最も 著名な も 

流れ を 汲む 所の 山 縣周南 等 で、 朱 子學 派の 

もので あつたに 拘ら す、 其 門人 佐 藤 直 方、 三 

1 派の 人々 ミほ r 同じ 思想 を 抱いて 居つ 

め 人々 の 思想 を 一 瞥 して 見よ う。 

荻生沮 徠は此 派の 思想 家 ミ して は 最 も 

ので ある。 支那 は 聖人の 國、 中 華の 國 であ 

云 ふ 理由に 依って 自ら 東夷 ミ稱 し、 其 本 姓 

云 ふ 支那 人め かした 名 乘を稱 へ て 居った 
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きなかった 爲め に、 儒 學者、 /> 云 へ ば 直ち 

者の 指彈を 受けた 所以で あら う、 然 し 尙 

を 有って 居る ものが あつ て、 其 當 時旣に 

兩 者の 間に 烈しい：！ 諍 を 見る に 至った 

のは获 生徂徠 及び 其 高足 太宰春 臺、 同 じ 

山 崎 闇 齋は國 家 我 精神の 最も 强烈 なる 

宅 尙齋等 は內外 尊卑の 辨に 就て は徂徠 

たので あ ふ。 4 「最初に 之 等 尊 外 卑内派 

徹底した もので あ り、 nd つ 最 も 著 名 

な も 

つて 日本 は それに 對 して 夷 國 である、、〕 

物 部 氏で あるの 故 を 以て 自ら 物 茂 卿ミ 

事 は 周知の 事實 である。 斯く 名前 を 支 

二 〇 七 


山 鹿 素行  一一 〇八 

那人 めかす 事 は、 旣に 平安朝 時代の 初期から 行 はれた 事で あるが、 それ は 特に 詩文 

を 弄する 場合に 限られて 居 り、 且 つ 姓氏の 中の 一 字を畧 して 三字ミ する 位で あつ 

た 、列 へ ば 菅原淸 公 を 菅淸 公、 小 野 SH 寸を野 岑守、 和 氣眞綱 を 和 眞綱ミ 云 ふ 如き それ 

である。 此風は 中世 を 通じて 一般に 廢れて 居った ので ある が、 徂 欲 一派に 依って 

再び 此の 愚劣な 風が 復與 せられた ので ある、 而も 單に 姓氏の 一 字 を 略す るの みで 

ま i  く、 其 本姓の 一 卞を取 り、 名 に替 ふるに 號を 以てした ので あるか ら、 物 茂 卿の 如 

き 著名な 人 は 鬼に 角、 名 も 知れぬ 群小 儒學 者が 濫りに 此風 を用ゐ たために、 此 時代 

め それ 等の 人々 の著窨 を、 後世の 人が 翻く に當 つて は 其 何人の 手に 依って 著 はさ 

れ たもので あるか 全然 見當の 付かぬ もの も少 くないの である。 祖徠の 書いた も 

の を 見る ミ單に 自ら 支那 人め かした 稱呼を 用る ばかりで 無く、 人の 上にまで 之 を 

ゐて居 る、 卽、 安積 澹治を 安ぎ 泊 ミ 、呼び 掘 景山を 屈景山 ミ 呼んで 居る 類で あ る， - 

徂徠が 其 居 を 本 所から 芝に 移した 時に 、若干 距離 中華の 地に 近づいた 事 を 喜ん 

だ ミ 云 ふ 逸 Si が ある、 其 眞^ は詳で 無い が 蓋しよ く 徂徕の 思想 を 表明した もので 


あ る。 ロハ 其 思想 は斯の 如き 傾向 を 帶 

等が 露骨 明白に 支那 を 聖人の 國 さ し 

想 的 傾向が 表現 せられて 居 ら ぬ。 强 

士道 は 中世 以來發 達した 我國の 特殊 

武の氣 風 さ、 祖 先 崇 拜の 道義 ミ、 そ れ か 

磨す るに 中世の 武斷 玫治ミ それから 

るに 儒敎的 道義 ミ禪 的修 養 ，、 -を 以て 

的 色彩 を 多く 交へ、 山 鹿 素行 等 を 始め 

良、 就 中 武士 社會の 遵奉すべき 道德律 

善意に 解 すれば 其 純 儒 的な 考へ かか 

の 文化 ミ自國 其 もの -憤 値ミを 無 視 

に反對 して 其 愦値を 否定した ので あ 

て.^ 要 次の 如く 述 ベ て 居る。 
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びて 居つ. U 割合に 其 著 害 等に は、 其 門人 春臺 

て 尙び我 國を禽 獸の國 まして 賤んだ 程 其 思 


て 云 へ ば 所謂 武 士 ？ r3!1J?T^ る。 蓋し 武 

道德 であつ て、 其 內容 から 云へば 我 在 來の尙 

ら來た 名譽心 廉恥心 ミ を 要 素 ミ し て、 之 を 練 

來た勤 儉尙武 の 敎ミを 以て し、 更 に 之に 配す 

した もの で、 特 に德川 時代に 入って から 儒敎 

ミ して 多くの 儒擧 者が 此 武士道 を 以て 我國 

ミ して 强 調した ものである。 然るに 徂徕 は、 

ら、 惡 意に 解 すれば 其 支那の み を尙ん で自國 

する 考へ 方から、 一 般 の儒擧 者の 武士^ 鼓吹 

る。 其 武士道 論 は徂徠 先生 答 問 書 下に 見え 

二 〇 九 


山 鹿 索 行  ニー  〇 ， 

はに 所謂 武道 ミ稱 する もの 多く は 戰國の 頃の 名將の 言 行 を說傳 へ て軍舉 者な 

さの 云 ふ； £^ であ るペ几 より 國を 治め 士卒 を 引き 廻す 人の 道 ひ あるから よ い 事が 無 

いで は 無 い、 然 し 聖人の 道に 比する 時は斷 じて 優って は 居ない。 其 道 を 論す るに 

は 其 人 を $1 する に 若 か ぬ、 古 の 賴朝尊 氏 正 成から 近く は 信 謙 信に 至る まで 其 人 

の^ 否 得失 は 明かで あ る、 從 つて 其道ミ する 筋 も 推して 知るべき で ある。 古書に 

見えた 大 公 望 以下 係 子 吳子韓 信 諸 葛 孔明李 靖の類 は 我國に 於ても 兵家 杯で は 之 

を師ミ 尊ぶ 事なる に此 人々 も 別に 武道 さ いふ 事 を 立てられた 事 は 無 い、 事 の 起り 

は 我國の 俗說に 文武 二道 ミ云ふ 詞がぁ り、 之 は 中古 以來 公 家 武家、 こて 家が 別れて 

か ら、 公 家の 偉へ た 藝を文 道 ミ覺ぇ 武家の 傳へ た 藝 を 武道、 こ 名づ けた 俗 說に過 ぎ 

ない。 詩歌 も 弓馬 も 道で 無く 單に藝 であるの を， 文 盲なる ものが 道 ミ名づ くる 習 

はしで ある。 然し 武官が 家 を 世々 にして 居れば 其 間に 自然 j 種の 風俗 を 生 じ、 勇 

を 尙び死 を 厭 はす 恥 を 知り 信 を 重んじ 其 所に 或る 格 律が 出來 る、 源 平の 頃斯 くの 

如くであった。 爾來 久しく 戰國. S 世 さな り、 只 軍 中の. 法令 を 以て 國を 治む るに 至 


こ o 

其 後人 下 一 統 したが 何れも 文盲であって 古 を 稽へ文 Jl^ に 返る 事 を 知 ら す、 太 平 

のな 「日に 至る まで宫 職 も 軍 中の 役割 を 其 ま 、用 る 、政 治 も 軍 中の 法令 を 改め す、 是 

に 依って 武威 を 以て 職へ、 何事に も 簡易 徑 直なる 筋 を 貴 ぶ 事 を 武家の 治め ミ 立 て、， 

-XT か 吾國に 古から 傳 はった 武道で ある ミ文 盲者が 考へ て 居る ので ある。 軍擧者 • 

杯懦 齊の片 はし を舉び 乾 元 剛健の 德 なへ ご 云 ふ 事 を 取つ け戰國 名將の 上に 附會 し、， 

或は 武道 卽ち祌 道 也、、 - いひ 勿體を つけて 居る が、， 乙 皆戰國 以來の 事で 源平の 時代 

まで は 末 だ 無い 事で ある。 治世 久しく 續 き、 風 俗 移れば 結 riE 此頃は 源平 時代の 武 

士の 風俗 は衰 へて 只戰國 時代に 起った 風俗の み 盛に なった。 要するに 武ミ云 ふ 

文 卞 は 亂 也で 亂逆 を靜 むる を武ミ 云 ふ、 故に 武. S 本意 は 民 を 安ん する 仁心から 

逆 亂 を 靜 めて 國土を 安ん する 爲め で、 是 則ち 聖人の 道の 一端で ある。 治まる 時 は 

文 を 用 ゐ、 亂 る  >  時 は武を 用 ゐ、 R 1 個の 道で あ る、 道 に夂道 武道 ミ 云 ふ 事無く 人の 

性に は氣 質の 偏 あるが 故に 文德武 德 が あ る、 職 も 自然 別れて 居る. - 
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山 鹿 素行  ニー  二 

^人國 を 治む るに は 其國の 風俗に 從ふ 事故 武士の 風儀 は 源平 以來の 風儀 を ^ 

し-.」 戰國以 來の惡 習 を 除 き、 人 の 上た る 人 は 武の本 は 仁なる を 知 り 、文 德 を 專らに 

し、 武士 をば ス^く  土 著せし め、 孝梯 忠信 の 德を養 ひ、 禮義旅 恥の 風俗 をな し、 時 々に は 

軍法 を 練 お せ しめて 公 戰には 勇 に、 私 鬪には ii なるやう にす る 事 は 上た る 人 ひ 導 

きで 如何様に も 成る 導で あ る、 只 理 攀 (朱 子 擧を指 す) が 世に 流行して 戰 國の餘 習の 

ヒに， 窟を加 ふ る 事 は 薪 を 以て 火 を 救 ふに 異ならぬ。 

右沮 裸の 武士道 論の 大要で ある。 所謂 武士道なる もの は戰國 時代の 餘 習に 朱 

子舉 者の 理窟 を附 けた ものに 過ぎない ミ云 ふの が 其觯釋 である、 之 は 確に 一 面の 

事實を 穿って 居ろ 事は爭 はれな い、 然 し 夫 を 外にして 我 國に眞 の 武士道 道 德は存 

i^- しない ミ る 事 は 明かに 祖徠の 偏見で あ る、 舉 竞 支那の 聖人の 道なる もの "タ 

に 4^ るに 足る ものな し -こ の 先人 主 的 思， を 有して 我 武士 道 を觀 察した 結果 斯の 

如き EJ^  ^ に陷 つた ものに 外ならぬ。 

然るに 爱に^ 據の 思想に 對 して 一 つの 疑問 を投 ぐる ものが ある。 そ は 沮创の 


著 ミ して 公に せられて 居る 所の 國舉辨 翼で あ る、 其 太 意 は、 我 が 儒擧者 流が 動 もす 

れば彼 を 貴び 吾 を 卑しむ る 事 を 不可な りミ し、 萬 國の道 を あきらめ 萬藝に 達した 

り ミも我 君位國 のい はれ を 知ら す、 此 方の 道 を辨へ ざる もの は 愚者で ある ミ云ふ 

ので ある。 

此書に 見 ゆる 如き 思想で ある ミ すれば 世に 傳 へられた 氾徠ミ は 全く 異なる も 

ので ある ミ しなければ ならぬ。 只此 書の 公に せられた の は 文化 十一 年であって 

沮徠の 歿後 八 九十 年の 事で ある、 盖し 後世の 人 何か爲 めに する 所があって 僞 作し 

たもので は 無い か ミ 思 ふ。 

沮徠の 門人 ミ して 其 思 想 を 受 け、 其 尊外卑 内の 說を 一 層 露骨に 且つ 大膽に 述べ 

て 居る の は 春 臺， で ある。 徂徠は 武士道の 憒値を 定 したので ある が、 春 臺 は 

神道 を Kn 定 し、 そ れに 依って 我國 民の 道德其 もの を 否定し 去 り、 結 局 支那の 聖人の 

道 を 外にして は 道なる もの は 無い ミ 云 ふ 事 を 論す るので ある。 それ を：？ I じたの 

は辨道 書であって 其 要點は 左の 如くで ある。 
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木 朝の 古を考 ふる に、 神 武 天皇から  一二 十 

ぃ、三 十 二 代 用 明 天 皇 の 子 廐 戶、 翥 を讀み 

に -i? り、 {に 職 を 定め 衣服 を 制 し 禮 を 興 し 

施した ので ある。 

we そ 今の 人 神道 を 我 國の道 ミ 思 ひ、 儒 佛 

火なる 護で ある。 神道 は 元^ 人の 道の 中 

人 以，. 神 P 設， 敎 而 天下 服矣ミ ある、 神道 ミ い 

道 は實に 聖人の 道の 中に 籠って 居る、 聖人 

る譯 では 無 い。 今の 世に 神 道 ミ 稱 する は 

此 事は眞 一〉 1 宗 が 渡って 以後の 事で ある" 

た や う で、 兼 似 は 神職 家で 佛 道に 種々 の 事 

道の 淺|§ なる を 愧ぢて 七 八 分の 怫 法に 二 

した 所謂 强附會 に 過 ざない。 


代欽明 天皇の 頃まで は道ミ 云 ふ 事 は 無 

舉 問し 三十 四 代 推 古 天皇の 時攝 政の 位 

て國を 治め 民 を 導 き、 文 明の 化 を 天下に 

道 ミ 並べて 一 つの 道ミ 心得て 居る 事 は 

にある、 周易に 觀， 一天 之 神道 一而 四時 不. Itr 聖 

ふ 事 は爱に 始めて 見えて 居 る、 さ れば神 

の 道の 外に 別に 神道 ミて 一 つの 道が あ 

佛 法に 儒者の 道 を 加へ て 建てた もので、 

吉 田家の 先代 卜 部兼俱 から 世に si- まつ 

ある を 35^ て 羨ましく 思 ひ、 我 國の 巫祝の 

三分の 儒道 を 配して 一 種の 道 を 造り 出 


今 の 人 神 を 舉 で 不 淨 な る 家 の c に 祌 壇 を 作 り 不 淨 な る 衣 服 を 着 し、 不 淨 なる 

供 具を默 じて 朝 暮に神 を 祭 り、 巫 祝の 如き 行 ひ をな して 鬼神に 褻れ 鬼神 を濱 して 

終 に は 亂 心する ものが あ る、 今 の 神道 家に いふ 所の 神明 は佛 家に 云 ふ 如来で ある、. 

心の 神明、 こい ふは怫 家に いふ 唯 心の 彌陀 本覺 の如來 であ る、 根 の國 底の 國ミ いふ 

は 死して 後の 事 をい ふ。 .2: 外 淸淨六 根淸淨 なさ さいふ 事は佛 家に 煩惱を 除いて 

菩提 を 求む る 道で あ る、 殊 に 六 根 淸淨ミ いふ 事 は 法 華經に 出て 居る の を 神道 家が 

其 名 y: を 竊で敎 を 立てた も. ので あ る、 惣 じて 今の 神道 は 唯 一 三 元、、) いふ も皆怫 道 

に 基いて 杜撰した 事なる が 故に 外に は 佛道ミ 敵す る やうで 內實は 一 致して を 69 

近來 神道が 世に 行 はれて 是を我 國の道 ミ 思 ひ、 此 神道 は 巫祝の 傳 ふる 所で 極め 

て 小き 道なる こさ を覺ら す、 儒 は 唐土の 道、 佛 は 天竺の 道、 神 は 日本の 道 なれば 此 三. 

道 は 鼎の 三 足の 如く 同等に して 偏廢す 可らざる もの、、) 心得て 居る の は 遺憾で あ 

る。  -  - 

聖人の 道 は卽ち 天道で あつ て 天地の 間に 行 はれす して はかな はざる 道で ある，. 

. 德川 時代に 於け ろ內外 尊卑の 論  ニー 五 


山 鹿 素行  ニーブ 

然るに 佛齐の 高遠なる 事 をい ふ を 聞いて 儒^ ミ同 等 、、一 心得る さへ 誤なる に 、儒道 

より 上で ある 檨に 心得る 事 は 天道に 背く ミ云ふ ものである。 儒者の 道 は S キ 人の 

開 、， た 道 で ぁ る が 天 地 自 然 の は 斯 く ぁ ら で は 叶 は ぬ 事 を 知 つ て か く 定 め た も 

ので あるが 故に 是卽ち 天地の 道で 聖人 其 間に 少しも 私意 を 加 ふる 事 は 無い。 

日 木に は 元 來道ミ いふ 事 は 無 い、 近き 神道 を說 くもの、 いかめしく 我 画の 道 ぐ- 

て 高 妙なる 樣に 云って 居る が  皆 後世に  云  ひ 出した 虛 談妄說 である。  日 木に 道 を 

い ふ^ 無き 證據は 仁義 禮樂 孝悌の 字に 和訓が な い、 日 木に 元來 あった 事に は必す 

和訓が ある、 和訓な き は 日本に 元來 無い 故で ある。 禮義ミ い ふ 事が 無かった ため 

に 神代から 人皇 四十 代の 頃まで 天 干 も 兄弟 叔娃 夫婦に なり 給うた。 其 間に 異國 

ミ通洛 して 中華 聖人の 道 此國に 行 はれて 天下の 萬 事 皆 中華 を擧ん だ、 爾 來此國 の 

、も 时" 義を 知り 人倫の 道を覺 悟して 禽默の 行 をな さす 今の^の 賤き 若まで も禮 

義に 背く 者 を 見て は 畜類の 如くに 思 ふ、 聖人の 敎の然 らしむ る ものである。 日本 

の 今の 世 を 見る に 中華 の^に は 及ばぬ まで も 天下 は^く 聖人の 道に 侬 つて 治ま 


つて 居 る、 然 らば 天下の 人來： ^  く 聖人の 敎に 依って 禽獸 に陷ら す、 王 公 は 上に 居って 

其 富 貴 を 保 ち、 士 大夫は 中に 居て 其 祿位を 安ん じ、 庶 民 農工 商贾は 下に 居て 其 家業 

を 樂 み、 奴 婢臧獲 寡 孤燭の 輩まで も 暴虐に あは す、 天 下 平均に 四海 無事なる は 全 く 

聖人の 所爲 である。 今の 人 は 聖人の 名 を すら 知らす 淺 ましき 事な が も、 是 却て 聖 

人の ili^ の鹿大 なる 事 を 示す ものである。 如何 ミ なれば 聖人の 德は 日月の 如くに 

て 此ぼ界 の 人、 曰 月の 光明に 照され ね 者 は 無い が 一 人 一 人の 爲 めに 出た る 月日に 

あ ら す 、萬 古 以來の 日月に て 世界に 遍満 する 光明 なれ ば、 誰 でも 一 人 殊更に 日月の 

德を感 戴して 有が たく 思 ふ 者 は 無い。 もし 常闇の 國に曰 月始めて 出たら ば 人 皆 

奇異の 思 をな して 尊く 有が たく 思 ふで あらう。 罌 人の 道 も 其 如 く、 も し 海外の 遠 

き國 なさの 人倫の 道な き處に 聖人 始めて 出で 今の 如く 仁 德 を 施すなら ば、 i 民 等 

希有の 思 ひ をな して 其 德を感 戴す るで あらう。 凡そ 聖人の 道 は廣大 無邊で 一 人 

に 陚り與 へざる が 故 に、 其 W の 人 も 恩を受 くる 事に 賙れて 其 恩 を 知ら す、 況 や 千 萬 

世の 後に 及で 其、 道 四方に 行 は れ、 上 下 萬 民 悉く 其 敎を受 て 仁德に 化育 せら るれば、 
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昔 S 聖人 V:- 云 ふ もの は 如何なる 人に て 聖人の 道、、) いふ は 如 何 なる 事 ぞ、、 -尋 ぬる- 

人 さへ 無き も 尤もで ある。 

之に 比 する 時 は 日本の 神道 は 又 殊に 小き 道に て 政治の 妨け をす る 丈け の 憤 

値すら 無い ¥ 竟 諸子 百 家 も 佛道も 神道 も 堯舜の 道 を 戴か ざれば 世に立つ こ ミ 能 

は す、 さ れば中 の 古代 も 日本の 今 の^も 天下 はいつ も 堯舜の 道 を 以て 治まる の 

である。 

wh^ 臺の 神道 否定 論で ある、 攻 否定した 所の 紳 道なる ものが 平 田 篤 a の 所謂 

俗 神道に 屬 する もので あつ て、 俗 祌 道に 對 する 攻 i で、〕 して は敢て 眞實を 含んで 居 

ない、、〕 は 云 はぬ が、^ 竞 一 を 知って 二 を 知らざる 淺 蒲の！ a である 事 を 免れないで 

あ に う、 況 や 聖人の 5^:^ 以外に は此 W 界に 取る に 足る 道 は 一 も 無し 、こ 斷 雷 する に 至 

つて は 儒 数に 溺れた 春臺の 眼界の 如何に 狭き か を 遺憾な く  露した る もの、 ュ 云. 

ふ ベ く、 史 に 春 臺が日 木 人、、 >  して 日本の 穀を食 み 乍ら 身 は 其 所 謂 「聖 人 の 國」 の 民 ミ 

籍を 同じう する かの 如き 口吻 を 以て 日本の 道、 日 木 其 もの をも踐 しむ 如き 態度 を 


持す ろに 至って は 篤 胤なら す、、〕 も 其 不見識なる 心事 を惡 ますに は 居れない であ 

らう。  . 

辆赛臺 は 其著聖 g '問答の 中に も 日本 道 德 否 定 m を 述べ て 居る、 日本の 古の 事 を 

考 へて ED^ る に、 祌 代 は 確なら す、 人 の代ミ なって 日本 武尊 は景 行. 天皇の 皇子で あつ 

て垂仁 天皇に は 孫に 當 る、 兩 道 人 姬は垂 仁の 皇女で あつ て景 行ミは 兄弟 なれ ば、 日 

本武に は：^ である、 R 本武 此の 姑 を 妻、、) して 仲哀 天皇 を 生ん だ、 又 敏達 天皇 は欽明 

天皇の 太+ であ ろ、 豐御饗 炊 星 姬は欽 明の 皇女で 敏 達の 妹で ある、 又天智 天皇 さ： 太 

武 天 皇 マ は 兄弟で あ る、 高 天 原 廣野姬 は 天智の 皇女で 天 武には 兄の 女 なれば 娃な 

り、 天 武之を 后、、〕 し 給. ふ、 天武崩 じて 此后 位に 卽き給 ふ。 .\ー  を持統 天皇 さ 云 ふ。 か 

く 人 主の 身で 禽獸の 行 をな し 給へ ば 其 下 は 推して 知る ベ きで あ る、 姑 は母ミ 同じ 

く娃 は，^，、) 同じ い、 姑 を 妻 さし 娃を妻 ミし妹 を 妻 、-こ す る、 是 に 越た る 不義 は 無 い、 公 

然ミ して 此 不義 を 行て 男女 共に 羞る色 もな く、 人 の 上 を 見て 惡む心 も 無 ければ 羞 

惡の心 は 何 所に も 無 い、 此 事我國 にの みに あら す、 中 華、、〕 て も 同然で あ る、 昔 聖人の 
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出で ぬ 前、 禮 義 S 敎の 立たざる ほ ，ご 

は 無かった ので あ る。 ：ノ 云 ふの が 

爰 に春査 が列擧 して ある 例 は 事 

美點も あれば 又 缺點も あ る、 況 や 文 

如何 はしき 事 ある は 寧ろ 當然 であ 

勢の 然 らしむ る 所で 必す しも 儒敎 

ての 道 德 發 達が 儒敎の 賜で ある、 こ 

でもない、 況ゃ之 を立證 せん， こ て、 恰 

Sii 黑 なる 事例の み を 撰擇し 羅列 

臺の 心事の 那邊 にある か を 知る に 

にこ そ 他に は少 かつ たが 儒舉の 形 

多くの 村夫子 等に 至って は 悉く 斯 

で あ る。 


は 人 皆 禽默の 行 をな した 事 日本の 昔 

大 意 である。 

實で 無い ミ は 云 はぬ、 然し 人間 は 神で 

化の 未だ 十分に 開けない 時代に 後世 

る、 それが 漸次 改まって 來 るの は 文化 

のみに 其 功を歸 する 事 は出來 ない、 然 

；！ する 事の 不合理な 獨 斷 論 である 事 

も 仇讎の 攻擊 材料 を 探索す るが 如く、 

する 如き は、 支 那 人で 無く 日本人で あ 

苦しむ ので ある、 而も 斯の 如き は春臺 

骸 のみ を眞 似て 其眞髓 を理觯 する 事 

くの 如き 主客 鎖 倒の 不見識に 陷 つて 


替る事 


征"、 艮り 

-^? レ Si ケ 

から 見て 

發 達の 大 

るに す ベ 

は 云 ふま 

ま 团 史 .^.l 

る 所の 春 

程の 大家 

の 出來ぬ 

居った の 


一一 

やはり 徂徠の 流れ を 汲んで 舂臺ミ ほ 1^ 同じ 思想の 所有者た りし 者に 山 縣周陶 

が ある、 其 著 爲擧初 問の 中に 我 神道 を 否定して 次の 如く 論じて 居る。 

我 國の祌 道は卽 もろこしの 儒道で あ る、 昔 は 天 照.^ 神の 靈大 殿に 在まして 神宫 

皇居 無差別であった。 祭紀の 禮 は輔臣 の 掌る 所であって 朝政 は 皆 神德を 以て 行 

は れ た、 唐 虞 三代の 禮 は尙書 三禮に 載て あ る、 大 政 は 皆 宗廟に 於て 行 はれ 其 宗 廟 の 

制 は大體 後^の 朝堂ミ 同 一 である。 祭祀の 禮を 治め 祖靈の 命 を 受けて 行 はれた 

ので あるから 異朝 も 本朝 も 神聖の 道 は 同 一 探で ある。 後に 官職 分れて 中 臣齋部 

の 举る所 は卽ち 漢土の 太宗 伯の 職で 祭祀の 禮を 掌り 朝政の 中の 一 職、、」 して 太宗 

伯 に准じて 神祗 伯ミ稱 した。 人事 は 皆 天の なす 所なる が 故に 天地神明の 感應な 

くして は 治ま ら す、 政 治 皆 神明の 命 を 受けて 行 ふが 故に 主 造 神道 差別な く 何れも 

治世 安民の 道で あ る、 易 に 聖人 設-ー 神 道 一而 治-一天 下-、、) 云へ る もの 之で ある。 

上古 は 淳朴に て禮文 未だ 備は らす、 他 の函も 我國も 世の 初めは 皆 神の 代 で、 人 の 
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M-) 移って から 人の 禮義ぁ り、 漠 上 は 上 地放大 なる が 故に 風氣 早く 開けて 我より 

も 先き に禮 文が 備は つたので あ る。 唐 虞 夏 商を經 、尚の 世に 至つ て禮文 成就 完備 

して 人道の 規矩が 定まった。 我國 中古の 世、 古 今の 移り行く 事 を 深く 考へ 知りて 

吏 を 遣 は し、 漢 t の 禮義を 移して こそ 我 國の禮 文 天地に 參 して 恥 ぢ ざる 事に なつ 

たので ある。 M 々の 律令格式 を 見れば それが 漢土の 禮文を 移した ので ある 事 疑 

ふべ くも 無 い。 然るに 古の 神道 ミ云ふ 事 を 知 ら す、 我 國の 神道 は 他國ミ 異な り、 其 

道よ 昕く  /.、 である、、 二； 1 する もい かで かさる 事の ある ベ き。 神明 は 靈^ 不、 „ ^の 

成 惑 在 ま し て Ji^: に 等 し く、 人 智の 及ばざる 所で あるべき に 「身 は 社 心に 神 は ある も 

の を な さ 稱 して- \} を 神道の 奥義な り ミ 思 うて 居る の は 全 然 間違で あ る。 

以上 周 南の 神道 論であって 春臺程 露骨に 否定して は 居ない が、 支 那の 道の 外に 

神道な く、 支那の 法制 を m ひて 始めて 我國の 法治 ある 事 を 主張した ので 華竟 支那 

以外の 文化 を 否定す る ものである。 

之 等狙徕 一 派の 人々 以外に 聖人の 道の み を 尙び其 外 を 認めない ものに 山畸闇 


齋 s 門人 佐 樣直方 や 三 宅 尙齋が ある。 閬齋は 始め 朱子學 f ミ して 立ち 後一 種の 

紳道 說を唱 へ た 人で 直 方 も 尙齋も 共に 其 朱子擧 者、 ヒ しての 闇齋の 門人で ある。 

n 齋の 神道 說其 もの は 迷信 的 分子 多 く、 或 は 言 語の 附會 に陷 つて 居って 左まで 

慣値 ある もの ミも思 はれな いが 其 神道 思想から 導かれた 所の 國家 我の 精神 は覷 

る强烈 なる ものが あつ . た 、其 國家 我の 精神 は 其 著書の 中には あまり 明瞭に 現 はれ 

て 居ない が 先哲 叢談に は 左の 如き 逸話 を傳へ て 居る。 

嘗て 群 弟子-」 問て 曰 く、 方 今 彼 邦 孔子.^ 以て 大將 とな. し 孟子,^ 副と な し、 騎 數萬. 率. Q 

V 我 邦.^ 攻めば 則ち 吾黨 孔孟の 道 學ぶ の 之,^ 如何 に すべ き と， 弟 子 成 答 ふる 事 能 は 

す、 曰 く 小 子爲す 所， „ ^知ら す、 願 くば 其說， „ ^聞かん と. 曰 く、 不 幸 LL して 苦， し此厄 LL 逢 は ド則 

ち-吾 黨身に 堅^ 被 リ、 手 -」 銳,^ 執リ 之と 一 戦， して 孔孟ん， -擒 L1 し 以て 國 恩に 報ゐ ん、 此 卽 ち 

孔孟の 道 也. 後 LI 弟子 伊藤東涯 Li 見えて 告 ぐる LL 此 言,^ 以て. し且曰 く、 吾 闇齋 先生の 如き 

は 聖人の 旨に 通す と 謂 ふ ベ し然ら ざれば 安ぞ 能く 此深義 明かに， して 此說. ^爲す 事,^ 

^ん と、 
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今日から れば闍 齋の謂 ふ 所は當 然の說 であるが 當時 儒敎に 溺れた 凡 儒 载には 

此常然 の 答す ら出來 なかった ので ある、 獨 り闇齋 がそれ 丈け の 識見 を 有して 居つ 

た 事が 逸話 ミ して 傳 ふる 丈け の憒 値が あつたの であらう。 

直 方 も，： i 齋も 共に 闇齋の 高弟で 淺見 綱齋ミ 共に 崎 門 三傑ミ 呼ばれた 人で ある 

が、 圈 齋が祌 道を唱 ふるに 及んで 師に叛 くに 至つ た、 そ れは單 に 神道に 反對 したば 

かりで 無 く、^::_ハ 師 の自國 我の 强調ミ 支那 を 貴ぶ 思 想ミの 衝突 ミ いふ 事も此 師弟の 

感^ を疏隔 せしめた 一 原因で は 無かった かミ思 ふ。 

崎 門 三 傑 中、 獨 り淺 綱 齋は師 の 精神 を 受けて 最も 强烈 なる. 日本 主義 を唱へ た 

人で あるが 佐 藤 直 方が 支那の 放 伐 を 是認した 事に 對 して 佐 藤氏の 老耄 V〕 評して 

居る。 支那の 放 伐 を 是認した 直 方に 我國 體に對 する 十分の 理解 はあり 得ない。 

其 著 舉談雜 錄の中 に、 聖 賢 は 支那に あるの みで 我國に 支那の 聖賢に 匹敵す る 者 は 

愚 か、 其 道 を 理解す る ものす ら絕 無で あ る、 從 つて 國君大 夫の 人々， か舉 者に 諮って 

：；5 口 道 を 行 ふ 事 も 我國に 於て は 全く 不可能で ある、 こ 云 ふ 趣旨 を 述べ て、 夫 ミ なく 我 


國を くさして 居る の j 

三 宅 尙齋も 直 方 、ふ 

を 振って 居 る、 其 著默 

其 正しき 事 も 亦 他 鼠 

所で ある マ) し、 狐 は 態 

し 中和 を 失する 者 11^ 

一 

て 居る。 卷臺 は强て 

上の 美 點を 取つ て强 

笞の尙 15 の 意の 那ま 

更に 神^ を 攻撃し」 

ながら 實際は 儒紳雄 

に 述べて 居る。  一 

殊に 支那の 禪讓放 一 


は怪 むに 足 

同 じ 思 恋 で 

識錄 に、 我 邦 

の 及 ぶ 所 に 

く 己 神 を 使 

て 一 路に明 

我國の 短所 

て 惡 意 を 以 

に存 する 力 

て 其 價値を 

擧の 徒が 儒 


ら ない。 

あるが 自國 に對し 

君臣の 義、 其 明かな 

あらざる を述 ベ 、其 

ひ、 螢 は 能く 自ら 照 

y にして 偏り 長す 

のみ を搜 して 列擧 

て觯釋 せん ミ する 

を 解す るに 苦しむ 

否 定 し、 神 道 家 が 神 

を 主 7> し 神 を 徒 ミ 


て 直 方より 

る 事 萬國に 

理 由 さ し て- 

す、 何れも  人 

る ものが あ 

して 居る が、 

も の で、 間違 

ので ある。 

を 主、/., し 儒 

して！ 1£ るで 


伐 を 是 認 し ， て 、我 國の 上下 尊卑の 分 確定せ 


川 時代 に 於け る 內外 尊卑 の 論 


も 一 層 露骨に 毒舌 

過ぎ、 蝦夷 夫婦の 別 

，之れ 皆 偏 画の 致す 

の 及ぶ 所で 無 い、 蓋 

るので ある ミ 論 じ 

_ 尙齋 は我國 民道德 

なく 日本人で ある 

を 羽 冀 さ す，、〕 號し 

は 無い か ミ 嘲笑 的 

る を 以て 道の 明か 

ニニ 五 
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ならざる ものな りミ 論す るに 至って 我國體 上から 斷 じて 看過し 難き ものが ある- 

曰 く、 

蠻易 止まざる は 天地の 常で ゎリ、 一 陰 一 陽 一 晝 一夜 ー闔ー 闢 、節 柏 將 去， 變 革^ざる.^ 得 

な い、 人事 も 亦 然リで わ る. 堯 舜 の 禪、 湯 武の放 は其大 なる もので もる。 其 間に 變 革し 得て 

善なる ものと 不善なる ものとの 別が わるの みで も る， 我 國の 神道 家 は 皇統 綿々 萬々 歲變 

ぜす 以て 堯舜 湯武の 上に 坐す と 云って 居る が 實は其 百 代の 間 正統 旣に絕 え 二 姓，^ 以て 

革命. し 了. して "お る、 之 . ^見ても 變革は 天地の 常で あ リ、 變 革せ ざる^ 得ざる 事が 解 る、 我 國 

の 如 さ、 秦 漢 以後の 如き は變" し投て 不善なる ものである。 天下の 達 尊 三つ わ リ、 爵 齒 德 が 

之で わる。 我國は爵.^尊，しとな，して他のニっ^^知ら す、 遂 に 公家 地下.^ 以て 尊卑.^ 分つ- 

道の 明かなら ざる も當然 である。 

堯 舜は禪 譲，^ 以て 天下.^ 安ん. C 敢て 天下.^ 私乜 す、 湯 武は放 伐^ 以て 萬 民.^ 安んじ 敢 

て 萬 民.^ 私. しない、 天下 は 天下の 天下で わって 一 人の 私有で は 無い、  如何なる？ 合に- 

も 其 位,^ 易へ ざる もの は 園 俗： 昏 愚. 神 , ^信- C て 畏怖す る もので も る. 之 ， ^以て ？1 武^ 罵る 

. 如き は 笑 ふべき でもる。 


之に 依れば 尙齋は 支那の 禪讓放 伐 を 是認す るの み 

る 我 國體は 國俗昏 愚なる 結果 成. N した も 

も玆に 至って 極まれり、 、.- 云 ふべ きで 


して 定ま 

敎に淫 す 

以上 德 

を 亡失し 

識 を發禪 

與 へ ら れ 

省 神社 局 
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德川時 

之 を 大別 

から 導か 
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た數名 

した 學 

た 買 數 

の 名に 

を揭ゅ 

代 に 皇 

して 四 
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三 

に 於 

を擧 

者 は 

で ま 

依 つ 

そ れ 

國尊 

種  一 ^ 

0 一 ) 


ける 著明なる 儒擧 者の 中で 外敎 

ゆた ので あ る、 是 等に 對 して 我皇 

極めて 多數 ある。 今 それ 等の 人 

不可能で あり、 且 つ 余輩 先年 著し 

て 公刊した 國體 論史に 詳細に 論 

に 幾分の 補訂 を 加 ふるに 止めて 

重 論 を唱 へ た舉 者の 種類 及び 其 

分つ 事が 出来る ミ思 ふ。 第 一 は 

於け る 尊卑の 階級の 差別 を 認め 


な 

あ る 


力 


た 


ら す、 上 下 尊 率の 分嚴乎 、、>. 

である、、 二 W ふので あ る、 外 


れ た 結果 自國 我の 意識 ■ 

尊 嚴を强 調して 自國 意 

說 を詳說 する 事 は 到底 

本國民 思想 史 及び 務 

事で あるから 今 は R 其 

點は 甚だ 多岐で あるが、. 

者であって 其 名分 ；？； 1 等 

我 國體を 肯定した もので 曇 


の 

曰 


じ ， 

置 く- 

出發 

儒擧 
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等 は 儒 を 學んで 儒に 淫 せす よく  K 敎を 自家 藥籠 中の もの ミ したミ 云へ るで あ ら_ 

う。 第二 は 我國史 を舉び 我建國 の. 來に 通じて 其 結 S 水 大に園 家 我の 意識 を 發评. 

した ものである。 第三 は 一 部儒學 苦の 尊外卑 内に 憤って 反抗的に 皇國 尊厳：！.^. 

强 調した ので 此 派の 人々 は儒敎 及び 佛敎 に對 して 國敎ミ して 神道 を 主張して 居 

る。 第 g: は少數 では あるが 地瑰舉 上の 見地から 東海 日出の 國ミ して 又氣候 中和 

の國、 こして 我國の 優秀 を認 むる ものである。 

伹し斯 く 四 種に 分った ミは 云へ それ は ロハ 便せ： 上の 事であって 實際 は割然 ミ 分. 

れて "i? る譯 では 無 く、 其 二者 三者 を 兼ねた もの も あり 、一 者の 一 部ミ 他の 1 者の 一 

部 を 合せた もの も あるの は 勿論で ある。 

第一 に 馬す る もの ミ して は 先 づ德川 時代 儒舉 の擧祖 藤原惺 窩を擧 ゆなければ 

な ら ぬ、 其 隨 来 「千 代 も ミ 草」 に 我 皇室の 御 歴代 何れも 民 を 憐れみ 給うた 事、 從 つて 下 

萬 民 も 亦 上に 倣うて 直な りし 事 を 論 じ、 又 我祌 道が 支那の 聖人の 造 ミ其歸 を 一 に 

して 決して 劣る もので 無い 事 を 主張して 居る。 K 門人で ある 林 羅山は 儒 a- 者で • 


ある ミ 同時に 一 方 國史を 深く 研究した 事が 

ので 有名な 本朝 神社 考 はお 思想 を 披瀝した 

中 江 藤 樹は其 著 〈ム 抓. 9 に 於て、 我 神明 を 信 

じて 居る が、 K 門人 熊澤蕃 山に 至って 其師の 

ある 其皇國 尊嚴論 は 其 獨特の 神道 說ミ 合致 

現 はれて 居る、 其 主意 は 支那の 放 伐の 不倫な 

尊き 所以に 及び、 我國 が武國 にして 而も 仁國 

事、 我 王道 は卽ち 神代の 神道であって、 我國は 

民 は 至 治の 化 を 被った 事、 三種の神器 は 我 神 

仁の 象 さし 鏡 を 以て 智の象 ミし劍 を 以て 勇 

を 治めた もので あ る、 之 を 敷衍 すれば 卽 ちす 

深遠 神妙 幽 4^ 悉く 其 內に備 つて 居る 事、 更 に 

根源に して 神明 を 以て 其 元祖 ミ した # き國 


我 園、、」 して 尊い 所以 を皇 張せ しめ； 1 

ものである。  . • 

仰す る 事の 儒道の 本意で ある 事 を 諭 

日本 主義 的 思想 を 受けて 一 層 强烈で 

して 集義 和書、 集 0 外 ，、一一 一輪 物語 等に 

る 所以 を 論じて 我 萬 世 一 系の 皇國の 

を 兼ね 其 調和 を 保った 美 虱を存 する 

開 國の當 初から 大道 旣に行 はれて 人 

代の 經 典で 文字な き 上代に 玉 を 以て 

の 象、 こし 此智仁 勇の 三 達德を 以て 國 

ベ て の 道、 學 術の 淵源 ミな り、 高 明廒大 

進んで は 我 皇國其 ものが 實に 三界の 

である 事 を 論じた もので あ る： 
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山 畸閽齋 が强烈 なる 日本 IfT 義者 であ つた 事 は旣に 述べた。 其 門人 三 傑の 中、 淺 

35- 綱齋 は、 師 の 祌道說 を こそ 受けなかった が 其自國 我の 意識に 至って は師を 凌ぐ 

ものが あつ た、 殊に 一 般の 腐儒 輩が 其舉ぶ 所に 溺れて 不見識な 思想 を 抱いた 事み 

攻擊 する に 於て は 痛快 を 極めて 居る、 卽ち其 靖， 献 肯講 tr に 

扨中國 li^ 伙と云 ふ 事 わる に付き 街の 害に 日本 む 突 伙と云 r 说.^ 見 て、 と ぼけた 學者 .. は 

わ ら n 惜 .し や 恥 し ゃ、我 は 突 ^  -レ 生 れ れ げ な と て 我 と 作 り 病 し て 嘆 く が 扨 て /\ 浚 間 

敷 見 譏 ぞ、 我 が 生れた 圃程火 車な 中 國が何 處-」 めら ぅぞ、 國が 小く と 何が 違 ふ ぞ、 同 バレ 日 

月^ 密 人の 指 圖，^ 受け L.?J すに 戴て Il^q ろ國 に、 唐 人が 夷狄と 書て 置れ 程-」 とて 最早 剝げ 

0 様 LL  ^ て 居る は、 人 -レ 唾,^ かけられて 得 拭 はすに 泣て 居る と sw" し 事 ぞ、 其 でも 聖人 も 夷 

^と 云 ふれと 云 ふけれ ど も、 其 は 街の 聖人 は 密から はさう 言 ふ 箸、 日 本の 聖人 は 又 此方-^ 

中國 にして わ ちら.^ 夷 伙と云 ふ 答ぞ. 其で すれ も ふかと 云 へ ば 其が 義理と い ふ の ぞ * 大 

義.^ 知ら S おは 其で 迷 ふ、 易い 事、 人 にも 親が わ リ. 我 LL も 親が める 人の 親の 頭 ははら る 、 

とも 我が 親の 頭 は はられぬ 様に する が 子れ る 者の 義理 ぞ、 直 に 其 あちらの 親と い ふ 親の 

子 も 又 面々 に 我が 親の 頭，^ はら V-  $5LL する ぞ是 がすれ ぁふ樣 なれ ども 其で 義理 は 立 


者ぞ 其で 日本 は 小 同；. しゃ と 云 ふ、 其 ならば 身代 のん い 者の 親.^ 見て 手前 其 り 輕き扇 

代の 親なら-は 役 L1 立たぬ 親 X  とて 何處ぞ へ 捨てよう か、 是 一 つで 合點 のいた 事 ぞ. 或 人 

曰 く、 其 でむ 日本 i リ昔は 遣 密使 遺 はされ て 此方 fs リ 貢物 & 遣られた から 日本 は 手下 

で は 無 い か と. 其 は 無 作と. した 事ぞ、 此ぞ 大義.^ 辨へ ぬと 云 ふ も の Li て、 我 國は 天地開闢 以 

來餘 所の 國の隨 LL て 立 ち たる 國に てな し、 神 代以來 正統に 少 しも 紛な し、 唐 の 書.^.. * みて 

なじめば 何 所と なく 唐人 質氣に 成って 日本 は 旅屋の 樣に覺 て：^ る， 古 今 第一の 僻事な.： 

書 故 義理，^ 破る とい ふ は 斯様の 事な リ。  . 

、、二 W つて 居る のが それで あ る、 -\} は 門人に 對 する 講談の 维 記で あるから 斯く碎 け 

た 云 ひ 方 をして 居る が 同じ 思想 を 述べ た 中國辭 なる もの を 書いて 中國 夷狄の 稱 

呼の 辨を 明かに して 居る。 德川 末期の 才人 If^ 源內 が其戯 作 i 恥 流 志 道， WW. の 中 

に 俗儒の 不見識 を 罵った の も 全く 綱 齋ミ同 一 思想で あ る、 曰 く、 

井戸で 育った 蛙學 者の め つたに 唐蠱資 に 成 つ て 我が 生れた ョ 本.^ 東夷と 稱 し、 天 照 大 

神 は 吳の太 伯に 違 ひな いと 附會の 說，^ 言 ひ 散ら し、 文 武の 道， ^表に かざ リ、 ち ん ぶんかん 

の！^. „ ^ひっても 知行の 米,^ 周の 升で 計り 切って 渡されな ば 其 時 却て 聖人.^ 恨む ベ し、 ャ 
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^やらが S 札 多き,^ 見て 同の 治まらざる ^知りれ りと 云 ふが 如く 亂れて 後に ® は 出來 

病 is 'リズ 後 12 翳 薬め リ、 唐 の 風俗 は 日本と 違って 天子が 渡リ 者と 同然 一して 氣-レ 入られば 

取替へ て 天下 は 一 人の 天下に 非す 天下の 天下な りと へらす 口. ^云 ひ 散らして 主の 天下 

^ひつれ くろ 不埒 千 萬なる 國ゅゑ 聖人 出で て 敎へ拾 ふ、 日本 は 自然-し 仁義.^ 守ろ 國 ゆる、" 

聖人 出です して）； 5 太平な なす。 

m し 小 内 は 賀茂眞 淵に 擧んで 其 思 想 を享 けて 居る ので ある。 綱 齋が佐 一 很直乂 の 

放 伐 是認 說を 立てた の を 老耄ミ 罵った 事 は旣に 述べた が 自ら 其 抅幽橾 附錄^ に 

放 伐の 容す 可らざる 所以 を 論じて 居る。  . 

cm- 齋 R 門 流 谷 泰山 を 始め V,- して 闇齋 派の 朱 子 學者は 皆 皇國尊 嚴を强 調して 居 

る、 三 宅 觀満の 中 與鑑首 、山 縣大貳 の 柳 子 新 論、 闇齋の 神道 を紹述 した 种^ 家 高屋近 

文の 神道 蒙、 大山 爲 起の 唯 一 論、 作 部 安 祟の 神道 問答、 若 林 强齋の 神 迫 大意 等 何れ 

も 我 皇統 一 系に して ヒ 下の 分 厳重なる 國 體を贊 美し、 神道が 我 固有 道德ミ して 所 

聖 にの きに 劣るべき にあら ざら 所以 を 論じて 居る ので ある 


荻 生 徂徐、 、二 は r 同じ 時代に 出て やはり 古 舉を唱 へ、 沮徠 一 派が 頻りに 攻撃す る- 

所の 山 鹿 素行 も 亦强烈 なる 日本 主義者であって 其 思想 は 色々 の ものに 現 はれて 

居 る が、 就 中 其 著 中 朝 事. 寶 は皇 朝の 事 實を叙 し、 我 が 國の水 土人 物の 精秀 にして 八 

紘 に寧爾 する 所 以、 我 が 國 體 、ま 道の 尊嚴 にして 萬 邦に 冠絕 する 所以 を說 いた もの ■ 

で 最も 著名で ある。 

机徠 一 派の 支那 崇拜 思想 を 最も 手嚴 しく 攻擊 したの は 平 田 篤^ 一  派の 國舉者 

である が、 儒 gji- 者 中に も 亦 之 を 看過し 得なかった 人が あ る、 例 へ ば 中 井： b 山、 鳥 羽 穀 

等が それ で、 竹 山 は 沮徕の 論語 徵 を攻擊 する 爲 めに 非 徵を著 は し、 其 支那 を 崇拜し 

模倣す るの 結 娘 名分 を 亂り我 皇室に 對 する 尊 號を慢 に 幕府に 僭稱 する 事 を 排し、 

又 松 平定 信に 奉った 草茅危 言 の 中に、 我 皇統 連綿たる 所 以、 我 國が 太古 以來 百王不 

易の 恩澤は 四海 萬國に 超越した る 美事 ミ なって 現 はれた 事 を 述べて 居る。 

竹 山が 其 攻撃の 矢 を^ 徕に 向けて 居る のに 對 して 鳥 羽 義は平 m 篤 si ミ 同じく 

其 錚を太 宰春臺 の辨道 書に 向けて 辨々 道 書 を 著 はし、 春臺が 世界に 唯 ！ 無二 ま 挿 
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尊す る 所の 聖人の 國 よりも 我國の 國體の 却て 優秀なる 所以、 我國に 道德の 名目な 

き は 道の 無 かりし が爲 めにあらざる 所以 を 論じ、 寧ろ 支那の 方が 弱肉强 食の 禽獸 

の 社 會 である 事 を 論 じ て 居 る。  ， 

四 

I  二、 國史の 研究に 出發. して 皇國の 優秀 を 認めた もの ミ して は 賴 山陽の 如き 人 

も あり 乂國舉 者 一 派の 如き も 一 面に は國 5-、 殊に 十 ：！ 代史， 研究に 其 思想 的 基礎 を 置 

くもので は あるが、 特に 水 戶學に 於け る皇國 尊嚴論 は實に 國史の W 明 をせ 一、 長^ ミ 

„ ^朱 子の 名分 思 恕を其 羽翼 ミ する ものである。 幕府の 編 竹 I した 本朝 i 濫 に、 3, 皇 

室は吳 太 伯の 後で ある、、〕 見えて 居った の を 憤慨して 光園が 大 日本史の 編修 を 思 

ひず ノリた ミ 云 ふ 俗說は 間違で あるが 、光園 か 本朝 通鑑の 該說を 見て 其 不都合 を咎 

め、 其 ほめに 其 出版が 中止 せられた 事 は事實 である。 此光閣 の 旨を體 して 起った 

水戶 擧の擧 風が 皇國尊 嚴 m を 其 本領、 /.- して 居る の は當然 である。 

水 戶 擧 に 於 け る 主 要 人 物 は ^1 述 の 三 宅 觀 澜 を 始 め ミ し て 安 積 澹 泊、德 " 身 昭、， 


田 卿 谷、 會澤正 志 IT 藤 田 東. 湖 等で あ る。 其皇. 國尊嚴 論の 根 

綿 ミ し て 民 の 分 明 か な る 事、 我 國 の神國 なる 事、 寳 の隆 

ミ國 民の 氣風 淳朴に して 崇 ■ の 念 盛なる こ ミ、 國 民 武勇に 

土たり ミ雖も 外寇の 侵略 を 受け ざり し 事、 萬 國 はすべ て 我 

の 聖 天 れ も 德 を 積 ま れ た こ ミ、 國 民 中には 絕 倫の 力、 擴 

ざり しさ 雖も古 往今來 未だ 嘗て if 姓に して 天位 を奸 さん 

さ、 傳 國の印 さして 三種の神器の 存在して 皇位 繼 承の 紛れ 

出 づ る 所、 元 氣の 始まる 所で 他國 の： km 位に 居る ベ きも の、 從 

は 取り も 直さす 宇内の 至尊なる 事 等で ある。 大 日本史 を 

5^, 道 館 記、 き 志篇、 藤 田 幽谷の 正 名 論、 會 澤正 志齋の 新！ r 廸 m 

閑 詰、 江 麵 S 喧、 藤 田 東 湖の fjii 館 記述 義義等 は 其 主なる 

述 の 如き 想の 總結 さして 水戶 寧の 著しい 特色 は 尊王 愛 

維新の 大 運動に 際して 水 戶が其 盟主の 姿 をな したの は 其由來 遠し ミ云 はな けれ 
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據は其 開闢 以來皇 統連 

なる 天 壤ミ窮 りなき こ 

富み 未だ 曾って 寸地 K 

國 の枝國 なるこ ミ、 歴代 

世の 智 ある もの 少 から 

さする もの 银 ^ かりし こ 

な き 事、 我 神州 は 太陽の 

つて 我國に 於け る 至尊 

始め ミ して 德川齊 昭 の 

篇， 下 g 邇雷、 ^fsT 錄、 退 

ものである。 而 して 上 

國の 大義で ある。 明治 


く 
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ばなら ぬ。 

以上 色々 の舉 者の 皇國尊 崇 思 想 は 自然の 歸結ミ して 尊內卑 外に 傾 

あ る が、 殊 に 其 傾向が 甚し く、 遂 にあら S る外敎 を驅逐 しなければ ならぬ 

張す るに 至つ. U の は 所謂 復古 國擧 派で ある。 否 此派は 初めから それ を 

的、、 こして 起った ので あつ て、 我 國 固有の 道德を 完全 無缺 なる もの ミ し、 外 

に侬 つて 種々 の 惡弊を 生す るに 至った ので あるから 之 を淸 めて 元の 姿 

る 事が 何よりの 急務で ある-、， -主 張す るので ある。 

今 1M を 詳論す る餘 白が 無 い か ら、 詳 細 は 近く 公に すべき 國 a- 發達史 に 

に は 其輪廊 丈け を 記す に.^ むる。 元祿 時代 下河邊 長 流、 僧 契 沖 等に 其 端 

から 漸く 盛に なり 德川 時代 後半期の 思想界の 一 角 を^ 靡した ので ある 

者 及び それ 等の 人力の 著 害は殆 「ご 無數ミ 云っても よい 程 あるので ある 

著名な る 主流 を 云 へ ば 賀茂眞 淵 、本 居宣 長、 平 田 篤 胤、 矢 野す 一道、 なさ に 止め 

であって、 それ 等の 人々 の 思想 を 跡 付 くれば 其 一 派の 思想 は大體 明かに 


もので は 

ミ まで 主 

唯一の 目 

敎の 侵入 

に 還元す 

讓 つて 玆 

を發 して 

から 國擧 

が、 其 最 も 

を さすの 

せられた 


々二 14 ひ 得る ので ある。 

. 眞淵 は自づ からにして 人爲を 加へ ざる 道 を 最も 貴し ミす るの で、 其 說は 名著 國 

意 考に盡 きて 居る。 それに 從 へば 支那の 聖人の 敎 は人爲 的の 敎 であって 只事々 

しく 敎を 設けて は 居る がそ は 決して 實 行せられ た譯 では 無く 却て 所謂 聖人なる 

ものが 己れ の 行うた 惡 行 を蔽 はんが 爲 めに 作り 設けた 附 會 說. か、 然 ら ざれば 逆に 

取った 自分の 權カを 失 は ざらん が 爲に國 民 を 瞞着す る 手段 ミ して 設けた 敎 であ 

も、 簡 單に 云へば 支那 は僞 君子の 國 である。 之に 反して 我國は 事々 しき 敎は 設け 

なかった が、 恰 も 山野に 自然の 道 あるが 如く 自ら 神代の 道が 廣 がって それに 依つ 

て 彌ゃ榮 えて 來た 最も 責ぃ國 である ミ云 ふので ある。 

宣長も 大體眞 淵の 思想 を 受けて 居る が 一 層 敏密に 其 考を披 派し. U のが 直毘靈 

r 卷， で ある。 我國が 萬國に 勝れて 居る 所以 は 天照大神の 生れ 給うた 固で あるか 

ら で、 天 律 日嗣の 天地 ミ 共に 動きな き は此大 神の 神勅に 依って 夙に 定まつ.. U もの 

であるから 幾 萬 代 を 經ても 何人も 大君に 背く ものな く、 天 皇 は此. 天祖の 心 を 心 ミ 

德川 時代に 於け る內外 尊卑の 論  二三 七 
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して 神代の 古事の ま、 に 神意 を 奉じて 政治 を 行へば 臣下 も 亦 其 g を體 し、 斯 く て 

支那に 見る 如き 烦瓚 な敎の 必要 も 無く 一  系の 皇統 永遠に 繼 承せられ て 行く 所の 

蕞も 貴い 國體 である ミ云 ふの が 其 骨子で ある。 

篤 si は 國蔡者 中に 在ても 特に 儒家の 支那 崇拜 を惡 むこ ミ甚 しく、 春 臺の辨 道 書 

こ對 して ^s:- 妄書を 著 はして 殆さ 完膚なきまでに その 不見識 を 罵倒し 111 して 居る， 

又佛敎 攻撃の 爲に 3 ^笑 を 講演し、 儒 敎 及び 支那の 園體を 攻撃す るハ ぬに 西籍 慨 

s, を 0 演 し、 外 敎を 交へ た 後世の 神道 を 打破す る爲 めに 俗 W  ^ 大意 を 講演して 居 

る。 而 して 我國の 自づ からなる 固有の 道 を 古道 ミ稱 し、 其 を 明かに する 爲 めに 古 

W1^,M> 講演して 居る。 其 論 據は大 體眞淵 宣長を 其 ま，^ 受けて 居る ので あるが" 

其 結 論 ミ し て、 皇 國は 天地の 根源で あり 諸の 事物 悉く 萬國に 優れて 居る 事 を强調 

して 居 る、 而 して 斯く 諸の 事物 悉く 我國が 根源で ある 事 を論證 する 爲 めに 多くの 

著述 をな して をる ので ある。 

： 人 野 ケー m ま， H^^% 語に やはり 皇統の 萬 1 系なる を 根據ミ して 皇國の 尊厳 を 


說 き、 大 國隆正 は 本學擧 要に 於て 「あめつちの もミっ をし へ を しらすし て、 末 に ま さ 

へ る ひミぞ はかな き」 さ 詠 じ て、 我 國は 忠孝 貞操 を 重ん する 國、 最 も 人道の 正しき 國 

なる 事 を 論 じ て 居 る。 

其外國 學者ミ して 本 居 春 庭の 道 SI 佐 喜 草、 本 居 犬 平の 古 學耍、 本 居. M: 遠の 古 學，.^ 

敎大意 、八 田 知紀の 桃園 雜記ゃ 、 別派 ミ見 るべ き 伊勢の 度會延 佳の 陽.. 復 Si 等に 於 

ける 皇國 尊嚴 論が あるが 一 々述 ベ る遑が 無 い。 之 等 國擧者 ミ儒擧 者 ミ が 彼我 尊 

卑の辨 に 就ての 論 諍 は德川 末期の 奇觀 であるが 今 論 す る 遑が 無 い。 

第 四 の 地理 學 上の 見地から 立てた 皇國 尊厳！ il ミ して 西 川 如 見の S 本 水： 土考 J/J 

佐 藤 信 淵の 宇，^. 2r 祕， 策 ，/」 の 二つ を 代表的に 擧 けて 置かう。 

日本 水 土 考には 我國の 優秀、 我國 の神國 たる 所以に 就て 次の 如く 論じて 居る。 

我國の 形勢 東西 Li 長 く、 南 北に 狹 く、 少 しく 反 曲， して 游龍建 首の 貌 である、 國は萬 國の東 

頭 に あって 朝 陽 始めて 照す の 地、 陽 氣發 生の 最初で あ る、 日 本と 稱 する 事 は其義 最も 當っ 

て 居 る、 此 國 神國れ るの 義、 水 土 自然の 理 か、 此 國は 四時 中正の 國 であ る、 萬 國廣大 と雖も 四 
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海の 正しき 我國の 如き は少 い、 日本の 限度 は廣 からす 又 狭から す、 其 人事 風俗 相 齊.. -く温 

一 Li. し て 治ま.： r 易 い、 故 に H 本の 白 -1 統 開 閼以來 今日 Li 至る i で變 無き もの 萬 國中唯 日本 

わるの みで ある。 是れ水 土の 神妙で わ る. 然 らば R3 本 風土 要害の 好、 萬 國 最上で も る、 浦 安 

の大 城に 住 、し、 千 矛の 武德. ^備て 永久 天地と 無窮で ある、 民 は 神明の 孫 裔！， i して 此道は 神 

明の 遺訓で あ る、^^^? 淨 潔白，^ 愛 . し. 質 素朴 實.^ 樂 むは 卽ち仁 勇の 道で わつ て智 自ら 足る 所 

以でゎ る、 此 國 自然の 神德 でも る、 貴 しと 云 はなければ ならぬ。 

信 淵の 宇內 混同 祕 策に は 宇 S 混 同大 論の 項に 於て 大要 次の 如く 論じて 居る。 

皇國八 大地の 最初に 成つ れ國 でもって 世界 萬國の 根本で あ る、 故 LL 能く 其 根本.^ 經緯 

する 時 は 卽 ち 全 W 界 悉く 郡 縣と爲 すべ く. 萬 國の君 長 皆臣 僕と 爲す 事が 出來 る。 今萬國 

の 地理.^ 詳に L て 我 日本 仝國の 形勢，^ 察する に、 赤 道の 北 三十 度から 起て 四十 五 度 Li 至 

リ、 氣 候 溫 和、 土 壤 肥 沃、 萬 國の物 鹿 悉く 滿溢. すと 云 ふ 事な く 四邊皆 大洋 LL 臨み 海 舶 の 運 

漕 其 便利なる ことお 國無 雙， 地 は 靈：， i 人 は 傑に して 勇決 他國 殊紹 ，し、 其 形勝の 勢、 自 ら 八 

表 Li 堂々 として 天然 宇內， ^鞭撻すべき の實徵 全備して  > 化る。 此 神州の 雄 威.^ 以て 議爾 

たる. # お.^ 征 するなら ば 一世 界. :s  、し 萬 國，^ 統 一 する 事 は 容易で わ る、 寬 に. 造物主の 皇 


大御國 V ^寵愛. し 給 ふ 事 至れ リ盡 ゼリで わる _ 


以上 頁数の 關係 卜： 終りの 方 は 其 詳細 をます 事が 出來 なかった が 大體ほ 川 時代 

に 於け ろ 他 國崇拜 思 想 一： 自國 尊重 思 想 ミの槪 要 を 明かに し 得た ミ 思 ふ。 

濫りに 自ら 卑下して 徒らに 他 國を尙 び 自國を 罵って 得々 たる もの 、愚劣 は 云 

ふまで も 無い。 自圈 尊重 論者の 說 にも 其う ちに は 我田引水 論 も あ り、 誇 張 も あり- 

獨 りよが りの 無理な 議論 も 無いで は 無い。 それ は 間違へば 進歩 を阻碍 する の 弊 

に陷り 遂に 國家を 誤る 事になる ので ある が、 其 弊に 陷ら ざる 丈け の 達 2^ が あれば 

自國 尊重 思 想 は 常に 强 烈 なる 愛國 心の 本源 ミな り、 興 國の氣 運 は斯か 、 る 思想の 

ぶ 、 民 このみ 寺つ 事が 出來 る。 之に 反して 自ら 重ん する 事 を 知らざる 國民は 

、. ^す 他に：^ つても 亦 輕ぜら ろ の は當然 であつ て、 斯 " る 事大思想 を國民 全部 力 

抱く に 於て は 其國の 運命 只衰額 次で 滅亡 あるの みで ある。 吾人 は 今 過去の 事實 

7」 して 德川 時代 一 部儒舉 者の 尊外卑 内の 陋見を 笑 ふ 事 は出來 るが、 翻て 現在の 國 
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^ 思 想の 傾向 を考 ふる 時、 果 して 今 笑って居る 事 は單に 過去の 歴史上の 一 現象な 

りミ して 一 笑に 附し たま 、で濟 ましてよ いの かさう か 深 思し 三省す るの 必要が 

あるので は あるまい か。 

(大正 十五 年 八月 十二 日) 
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主として プ ラトンの 對話篇 中から 選擇. して 千古の 偉人 ソク ラ テ スの敎 

育 者と しての 面影. 描出し r* うと.. J た 素描で わる。 ソ クラ テ スの請 語 

の 意義、 ソクラテスの 獄中 Li おける 有様、 臨終の 有樣， ^はじめ、 冥想の 

哲人、 節制 中葡の 人、 智德 合一の 哲人と しての その 面影.^ 寫. し、 最後に 

ソクラテス の 諸 門弟が ソク ラ テ ス LL 對 する 關係. ^考察した もので める。 

なほ 附錄 として ソクラテスの 生 ひ 立ちの 頃の ァ テ ネの敎育の有樣-^^敍 

し、 ぇゾ 7 ラ -广 ス り. ujtw り侖 i ボ JJ„ffiy て .0 る。 
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